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　　　　　　　　　　〈１〉







　窓のない部へ屋やで、二つの人ひと影かげが向かい合って座っている。光源は二人ふたりの間に置かれた赤い蠟ろう燭そくのゆらゆらと揺れる灯ともし火びだけである。踏み磨かれた板張りの床が濡ぬれたように光っている。長い髪の人影が、囁ささやくような声色で言った。

「最近調ちよう子しはどう？」

　もう一方の大柄な人影は低い声で答える。

「いつも通りだ」

「それは何よりね。じゃ、仕事の話をしましょう」

　長い髪の人影は一枚の写真を取とり出し、蠟燭のそばに置いた。大柄な人影は写真を覗のぞき込み、

「知らない顔だな」

「朱あか金がね官かん九く郎ろう。黒くろ金がね組ぐみの若衆のひとりで、最近になって頭角を現してきた男よ。でも、やり方が強引で、組の中でも処置に困っているみたいね。これまでは若気の至りで済んでいたのかもしれないけれど、今度ばかりはそうもいかないわ。この子、『戎じゆう器き』を買い集めようとしているみたいなの。言うまでもないことだけど、中なか原はらでは『戎器』の使用も取引も御ご法はつ度とよ」

「……で、俺おれはこいつをどうすればいい？」

「『戎じゆう器き』取引をやめさせて。ただし殺しては駄だ目め」

「なぜ？」

「依頼主の御要望よ」

「依頼主ね……大方、黒くろ金がねの親おや父じじゃないのか？」

　長髪の人ひと影かげは問に答えず、「写真の裏に、依頼主から朱あか金がね官かん九く郎ろうへの伝言があるわ」と言った。大柄な人影は写真を裏返し、そこに書いてある文字を読んで、不満そうに鼻を鳴らした。

「やっぱりじゃねえか。身内の不始末は身内で片付けろよ」

「そう言わないの。これも中なか原はらの平和のためよ」

「……平和ね。そんなら仕方ない」

　大柄な人影はがりがりと額ひたいを搔かいてから、写真を摑つかんで立ち上がった。

「居場所は？」

「鹿かの水みずにある廃工場を根城にしているわ。緑の屋根と大きなクレーンが目印。朱金の他ほかには、金で雇ったごろつきが二十人ばかり」

　それからいくつか質問をした後、大柄な人影は最後に訊たずねた。

「もうひとつ確かく認にんする。朱金以外は片付けて構わないんだな」

　長髪の人影は、くすくすと笑って頷うなずく。

「ええ。一度死ねば心も入れ替わるでしょう」

　そうして、蠟ろう燭そくが吹き消される。




　　　　　　　　　　○




　人が集まる所に街が出来る。街には人の流れに乗って物が集まる。物が集まる所に金が生まれる。その金を目当てにして、さらに人が流れ込み、街は大きく成長していく。しかし、必ずしも良いものばかりが集まってくるわけではない。澱よどんだ水が腐るように、肥大した街には宿命的に歪ゆがみが生じるものだ。

　千年の歴史と百万を超える人口を抱く此こ処こ──中原市も例外ではない。市の中央を流れる真ま船ふね川がわ。その下流東岸の鹿水地区には、年老いた住宅地と活気を失った工場地帯がごちゃごちゃに入り混じり、ひどく猥わい雑ざつな環かん境きようが作り出されている。中原市は観かん光こう地ちとして全国的にも有名だが、この一帯には観光客はおろか市民でさえ滅めつ多たに近づくことはなく、何度も再さい整せい備びの計画が持ち上がっては頓とん挫ざを繰くり返し、もう何十年も放置されたままになっていた。

　そこもまた、間違いなく中原に点在する歪みのひとつである。

　すえた臭においが漂う川かわ縁べりに、緑みどり色いろの屋根の廃工場があった。巨人の背骨のような赤あか錆さびたクレーンと、三階建てのプレハブが併設されている。

　その廃工場にのんびりとした足取りで近づいていく男がいた。百九十センチの長身、ぼさぼさの髪に焼けた肌、分厚い胸板と丸太の如ごとき両の腕。野生的な顔立ちをしているけれども、表情はどこか気が抜けていて眠そうにも見える。使い込んだジーパンによれよれのＴシャツ一枚という格好は、春先の三月にはまだ肌寒そうに見えた。

　男は廃工場の片隅にある鉄てつ扉ぴの前で足を止める。億おつ劫くうそうに一度工場を見上げてから扉をノックした。反応はない。構わずに「おーい」と呼びかけながら、三十秒もノックを続けていると、やがて扉の向こうから「うるせえ！」と声がした。

　扉上部の小窓が開き、ぎろぎろとした目が男を睨にらみつけてきた。

「なんだ、てめえ」

「俺おれか？　俺は星ほし野の伊い佐さ美みという」

　大柄な男──星野伊佐美は笑って答えた。

「名前なんぞ聞いてねえ。何の用だ」

「俺もおまえに用はない。朱あか金がね官かん九く郎ろうはいるか？」

「なんだ。官九郎さんの客か？」

「そんなところだ」と腕まくりをしながら答える。「ただし、招かれざるってやつだけどな」

　そして、大きく振りかぶった右の拳こぶしで鉄扉を殴りつけた。銅ど鑼らを打つような大きな音がした。分厚く重い鉄の扉が内側へ吹き飛び、壁かべに激げき突とつしてまた大きな音を立てる。扉の後ろにいた男は壁と扉に挟まれ、くの字にひしゃげて絶命していた。

　伊佐美は腰をかがめてドアがあった空間をくぐり、工場に足を踏み入れた。工場内はちょっとした体たい育いく館かんほどの広さがあった。壊こわれた機き械かいやガラクタがそのまま放置され、機械油と腐った雨水と、そして安っぽい犯罪の臭においがしていた。トタン屋根にはところどころ穴が開き、そこから射さし込んだ日光が床にまだらの模様を描いている。

　騒さわぎを聞きつけて、見るからにガラの悪そうな男たちがぞろぞろと姿を見せる。朱金官九郎に金で雇われたギャング崩れだろう。伊佐美は男たちを一いち瞥べつして数をかぞえる。全部で十九人、さっきの門番をいれて二十人。全員がコトナリで人間はいない。御ご陵りよう院いんの調しらべ通りだった。

　兵隊たちの中で、状況をいち早く理解したひとりが「カチコミだ！」と大声を上げる。

　今時カチコミって、と伊佐美は思いながら、正面から挑みかかってきた男を右ストレートで迎むかえ撃うった。カウンター気味に殴り飛ばされた男は、まるで交通事故に遭ったみたいに十数メートルも床を転がってようやく止まった。手も足も首も、ありえない方向に捻ねじ曲がっている。残り十八。

　伊佐美の人にん間げん離ばなれした怪力に、男たちの動きが止まる。すかさず伊佐美は言った。

「朱金官九郎を呼んできてくれ。話があるんだ」

　カラスが鳴きそうな間抜けた沈ちん黙もくがあった。やがて、男たちが堰せきを切ったように伊佐美を罵ば倒とうする言葉を吐き散らし、物陰に隠していた凶器を手に取る。大型ナイフか匕首あいくちの類たぐいがほとんどだったが、中には長尺の刀や柳りゆう葉よう刀とう、骨こつ董とう品ひんめいた槍やりのようなものもあった。

　よくもまあ、これだけ集めてきたものだ、と伊い佐さ美みは思う。

　伊佐美を包囲する輪わが、じりじり狭せばまっていく。。

　そこで、目を瞠みはるようなことが起きる。

　その場の緊きん張ちようと興こう奮ふんが高まるにつれて、男たちの頭部にぴょこんぴょこんと一対ついの丸いものが生はえ出した。それは毛皮に覆おおわれた獣けものの耳のように見えた。さらには、腰のあたりから、やはりふわふわした毛皮に包まれた尻尾しつぽが伸び出す。見る人が見れば、それが狸たぬきの耳と尻尾に酷こく似じしていることに気付いたかもしれない。

　さらに、数々の凶器が一斉に青白く発光したかと思うと、その刀身が長さを増したり、赤せき熱ねつして火花を散らしたり、空中放電を起こすほど強力に帯電したりと、様々な変化が起きる。

　男たちに生えた耳と尻尾はなんだか愛らしく、千変万化する凶器は手品を見ているようだったが、彼らは極めて殺気立っている。冗じよう談だん事ごとではすまない状況である。

　しかし伊佐美にとって、それらすべては慣なれ切った仕事の現場であり、緊張など微み塵じんもない。早くかかってこいよ、とは言わなかったが、つい大きな欠伸あくびが出てしまった。それを見た男のひとりが、丸い耳をピンと逆立てて叫んだ。

「朱あか金がねさんに報しらせるまでもねえ。たたんじまえ！」

　男たちが一斉に飛びかかってくる。

　真正面から突っ込んできた相手を殴り殺す、十七。左右から同時に飛びかかってきた二人ふたりを蹴けり殺す、十五。ナイフを構えて突進してきた男を地面に叩たたきつける、十四。

　怪力をほどほどに発揮して、朱金官かん九く郎ろうの配下を淡々と返かえり討うちにしながら工場の奥へと進んでいく。どいつもこいつも、物の数ではなかった。やがて朱金官九郎の姿を見つけられないまま、工場の一番奥まで行き着いてしまった。

「えっと……何人片付けたっけか」

　手足に残る感触を思い出していると、物陰に潜ひそんでいた最後のひとりが、背後から襲おそいかかってきた。金属製のハンマーが伊佐美の後頭部に叩きつけられる。ゴリッとひどく嫌いやな音がした。普通の人間ならば十中八九、命を落とすであろう一いち撃げきに、

「痛いってえな……」

　伊佐美は不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいて後頭部を撫なでるだけだった。出血さえしていない。ぐるんと首を回し、自分を殴おう打だした男を睨にらみつける。男は「ひっ」と短い悲鳴を上げて、その場に座り込んでしまった。耳も尻尾も、叱しかられたペットのように縮ちぢこまっている。這はって逃げようとするのを踏みつけると、男は「ぐえっ」と潰つぶれた蛙かえるのような声を出した。

「朱金はどこにいる？」

「知らねえよ！」

　伊佐美は舌打ちをして、「こういうのは得意じゃないんだけどな」と親指で額ひたいを搔かいた。

　背中を踏む足に体重を乗せる。たちまち呼吸を止められた男は、俎そ上じようの魚のように手足をバタつかせる。「いーち、にーい、さーん」とたっぷり時間をかけて十をかぞえてから足を上げた。激はげしく咳せき込こむ男に訊たずねる。

「何度でも訊きくぞ。朱あか金がねはどこだ？　言っとくが、次は二十かぞえるからな」

「う、上だ！　管理棟の三階！」

　男は吐き出すように言って、工場隅のドアを指さした。

「ずいぶんあっさりゲロしたな」

「俺おれは、あの人にうまい話があるって誘われただけだ。他ほかはなんにも知らねえよ」

「そりゃ災さい難なんだったな。うまい話には大体裏があるもんだ。『次』は覚えておけよ」

　伊佐美は男の後頭部めがけて、足を踏み下ろした。

　べきんと首の骨が折れる音がして、それきり静かになった廃工場を見渡した。

　累々たる死体が、目に見えない酸を振りかけられたようにシュウシュウと煙を上げて消滅しつつあった。後には、彼らが着ていた衣服と、白い砂のようなものだけがわずかに残る。これもやはり伊佐美にとっては見み慣なれた光景で、ちっとも驚おどろくには値しない。視し線せんを切って、ドアに向かった。ドアを開けるとすぐに上に延びる階段があり、ぐしゃぐしゃに潰つぶれた段ボールや錆さびついた機き械かい、割れた懐かい中ちゆう電灯などのガラクタで半ば埋もれていた。

　それらを踏み越えて上へと向かう。最上階の三階に辿たどり着き、施せ錠じようされたドアを力任せに破は壊かいする。何もないがらんとした部へ屋やだった。細い鉄骨の柱が等間隔に整せい列れつし、天てん井じようには頑丈そうな照明がいくつも吊つり下げられている。工場がまだ生きていた頃ころは、何か精密な作業をする場所だったのかもしれない。大量の書類が散乱した部屋の真ん中には、場違いに立派な革張りの椅い子すがぽつんと置かれ、若い男が深々と腰掛けていた。

　伊佐美はポケットから写真を取とり出して、目の前の男と照らし合わせた。

　ミリタリーふうのラフな服装に、年季の入ったモッズコート。これでもかと逆立てた髪は鈍にぶい朱しゆ色いろ。目つきは凶悪だが、よく見るとたれ目である。首元や指をじゃらじゃらと金属のアクセサリーで飾り立て、顔の右半分には幾何学模様の入れ墨がある。あまりにも特徴的すぎて間違いようもないが、念のため「朱金官かん九く郎ろうだな？」と訊ねた。

「人の名前を聞く前に、てめえから名乗るべきだろ。下でクソ派は手でにやってくれたみたいだが、俺を殺しにきたか」

　若い男──朱金官九郎はつまらなそうに言った。伊佐美は「違う」と首を振った。

「あんたに確かく認にん事ごとがいくつかと、その返答によっては頼み事もひとつ」

「言ってみろよ。聞いてやる」

「あんた、『戎じゆう器き』を買い集めてるそうだな」

「ああ」と官九郎は素直に認めた。

「この中なか原はらでは、『戎器』は売買も所持も御ご法はつ度とだ。知らないわけじゃないよな」

「当たり前だ。でなきゃ、こんな辛しん気き臭くせえところでコソコソしてるか」

「集めた『戎じゆう器き』をどうするつもりだ？」

「飾って愛めでるためだとでも思うのか？　玩具おもちやじゃねんだぞ」

「それもそうだな。単刀直入に言おう。俺おれの仕事はあんたの『戎器』取引をやめさせること。そしてあんたが集めた『戎器』を回収することだ。つまるところ、あんたがもう『おいた』はしないと約束して、これまで買い集めた玩具を差し出してくれれば、万事丸く収まるってわけだ。理解できたか、坊主」

　官かん九く郎ろうは涼しい顔で「なるほど」と頷うなずいて、「煙草タバコ、いいか？」と言った。

　伊佐美は無言で頷いた。

「わざわざ来てもらって、恥ずかしい話なんだがよ」

　官九郎はコートの内側をごそごそやりながら言った。「取引がうまくいかなくてな。クソ情けないことに一ヶ月あれこれ手を尽くして手に入ったのは、下のクソ雑ざ魚こどもが使ってたガラクタと──これだけだ」

　言い終わるより早く、ばすん、と布が裂けるような音がした。

　伊い佐さ美みが胸に強い衝しよう撃げきを感じて視し線せんを下ろしていくと、Ｔシャツの胸の真ん中に小さな穴が開いていた。そこから赤い染みがじわじわと広がっていくのが見えた。さらに立て続けに、ばすん、ばすん、と胸に穴が開く。穴から次々に血が溢あふれ出す。

「あ、ぐ……」

　伊佐美は小さく喘あえいで、人形のようにばったりと床へ倒れ込んだ。

　官九郎は気け怠だるそうに天てん井じようを仰いで首をごりごりと鳴らした後、やおら椅い子すから腰を上げた。右手には黒い自動拳けん銃じゆうのようなものが握られており、コートの右前に小さな穴がいくつか空いていた。官九郎が立ち上がると、懐ふところからいくつかの空から薬やつ莢きようが転がり落ちた。その銃から発射された弾丸が伊佐美を貫いたに違いなかったが、銃声も硝煙の匂においもないのが不可解だった。

　官九郎は倒れ伏した伊佐美に歩み寄って、その頭を遠えん慮りよなしに蹴け飛とばした。

「おい見ろ。コートが台なしだ。気に入ってたのに。聞いてんのかクソ野郎！」

　大きな声で怒ど鳴なり散らし、残っていた弾丸をすべて伊佐美に撃うち込む。やはり銃声はない。その代わり、弾丸が打ち出される瞬しゆん間かん、拳銃が青白く発光する。血ち塗まみれの背中が二度、三度と跳ねた。

　官九郎はもう一度伊佐美の頭を蹴飛ばし、それでようやく気が収まったのか、大きく息を吐いてコートの襟えりを正した。拳銃を右手に持ったまま、左手だけで器用に煙草を取り出した。窓辺に寄って煙草に火を点つける。

「どこのクソ野郎の回し者か、聞き出してから殺すんだったかな」

　ふうっと窓まど硝子ガラスに煙を吹きかける。工場の敷しき地ちの向こうに、真ま船ふね川がわがきらきらと光っているのが見えた。川の流れは、まるで別世界の光景のように穏おだやかだった。

　まったく骨折り損だった。何ヶ月もかけて資金を調ちよう達たつし、組に露ろ見けんしないよう慎重に事を運び、本当なら顔を見たくない『連中』との取引に臨のぞんだというのに、いざ蓋ふたを開けてみれば手に入ったのは、使い物にならないガラクタを除けば、このチャチな拳けん銃じゆう型がたの『戎じゆう器き』ひとつだけ。こんなものに頼るぐらいなら、自身の異能を使った方がいくらかマシだ。

「あのクソ野郎……いつか落とし前つけてやらねえとな」

　不ま味ずそうに煙草タバコを吸いながら、これからどうしたものか、と考えている官かん九く郎ろうの背後で、ゆらりと立ち上がる人ひと影かげがあった。

　気け配はいに気付いた官九郎が振り返るより早く、人影は風のように動いていた。

　右手で官九郎の首根っこを摑つかみ、顔を窓に押しつける。硝子ガラスにビシリとひびが入った。左手は官九郎の右手を、拳銃ごと万力のような力で握りしめている。

　喉のどの奥に溜たまっていた血をベッと吐いてから、伊い佐さ美みは官九郎の耳元で囁ささやいた。

「気の早いやつだな。まだ話の途中だろうが」

　官九郎は自由にならない首をぎりぎりと捻ひねって、

「てめえ……なんで生きてやがる」

「なんでって、そりゃ死んでないからに決まってるだろ」

　いちいちたしかめたわけではないが、出血はすでに止まって、傷口も塞ふさがりかけているはずだ、と伊佐美は思う。銃弾が身体からだの中に残っていると後で取り出すのが面めん倒どうなのだけれど。

「ああ、クソ。思い出したぞ。その顔、見覚えがある」

　官九郎は歯は嚙がみして唸うなった。「てめえ、星ほし野の伊佐美だな。御ご陵りよう院いんの子飼いの殺し屋だ」

「俺おれは殺し屋じゃなくて掃除屋だ。御陵院に飼われてるつもりもないけど……この際どうでもいいか。話続けるぞ。下にあったもののほかに、『戎器』はないんだな？」

　官九郎は口を噤つぐんだ。伊佐美は「だから、得意じゃないんだよ」とボヤいて、官九郎の首を強く握りしめる。骨の軋きしむ音がして、官九郎の口から呻うめき声ごえが漏れる。

「あんたを殺すつもりはない。そういう依頼だからな。けど、あんたが素直に喋しやべってくれないと、こうして慣なれないことをやらなくちゃいけない。慣れてないから手加減を仕損じるかもしれない。あんたに死なれると俺も困るし、あんたも困る。そうだろ？」

　伊佐美はわずかに手の力を緩ゆるめた。官九郎は悔しげに舌打ちをして、

「……これだけだ」

「オーケイ。なら、これを始末すれば万事解決だな」

　にっこり笑って、官九郎の手ごと拳銃型の『戎器』を握にぎり潰つぶした。金属と骨が砕ける音。官九郎は「ぐあっ」と唸った。彼が静かになってから伊佐美は言った。

「さて、俺ばっかり質問して悪かったな。何か聞きたいことはある？」

　官九郎は顔面に脂あぶら汗あせを浮かべて、痛みに耐えるのに必死のようだった。それでもこちらを睨にらむのをやめなかったのは、さすが期待のルーキーというところか。

「特にないなら、最後に俺おれからもうひとつ。依頼主から伝言だ。バカなことはやめて帰って来い、だとよ。分かったか？」

「あのクソジジイ……」

「分かったのか、分からないのか」

「……分かった。『戎じゆう器き』には手を出さない」

「オーケイ。これで俺の仕事も終わりだ」

　官かん九く郎ろうの拘こう束そくを解き、そして間かん髪ぱつ容いれず彼の脇わき腹ばらを殴りつける。肋ろつ骨こつが数本、砕ける感触があった。官九郎は悲鳴も上げられず、その場にうずくまった。

「鉛玉の礼だ。ちょっと足りないけど、これで勘弁してやるよ」

　その場を後にしようとすると、官九郎が振り絞るような声で言った。

「星ほし野のぉ……てめえ、覚えとけよ。ぶっ殺してやる」

「面おも白しろいこと言うやつだな」

　伊佐美は官九郎のそばに膝ひざをついた。その髪を鷲わし摑づかみにして、顔を上げさせる。

「おまえが、俺を殺すって？　そんなこと出来るのかよ？　こちとら、もうずっとずっと死にたくても死ねなくてうんざりしてるんだ。それを、終わりにしてくれるってのかよ」

　官九郎は口から血を流しながら、伊い佐さ美みを睨にらみつける。

「絶対だ。絶対に俺がおまえをぶっ殺す」

「ああ、いいね。いつでもどこでも構わないから、俺を殺しに来い。期待しないで待ってるぜ。俺は『鬼おに』だ。恨うらまれるのは慣なれてる」

　伊佐美が去る。

　官九郎はうずくまったまま「クソッタレ、クソッタレ」と罵ば倒とうし続ける。
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　おおむね恙つつがなく仕事を終え、伊佐美は市電に揺られて中なか原はらの中心部へ戻った。駅を出るともう太陽が西の山に沈みかけていた。そろそろ桜も咲こうという時期だったが、日が暮れるのはまだまだ早い。

　中原のほぼ中央を東西に走る青あお葉ば通どおりから北へ上がり、古ふる町まち通のアーケード商店街に入る。商店街は、遅めの夕食を求める買い物客や暇を持て余した学生、仕事帰りのサラリーマンなどで大変な賑にぎわいだった。通りの両側には、およそ思いつく限りのありとあらゆる商店がひしめきあっている。アーケードに吊つり下げられた吹き流しのような飾りを眺めながら歩いていたら、妙に周囲の視し線せんが気になった。そして、はたと気がつく。

「……忘れてた」

　官九郎に撃うたれた傷はもう跡形もなかったが、穴だらけになった衣服まで元通りになるわけではない。道行く人々は、伊い佐さ美みの世紀末的な風ふう体ていを怪け訝げんそうに見るものの、目が合った途と端たんに視し線せんを逸そらしてしまう。これではあからさまに不ふ審しん者しやである。いまに警けい察さつを呼ばれてしまうおそれもあった。慌てて手近な古着屋に飛び込み、今まで着ていたのと似たようなＴシャツとジーパンを買い求める。そのまま試着室で着替え、脱いだ服は路上のゴミ箱に捨てた。

　これでもう、どこからどう見ても善良な一般市民である。アーケードから横道にそれ、まっすぐに進むと馬ま込ごめ通どおりという比較的大きな通りにぶつかる。伊佐美が向かったのは、その通り沿いにある『２９』という名前のバーだった。開店間もないため、客入りはまばらだった。バーに入った途端、自分が大変空腹であることに気がついた。

「チキン南なん蛮ばん定食。あとビール」

　伊佐美が注文すると、つるりとした禿はげ頭あたまのマスターは無言で頷うなずく。バー『２９』は、バーであるにも拘かかわらず、ボリュームのある定食が食べられるので、夜の仕事をする人間には重ちよう宝ほうされている。伊佐美も仕事の後は、このバーに立ち寄ることが多かった。ほとんどのコトナリは人間と同じ場所で飲み食いすることを忌き避ひするので、ここでなら他ほかのコトナリの目を気にせず食事が出来るという点も気に入っていた。

　やがて、注文が運ばれてくる。まだ表面の油がぷつぷつ音を立てているチキン南蛮、みずみずしいキャベツの千切り、自家製ピクルスを刻んで混ぜ込んだタルタルソース、不ふ思し議ぎな模様を描いて対流するワカメの味み噌そ汁しる、キンキンに冷えて琥こ珀はく色いろに輝かがやく生ビール。言うまでもなくご飯は特盛りで、デザートにウサギの形のリンゴが添えられている。

　美しい、と伊佐美は思った。

　長方形のトレイの上に、完かん璧ぺきに調ちよう和わした世界が存在している。

　その美しき世界を「いただきます」の一言とともに破は壊かいしてしまう自分はどれほど罪深いことか。しかし、そんな想おもいも、チキン南蛮を一口かじった途端に雲うん散さん霧む消しようする。後はもう一心不乱に食べるのみ。人の皮を被っていても、所しよ詮せんは『鬼』であるから、原始的な衝しよう動どうには逆らえない。これは仕方のないことだ。

　瞬またたく間に定食を食べ終えた伊佐美は、火の点つくような強い酒をボトルで注文した。会計を済ませ、酒瓶とグラスを持ち、マスターに目配せしてバー『２９』を出る。狭い路地を通って裏手に回ると、壁へき面めんに取り付けられた長い梯はし子ごがある。酒瓶をズボンに押し込み、グラスを口に咥くわえて梯子を上る。

　ビルの屋上に出ると、すでに日は沈んでいた。四方を背の低いフェンスに囲まれ、ぐおんぐおん室しつ外がい機きが唸る屋上の隅に、古びたデッキチェアと小さなテーブルがぽつんと置かれている。バー『２９』で空腹を満たした後は、ここで酒を飲むことにしている。

　屋上をうろうろしながら、グラスに注ついだ酒をちびちび舐なめた。舌がビリビリ痺しびれ、胃の腑ふが熱あつくなるが、ちっとも酔う気け配はいはない。どんなに強い酒を、どれだけ浴びるように飲んでも酔えた試しがない。それでもこの習しゆう慣かんを続けているのは、ある種の儀ぎ式しきのようなものだと思うが、何のための儀ぎ式しきであるかは自分でも定かではない。

　屋上からの眺望はまずまずであり、中なか原はらでも特に栄えている市街地を遠くに見渡すことが出来た。高さも形も色も様々な建物が、肩をぶつけ合うようにごちゃごちゃと立ち並び、まるで一個の大きな塊のように見える。

　あの大きな塊の中に、一体どれだけの人間と、人間ではない者たちがひしめき合っていることだろう。ここで酒しゆ盃はいを傾けていると、伊い佐さ美みは時々そんなことを考える。

　コトナリ──朱あか金がね官かん九く郎ろうをはじめとする今日きようの標的も、伊佐美自身も、種類は違えど、ひと括くくりにそう呼ばれる存在。根本的に人間と異なる生き物だ。人間と同じように、コトナリにもいろいろな連中がいるけれども、すべてのコトナリに共通する性質が二つある。

　そのひとつが、異能という超常の力だ。

　伊佐美のそれは、桁けた外はずれに頑強で、致命的な銃じゆう創そうさえ短時間で完治する身体からだそのものであり、今日は使う暇さえ与えなかったが、朱金も伊佐美とは違う異能を持っている。

　テーブルにグラスと酒瓶を置き、ジーンズの後ろ腰からぐにゃりとひしゃげた拳けん銃じゆう型がたの『戎じゆう器き』を引き抜く。ギシギシ軋きしむデッキチェアに身を横たえて、朱金から取り上げたその『戎器』を矯ためつ眇すがめつする。銃身から歪ゆがんでしまっていてもはや使い物にはならないが、仕事を完遂した証拠にと思って、持ち帰ってきたのだった。人間の銃を模した『戎器』は、ここ二十年ぐらいで作られるようになった。刀剣型の『戎器』と比べて構造が複雑であることから、製造出来る工房はかなり限られるはずだが、その出で処どころを示す製造番号は当然のように削り取られていた。

　異能の力は、人間にとっての酒や煙草タバコあるいは藥物の類たぐいに喩たとえられることが多い。それらと同じように、異能には副作用があるのだ。弱いものを時折使う分にはさほど害はないし、少なからず益もある。だが、使い続けているうちに、それでは満足出来なくなる。もっと強力で過か激げきな力を使いたくなる。その害によって周囲を散々傷つけ、ついには自らを滅ぼすことになる。『戎器』は、その害を肩代わりしてくれる一種の呪じゆ物ぶつであり、コトナリは『戎器』を介することで、耐用回数の限度はあるものの、副作用を気にすることなく異能を使うことが出来るのだ。

　当然それは、争いの火種になる。だから『戎器』の流通は『狗いぬ』の管理下で厳きびしく制限されている。特に、強力かつ使い手を選ばない拳銃型の『戎器』は、売買はもちろん、単純所持も禁じられているはずなのだが。

　朱金がどこからこの『戎器』を仕入れたのか、気にならないではなかったが、それは今回の依頼の埒らち外がいにある。そういうのは情報屋の領分だ。

　伊佐美が『戎器』をテーブルに置いて、再び酒瓶に手を伸ばしたその時。パトカーのけたたましいサイレンの音が聞こえてきた。手すりに寄って眼下を見下ろすと、馬ま込ごめ通どおりを北へ向かって何台ものパトカーが物もの凄すごいスピードで駆け抜けていく。

　普ふ段だんならパトカーのサイレンなど気にも留とめないところだが──なぜだろう。この時は、言いしれない胸むな騒さわぎを覚えた。何か、ただならぬことが起きているような、そういう予感がした。

　伊い佐さ美みは少し考えて、酒瓶の中身を一気に飲み干す。そして、屋上の縁へりを踏み越えて、虚こ空くうに身を躍おどらせる。一いつ瞬しゆんの間があって、どすんという鈍にぶい音。そして、路地を走る足音が遠ざかっていく。屋上には、空の酒瓶とグラス、そしてひしゃげた拳けん銃じゆう型がたの『戎じゆう器き』が残され、街の灯あかりを跳ね返して鈍く光っていた。
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　──何か決定的なことが起きる時、往々にして前触れがないものである。

　桜おう条じよう凜りんは、自分の置かれた状況を整せい理りしながら「なるほど、こういうことか」と理解する。

　何かの本で読んだ言葉だと思うのだが、どうしてもタイトルが思い出せない。

　凜は中なか原はら市し北東の郊外、上かみ山やま地区に住んでいる。いや、住んでいたというべきか。

　そこは、中原の東に連なる山の裾すそ野のを切り開いて作られた古い住宅地で、凜の家はその最も高台に位置している。周囲はほとんど人の手の入っていない森に囲まれ、他よ所その住宅とは車がようやくすれ違えるほどの細い山道で辛かろうじてつながっている。この道路がたまに土砂崩れや倒木で塞ふさがれてしまうと、凜の家はちょっとした陸の孤島になる。

　凜とその家族が、そんな不便な場所に引っ越してきたのは、凜が八歳の頃ころのことだ。車に揺られて九つ十づ九ら折おりの山道を上っていくと、周囲の森が唐突に開けて、これから我が家になる建物がぬっと姿を見せた光景を、いまもはっきりと覚えている。

　もとは大たい正しよう期きに中原へ住み着いた外国人貿易商のものであったという洋よう風ふうの邸宅は、幾度となく持ち主が変わっており、その度たびに増改築が施されて、今では洋風とも和わ風ふうともつかない不ふ思し議ぎな威容を得るに至っている。

　居室だけで二十三も部へ屋や数かずがある邸宅に、十一歳になった凜は、母と三歳違いの妹、来くる栖すと坂ばん東どうという使用人のたった五人の家族で暮らしていた。父親は妹が生まれてすぐに亡くなったという。凜は顔も覚えていない。

　凜が家族以外の人間に会うことはほとんどなかった。なぜなら、最も近い隣りん家かまで徒歩で三十分はかかる立地に加えて、学校に通っていないからである。

　小学校に上がってすぐ、凜は不登校になった。イジメに遭ったわけではない。ただ、自分と同年代の子供が集まって、笑ったり、泣いたりして生活しているあの空間に、どうしても馴な染じむことが出来なかった。「ここに自分がいるべきではない」という強烈な違和感があった。

　ある日、意を決して「もう学校にいきたくない」と母に打ち明けると、彼女は頷うなずいて「分かりました」と言い、すぐに取るべき手続きを取り、凜は翌日から学校へ通わなくてよくなった。母は穏おだやかでのんびりしたところがあって、いつだって慌てず騒さわがない人だったけれども、普通こういう場合、もう少し説得するなり叱しかりつけるなりするものではないかと思った。

　勉強は元教師の来くる栖すが教えてくれていた。学校へ通っていないからといって、勉強を怠おこたっていたわけではないのである。比べる相手がいないから分からないけれども、来栖は毎日のように「私は凜りん様りんのように賢かしこい子供を他ほかに知りません」と言っていた。また「もう少し子供らしくあっても良いと思いますが」とも。

　子供らしい、というのがどういうことか凜にはよく分からなかった。一番身近な子供といえば妹だ。彼女はよく笑いよく泣きよく食べよく眠る。わがままであり気き紛まぐれであり、地ち球きゆうは自分を中心に回っていると信じて疑っていない様よう子すだった。凜が本を読んだりしていると「さあ私と遊べ」と言わんばかりに抱きついてきて、無視していると「うーうー」と唸うなってぐいぐい揺さぶってくるので、仕方なく付き合ってやっていると、まもなく眠りこける。まるで動物である。子供らしいということは、動物的であるということだろうか、と凜は考えたものだ。

　学校に通わなくなった凜は、ほとんどの時間を室内で過ごした。読書をしたり、模型を作ったり、家の中のお気に入りの場所を回って、宇宙や深海について考えたり、考えをまとめるためにノートを書いたりする。これはこれで大変多忙なのだが、もうひとりの使用人である坂ばん東どうは「そんなことではモヤシになって、頭からキノコが生はえます」と言ってひどく心配した。桜おう条じよう家けの食卓を一手に握る坂東は、元イタリアンシェフにして、元女性自じ衛えい官かんという異色の経歴を持っていた。彼女は凜を半ば強引に連れ出しては、屋や敷しきの周囲の森を走り回ったり、本格的な護ご身しん術じゆつやサバイバル術、美お味いしい昆虫の食べ方などを伝授したりした。彼女は「凜様は男の子なんですから、お母かあ様と妹を守れるようにならないといけません」と、それが当然の摂理であるかのように言ったものだ。凜が「こんなことが何の役に立つのか」と反はん論ろんすると、彼女はやはり自信たっぷりに「備えあれば憂うれいなしです」と答えるのが常であった。今になって思えば、坂東が全面的に正しかったのだな、と凜は思う。

　そして、彼女の備えも十分ではなかった。

　──我々が気付いた時、死神の鎌かまはすでに振り下ろされている。

　凜は冷たい雨に濡ぬれながら、そんな言葉も思い出す。

　夕食後の、一日の中で最も弛し緩かんした時間を狙ねらいすましたように、襲しゆう撃げき者しやたちは現れた。

　二階の居間には来栖以外の四人がいて、妹は坂東にフルーツジュースを作って欲しいとねだり、母はソファに座ってコーヒーを飲み、凜はその隣となりで本を読んでいた。

　ふいに階下で大きな物音がしたと思ったら、来栖が「逃げてください」と叫ぶのが聞こえてきた。いままで聞いたこともないような大声だった。どうしたのだろう、と考えるまもなく、騒そう々ぞうしい足音を立てて襲撃者たちが現れた。獣けもののような意い匠しようが施されたマスクで顔を隠し、黒くろ尽ずくめの兵隊のような格好をして、それぞれ銃や刃物で武装していた。

　ごっこ遊びの鬼と曲がり角で出くわしたような、ほんの一いつ瞬しゆんの間かん隙げきがあった。

　真っ先に反応したのは坂東だった。トレイに載せていたフルーツジュースを投げ捨て、そばにいた妹を抱えて逃げようとした。

　ひとりだけ白いマスクをした襲しゆう撃げき者しやが、ごく小さく手を振った。その指示に従って、他ほかの襲撃者たちが動いた。声ひとつ出さず、よく訓練された動きで銃を構え、坂ばん東どうと妹に向かって引き金を引く。凜りんの記き憶おくが正しければ、この時、銃声はしなかったはずである。襲撃者たちの銃器が青白く輝かがやいたかと思うと、坂東の右半身が爆はぜていた。坂東はつんのめるようにして倒れ込んだ。床に投げ出された妹は、首とお腹なかから目を瞠みはるほど大量に出血していた。

　そして、坂東が作った一いつ瞬しゆんの時間を、母は無む駄だにしなかった。

　凜は目の前で信じられないことが立て続けに起きて、それらに対して何ひとつ反応出来ずにいるうちに、突然母に首根っこを摑つかまれ、引ひき摺ずられるように走り出していた。別の出入り口から居間を逃げ出す瞬間、白マスクの襲撃者と目が合ったように思う。白マスクはこちらにと銃を向けていたが、なぜか銃弾は飛んでこなかった。そのまま手を引かれて暗い廊下を走った。母の白いワンピースが、廊下の闇やみに浮かんでいるように見えた。背後を振り返っても、襲撃者たちが追ってくる気け配はいはなかった。それが意味するところは、彼らに焦って獲え物ものを追う必要がなく、最初から自分たちに逃げ場などないということだろうと思った。母は凜の手を引いたまま、廊下の角をいくつも折れ、階段を転がるように駆け下り、また廊下を走り、使われていない空あき部べ屋やに駆け込んで、ようやく足を止めた。ドアに鍵かぎをかけ、窓から外の様よう子すを窺うかがって「囲まれているわね」と呟つぶやいた。

　凜は、これまで見たこともない母の様子に不安になって、

「母かあさん、みんなが」

　そこまで言ったところで、妹と来くる栖すと坂東が死んだのだという事実が頭に染み込んできて、膝ひざが砕けて立っていられなくなった。視界がグルグルと回転して、猛烈に気持ち悪い。全身の毛穴が開いて、冷や汗が噴ふき出すような感覚がした。

「凜、よく聞いて」

　凜は蒼そう白はくになった顔を上げた。母は凜の右手に何かを握らせて言った。

「本当は、誕たん生じよう日びに渡すつもりだったけど。そうも言っていられないものね」

　そんな単純な言葉も、その時の凜には理解が出来なかった。

　だが、次の言葉はすぐに理解出来た。

「ここからは、ひとりで逃げなさい」

　冗じよう談だんを言っているのかと思った。母だけ残して逃げることなど考えられなかったし、この状況でひとりになることは恐ろしかった。凜は混乱しすぎてうまく言葉を出せず、必死で首を振ったけれども、母は意に介さなかった。

　そっと凜の頰ほおに触れ「いきなさい」と言って、いつものようにふんわりと微笑ほほえむ。

　それが、母を見た最後になった。

　母は散歩にでも出かけるみたいな足取りで、白いワンピースの裾すそを翻ひるがえし、凜を残して部屋を出ていった。凜が逃げることも、母を追うことも出来ずにいるうちに、廊下をいくつもの足音が駆け抜けていった。そうしてまもなく、母の悲鳴が聞こえてきた。

　その時、自分は狂ってしまったのだと凜りんは思う。

　叫ぶことも泣くことせず、何かに取とり憑つかれたみたいな動きで窓から外へ出て、屋や敷しきの庭を横ぎり、真っ暗な森へ逃げ込んでいた。なぜ襲しゆう撃げき者しやたちに見つからずに逃げおおせたのか、自分でも定かではなかった。

　母と別れて以降の記き憶おくは曖あい昧まいで、いまにも闇やみの奥から襲撃者たちが現れるのではないかという恐怖に取り憑かれ、森の中をデタラメに走っていたような気もするし、母が追いかけてくるかもしれないと考えて、同じ木の周りをぐるぐる歩き回っていたような気もする。足を踏み外して斜面を転がり落ちたのは一度や二度ではない。

　気がつけばだだっぴろい草むらに仰あお向むけに倒れていた。真っ黒な空から雨粒が降ってくるのが見えた。身体からだにまったく力が入らず、起き上がることも出来なかった。あちこち痛いし、口の中は血と泥の味がした。

　どれだけの間、そうしていたことだろう。ふと自分の右手が、硬くて冷たいものを握にぎり締しめていることに気がつく。目の前に右手を持ってくる。そこには、金属製の筒のようなものが握られていた。よくよく見てみると、それは鞘さやに収まった小さなナイフだった。ナイフというよりは小刀、小刀というよりは細工用の刀とう子すというべき形状をしている。全体的に簡かん素そな拵こしらえで、鞘には組くみ紐ひもが結わえてある。引き抜いてみると、刃の表面には細かい文字のようなものが刻まれているのが見て取れた。

　こんなもので襲撃者たちから身を守れというのではあるまいし、自決用にしてもずいぶん頼りない。母がどういう意図でこの刀子を自分に託したのか、いくら考えてみても分からない。訊きいてみようにも、もう母には会うことが出来ない。母にも、妹にも、来くる栖すにも、坂ばん東どうにも、二度と会うことは出来ない。

「母かあさん……」

　刀子を握り締めて、額ひたいに押しつける。自分の意志とは関係なく肺から空気が漏れて、背中が引きつったようになる。どうにか我慢しようとしたけれど駄だ目めだった。

　そうして、凜はようやく泣いた。

　物心がついてから初めて、子供のように泣いた。




　　　　　　　　　　○




　屋上から難なんなく着地し、馬ま込ごめ通どおりに出た伊い佐さ美みの鼻先に、ぽつりと冷たいものが当たる。雨が降り始めていた。パトカーはすでに遠くへ走り去っていたが、通行人や通り沿いの商店に聞き込みすれば、その行方ゆくえを追うことは難むずかしくない。

　結果、パトカーの一団は、上かみ山やま地区の山の上にある大きな屋敷へ向かったらしいと分かった。屋や敷しきへ続く細い山道は、警けい察さつによって完全に封ふう鎖さされており、巨大なライトがいくつも焚たかれて昼間のように明るかった。出動している警察官の数と物々しい様よう子すからするに、何かただならぬ事件が起きたことは疑いようがない。職しよく業ぎよう柄がら、警察とお近付きになることはなるべく避けたいのだが、この場で引き返すという極めて妥当な選択肢は、なぜか頭に浮かばなかった。

　それ以上山道を進むのを諦あきらめて、道路脇わきの森に飛び込む。姿勢を低くして木こ立だちに紛れ、時折森の中を照らしてくるライトを避けながら、屋敷へ向かって前進していく。気分はちょっとしたスパイであった。しかし、覆おおい茂る木々の向こうに目指す屋敷らしい影が見えてきたあたりで、あっさりと見つかってしまった。「誰だれだ！」という誰何すいかの声と共に、強力なライトの光に突き刺される。慌てて身を翻ひるがえそうとしたが時すでに遅し。レインコートを着た、やけに俊しゆん敏びんな警官たちに取り囲まれてしまった。

「ちょっと待ってくれ。俺おれは怪しいもんじゃない」

　伊い佐さ美みがそう言って、警官たちに歩み寄ろうとすると、彼らは迷いなく拳けん銃じゆうを抜き、伊佐美に向けて引き金に指をかける。当たり前のように安全装置も外されている。それらがただの拳銃ではなく、『戎じゆう器き』の類たぐいであることはすぐに分かった。

「おいおい、いきなりかよ。ずいぶん剣けん吞のんだな」

　警官たちの顔には鬼気迫るものがあった。下へ手たに動けばすぐさま発砲するだろう。それぐらいで死ぬような柔やわな身体からだはしていないが、一日にそう何度も撃うたれるのは勘弁だ。

　夜の森の中で、雨に打たれ続けながら警官たちと対たい峙じする。緊きん張ちようはいまにも頂点に達して、ぷつんとはち切れそうであった。その時「何事だ」と落ち着いた声がした。警官たちが左右に引いて、長ちよう身しん瘦そう軀くの男が姿を見せる。警官たちと同じレインコートを着て、髪をぴっちりと後ろに撫なでつけている。ただそこにいるだけで周りの空気を凍らせてしまうような、冷然とした雰囲気の持ち主であった。

　メタルフレームの眼鏡めがねの奥から、鋭するどい目で伊佐美を見据えて、

「君は、ここで何をしている」

「えっと……夜の散歩？」

　伊佐美は冗じよう談だんめかして言ってみたが、誰ひとり笑ってはくれなかった。

　男は有無を言わさぬ口く調ちようで、

「ここは私が預かる。君たちは持ち場に戻れ」

　警官たちは少し釈然としない様子で顔を見合わせ、しかし「了解。持ち場に戻ります」と復唱して、それぞれ森の中へ散っていった。警官たちの姿が見えなくなってから、伊佐美はようやく手を下ろした。

「助かったぜ、尾お上がみさん」

「勘弁してくれよ。部下に顔が立たん」

　長身の男──尾上剣けん吾ごは、眼鏡を外して呆あきれたように言った。眼鏡を外すと、それまでの怜れい悧りな印象は薄うすれて、ひとりでつまらない冗じよう談だんを考えて含み笑いをしているような、彼本来の雰囲気が露あらわになる。同時に、どこかくたびれて擦すり切れたような気け配はいも漂っている。

「あんたら『狗いぬ』が出張ってきてるってことは、やっぱりコトナリ絡みかよ？」

「そんな質問に、私が答えられると思ってるのか？」

「それ、答えてるのと一いつ緒しよだぜ。相変わらず噓うそが下へ手ただな、あんた」

　伊い佐さ美みがにやりと笑うと、尾お上がみは苦笑した。

　尾上剣けん吾ごも先ほどの警けい官かんたちも、『狗』という種類のコトナリだ。『狗』は、基本的に忠良で誠実。社会性が高く、良くも悪くも人間社会に最も適応したコトナリである。『狗』の一部は古くから中なか原はらの警察と強く結びついており、中原の警官のおよそ五分の一が『狗』であるという。さらに、中原警察内には「特異犯罪対策室」というコトナリに関連する犯罪を専門とする部署が人知れず存在しており、尾上はその室長を務めていた。

　尾上とは、とある事件で知り合って以来、こうした現場で何度となく顔を合わせている。特犯室は、犯罪者はもちろんのこと、掃除屋や情報屋といった稼か業ぎようも取とり締しまりの対象としている。その頭目たる尾上は血も涙もない冷れい徹てつな男として恐れられているが、伊佐美の前ではこうして砕けた態度を見せることもあった。室長と言っても、中間管かん理り職しよくには違いないので、色々と苦労があるのだろうと思われた。

　伊佐美はそばにあった倒木に腰を下ろした。空を見上げると雨脚は弱まり始めていたが、まだ分厚い雲が空を覆おおっていて、星も月も見えない。

「これは独ひとり言ごとだけど──殺しか？」

「私もこれは独り言だが──どうも物取らしい。まったくいい迷惑だ。ただでさえ手が足らんというのに……屋や敷しきはひどく荒らされて、住人四人が殺されていた。中には八歳の女の子も混じっている」

「ひどい話だ」

「本当にな。うんざりする」

　尾上は吐き出すように言った。「これまでも、これからも。人とコトナリが隣となり合って暮らす限り、こういう悲ひ劇げきは決してなくならない」

「……仕方ないさ。中原はそういう土地だ。嫌いやなら他よ所そへいけばいい」

　尾上はふっと小さく笑った。

「君はシンプルで羨うらやましいな……屋敷には、もうひとり子供がいたはずだが、死体は見つからなかった。うまく逃げ延びてくれたならいいが、誘ゆう拐かいされた可能性が高いだろう」

　了解、と頷うなずいて伊佐美は立ち上がった。

「それだけ聞ければ十分だ」

「どうするつもりだ？」

「どうもしないさ。今はな」

「星ほし野の、このヤマには関かかわらない方がいいぞ。どうもきな臭い感じがする」

「忠告ありがとよ。邪じや魔ましたな」

　歩き出そうとした伊い佐さ美みを「待て」と尾お上がみが引き留めた。

「もう少し独ひとり言ごとに付き合え──朱あか金がね官かん九く郎ろうの件、あれは君の仕事だな」

　伊佐美は眉まゆ根ねを寄せ、肩をすくめてみせる。

「あかがね？　なんの話だ？」

　我ながら堂に入った演技だと伊佐美は思ったが、尾上はそれを一切無視して、

「負け惜しみを言うつもりはないが、朱金の『戎じゆう器き』売買については我々もずっと以前から把握していた。だが、黒くろ金がね組ぐみからの横よこ槍やりが入ってなかなか踏み切れずにいたんだ」

「暢のん気きなこと言ってやがる」伊佐美は乱らん暴ぼうに言った。「あんたらは何をするにも後手に回るじゃないか。事が起きてからじゃ遅いんだよ。今だってそうだろ」

　勢いで言ってしまってから、少し言い過ぎたと反省した。

　濡ぬれた髪をがしがしとかき混ぜる。

「……悪かったよ。あんたの仕事の邪魔をするつもりはなかった」

「そうは言ってない。我々が手の出せない案件を、君のような掃除屋が片付けてくれているのは事実だ。個人的に、それには感かん謝しやしている。だが、それを認めるわけにはいかない。おまえたちには誰だれかを逮捕することも、処罰する権利もない。それがどれだけ正しい行いだとしても、法に照らせばただの傷害、殺人、器物損そん壊かい、言いい逃のがれのできない犯罪だ」

「人間の法律なんか知ったこっちゃない。これが俺おれの仕事なんだよ」

「仕事をするなとは言っていない。然しかるべき権限を持ってそれをやれと言っている」

　伊佐美が「どういうことだ？」と首を傾げると、尾上は言った。

「特異犯罪対策室に君の席を用意している。私のところへ来い。星野」

　伊佐美は啞あ然ぜんとして、しばらくまともな反応ができなかった。

「……あんたも冗じよう談だんを言うんだな。じゃなきゃ、働き過ぎで疲れてるんじゃないか？」

「私は冗談は苦手だし、勤務時間は規定内に収まっている」

　尾上は至極真ま面じ目めな口く調ちようで続けた。「君の言う通り、今の特異犯罪対策室は、《禍わざ異わい》への対処が第一で、コトナリによる犯罪を未然に防ぐための人員も装備も不足している。今日きようのようなことが起こらないようにするために、もっと力をつける必要がある。そのためならば、私は毒をもって毒を制することも厭いとわないつもりだ」

「俺は毒かよ……」

「それも特別に強力な毒だ。君ほどの能力を持った者が、あの女め狐ぎつね如ごときに使われているのは社会的損失と言っていい」

　女狐、というのは、御ご陵りよう院いんのことだろう。古来から五ご枝し族ぞくの筆頭として、陰かげに日向ひなたに中なか原はらを治めてきた『狐』。人間との結び付きを強め、無法を暴ぼう力りよくで押さえつけることしか知らなかった中なか原はらに、曲がりなりにも法を敷しきつつある『狗いぬ』。両者の関係は、ここ十年余りで急きゆう激げきに悪化しつつある。どちらも一応の体面は取とり繕つくろっているものの、何かきっかけがあれば、事態が一気に転がり出さないとは言い切れない。

「社会的損失って……大おお袈げ裟さだな」

「少しも大袈裟ではない。私が我慢ならないのは、御ご陵りよう院いんが君の弱みにつけ込んでいいように使っていることだ。君がこの街のためにどれだけ血を流してきたか。君が周囲に疎うとまれ蔑さげすまれながら、どれだけ多くのものを守ってきたか。それを私は知っている。君のような掃除屋と、私たち特犯室。どちらも暴ぼう力りよくをもって目的をなすという点では何ら違わない。そこに決定的な差があるとすれば、その存在と行為が公おおやけに認められているか否かという点だろう。だからこそ、君はその、働きにふさわしい評価を受けるべきだと私は考える」

　伊い佐さ美みは額ひたいを搔かいて、「悪いけどやめておくよ」

　尾お上がみは「理解し難がたい」というように首を振って、

「理由を言ってみろ。君が御陵院からどれだけの報酬を貰もらっているか知らないが。常に危険が伴う割に、たしかに給金は高くないかもしれん。休暇も不定期だ。だが、福利厚生は充実しているぞ。年に一度は慰い安あん旅行もある。今こ年としは北ほつ海かい道どうへ行く予定だ」

「いや、そういうことじゃなくてさ……そこまで言ってもらえるのは、悪い気はしない。けどな尾上さん。俺おれがこの街で何をしでかしたのか、あんただって知らないわけじゃないだろ」

「知っているとも。知った上で言ってやろう──だからどうした。君は十分に罪滅ぼしをしたと私は思う。それに、うちには不良上がりや前科者も少なくない。自分だけが特別だというのは思い上がりだ」

　伊佐美は唇の端を歪ゆがめて笑った。

「でも、さすがに『殺人鬼』はいないだろ？」

　尾上はすっと目を細め「そうか」と呟つぶやいた。ポケットから眼鏡めがねを取り出してかけ直す。

「話して分からんのなら、身体からだに分からせるしかない」

「おいおい、冗じよう談だんだろ」

「言ったはずだ。私は冗談が苦手だ」

　尾上が強い口く調ちようで言った。その口から白い息が漏れる。ぱきぱきと小さい音がする。尾上が立っている場所を中心にして、霜しもが降りたように地面が凍り始めていた。

『狗』は冷気を操あやつる異能を得意とするが、尾上のそれは初めて見る。

　そして、これはちょっとまずい。

「こんなところで無む駄だに力を使うなよ」

　そう忠告したが、尾上は異能の発揮を止めようとはしない。

　気温はぐんぐん下がり続け、空気が危険なほどに冷却されていく。いよいよ周囲の木々までもが凍りつき、あちこちから「ぼきん」「ばきん」と枝が折れる音がする。凍って砕けた木の葉が雪のように降ってくる。尾お上がみは凍いてついた声で言った。

「君が今のような生き方を続けるなら、いつか怪け我がでは済まないことになるぞ」

「かもな。ここらで、一度くらい死んでみるのも悪くない」

　それは偽らざる本心だったけれども、尾上は不愉快そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　冷気が一層厳きびしくなる。あまりに寒くて歯の根が合わず、伊い佐さ美みの雨で濡ぬれていた髪が真っ先に凍りついていく。並みのコトナリの異能は、手の届く範はん囲いに影えい響きようを与えるのが精々だ。この規模の異能を、『戎じゆう器き』もなしに操あやつってみせるのだから、特犯室室長の肩書では伊だ達てではない。

　尾上はしばらく沈ちん黙もくを続けていたが、ふいに眼鏡めがねを押し上げて、「冗じよう談だんだ」と言った。冷たく重々しい空気が、噓うそのようにふっと消きえ失うせる。あたりの氷が瞬またたく間に溶けていく。尾上は凍りついたコートの裾すそを払うようにして、

「いまは冗談にしておく。私の敵になってくれるなよ。星ほし野の」

「ああ。せいぜい気をつけるさ」

　伊佐美は後ずさり、くるりと踵きびすを返して走り出した。
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　　　　　　　　　　○




　伊佐美は真っ暗な森をがむしゃらに走った。

　ぬかるんだ地面に足を取られて転びかけ、木の枝がばしばしと顔にぶつかってきても、走る速度を緩ゆるめない。とにかく早くその場を離はなれたかった。屋や敷しきが見えなくなり、ライトの明かりもパトカーの赤色灯も見えなくなり、それでも息が切れるまで走って、ようやく足を止めた。

　驚おどろいた。まさか尾お上がみがあんなことを考えているとは想像もしていなかった。恨うらまれるのも、疎うとまれるのも慣なれているが、ああいうのは駄だ目めだ。銃で撃うたれた方がいくらかマシだとすら思う。

　──自分が警けい察さつに？

　スーツを着て、きっちりと髪を撫なでつけ、尾上とともに覆ふく面めんパトカーを乗り回す自分を想像してみる。なるほど絶対にあり得ない。

　尾上は決定的に勘違いをしている。たしかに御ご陵りよう院いんから請うけ負おう仕事が、中なか原はらの平へい穏おんに寄与することもあるかもしれないが、それは結果的にそうなのであって、決して罪滅ぼしのためなどではない。どれだけ善行を重ねたところで、犯した罪が帳消しになるわけではない。償つぐないというのは、そんな足し算引き算のようなお手軽なものではない、と伊い佐さ美みは思う。

　しばらく座り込んでいると、だいぶ冷静になってきた。いつの間にか雨もやんでいる。濡れた地面に座っていたからパンツまで冷たかった。疲れた。帰って風ふ呂ろ入って寝る。

　ばしばしと自分の頰ほおを叩たたいて腰を上げた、その時だった。かすかに誰だれかの声が聞こえた。

　風の音でもなく、木々の葉は擦ずれでもなく、それはたしかに人の泣き声だった。

　こんな夜中に、こんな寂しい場所で、泣き声が聞こえてきたら不気味に思うのが普通なのだろうが、不ふ思し議ぎとそういう感じはしなかった。

　そのかすかな音に導みちびかれるようにして歩き出す。覆おおい茂る枝葉をかき分けて進み始めると、葉についた水滴ですぐに全身がびしょ濡れになった。歩みを止めることなく、森の奥へ奥へと進んでいく。やがて、唐突に林が途と切ぎれて開けた場所に出た。周りは密度の高い木々に囲まれているのに、そこは背の低い下草が絨じゆう毯たんのように生はえているだけで、木は一本も生えていない。小さな草原のような場所だった。

　唐突に空を覆っていた雲が引いて、冴さえ冴ざえとした半月が顔を出した。月光が周囲の闇やみを白く染め、草原の真ん中に立つ人ひと影かげがぼんやりと輝かがやくように浮かび上がり、伊佐美は息を飲んだ。

　まだ年端もいかない少年だった。迷まい子ごの果てに泣き疲れたように、悄しよう然ぜんと立ち尽くしている。少女と見み紛まがうような整ととのった顔立ちをしていたが、その顔も手足もひどく汚れてしまっている。上等そうな衣装はあちこち破れ、いくつも生傷を作っていた。

　月光に照らされる傷だらけの少年。

　その姿を、一いつ瞬しゆんでも美しいと思った自分は、やはりまともではないのだろうと思う。

　ふらりと一歩踏み出すと、足の下で小枝が折れてパキンと音を立てた。

　少年がこちらに気付く。林の中から姿を見せた伊佐美に驚おどろき、逃げ出そうとして三歩もいかないうちに倒れ込む。膝ひざが震ふるえて、うまく立ち上がれずにいるようだった。少年は可哀かわい想そうなくらい怯おびえていた。伊い佐さ美みは臆おく病びような野生動物を相手にするつもりで、慎重に近づいていく。

「驚おどろかせて悪かった。俺おれは怪しいもんじゃない」

　さっきから同じような釈明ばかりしているな、と思う。

　少年は尻しりを擦こするようにして後ずさりしながら、しかし伊佐美から決して目を離はなそうとしない。そうしていなければ、捕って食われるとでも思っているみたいだった。そんなに怖がらなくてもよかろうと思う。伊佐美は両手を大きく広げて見せた。

「まあ、落ち着けよ。話をしよう」

「あなたと話すことはありません」

　少年は透き通った声で言った。そして、ポケットから小さなナイフを取り出す。銀ぎん色いろの刃に月光が反射して濡れたように光った。

「そんなもん出してどうするつもりだ？　それ以上近づいたら死んでやるとか言うつもりか？」

「違う」と少年は強く否定した。

「それ以上近づいたら、あなたを殺します」

　伊佐美はたじろいだ。少年との体格差は歴然としており、腕力だって比べものにならない。伊佐美がそのつもりになれば、あんな小さなナイフなど何の障害にもならない。しかし、そんなことは理解した上で、強がりではなく本心から「自分が生き延びるためなら、おまえを殺してやる」と少年は言っているのだった。銃を向けられても動じない伊佐美を怯ひるませるような何かが、少年にはあった。

　しかし、だからと言って「はいそうですか」と回れ右をする気にはなれなかった。この少年を、このまま放ほうっておいてはいけない、という根拠のない確かく信しんがあった。

　伊佐美は「よし、分かった」と頷うなずいて、Ｔシャツの裾すそに手をかけ、勢いよく脱ぎ捨てた。少年は「なっ!?」と変な声を出した。無理もない。見るからに怪しい強こわ面もての男が、見るからに怪しい強面の変態であったわけだから、これは驚いて然しかるべきである。

　少年は動揺を隠しつつ「どうして服を脱いでいるのですか」と言った。

「海かいパン刑で事かって知ってるか？」

「知りません」

「あ、そう……俺おれの尊敬する人だから覚えとけ。あのな、俺は話がしたいだけだ。何にもするつもりはない。でも、口で言って信じてもらえないなら、行動で示すまでだ」

　もとより薄うす着ぎだった伊佐美は、あっと言う間に生まれたままの姿へ戻っていく。最後の一枚に手をかけたところで、「さすがにこれはまずい」と冷静になって手を離し、腕を組んだ。鮮あざやかな虎とら柄がらのパンツ一丁で胸を張る姿は、十二の試練をやり遂げたヘラクレスのように堂々としていたという。

「いまからそっちにいく。話をするには遠すぎるからな」
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　一歩一歩たしかめるように歩きながら少年に話しかけた。

「おまえ、向こうの屋や敷しきの子だよな」

　少年は返事をしない。構わず続ける。

「警けい察さつから事情は聞いた。その……なんだ、えらい目に遭ったな。たぶん、何が起きたのか分からなくて、周りの何もかもが敵に見えて、誰だれも信じられない。そういう気分なんだろう。でも、もう一度だけ信じてくれないか。俺おれは君を殺したりしない」

　少年はナイフを手にしたまま、じっと押おし黙だまっている。その目に睨にらまれていると、いろいろと考えていたはずの説得の言葉が、ぼろぼろと崩れていくのを感じた。肝心な時に言葉は力を失う。最後にものを言うのはやはり行動である、というのが伊い佐さ美みの信念であった。

「俺を殺すっていうならやってみろ。でも、出来なかったら俺の言うことを聞けよ」

　少しずつ、距きよ離りが縮ちぢまっていく。少年はナイフを構え直す。怯おびえた表情で伊佐美を見つめ、しかし逃げようとはしない。やがて二人ふたりの距離は、少年が伸ばした腕とナイフの長さを足しただけになる。そこで一度立ち止まる。ナイフは左の胸あたりに突きつけられている。伊佐美と少年は、お互いに押し黙ったまま視し線せんをぶつけ合う。風が吹いて木々が揺れ、どこかの草むらで夜の虫が鳴き始め、月が雲に隠れ、再び顔を出した。

　伊佐美は少しだけ身体からだを前に出した。

　ちくりと痛みが走って、わずかに血が流れる。

「しっかり持ってろよ。そのまま、まっすぐ刺せば心しん臓ぞうをひと突きに出来る」

「あなた……どうかしてます」少年の声は震ふるえていた。

「かもしれないな。そら、いくぞ」

　少年は慌ててナイフを両手で握にぎり締しめる。切っ先が皮ひ膚ふを破り、刃が肉を切り裂く。伊い佐さ美みはぶるりと身震いをした。刃物で刺されたことはかぞえ切れないくらいあって、その痛みにも慣なれたものだが、身体に滑り込んでくる刃の冷たさだけはどうにも慣れることがない。

　傷口から血が溢あふれ、ナイフを伝って少年の手を汚していく。

　構わずさらに前へ出る。ぶつりと鈍にぶい音がした。ナイフが胸膜まで届いたのだろう。これまでとは質の違う鋭するどい痛みが走る。当然、人を刺したことなどないだろう少年は、その生々しい感触に耐えかねてナイフを手放してしまった。その拍子にナイフが肺を傷つけて、傷口からぶくぶくと血の泡が噴ふき出す。

　伊佐美は「俺おれの勝ちだな」と言った。少年は震える息を吐いて、尻しりもちをつくように座り込んだ。言葉を失い、ナイフを胸に刺して笑っている伊佐美を見上げる。

「やっと、俺を信じる気になったか」

　少年を首を振った。

「信じられるわけがないじゃないですか」

「そんな……」と情けない声が出た。「ここまでやったのに？」

「当然です。こんな状況で突然現れて、無意味に服を脱ぎ出して、自分から刺されにくるような変態を、どうして信じられるっていうんですか」

「無意味とか言うなよ、傷つくだろ。あと変態でもない」

　少年は俯うつむいてぶつぶつと喋しやべった。

「……でも、僕には選択肢がない。偶然この場に現れたこの人が、超がつくほどのお人ひと好よしか、困った人を放ほうっておけない正義の味方で、自分にはこれっぽっちも得がないのに、身体からだを張って僕を助けようとしてくれている。そういう御都合主義的な展開を信じるしかないんだ……そういう天文学的な確かく率りつに賭かけるしかないんだ……」

「ガキのくせに理屈っぽいやつだな」

「僕が子供であることは認めますが、子供が理屈を知らないというのはあなたの思い込みです」

「ナマイキ……」

　伊佐美は唇の端をひくひくさせた。

　顔を上げた少年の表情に、先ほどまでの怯おびえた様よう子すは微み塵じんも残っていなかった。

「ほら、どうするんだ？　いつまでもこうしているわけにはいかないだろ」

「分かっています。あなたこそ、ナイフ刺さったままですよ」

「ん。忘れてた」

　伊佐美は無造作にナイフを引き抜いた。すでに固まりかけた血がどろりと零こぼれ落ちる。

「ほら、返すよ。なかなか良い物だな」

　ナイフを受け取った少年は痛々しそうに眉まゆをひそめて、

「あの……大丈夫なんですか？」

「これくらい大したことない。それに、おまえが刺した所に心しん臓ぞうはないから覚えておけよ。狙ねらうならこのあたり、胸の真ん中だ。もう一度試してみるか？」

「どんなマゾヒストですか。あなた、やっぱり変態ですね」

「だから変態じゃないって」

「だったら、早く服を着てください」

　まったくもって少年が正しかったので、いそいそと服を着た。

　着替え終えた伊い佐さ美みは、少年を見下ろして名乗った。

「俺おれは星ほし野の伊佐美という」

「一昔前のアイドルみたいな名前ですね」

「うるせえよ」

「僕は桜おう条じよう凜りんです」

「女みたいな名前だな」

「放ほうっといてください」

　伊佐美は右手を差し出す。おずおずと凜が手を伸ばしてくる。

　その血と泥で汚れた小さな手を握って、伊佐美は言った。

「凜、俺はおまえの味方だ」










　　　　　　　　　　〈２〉







　どうにか立ち上がった凜りんは、しかし足が震ふるえてまともに歩くことが出来なかったので、伊い佐さ美みがおぶって帰ることにした。凜の身体からだは人形のように細くて、冷えきっていた。途中、コンビニに立ち寄って食料と飲み物などを手当たり次第に買い込んだ。西せい洋よう風ふう仁に王おう像ぞうとでもいうべき厳いかつい男と、男に背負われた汚れた身なりの美少年。

　二人ふたりからは隠しようもない犯罪の臭においがしており、店員はひどく怪け訝げんそうな顔をしたが、マニュアル通りの接客をするだけで何も言ってこなかった。店員だけではなく、居合わせた客はどいつもこいつも見て見ぬふりを決め込む。君子危うきに臨のぞまず、という言葉に拠よるなら、その場に居合わせた人々は皆君子ということになるのだろうか。伊佐美と凜は、君子が集つどうコンビニを出て長い夜道を歩いた。

　凜は「もう歩けますよ」とぶつぶつ言ったが無視した。御み山やま通どおりと新しん町まち通の間の雑然とした住宅街のほぼ真ん中に、昭しよう和わの遺い物ぶつのような古こ色しよく蒼そう然ぜんとした五階建て雑居ビルがある。外がい壁へきは無数の落書きで汚れ果て、破れた窓には発泡スチロールの板が張はり付けてある。人ひと気けのないそのビルを指して、伊佐美は「ここが俺おれの事務所兼自宅」と説明した。

　凜りんは汚いものでも見るようにビルを見上げ、「廃はい墟きよじゃないですか」

「馬ば鹿かを言え。水も電気も通ってる。住めば都っていうだろう」

「こういうのは地じ獄ごくも住処すみかというんです」

　伊い佐さ美みは暗くて狭い階段を上りながら「なるほど」と笑った。たしかに鬼が住むとすれば、そこは都ではなくて地獄だろう。ビルの三階は伊佐美がフロアごと借りている。そんなふうに言うと大層に聞こえるかもしれないが他ほかの階はまったくの無人だし、三階の三つある部へ屋やのうち、ひと部屋は入居した時からガラクタで埋まっており、もうひと部屋は過去に何があったのか床に大穴が開いているので、実質一番奥のひと部屋しか使えない。家賃は毎月一万五千円也なり。

　伊佐美は凜を降ろして、ドアを開ける。暗い室内から埃ほこりっぽい臭においが漂ってきた。寿命間近の薄うす暗ぐらい蛍光灯が点灯し、十畳ほどの空間が照らし出される。

　正面に大きな掃き出し窓があり、その向こうはベランダになっている。部屋の真ん中にはゴミ捨て場から拾ってきた木製ローテーブルがあり、酒瓶や使いっぱなしの食器が雑然と並んでいる。そのテーブルを挟むように、張地が破れたソファと木箱に載せられたブラウン管のテレビがあり、骨こつ董とう品ひん級の冷蔵庫が苦しそうに唸うなる横には、コインランドリーから持ち帰ってきてそのままになっている洗せん濯たく物ものと、気の向くままに買い集めたガラクタが山脈を形成している。右手奥の事務机も同様にガラクタで埋まり、部屋の隅の流し台は、インスタント食品の容器やコンビニ弁当のゴミ、ペットボトルや空き缶などが詰め込まれ、混こん沌とんとした様相を呈している。

「なんですか、このゴミ溜だめは」

　凜は部屋に足を踏み入れるのを躊躇ためらった。

「だから、事務所兼自宅だって」

　伊佐美は部屋に入り、どさっとソファに身を横たえた。盛りだくさんの一日だったから、さすがに身体からだが重かった。

「あの」と凜が部屋の入口から言った。「とりあえず、身体を洗いたいんですけど」

「そこのドアが風ふ呂ろとトイレ。隣となりの部屋にベッドがあるから、寝る時はそっちを使っていい。タオルと着替えは、まあ、そこらへん適当に」

「そこらへんって……適当にもほどがあるよ……」

　凜はぶつくさ言いながら、覚おぼ束つかない足取りで室内に入ってくると、洗濯物の山を物色し、それからバスルームへ向かった。まもなくシャワーの音が聞こえてくる。

　伊佐美はしばらく、脳のう味み噌そを停止させてぼんやりしていた。

　やがて、ぽかんと浮かんできたのは至極当然の疑問である。

　──自分は一体何をしているのだろう。

　殺人事件の現場から、生き残りの少年を連れて帰ってきてしまった。

　警けい察さつはもちろんのこと、おそらくは桜おう条じよう家けを襲しゆう撃げきした犯人もその行方ゆくえを追っている可能性は高い。自ら爆ばく弾だんを拾ってきたようなものだ。なぜそんな真ま似ねをしたのか自分でも理解出来ない。普ふ段だんなら面めん倒どう事ごとに巻き込まれるのを嫌いやがって、関かかわり合いになろうとはしなかったはずだ。果たして、自分はそこまでお人ひと好よしであったのか。

　あるいは、いよいよ正義の味方が板についてきたとても言うのかのか。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「何が馬鹿馬鹿しいんですか」

　逆さまの視界の中で、風ふ呂ろ上あがりの凜りんが立っていた。伊い佐さ美みのＴシャツをワンピースのように着ている。伊佐美は身体からだを起こして、

「早いな。もう上がったのか？」

「そうですか？　二十分くらいは入っていましたけど」

　自分はそんなに長い間放心していただろうか、と伊佐美は首を傾かしげた。

　凜は髪をタオルで拭ふきながら、

「石せつ鹼けんしかありませんでしたけど、シャンプーは切らしているんですか」

「俺おれは全部石鹼で済ます」

「じゃあ、ドライヤーは」

「ほっときゃ乾くだろ」

「そうですね……」

　凜は何もかも諦あきらめたように頷うなずいた。その拍子に髪から水滴が落ちた。顎あご、顎から首筋へと滑って、Ｔシャツの中へ消えていく。

　しかし──と伊佐美は思う。明るい場所で見ると、その端正な容姿に改めて驚おどろかされる。人形のように華きや奢しやな手足、Ｔシャツの襟えりから覗のぞく薄うすい鎖さ骨こつ、しっとりとした洗い髪と上じよう気きした肌には、どこか艶なまめかしさすら感じられるような気がする。こいつは本当に男なのだろうか。

「……？　どうかしましたか」

　見つめられていることに気付いて、凜は小首を傾げた。

　伊佐美は目をそらして「なんでもない」と言った。

「疲れただろ、今日きようはもう休め。これからのことは明日あした考えよう」

「そうさせてもらいます。おやすみなさい」

　凜は頷いて、ベッドのある部へ屋やへ入っていった。ひとりになった伊佐美はもそもそ動き出す。

　濡ぬれた服を脱いで適当に着替え、ベランダに並べてある盆栽たちの様よう子すを眺めてから、部屋の電気を消してソファに座り直す。コンビニから買ってきた握り飯を二個、三個と丸まる吞のみにして、手近に転がっていた酒瓶に直接口をつける。中身は安っぽい焼しよう酎ちゆうだ。アルコールがちくちくと喉のどを刺すけれども、やはり酔えはしない。まずい酒を飲みながら、部屋の隅のあたりの薄うす闇やみを見つめる。

　そうしているうちに浅い眠りに落ち、まもなく悪夢にたたき起こされる。悪夢の内容はまるで覚えていない。御ご陵りよう院いんの仕事を受けながら、中なか原はらで暮らすようになってもうずいぶんになるが、その間、まともに眠れた夜は一度たりともなかった。

　悪夢と現実のあわいを行ったり来たりしていると、隣となりの部へ屋やから小さな音が聞こえてきた。どうにか押し殺そうとしてそれでも漏れてしまったというような、ひどく苦しそうな泣き声だった。あの林で聞こえてきたのと同じ泣き声だった。

　凜りんは家族を殺されて、悲しくて悔しくて泣いているのだろう。家族を失えば悲しい。その理屈は分かる。けれども、その気持ちは分からない。なぜなら、自分には家族がいないから。あるいはいたのかも知れないが、覚えていなければ同じことである。

　目を閉じて、凜の泣く声に耳を傾けた。




　　　　　　　　　　○




　悪夢で細こま切ぎれにされた夜が終わり、窓の外から白っぽい朝陽が射さし込んできた。もう眠れそうになかったので、シャワーを浴びることにした。何かいつもと違うような気がすると思ったら、雑然とした脱衣所や水みず垢あかのこびりついたバスルームが綺き麗れいになっていた。昨晩、凜がシャワーを浴びたついでに掃除したらしい。余計なことを、と思わないではなかったが、せっかくなので湯船に浸つかることにした。久しぶりに入る事務所の風ふ呂ろは、相変わらず窮きゆう屈くつで、手足を縮ちぢめなければ入ることが出来なかったが、それでも湯に浸かるというのは良いものである。

　十分に温まって風呂から上がり、パンツ一丁で出てくると、ふいにバターの良い匂においが鼻をくすぐった。じうじうと何かが焼ける美お味いしそうな音も聞こえる。

「おはようございます」という声がした。凜がキッチンの前に立っていた。どこから見つけてきたのか、伊佐美の白いシャツとハーフパンツを身に着けて、ベルトの代わりにサスペンダーでパンツを吊つっていた。凜はパンツ一丁の伊佐美を見て、

「昨日きのう、僕が刺した傷の具合はどうですか」

「だから平気だって。あれぐらい、かすり傷にも入らない」

「そんなはずないでしょう。結構深い傷だったはずですよ」

「筋肉のなせる業だ」

　伊佐美は嘯うそぶいてそう言って、自分の胸を叩たたいてみせた。そこには傷ひとつ残っていない。凜はやや納得していない様よう子すで「それなら、いいんですけど」と呟つぶやいて、キッチンに向き直る。

「で、さっきから何してるんだ？」

「朝食を作っています。見て分かりませんか？」

　後ろから凜の手元を覗のぞいてみると、すっかり片付けられた流し台は朝陽を反射してピカピカ輝かがやいており、最初に買ったきり、触ってすらいなかったフライパンの上で、昨日きのうコンビニで買った食パンが焼かれていた。食パンはきれいな卵たまご色いろである。

「なんだそれ」

「フレンチトーストです。卵とバターがなかったのでコンビニで買ってきました。お金はそこらへんに落ちていた小銭を適当に」

「あんまり迂う闊かつに出歩くなよ。自分の立場分かってるのか？」

「ちゃんと気をつけましたよ。それより、ただ立っていないで手て伝つだってください。牛乳温めてもらえますか」

　言われるがまま、主に袋ふくろ麵めんを茹ゆでるのに使っていた片かた手て鍋なべに牛乳を入れて火にかけた。温まるのをぼうっと待っていると「膜が張ってる」と怒られた。その膜が好きなんだけどなあ、と思いながら牛乳をコップに注ついでテーブルに置く。タイミングを合わせて、凜りんがフレンチトーストを運んでくる。皿の上のフレンチトーストは、まるで厚焼き玉子のようにふっくらとして、美お味いしそうな湯気を立てている。

「冷めないうちに食べましょう」

　凜はソファに座って言った。伊い佐さ美みも向かいのソファに座る。

「いただきます」

　ナイフもフォークもないのでコンビニの割わり箸ばしを使う。凜の作ったフレンチトーストは外はこんがり焼き上がっているのに、中はフワフワで、ひと口食べるごとに卵と砂さ糖とうとバターの味が口いっぱいに広がった。

「美う味まいな。これ、本当に食パンなのか？」

　凜は少し得意気になって、「坂ばん東どうが教えてくれたんです。たっぷりの卵液に漬つけるのがポイントです。本当は二十四時間漬け込めれば完かん璧ぺきなですけど」

　二十四時間と聞いて、伊佐美は呆あきれた。呆れながらフレンチトーストをもりもり食べた。昨晩までの流し台の状態を見れば分かるように、まともな料理などしたことがないし、ましてや朝食のためにそれほどの手間をかけるなど伊佐美には信じがたいことであった。

　朝食を食べた後、伊佐美と凜はベランダに出て、眼下の街路を眺めた。ちょうど通勤通学の時間にあたるため、多くの人が早足で行き交っていた。目め線せんより少し高い位置を走る電線に一羽のキジバトがいて、胸を膨ふくらませて盛んに鳴いていた。

「あの、伊佐美さん」

「ちょっと待った。その、『さん』ってのはやめてくれ。むずむずする。呼び捨てでいい」

「では伊佐美。あなたは無む職しよくですか？」

「いきなり失礼だな」

「だって、ちゃんと働いているなら仕事へ出かける時間でしょう」

「ちゃんとかは知らないけど、一応働いてるよ」

「どんな仕事ですか？」

　伊佐美は一いつ瞬しゆん返事に窮きゆうして、「清掃員、みたいなもんかな。というか、俺おれのことはどうでもいいから、自分の心配をしろよ。これからどうするつもりだ？　俺としては今すぐ警けい察さつに駆け込むことをすすめるけどな」

「それは出来ません」凜りんは即答した。

「どうして？」

「警けい察さつにいけば、僕は殺人事件の被害者として手厚く保ほ護ごされることでしょう」

「それのどこがいけない？」

「そんなことをされたら、自由に動けなくなるじゃないですか」

　ふと暗い光を宿した凜の目を見て、ひどく嫌いやな予感がした。

「おまえ……何考えてる？」

「決まってます。僕は家族の仇かたきを取る」

　伊い佐さ美みは軽い頭痛を覚えて首を振った。

「──馬ば鹿かげてる」

「そうですね、馬鹿げてる」

　凜は薄うすく笑いながら言った。「母かあさんは僕と妹を何よりも大切にして愛してくれた。来くる栖すも坂ばん東どうも厳きびしくて優やさしくて誠実で、僕らによく仕えてくれた。妹はまだ八歳だった。誰だれも、何も、悪いことなんてしていないのに。僕の家族が殺されるなんて馬鹿げてる」

　こんなことは絶対に許されない、と凜は断言した。

「僕は家族を殺したやつらを殺します。どこに隠れていようと、どれだけ時間をかけようと必ず見つけ出して、どこの誰だろうと僕の手で殺してやる。考えつく限りの、ありとあらゆる苦しみを与えて惨みじめに殺してやる。人間ではなく糞くそ虫むしに生まれてくればよかったと後悔させてやる」

　伊佐美は頭を抱えた。よもやそんなことを考えていようとは思わなかった。凜は昨日きのう一晩ただ無力に悲しんでいただけではなかった。悲しみを怒りに変えて、家族を殺した連中を恨うらみ、復ふく讐しゆうすることに決めたのだ。

　そんな凜の気持ちが、やはり伊佐美には分からない。これまでにかぞえ切れないほどの人間とコトナリを殺してきたが、殺したいと思って殺したやつはひとりもいない。恨みを持って誰かを殺したことなど一度もない。

　──否。「恨み」という感情だけなら、嫌いやというほど知っている。

　だからこそ、凜の考えには同意出来ない。

「一応、分別のある大人おとなとして忠告してやる。悪いことは言わないから、復讐なんて下らないことはやめとけ。誰かを殺したところで、何も変わらないし、変わるとすれば自分だけだ。そして、一度変わってしまったらもう元には戻れないぞ」

「それは分かっているつもりです」

「いや、分かってない」

「分かってます」

「分かってない」

「じゃあ、どうします。僕を追い出しますか。警けい察さつに突き出しますか」

「そんなことはしない。おまえがどうしてもやりたいっていうなら、復ふく讐しゆうだってなんだって好きにすればいい。けど、俺おれはそんな面めん倒どうなことに協力するつもりはないからな」

「構いません。ここに置いてくれれば十分です。お金はないですけど、出来る限りのことはするつもりです。食事の準備、部へ屋やの掃除、買い物、洗せん濯たく……」

「要いらない世話だ。それより、仇かたきを討うつといっても心当たりはないんだろ？」

「それはこれから探します。でも、必ず、どんな手を使っても見つけ出します」

　伊い佐さ美みはいよいよ閉口した。

　凜りんの執念は本物だろう。だが、『狗いぬ』が出てきていたということは、下げ手しゆ人にんはおそらくコトナリだ。中なか原はらに住む大半の人々と同様に、凜もまたコトナリの存在を知らない。

　普通の警察の捜査では、おそらくは犯人の尻尾しつぽを摑つかむことさえ難むずかしいだろう。存在しない人間を見つけることは出来ないし、また罪を償つぐなわせることも出来ないからだ。だからこそ、尾お上がみ率いる特異犯罪対策室が存在し、伊佐美のような稼か業ぎようが成り立つ。

　その時、テレビの横に置きっぱなしにしていた携帯電話が鳴った。ベランダから室内に戻り、番号をたしかめず電話に出る。この携帯に電話をかけてくる者など、かぞえるほども居ない。

『おはよう。伊佐美』

　清すが々すがしい朝には不似合いな艶つやを帯びた声。御ご陵りよう院いんだった。そもそも、この携帯も御陵院に持たされたものである。最近出てきたばかりのスマートフォンとかいう多た機き能のうな携帯だそうだが、伊佐美は電話とメール（受信のみ）の機能しか使いこなせていない。

『昨日きのうの報告は聞いているわ。朱あか金がねに撃うたれたそうだけど、平気？』

「別にどうってことない」

『ならいいけれど。気をつけてね。あなた、この前から大だい難なんの相が出てるから』

「そういうことは出たその時に言えよ！」

『忘れてたのよ。怒らないで』

「……もういい。それで、朝っぱらからなんの用だ？」

『あら。用がなければ電話をしてはいけないの？』

　伊佐美は鼻で笑った。

「これまで、あんたが俺を労ねぎらったことなんかねえだろ。おかしいと思って当然だ」

『あら、そうだったかしら』

　御陵院は少女のようにくすくすと笑った。『あのね、昨日の今日きようで悪いのだけど、仕事を頼まれて欲しいのよ』

　伊佐美は凜の方を見た。凜も視し線せんに気付いて首を傾かしげる。

「悪いけど、いま立て込んでるんだ」

『冷たいこと言わないで。捜して欲しい人がいるの』

「人捜しだあ？」

　伊い佐さ美みは変な声を出した。殺せ、潰つぶせ、壊こわせ──御ご陵りよう院いんからの仕事は大概その三つのどれかであって、人捜しなど前代未聞の依頼であった。

「向きの仕事じゃねえな。なんで俺おれに頼む」

『遁とん甲こうでも六ろつ爻こうでも、あなたに頼むのが吉と出ているわ。それに、この人捜しには危険が伴うから』

「どういうことだ？」

『あなたは知らないでしょうけど』と御陵院は前置きをして言った。『昨晩、とある屋や敷しきが襲おそわれて住人が皆殺しにされる事件があったの。『狗いぬ』が動いているようだけど、犯人がコトナリだということ以外は分かっていないみたい。捜して欲しいのは、その事件の唯一の生き残り。十一歳の男の子よ。詳しい事情は後から話すけど、その子を死なせるわけにも、特犯室の手に渡すわけにもいかないの。とにかく一度うちへ来てもらえるかしら。ちょっと聞いてる？　もちろん、報酬は弾むわ。だから──』

　伊佐美は御陵院の言葉を聞き流しながら、これはどうやら面めん倒どうなことになってきたぞ、と思って凜りんを見つめた。凜はやや戸惑った様よう子すで、「どうかしたんですか？」と言いたげに首を傾かしげる。伊佐美は携帯に向かって言った。

「その子なら、俺のところにいる」

　キジバトが飽きもせずに鳴き続けていた。




　　　　　　　　　　○




　状況を理解した御陵院は『すぐに迎えをやるわ』と言って電話を切った。

　しかし、出かける前に一ひと悶もん着ちやくあった。凜が御陵院に会うことを拒否したのだ。

「僕はその、御陵院という人を知りません。でも、向こうは僕を知っている。これは大変怪しいと僕は思います。とても信用出来ない」

「何か事情があるらしい」

「僕はもう誰だれも信用しません。例外は伊佐美だけです」

「そりゃ光栄だけどな、本当に家族の仇かたきを討うちたいなら妥協しろ。変な意地なんて張ってたら復ふく讐しゆうなんて出来っこないぞ」

　ややあって、凜は仕方ないというように頷うなずいた。

「……分かりました。でも、僕はその人を信用するわけではないですから。その人を信用する伊佐美を信用するんですから。そこは誤解しないでください」

　面倒臭いお子様であった。三十分ほど過ぎた頃ころ、外から車のクラクションが短く二回、聞こえてきた。ベランダから路上を見下ろすと、黒塗りの巨大なリムジンが停車していた。あれが御ご陵りよう院いんのよこした迎えらしい。よくもまあこんな狭い路地に入って来れたものだ。

　部へ屋やの隅で埃ほこりをかぶっていたキャスケット帽を、凜りんに被かぶらせて、せめてもの変装とする。「髪がくしゃくしゃになるから帽子は好きじゃないんだ」と凜はぶちぶち文句を言った。知ったことではない。

　凜を連れて外へ出ると、リムジンの後部座席のドアが自動で開いた。リムジンは伊い佐さ美みと凜を飲み込むと、静かに走り出した。運転席と後部座席の間は、完全に仕切られていて運転手の姿は見えない。窓はすべて濃こいスモークがかかっており、リムジンが音も震しん動どうもなく走るので、外を流れていく街並みはまるで海の底に沈んでいるように見えた。

　伊佐美は無む闇やみにふかふかするシートにでんと座る。備え付けの冷蔵庫を開けてみると、見るからに高級そうな酒と肴さかながひと通り揃そろっていた。

「勝手に飲んでしまっていいんですか？」

「気にすることねえよ。おまえも好きなの飲め」と伊佐美は手を振った。

「僕は水にしておきます。未成年ですから」

　ここから御陵院のところまでは、車で三十分はかかる。その移動時間を使って、凜に「コトナリ」について教えておくことにした。

「凜。おまえに話しておくことがある」

「なんですか？」

「おまえの家族を殺した連中は、たぶん人間じゃない」

「そうですね。畜生にも劣る外げ道どうです」

「それはそうだけど、言いたいのはそういうことじゃない。もっと言葉通りの意味だ」

　凜は「わけが分からない」というように、形の良い眉まゆをひそめた。

「物もの怪のけ、妖よう怪かい、怪異──人間がそんなふうに呼ぶもの。それに決まった名前はないんだけどな。それの存在を知っている者は単純に、人と異なる者、という意味でコトナリと呼ぶことが多い」

　凜は「コトナリ……」とその言葉を反はん芻すうした。

「そう、コトナリだ。一口にコトナリといってもいろんなやつがいる。山に住んで人前には出てこないやつ、人間に紛れて生きているやつ。学生、商売人、警けい察さつ官かん、犯罪を生なり業わいにしているやつも、当然いる。そして、そいつら全員に共通した特徴がある。それは『死んでも黄よ泉み帰がえる』ってことだ」

　凜は難むずかしい顔で黙だまり込む。

　当然の反応だ、と伊佐美は思う。自分の身近に、人知れず不死身のバケモノが存在しているなど、そう簡かん単たんには信じられないだろう。しかし実際のところ、コトナリはそれほど珍しい存在ではない。御陵院によれば、人間の人口に対する割合で、三パーセントくらいがコトナリであるという。もちろん、人間社会に交わらずに暮らしているコトナリも多いから、人間がコトナリと接触する機き会かいは数字よりも小さいかもしれない。

　だが、ここ中なか原はらとなると話が違ってくる。これも御ご陵りよう院いんの調しらべによれば、中原に住む人々の実に十人にひとりがコトナリであるという。

「どうして中原にだけ、それほどコトナリが集まっているのですか？」

「それは、中原がコトナリにとって特別な場所だからだ」

　死んだコトナリは例外なく塵ちりになって消え、死体は残らない。だが、魂は滅びず現世を漂っており、ある程度の時間──平均して十年から二十年──をかけて、死ぬ直前と同じ姿で、ただし前生の記き憶おくをほとんど失って、黄よ泉み帰がえってくる。そうして、黄泉帰ったコトナリが戻ってくるのは、必ずこの中原の地なのだという。必然的に、中原には多くのコトナリが集まる。万古の昔から、コトナリはその覇はを巡って争い続けており、人知れず、幾度となく、大量の血が流されてきた歴史が、中原にはある。

　どうして黄泉帰るのか、どうして中原へ帰ってくるのか。いろいろな理屈が唱えられているけれども、本当のところは誰だれにも分からない。真ま面じ目めに考えている者もいない。ただ、コトナリとはそういう存在なのだと誰もが受け入れている。

「コトナリ……死んでも、黄泉帰る……」

　凜りんは苦いものを嚙かみ締しめているような顔で呟つぶやく。

「そうだ。だからおまえが犯人を見つけ出して、よしんば復ふく讐しゆうしてやったとしても、そのうちけろりと黄泉帰ってくる。おまえの家族にしたことも、おまえの復讐も全部忘れてな。虚むなしいとは思わないか？　復讐なんてやめる気になっただろ」

「関係ありませんね」凜は伊い佐さ美みを見て言った。「僕は、連中がまだ生きて呼吸をしているということが気に喰くわない。殺した後のことなんて知らない。なんなら、全部忘れて黄泉帰ってきたところを、またぶち殺してやってもいい」

「……おまえ、本気で言ってるのか？」

　凜は当然、というふうに頷うなずいた。処置なし、とはこのことである。伊佐美はシートに身を沈めた。自分が何を言ったところで、凜は考えを変えないだろう。そこまで言うなら、好きにすればいいと思う。それを止める権利も意志も自分にはない。

「伊佐美」と凜は言った。お尻しり一個分詰め寄ってくる。

「コトナリのこと、この街のこと。興きよう味みがあります。ちゃんと教えてください」

　凜の瞳ひとみは好奇心でらんらんとしていた。まったく知らない世界のことを、もっと知りたくてたまらないという様よう子すだ。コトナリは凜のように考えたりしない。それが自分にとって特か損か、愉快か不愉快か、敵か味方か、物事を判断する基準はそれだけだ。益のないことを知りたいとは思わない。コトナリにとって、この世の理は解き明かすものではなく、誰もがそういうものだと承知しているルールでしかないのだ。

　しかし、まあ、いいだろう、と思った。自分の知っていることなど大したものではないが、知りたいという者に出し惜しみをするようなことでもない。

「さっきも言ったけど、中なか原はらにはたくさんのコトナリが住んでる。中原で見られないコトナリはいないというぐらいだ。それら有う象ぞう無む象ぞうのコトナリを曲がりなりにも束ねているのが『狐きつね』『狸たぬき』『狗いぬ』『猫ねこ』『鳥とり』の五ご枝し族ぞくだ」

「どうして、そのゴシゾクが中原を牛ぎゆう耳じっているのですか？」

「昔から、中原の利権を独占してるんだ。たとえば『狗』は『戎じゆう器き』の流通を管理しているし、コトナリが中原で土地や家を手に入れようと思ったら『狸』の仲介が要いる、って具合だ。単純に、五枝族がコトナリとして強力だってこともあるんだが」

「そのあたりは人間と変わりませんね。ゴシゾクというのはどういう字を書くんですか？」

「五つの、枝の、種族、と書く」

「五と族、というのは分かりますけど、枝というのは？」

　凜りんはぽんぽん質問を繰くり出してくる。

　人に何かを説明することに慣なれていない伊い佐さ美みは言葉を選びながら、

「コトナリってのは、大昔にはたった一匹しかいなかったそうだ。すべてのコトナリは、もとを辿たどれば、すべてその一匹から枝分かれした、同じ根っこを持った生き物なんだと言われてる。誰だれが見たわけでもないんだが、少なくとも広くそう信じられてる」

「起源を同じくする種……なるほど。系けい統とう樹じゆというやつですね」

「それそれ」と伊佐美は頷うなずいた。

　コトナリを一本の大きな樹きと考えると分かりやすい。だから、コトナリ全体を指して異種一〇八枝といい、個別の種を指して枝族という。

「その中でも抜きん出た五本の枝だから、五枝族というわけですね」

　そういうこと、と伊佐美は頷く。五枝族の長老たちによる合ごう議ぎ制せいの意思決定機き関かんを、古い枝にたとえて古こ条じよう会かいと言う。他ほかにも、青あお葉ばといえばガキのことであり、玉ぎよく葉ようといえばイカしたスケのことであり、朽くち葉ばといえば死人のことである。『狸』のように仕し来きたりを重んじる古風な連中は、自分を枝にぶら下がって、いつ散ってしまうとも分からない葉にたとえて「自分は一枚の葉に過ぎません」と謙けん遜そんしたりする。いまどきの若い衆がそのココロを正せい確かくに理解しているかといえば怪しいものがあるけれども。

「伊佐美も、コトナリなんですね」

　伊佐美は片目を細めて言った。「そうとも言えるし、そうじゃないとも言えるな」

「それ格好つけてるつもりですか？　格好悪いですよ」

　伊佐美は「あん？」と凜を睨にらんだ。凜は気にもとめず、「ふむ」と細い顎あごに細い指を当てて、

「少なくとも、普通の人間じゃないことはたしかですよね。胸の傷が治っていたのも、コトナリだからですか？」

「俺おれは『鬼おに』っていうコトナリだ。元人間のな」

「元？　人がコトナリになるんですか？」

「ほとんどのコトナリはコトナリとして生まれるもんだが、稀まれにそうじゃないやつもいる。例えば長く生きた動物や古い道具が、コトナリになることもあるそうだ。『鬼おに』もその一種だな」

「……よく分かりませんね」

「そう、よく分からないし、分からなくても困らん」

「『鬼』はどんなコトナリなんですか？」

「どんなって言われてもな……多少腕力があるだけで、特にこれといって派は手でな異能が使えるわけじゃない、地味なコトナリだよ。あえて特徴を挙げるとすれば、不死身ってことぐらいだ」

「それは他ほかのコトナリも一いつ緒しよじゃないですか」

「いや、そういうことじゃないんだけど……まあ、いいか」

　そうやってあれこれと話しているうちに、リムジンは青あお葉ば通どおりへ出て、しばらく東進したあと南に下る。周囲はビル街から住宅街、住宅街から民家もまばらな田舎いなか道みちへと変わっていった。さらに揺られることしばし。リムジンは一切の揺れを感じさせずに停車した。ぷっぷっ、と到着を告げるクラクションが鳴らされる。

　自動で開いたドアから車外へ出ると、道路を挟んだ向かい側には、大きな白しら木きの鳥居と「白しろ前さき神じん社じや」と刻まれた碑ひが建っており、急きゆう勾こう配ばいの石段がずっと上まで延びている。リムジンが音もなく走り去ってから、伊い佐さ美みは言った。

「上まで結構長いぞ。おぶってやろうか？」

「これくらい平気です」

　凜りんはつんとして歩き出し、道路を渡って石段に足をかけた。伊佐美もその後ろからついていく。瘦やせっぽちのお坊ぼつちゃんかと思ったが、凜は意外な健脚を発揮してぐんぐん石段を上っていく。二人ふたりは黙もく々もくと石段を上った。石段の両側からは、モミジやカエデが頭上に覆おおいかぶさるように枝を伸ばしている。昨晩の雨もあって、新しい緑が目映まばゆいばかりであった。

　やがて、石段の終わりが見えてくる。こちらは朱しゆ色いろに塗られた二の鳥居が建ち、そこから先は神社の境けい内だいである。その境目に立って、こちらを見下ろしている人物がいた。

　白はく皙せき玲れい瓏ろうたる美人である。白しろ小こ袖そでと緋ひ袴ばかまに、長く艶つややかな黒髪が映えている。どこかあだっぽい印象があるが、それが人を喰くったような微かすかな笑えみのせいなのか、あるいは血を塗ったような紅べにの色のせいなのか、伊佐美には判然としない。

「待ちくたびれたわよ、伊佐美」

「それは、お前のよこした運転手に言えよ、御ご陵りよう院いん」

　御陵院は切れ長の目を細めて凜を見た。

「ちゃんと連れてきてくれたみたいね」

　凜はさっと伊佐美の後ろに隠れた。御陵院はくすりと笑って袴の裾すそを翻ひるがえす。

「奥へいらっしゃいな。お話することがたくさん」

　御ご陵りよう院いんの姿が石段の向こうへ隠れて見えなくなる。

「ほら。いくぞ」

　伊い佐さ美みは身体からだを揺すって凜りんを引ひき剝はがした。凜は御陵院が立っていたあたりをぼんやりと見上げて、「玉ぎよく葉よう」と言った。「怖いくらいに綺き麗れいな人ですね」

「その感想には概おおむね同意するけどな、あれぐらい年食った『狐きつね』なら、見た目なんて好きなように変えられるって話だぞ」

「……何歳ぐらいなんですか、あの人」

　伊佐美は首を振った。

「おまえが訊きいてみろよ。俺おれは命が惜しい」




　　　　　　　　　　○




　牢ろう屋やみたいな部へ屋やだな、と凜は思った。

　凜が伊佐美と共に通されたのは、境けい内だいの隅に隠すようにあった小さな建屋である。がらんとした板張りで、奥の壁かべに小さな引き出しがあるだけで、ほとんど家具もない。窓がないので入口の戸を閉めるとほとんど真っ暗になった。もともとは、神輿みこしを収めておくための神輿殿だったそうだが、三代ほど前の宮ぐう司じの頃ころに火災で消失し、氏うじ子こが減ったこともあって、以来神輿は再建されておらず、この建物はがらんどうのまま。今では人に聞かれたくない話をする時に使われているのだという。

　そういったことを語りながら、御陵院が蠟ろう燭そく台だいにふっと息を吹きかけるようにすると、火の気もないのに蠟燭に火が灯ともった。一体どういう仕組だろうと思って伊佐美を見たが、彼は特に不ふ思し議ぎがっている様よう子すもない。きっとコトナリにとっては造作もないことなのだろう。御陵院と凜は、部屋の真ん中で向かい合うようにして座った。伊佐美は少し離はなれた所に胡座あぐらをかいた。

　御陵院は改まって言った。

「私は御陵院晴はる司つかさ。ここの宮司をやっているわ」

「桜おう条じよう凜です」

　頭を下げた後、凜は訊たずねた。「御陵院って、あの御陵さまのことですよね？」

「ええ。たぶん、その御陵さまで間違いないと思うけど」と御陵院は笑った。

「御陵さまが神社をやっているなんて知りませんでした」

「そうね。御陵院の名前と比べると、ここはあまり有名ではないかもしれないわね」

　白しろ前さき神じん社じやには本殿があり、拝殿があり、幣へい殿でんがあるが、どれも特段立派ということはなく、神社としての規模も平均以上ということはない。交通の便が悪いこともあって、氏子以外に存在を知っているのは、よほどの神社マニアぐらいだろう。

　だが、代々この神社の宮ぐう司じを務めている御陵院家は、並大抵の家柄ではない。

　中なか原はら京きよう造営の古来、帝みかどの墓はか守もりという重役を担った一族の末まつ裔えいで、いつしかこの地の神事の一切を司つかさどるようになった、一般人では接点など持ちようはずもない名門中の名門。かといって世俗に関かかわらない雲の上の人々というわけでもない。中原には御陵院家の寄付によって設けられた学校や福祉施設が数多くあり、御陵さまは熱ねつ心しんな篤とく志し家かとしても知られている。むしろ、中原で「御陵さま」と言って知らない者の方が少ないだろう。

　そうした表の顔とは別に、もうひとつ。御陵院には別の顔があった。

　すなわち、五ご枝し族ぞくがひとつ『狐きつね』の宗主としての顔である。

「御陵さまは──」

「そんな堅苦しい呼び方は嫌いやだわ。ハルさんって呼んで」

「はあ……では、ハルさん」

「何かしら」と御陵院は満面の笑えみで頷うなずく。伊い佐さ美みも「呼ばれ方」にこだわりがあるようだったが、これもまたコトナリの特徴なのだろうか、と凜りんは考えながら言った。

「コトナリについて、おおよそのことは伊佐美に教えてもらいました。ハルさんも、コトナリなんですよね？」

「そうよ、私は『狐』のコトナリ」

「『狐』ですか？　そうは見えませんけど」

「ふふ。尻尾しつぽでも出してみせたら信用してもらえるかしら？」

　御陵院はころころと笑った。ずいぶん機き嫌げんが良さそうに見えるけれども、普ふ段だんからこんな調ちよう子しなのだろうか。御陵院が楽しそうに語ったところによれば、『狐』といっても、本性を現した時の姿形や習性が似ているだけで、動物の狐と種族的なつながりがあるわけではないそうだ。『狐』は思し慮りよ深ぶかく老ろう獪かいだから、簡かん単たんに信用してはいけない。占いを基き礎そとした独自の価か値ち観かんを持ち、変へん化げの術と炎を操あやつる術を心得る。もともと、コトナリ同士の争いが絶えず不安定だった中原が、今こん日にち曲がりなりにも平へい穏おんを保っているのは、『狐』が各勢力の仲立ちとなり、争い事を未然に防いでいるからだという。

　先代の『狐』の宗主が数年前に退しりぞき、その座を引き継いだ御陵院晴はる司つかさは、伊佐美の後こう見けん人にんであると同時に、伊佐美へ仕事を持ち込んでくる依頼主でもあった。

「仕事って、清掃員のですか？」

「清掃員？」と御陵院は首を傾かしげて、伊佐美へ目をやった。伊佐美は渋い顔をして首を振り、御陵院はそれで一切を承知したように小さく頷うなずいた。言葉なしに何かやりとりしたことは分かったけれども、さすがにその内容までは凜には分からない。大人おとなというのは子供の前で平気でそういうことをする。とても気になるし、子供扱いされているようで面おも白しろくない。

　そんなことより、と御陵院は言った。

「凜。あなたはさっき、はじめましてと言ったでしょう。でも実はそうではないのよ。私とあなたのお母かあ様さまとは古い知り合いで、一度だけあたなにも会ったことがあるわ」

「そうなんですか？　全然覚えていません」

「覚えていなくて当然よ。あなたはまだ中なか原はらに来たばかりで、とっても小さかったから。それがこんなに大きくなって……」御ご陵りよう院いんは少し声を詰まらせ、「本当に大変な目に遭ったわね。いらっしゃい」と両手を広げる。

　おずおずと腰を上げて近付いていくと、御陵院に身体からだ全部を使うようにして抱きしめられた。御陵院は凜りんの頭や背中を何度も何度も撫なでる。母にもされたことのないような過剰なスキンシップに戸惑いを隠せなかった。

「あ、あの……ハルさん、お尻しりを触らないでください」

「あら？　私ったらつい」

「ついじゃねえよ」

　伊い佐さ美みが苛いら立だったように言った。「本題に入れ」

「分かってるわよ。いいじゃない、ちょっとぐらい」

　御陵院は凜を解放して居住まいを正し、こんこんと咳せき払ばらいをした。

「凜。これから話すことをよく聞いて欲しいの。あなたの生まれと将来に関かかわることだから」

　そう言われて、凜も少し背筋を伸ばすようにする。御陵院は頷うなずいて、そして厳おごそかに言った。

「凜。あなた、赤ちゃんの作り方を知っているかしら？」

　この人は真剣な顔で何を言っているのだろう、と思った。
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「おい、帰るぞ」

　伊い佐さ美みは凜りんの手を引き、本当に帰ろうとした。

「大事なことなのよう！」と御ご陵りよう院いんも凜の手を引いてジタバタした。

　二人ふたりの間で綱つな引ひきされながら、凜は言った。

「伊佐美、ちょっと静かにしていてください」

「けどな、」

「僕をハルさんに会わせたいと言ったのは伊佐美じゃないですか」

　チッと伊佐美は舌打ちをして、どすんと乱らん暴ぼうに座り直す。

　御陵院と向かい合って、凜は正直に答えた。

「子供のつくり方は理解しているつもりです。具体的な手順はまだ必要のない知ち識しきなので覚えていません」

　うんうん、と御陵院は頷いて、

「人間に限らず、この世のすべての命あるものにとって、子孫繁はん栄えいは最も原始的かつ重要な営みよ。なぜなら、そうしなければ種が途と絶だえてしまうから。そして、その原理はコトナリも同じ。ずっとずっと昔から、男女が出会い、子を成すことで一族を繁栄させてきたからこそ今があるの。発情期の問題があるから、人間ほど簡かん単たんではないけれどね。ちなみに、コトナリと人間の間に子をつくることも出来るのよ」

　なるほど、と思う。そして、そのことが自分にどんな関かかわりがあるのだろうとも思う。

「コトナリに寿命はない。少なくとも、老衰で死んだコトナリを私は知らないわ。そして、死んでも黄よ泉み帰がえる。ここで、何か不ふ思し議ぎに思うことはないかしら？」

　凜は少し考えて、確かく認にんするように言った。

「コトナリは死んでも黄泉帰る。そして年も取らない」

「そうね」

「それだと、世界中がコトナリだらけになってしまいませんか？」

　伊佐美の話では、特にコトナリが多く住むという中なか原はらでも十人にひとりという割合でしかない。コトナリが生まれてくるばかりで死ぬことがない存在だとすれば、いかに繁はん殖しよく力りよくが低いとはいえ、人とコトナリの割合が逆転していてもおかしくないのではないか。

　凜は賢かしこい子ね、と御陵院は笑った。

「凜の言う通り、コトナリが増えるのに任せていたら、この世は今のような姿ではいられないでしょう。けれど、そうならないのは、ある特別なコトナリがいるからなの」

「特別なコトナリ、ですか？」

「そう。それを『死しに神がみ』というのよ」

　その名前を聞いた途と端たん、お腹なかの底に石を落とされたような息苦しさを覚えた。ただ、その苦しさは不思議と不快ではない。伊佐美に視し線せんを向けると、眉み間けんに深い皺しわを刻んで難むずかしい顔をしていた。彼も『死しに神がみ』の存在を知らなかったらしい。

「『死神』はコトナリの魂を滅ぼすことが出来る異能を持っている。コトナリが増え過ぎないようにその数を調ちよう整せいすることが出来る、いわばバランサーのような存在なのよ。その出自も普通のコトナリとは違って、ごく限られた人間の血筋から、ごく稀まれに生まれ出る。桜おう条じよう家けは、唯一現存する『死神』の血族。そして──」

　御ご陵りよう院いんは凜りんの手を取り、目を合わせて言った。

「凜、あなたは百年ぶりに生まれた、この国でたったひとりの『死神』」

「僕が『死神』……」

　もちろんちっとも実感が湧わかない。けれど、自分が本当に『死神』なのだとしたら、それは死なないはずのコトナリを殺すことが出来るということだ。そこまで考えて、凜は口元を手で覆おおい隠すようにした。御陵院が心配そうな顔をする。

「気分が悪い？　驚おどろくのも無理ないわ。自分が人間ではないと言われて、すぐに納得出来るはずないもの。あなたはまだ『死神』として目覚めていない。いまは、人間の男の子なのだから」

　──違うんです。そうじゃないんです。

　気分が悪くなったわけではない。思わず、笑えみが溢あふれるのを止められなかったのだ。

　凜は笑みを覆い隠しながら、心の中で言った。

　──家族を殺したクソ野郎を殺すことが出来る。本当の意味で復ふく讐しゆうすることが出来る。僕はそれが嬉うれしくて仕方がないんです。

　自分の中に、こんなにも激はげしい感情があったなんて思いもよらなかった。この手で犯人に復讐出来ると考えただけで頭に血が上って、鼻血が出そうになる。

　御陵院は、桜条家が代々『死しに神がみ』を輩はい出しゆつしてきた家系であること。その血統を悪用されないため、同じ土地に長く留とどまれない一族であったこと。桜条家を中なか原はらに招いたのは自分であり、凜の母親と面めん識しきがあったのもそのためであることなどを話してくれた。

　正直、御陵院の言うことの半分も耳に入ってこなかった。知りたいのはそういうことじゃない。どうすれば『死神』になれるのか、どうすればコトナリを殺せるようになるのか、それが知りたいのだ。けれど、焦ってはいけない。思いもよらない事実を聞かされて、驚おどろいている子供を装わなくてはいけない。自分が復讐を考えていることを悟られれば、御陵院も「やめなさい」と言うに決まっているのだから。

「凜。お母かあさんから、何か渡されたものはない？」

「別れ際に、これを」

　凜はポケットから母の形かた見みの刀とう子すを出して見せた。

「少し借りてもいいかしら？」

「はい」

　御陵院は刀子を受け取って、掌てのひらで転がしたり、蠟ろう燭そくの灯あかりにかざしたりした。そうして、「やっぱりそうだわ」と頷うなずいた。

「これはね、昔から桜おう条じよう家けに伝わる『立たち切きり』という呪じゆ具ぐ──特別な力を持った道具なの」

　見ていて、と言って御ご陵りよう院いんは刀子を鞘さやから引き抜いた。すると、目の前にいたはずの御陵院が、ふっと搔かき消える。突然のことに、我が目を疑う。室内のどこを見回しても、御陵院の姿はない。伊い佐さ美みもこれには驚いた様よう子すを隠せずにいた。

　ふいに首筋に生暖かく湿ったものが触れて、凜りんは「ひあっ」と飛び上がった。振り向くと、ぺろりと舌を出した御陵院が、何もない空間から染み出すように姿を現すところだった。

「見ての通り。『立切』には所有者の姿を一時的に見えなくする隠おん形ぎようの力があるわ。姿だけじゃなく、使用者の発する音や臭においまで消すことが出来るみたいね。さすが桜条家の家宝だわ。持続時間は六百秒くらい。一度使い切ってしまうとまた使えるようになるのは半日後というところかしら」

「そんなことまで分かるんですか？」

「この手の呪具制作は『狐きつね』の得意とするところだもの。『狐』と桜条家は昔からつながりが深かったから。もしかしたら、この『立切』も私の遠い御先祖様が作ったものかもしれないわね」

　凜は御陵院に返された刀子をじっと見つめた。自分がどうやって襲しゆう撃げき者しやたちから逃にげ果おおせたのか、ずっと不ふ思し議ぎだった。すべては、母が遺のこしてくれた『立切』のおかげだったのだろう。それは、裏を返せば、自分が一いつ緒しよにいなければ、母はこの不思議な道具を使って生き延びることが出来ていたかもしれないということだ。考えても仕方がないことだと分かっているのに、考えるのをやめられなかった。今度こそ、少しだけ気分が悪くなった。

「凜、大丈夫？」

「大丈夫です。続けてください」

「そう？　もう少しだから辛しん抱ぼうして頂ちよう戴だい」

　御陵院は心配そうに言った。

「『死しに神がみ』は死を視みることが出来るコトナリなの。最初は只ただの人間として生まれるけれど、他者の死を視て、記き憶おくすることで、徐々にその資質に目覚めていく。そして、最後に自らの手でコトナリの魂を刈ることによって、完全に『死神』として覚かく醒せいする。その時『立切』は魂を刈るための鎌かまと化す──私も聞いたことがあるだけで、実際に見たことはないのだけれど」

　──死を記憶する。

　つまり、他人の死に様を見ればいいのだろうか。人がたくさん死ぬ場所──たとえば病院とか戦場とか。あるいは自殺の名所とか。そういうことでいいのだろうか？　御陵院の話も伝聞でしかない以上、いろいろと試してみるしかなさそうだった。

「私の話はとりあえずオシマイ。話したいことはたくさんあるけど、それはまた今度にしましょう。凜、あなたはこれからどうするつもり？　行く当てはないんでしょう」

「しばらく、伊い佐さ美みの事務所に置いてもらいます」

「そうなの？　でも、あそこ汚くて狭いでしょう。私のところへ来てもいいのよ」

　伊佐美が「汚くて狭くて悪かったな」とぼやいた。

「せっかくですけど遠えん慮りよします。もう、約束しましたから」

「そうなの。約束じゃ仕方ないわね」と御ご陵りよう院いんは残念そうな顔をした。しかしすぐに笑え顔がおになって、「なら、せめて贈おくり物ものをさせて頂ちよう戴だい。あなたの行方ゆくえを追っている者がたくさんいるわ。だから、普ふ段だんから変装をしておくに越したことはないと思うの」

「変装って……」

　ひどく嫌いやな予感がした。御陵院が手を叩たたくと、一体どこに控えていたのか、背後の戸が開いて、数人の巫み女こが入ってきた。みんな、女の子のように化粧をしているけれども、凜りんと同じぐらいの年とし頃ごろの少年であった。御陵院は彼らに言った。

「この子に似合う女物の服を見み繕つくろってあげなさい。一着はそのまま着せて帰して。残りは伊佐美の事務所に送っておくように」

　巫女たちは「畏かしこまりました」と声を揃そろえて言った。そして、凜の脇わきを固め、「さあさあ」と有う無むを言わさず連れていこうとする。凜は必死に抵抗したが多勢に無勢である。

「伊佐美！　見てないで助けてください！」

　伊佐美は座ったまま首を振って「諦あきらめろ」と言った。

「心配すんな。おまえなら似合うよ」

「そういう問題じゃない！」

　凜はずるずると連行されながら抗こう議ぎの声を上げた。




　　　　　　　　　　○




　凜が連れていかれて、その場には伊佐美と御陵院だけが残った。伊佐美はむっつりと黙だまり込んで部へ屋やの隅の暗くら闇やみを睨にらみつけ、御陵院は蠟ろう燭そくの灯ともし火びに手をかざして、青や紫、緑と色を変えてみたり、たくさんの火の玉を作ったりした。

　しばらく、どちらも一言も発さなかった。

　やがて、御陵院が言った。

「ねえ、鬼みたいな顔をしてないで。言いたいことがあるならはっきり言いなさいな」

　伊佐美は御陵院の正面にしゃがみ込んだ。

「さっきの話、本当なんだろうな。『死しに神がみ』なんて聞いたことねえぞ」

「でしょうね。『死神』の存在を知っている者は、五ご枝し族ぞくの中でも古こ条じよう会かいに近いごく一部に限られているわ。そうでないと、『死神』を利用しようとする輩やからが後を絶たないから」

「おまえも、そのひとりってわけか」

「どういう意味かしら？」

「あんなふうに焚たきつけておいて、とぼけるなよ。分かってんだろ。あいつは『死しに神がみ』になって犯人に復ふく讐しゆうするつもりだぞ」

　たしかに、御ご陵りよう院いんはあくまで凜りんの出生について教えただけかもしれない。だが、今の凜にそんなことを教えたら、復讐を唆そそのかしたのと何も変わらないではないか。

「焚きつけるなんて、人聞きが悪いわね。私は事実を教えただけ。自分の素質をどう使うかは凜の自由だわ。どんな理由であれ、あの子が『死神』になる道を選んでくれるなら、私として願ねがってもないことだわ」

　御陵院は目を伏せて、憂うれいを帯びた表情を浮かべる。

「──百年。もう百年もこの国には『死神』が現れていないの。コトナリの増加に伴って、《禍わざ異わい》の発生も増え続けている。あなただって、気付いているでしょう」

　昨日きのうの朱あか金がねの一件はむしろイレギュラーで、掃除屋の本分は、《禍わざ異わい》と化したコトナリを狩ることにある。

「一度《禍わざ異わい》に堕おちたコトナリは、殺したとしてもまた《禍わざ異わい》として黄よ泉み帰がえってくる。あなたがどんなに頑張ってくれても、結局、問題を先延ばしにしているにすぎない」

「それはそうだけどよ……」

　掃除屋稼か業ぎようを三十年も続けていると、同じ相手を二度殺すことも珍しくなくなってくる。

「凜にも、掃除屋をやらせるつもりなのか？」

「お願ねがいはするかもしれないけれど、強制するつもりはないわ。けれど、十年後か、二十年後か。このままでは遠くない将来に中なか原はらは破は綻たんする。破綻を回かい避ひするには、一刻も早く『死しに神がみ』に再来してもらわなくてはいけない。そのために、出来ることはなんでもするわ」

　御陵院は伏せていた目を上げる。御陵院の瞳ひとみは、蠟ろう燭そくの火ひに照らされて赤く輝かがやいているように見えた。御陵院は常からひょうひょうとして、口を開けば半分くらいは冗じよう談だんしか言わないけれども、やると言ったことは必ずやる女である。家族を殺された凜が、復ふく讐しゆうにすがることでどうにか自分を保っているのだとしても、その気持ちを十二分に理解した上で、御陵院は迷わず利用するだろう。伊い佐さ美みはがりがりと額ひたいを搔かいて、

「そこまで凜のことが大切なら、なんで俺おれに預けておくんだ。自分で囲っておいた方がいいんじゃないか？」

「そうしたいのは山々なのだけれどね。桜おう条じよう家けの一件を『狗いぬ』がしつこく嗅かぎ回っているのよ。私が凜を匿かくまっていることが知られれば、格好の攻こう撃げき材料を与えてしまうことになる。ただでさえ最近彼らとはうまくいっていないから、万が一にも事を構えるのは避けたいの」

「ずいぶん弱腰だな。泣く子も黙だまる御ご霊りよう隊たい隊長の台詞せりふとも思えない」

「元、よ。そんなもの、とうに解散してるわ」

　御陵院は目を逸そらし、「戦争はもうたくさん」と呟つぶやいた。

　数十年前、五ご枝し族ぞくが二つに割れて争った戦争があった。その最中に、御ご陵りよう院いんは夫になるはずだった人物を失っている。さらには数年前、『狐きつね』の先代宗主だった母が《禍わざ異わい》と化し、これを自らの手で討うち取っている。以来、彼女は一いつ線せんを退しりぞき、中なか原はらの安定と五枝族同士の折せつ衝しように努めるようになった。

「それにね」と御陵院は言った。「凜りんが『死しに神がみ』として成長するにあたって、あなたに預けるということはそれほど間違った選択だとは思っていないの」

「……どういう意味だ？」

　御陵院は小さく笑って、「ねえ、伊い佐さ美み」と子供を諭さとすように言った。

「私からもひとつ訊きいていいかしら？　らしくない、とは言わないけれど。どうして私が頼むより先に凜を助けてくれたのかしら。あなたもそういう趣しゆ味みがあったの？」

　冗談ではない。どちらかといえば子供は嫌いだし、生意気な子供はなおさらだ。だからこそ、御陵院の疑問は、自分自身の疑問でもあった。あの森で出会った時、どうして凜を放ほうっておけなかったのか。いくら考えてみても判然としなかったが、凜の出自を聞いてはっきりした。

「凜が、自分を殺してくれるかもしれない、と思ったのね？」

　御陵院はやすやすと伊佐美の心中を読み取って、続けて言った。

「『死神』なら『鬼おに』を殺せるのか──という質問なら、分からない、としか答えられないわよ。過去千年、『死神』と『鬼』が同じ時代に現れたことはないから」

「俺おれは……あいつが『死神』だと分かっていて助けたわけじゃない。そもそも、『死神』なんてものがいること自体、今まで知らなかった」

「きっと理屈ではなく感じたのね。あなたとあの子は似たもの同士だから」

　御陵院は妙なことを言った。

「どこが似てるって？」

「だってそうでしょう？　『死神』は人の殻を被かぶって生まれ、『鬼』は人が一度死んで生まれ変わる。どちらも半分コトナリで、半分人間。それに、あなたたちには家族も親しん戚せきもいない。天涯孤独の身の上だわ。ほらそっくり」

「……違うよ。俺とあいつは全然違うさ」

「そう？　まあいいわ。なんにせよ、あなたは知ってしまった。凜が自分の願ねがいを叶かなえてくれるかもしれない、その可能性に気付いてしまった。気付いてしまった以上、もう後戻りは出来ない。違うかしら？」

「自分の目的のために、子供を利用するのか。ろくな死に方しないな」

「お互いにね」

　御陵院はそう言って立ち上がると、部へ屋やの隅の引き出しから大小二つの封筒を持ってきて伊佐美に渡した。小さい方の中身を改めると、ぎっしり札束が詰まっている。

「ずいぶん多いな」

「凜りんと暮らすにはいろいろと入いり用ようでしょう。それに次の依頼が立て込んでるの。その前金も込みよ」

　大きな封筒にはパラフィン紙のような質感の紙が、こちらもぎっしりと束になって入っていた。紙はどれも白紙である。

「一度にこんなにか？」

「言ったでしょ。立て込んでるのよ。それでも足りないぐらい」

　伊い佐さ美みは閉口した。この紙は陰いん陽よう紙しという『狐きつね』が作る呪じゆ具ぐの一種だ。一枚の紙を特殊な手法で二枚に分けたもので、一方に文字や図を書き込むと、もう一方にも同じものが浮かび上がるという仕組みになっている。距きよ離りに左右されないので、古くは伝令用に重ちよう宝ほうしていたというが、水分や日光に弱くすぐに劣化してしまうため、通信技術の発達に伴ってほとんど使う者はいなくなった。それでも、用が済んだ後で一方を燃もやしてしまえば、もう一方も確かく実じつに消去出来るという利点があるので、人間界の情報化に相乗りして、コトナリ界にも携帯電話が普及した昨今にあっても、御ご陵りよう院いんは好んでこの紙を使っている。

「いつも思うんだが、なんでこんなに溜たまるまで放ほうっておくんだ？」

「そう言わないで頂ちよう戴だい。いろいろと事情があるのよ。この街は本当に危ういバランスの上に成り立っているんだから。そうでなくても、誰だれだって《禍わざ異わい》なんかに関かかわり合いになりたくないわ。そうして誰にも手が出せなくなった案件が、あなたへの依頼となって持ち込まれているのよ」

「そんなもんを片付ける方の身にもなってみろ」

「そうね。これは本来『死しに神がみ』の役目だわ」

　すべて承知した上で、御陵院はそんなことを言う。つくづく食えないやつだ。

　封筒をそれぞれポケットとズボンに捩ねじ込む。そろそろ凜を助けにいってやらないといけないだろう。御陵院と一いつ緒しよに外へ出ると、春の陽ひ射ざしに一いつ瞬しゆん目が眩くらんだ。

　並んで歩きながら、御陵院は言った。

「電話口でも言ったけど、あなた、あまり良くない相が出ているから気をつけなさい」

「俺おれの心配より、凜のことを占ってやれよ」

「当然、占ったわ。でも、あの子の行く末はまるで霧きりがかかったみたいに曖あい昧まいなのよ」

「よくあることなのか？　それは」

「珍しくはないわ。たいがい術者の力不足が原因だけど……今度はどうかしらね」

　御陵院以上の腕を持つ占術師など、日に本ほん中じゆうを探しても見つからないだろう。御陵院に分からないということは、それは誰だれにも分からないということだ。

　伊佐美、と呼ぶ声がする。

　見れば母おも屋やの方から凜が歩いてくるのが見えた。眉まゆを急角度に傾け、細い肩を怒らせ、石畳を踏みつけるようにして、全身で不ふ機き嫌げんを表現している。フリルがいっぱいくっついたワンピースが、まるであつらえたように似合っていた。




　　　　　　　　　　○




　白しろ前さき神じん社じやから事務所へ戻るリムジンの車中で、伊い佐さ美みは言った。

「おまえの復ふく讐しゆうに、手を貸してやる」

　凜りんはきょとんとして、

「それは、嬉うれしいです。けど、どういう心境の変化ですか」

「別に。気が変わっただけだ」

「納得出来ませんね。協力するふりをして、いざとなったら邪じや魔まをするつもりではないんですか？　伊佐美の言う通り、復讐は社会的には間違った行為です。そんなことに加担しても、なんの得にもなりませんよ」

　得がないってわけでもないんだがな、と思って、伊佐美はがりがり額ひたいを搔かいた。

「おまえは、正しいことがしたいのか？　違うだろ。ただ、そうしたいから。その結果、人間をやめることになっても、どんな責任を負うことになっても構わない。そう思ってるんだろ？　俺おれも同じだ。正しいか間違ってるかなんて聞いてない。おまえの復讐に協力したいと思った。その先のことなんて、知ったことじゃない。それだけじゃ、納得出来ないか」

　凜は黙だまり込んで、しばらく俯うつむいていたが、やがて顔を上げて「分かりました」と頷うなずいた。

「僕は伊佐美を信じます」

「オーケー。そうと決まればすぐに行動だ」

　子供を騙だまして、利用して、これはやはり、どう考えてもろくな死に方をしないな、と思う。同時に、望むところだ、とも思った。窓の外を見て、現在地を確かく認にんする。行く手に、青あお葉ば通どおりと御み山やま通の交差点が見えていた。運転席に声をかける。

「おい、停とめてくれ」

　リムジンはすぐに路肩に寄って停車した。

「俺おれはここで降りる。おまえは先に戻ってろ」

「どこに行くんですか？」

「情報屋に会う。おまえの家族を殺したのがどこのどいつか。とにかくそいつを摑つかまないことには、どうにもならないだろ」

「僕も一いつ緒しよに行ったら……駄だ目めですよね」

「当たり前だろ。自分の身の上ってもんを考えろ。いいか、事務所に戻ったら外出は絶対禁止。しっかり戸と締じまりして、誰だれか訪ねてきても絶対にドアを開けるな。冷蔵庫の中身は好きにしていいけど、それ以外は勝手に触るなよ。もし何かあったら、さっき教えた俺の携帯に電話しろ」

「いちいち言わなくても分かってます。伊佐美はうるさいなあ」

「分かったのか？　分からないのか？」

　凜りんはふてくされた表情で、

「出かけない。誰だれも入れない。何かあったら電話」

　それで良し、と伊い佐さ美みは頷うなずいた。車外へ出ると日はやや傾いていて、空の高いところが、薄うすく隈くまなく曇くもっていた。リムジンが走り去るのを見送り、ポケットから携帯電話を取り出す。自分に電話をかけてくるのが御ご陵りよう院いんだけなら、自分から電話をかけるのもひとりだけだ。きっちり三コール目でつながった。

　途と端たん、『はいはーい！』と明るくて無む駄だに大きな声が耳に響ひびいた。

「よう、俺だ」

『んん？　流は行やりのオレオレ詐さ欺ぎですか？　しかし、耄もう碌ろくしたジジババは騙だませても、この早はや渡との耳は騙せません！　ずばり、あなたは伊佐美の兄貴ですね！　どうです、正解でしょう！』

　伊佐美は電話を切った。間かん髪ぱつ容いれず、向こうから電話がかかってくる。

『ひどいですよう兄貴！　急に切るなんて』

「すまん。あんまりやかましいからつい」

『反省っす……久しぶりに兄貴の声を聞いたのでテンション上がっちまいましたよ』

「久し振りってほどか。正月に会っただろ」

『今何月だと思ってるんですか。三月ですよ三月。二ヶ月も音おと沙さ汰たなかったから、兄貴に忘れられちまったんじゃないかと気が気じゃなかったんですから』

「そりゃ悪かったな。年食うと時間の流れが速くなるんだ」

『年寄り臭いこと言わないでくださいよ』

「年寄りなんだから仕方ない。それで、これから会えるか？」

『モチのロンっすよ。いつものとこでいいですか？』

「ああ。いつものところで」

『合がつ点てん承しよう知ち合あいの助すけでございます』

　電話を終えて、伊佐美は真ま船ふね川がわを右手に見ながら御み山やま通どおりを南下していく。乳う母ば車ぐるまを押す女性やランニング中の男性とすれ違う。河か原わらでは釣りをしている人もいる。どこか気け怠だるいような午後の空気が流れていた。やがて、真船川に架かる三さん大おお橋はしのひとつ黄こ金がね大橋が見えてくる。その昔は名前の通り、金きん箔ぱくで覆おおわれ、貴族しか渡ることを許されなかったそうだが、今は質実剛健の鉄筋コンクリート製で、その上をたくさんの人と車が行き来している。

　黄金大橋の東詰からはまっすぐに金きん花か通が延びている。通りの両側にはたくさんの商店が軒を連ね、ここもたくさんの人が行き交っていた。通りの突き当りには、御ご陵りよう院いんの白しろ前さき神じん社じやなど比べ物にならないほど大きな五ご桐とう神社という神社がある。黄金大橋も金花通も、もともとは五桐神社への参さん詣けい路ろとして栄えたのだそうだ。

　目的地の「くちなし亭てい」は、金花通から細い路地を少しばかり北へ上ったところにある。木彫の看板が出ていなければ古びた民家にしか見えない外がい観かんをしているが、れっきとした茶屋である。店先には一年中白いクチナシの花が咲いていて、強い香りを発散している。磨すりガラスが嵌はまった引き戸を開けて中へ入る。店内はいつも薄うす暗ぐらく、ひっそりとしていた。小さな座布団に座った小さな老婆が店番をしている。もごもごとよく聞き取れない声で喋しやべる老婆に「冷抹茶ひとつ」と頼み、靴を脱いで上がった。

　薄うす暗ぐらい廊下を通っていくと、四畳半ほどの和室や、長テーブルのある洋よう間ま、人ひとりがどうにか座れる箱のような部へ屋やなど、いろいろな部屋が現れてくる。「くちなし亭」を訪れた客は店内の好きな場所で茶を飲めるようになっている。ひっそりとしている割に繁はん盛じようしているようで、どの部屋にも客の姿があり、思い思いにくつろいで茶を飲んでいる。

　店の奥へ進むにつれて、客の姿は少なくなっていく。一見、壁かべにしか見えない隠し戸をくぐり、狭くて急角度の階段を上り、微妙に床が傾いている和わ室しつを抜け、また階段を下りる。そうして奥へ奥へ進むと、まるで暖房されているみたいに急に暑くなってくる。空気はねっとりと絡みつくような湿気を帯び、窓越しに射さし込んでくる陽光はやけにギラギラして、どこからか蟬せみの鳴き声さえ聞こえてくる。驚おどろくなかれ。「くちなし亭」の奥は、一年中いつでも夏なのである。どうしてそうなのかと聞かれても、とにかくそうなのだとしか言いようがない。こういう場所は中なか原はらにいくつかあって「迷まよい家が」と呼ばれている。その昔は、知らずに迷い込んだ人間が遭そう難なんして命を落とすようなこともあったそうだが、いまはすべての「迷い家」が五ご枝し族ぞくによって管理されているので、そのような悲ひ劇げきは滅めつ多たに起こらなくなった。

　濃のう密みつな夏の気け配はいの先には、四方を縁えん側がわに囲まれた小さな中庭がある。中庭の中心にはひと抱えもあるような石がどんと鎮ちん座ざし、地面は緑みどり色いろの絨じゆう毯たんのような苔こけに覆おおわれている。庭木はどの縁側から見ても画えになるよう工く夫ふうを凝こらした配置になっており、水みず溜たまりのような池には色とりどりの金魚が泳いでいる。小さいながらも立派な日に本ほん庭てい園えんだった。

　庭を挟んだ反対側の縁側に、早はや渡とが座っていた。水を張った盥たらいに足を浸してちゃぷちゃぷやりながら、かき氷をしゃくしゃくと美お味いしそうに食べている。派は手でなスカジャンを着てニット帽を被かぶっているけれどもサイズが大き過ぎて、子供が兄弟のおさがりを着ているようにしか見えない。一度そのことを指摘したら「これはオシャレなんです！　分かってないなあ！」と怒られたことがある。

　伊い佐さ美みが声をかけると、早渡は弾はじかれたように顔を上げて、「こっちこっち」というように手招きした。伊佐美は縁側を巡って、早渡の隣となりに座った。

　早渡が食べているかき氷は、くすんだ茶ちや色をしていた。

「それ黒蜜か？」

「酢す醬じよう油ゆです。メニューにあったんで頼んでみました」

「美う味まいのか？」

「美味いっすよ。トコロテンみたいな感じです。兄貴も食べます？」

「いらん」

「美お味いしいのに……」

　早はや渡とがかき氷を食べ終えた頃ころ、老婆が冷抹茶を運んできた。中庭から見上げる空は雲ひとつない快晴で、冷たいお茶を飲んでいるのにじわじわと汗ばんでくる。

「暑いなあ」

「暑いですねえ」

　人に聞かれたくない話をするのに「くちなし亭てい」は絶好の場所だが、この暑さはどうにかしてもらいたいものだ。早渡はかき氷を食べ、足水をしても堪たまらない様よう子すで「暑い暑い」と言いながらスカジャンを脱ぎ、帽子も脱ぎ去った。すると、白い毛皮に覆われた二本の長い耳がぴょこんと飛び出す。

「耳、まだ隠せないのか」

「まさか。半日くらいだったら余裕っすよ。でも、ここには兄貴しかいませんし、それになんだか窮きゆう屈くつな感じがするんですもの」

　早渡は自分の耳を撫なでながら言った。彼は『兎うさぎ』のコトナリで、まだ青あお葉ばなので完全には人の姿を取ることが出来ず、帽子で隠しているのだった。

「今日きようは悪かったな、急に呼び出して」

「いえいえいえいえ。兄貴のためなら昼夜を問わず火の中水の中でございますよ」

　早渡は「それで」と耳をピンと立てて、嬉うれしそうに笑った。

「今日きようはどんな情報が御入用っすか？」

　早渡は人間に紛れて、隣りん市しの北ほく辰しん館かん学がく園えんという大学へ通うかたわら、情報屋稼か業ぎようを営んでいる。学生という遊民階級にあることを存分に利用し、人間界とコトナリ界、両方の情報を幅広く扱っている。『兎うさぎ』はこれといって特殊な異能を使えるわけではないが、耳の良さは言わずもがな、『猫ねこ』と並ぶほどすばしっこいので、もともと情報屋向きの枝し族ぞくであった。

　早渡がまだ駆け出し未満だった頃ころ。ドジを踏んで黒くろ金がね組ぐみに捕まり、生皮を剝はがされそうになっていたところを、なりゆき上仕方なく助けてやったことがある。それ以来、早渡は用もないのに伊い佐さ美みの周りをうろちょろしたり、頼んでもいない情報を持ってきたりするようになった。

「昨日きのう、上かみ山やまで事件があったのは知ってるか」

「『兎』の耳を舐なめたらいけませんよ。桜おう条じようっていう人間の一家が皆殺しされたんでしょう。犯人はコトナリらしいって話ですけど」

　正せい確かくには、皆殺しではなく生き残りがひとりいるのだが、早渡には伏せておくことにした。彼を信用していないわけではないが、知ってしまえば要いらない危険に巻き込んでしまう可能性がある。早渡はふと難むずかしい顔をして言った。

「余計なお世話かもしれないっすけど、この一件、あんまり関かかわり合いにならない方が良いのではなかろうかと早渡は具申します」

「どういうことだ」

　早はや渡とは唇を尖とがらせて言った。

「事件に首を突っ込んだ連中を、警けい察さつが片っ端からしょっ引いてるんすよ。警察というより『狗いぬ』ですけど。情報屋はもちろん、黒くろ金がね組ぐみの三さん下したも相当やられてるみたいで」

「なんで黒金が出てくる？」

「そりゃ一応、上かみ山やまは黒金組のシマですから」

「なる。黒金の親おや父じが、自分のシマで無法をやられて黙だまってるわけがないか」

「そういうことっす。どんな手を使ってでも『狗』より先に犯人を捕まえろとお達しを出した上に、昨晩のうちに結構な額がくの懸けん賞しよう金きんをかけてます。だもんで、組の者だけじゃなくて、無関係なゴロツキや事件屋崩れまで首を突っ込んで、それがまた『狗』の餌え食じきになるって具合です」

「ずいぶん面めん倒どうなことになってるな……」

　伊佐美は、雨が降る森の中で尾お上がみと交わしたやり取りを思い出していた。桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件の犯人を追っていけば、尾上と対たい峙じすることになりかねない。その上、黒金組や金に目が眩くらんだゴロツキも犯人を探しているとなれば、これはもう自ら進んで虎こ口こうに飛び込むにも等しい。

「兄貴も懸賞金を狙ねらってるんですか？」

「そういうわけじゃない」

　ではなんだというのか。上う手まい言い訳が思いつかず、伊佐美はお茶を飲んだ。

　早渡は大きな瞳ひとみをぱちくりさせて伊い佐さ美みを見た。そして「何か事情があるんすね」と自分を納得させるように頷うなずいた。盥たらいから足を上げて、伊佐美に向き直って立たち膝ひざをつく。

「事件のこと、調しらべてみましょう」

「やめとけ。それだけ聞ければ十分だ。またドジを踏んでも助けてやらねえぞ」

「この早渡、兄貴のためならどんな危険も労苦も厭いとわぬ所存」

「金にもならないぞ？」

「いりません。兄貴のお役に立てることが、早渡の歓よろこびでございますれば」

　早渡は畏かしこまったふうに頭を下げてみせた。すぐに顔を上げてニッと笑う。

　伊佐美も呆あきれて笑った。

「好きにしろ。けど、無理はするなよ」

「分かってます。これでも場数は踏んできたんですから。危ない橋は渡りませんって」

　用事は済んでしまったが、早渡も今日きようは夜まで仕事がないというので、しばらく他愛たわいもない話をして過ごした。

「そういえば、大学はちゃんと進級出来たのか？」

　昨年の暮れ頃ごろ、早渡は日頃の放ほう蕩とうのツケが回って、いよいよ進級が危ぶまれる状況に追い込まれていた。その頃会った時には、この世の終わりのような顔で「まずいまずいまずい」と呟つぶやくばかりでまったく使い物にならなかったのだが。

「それはなんとか……教授に土下座して、三日三晩徹てつ夜やしましたけど」

「自じ業ごう自じ得とくだ。でも進級出来たなら良かったじゃないか。親おや父じさんに殺されずに済む」

「本当ですよ。あの人、ちゃんと大学に通わないと殺すって目がマジなんですもん。役に立たない勉強なんかより、もっとたくさん仕事したいっすよ。親父にはそれが分からんのです」

　早はや渡との父親は、中なか原はら界かい隈わいでかなり名の知られた情報屋だ。早渡があの「星ほし野の伊い佐さ美み」とつるんでいることを知って、「俺おれの息子むすこに近づくな」と怒ど鳴なり込んできたのをきっかけに親しくなって、何度か酒を酌くみ交わしたこともある。しこたま酒を飲んで、すっかり酩めい酊ていした早渡父は、自分は学校など通ったことがなく、そのためにいろいろと苦労もしてきた。だから早渡には情報屋などというヤクザなシノギではなく、しっかりと地に足の着いた生活をして欲しいのだ、としきりに語っていた。一方で、早渡が憎まれ口を叩たたきながらも、情報屋としての父を尊敬していることも、伊佐美は知っている。親の心子知らず、逆もまた然しかり。

　もうひとつ、早渡父が心配していた事柄がある。

　伊佐美は彼に代わって「そろそろ彼女は出来たのか？」と早渡に訊たずねた。

「分かってて聞いてるでしょ」

　早渡は膨ふくれて頰ほお杖づえをついた。「彼女がいたら、こんな所で兄貴と油を売ってないですよ」

「たしかに」と伊佐美は頷いた。コトナリが人間社会に紛れて暮らすのには、それぞれ事情がある。人間の文明の恩恵に与あずかりたいがため、金銭を稼かせぐため。あるいは単純に人間の生活が性に合っている者。人間が次々に思いつく行事や催しに乗っかって遊んでいる者もいるだろう。

　だが、最も重要かつ基本的な目的は「嫁探し」である。

　早渡父ちちが息子むすこを半強制的に大学へ通わせているのは、最低限の教養を身につけて欲しいということの他ほかに、人間の女性と接する機き会かいを与えたい。出来ることなら、恋人を見つけてもらいたいという思いがあるらしい。

　コトナリの男女比は大きく男性に偏かたよっており、出生率も人間と比べて極端に低い。そのため、コトナリの男がその出自を隠して、人間の女性との間に子を成すということが今でも珍しくはない。大昔は、人間の娘を拐たぶらかし、無む理り矢や理り手て籠ごめにするようなこともやっていたようだが、最近ではすっかり聞かなくなった。中なか原はらでは五ご枝し族ぞくが、正式にそうした行ないを禁じているというのも大きいのだろう。

「そう、そこがなんだか変だなあと思うんですよね」

　早渡はぼんやりと言った。「嫌いや々いやながらも大学に通って、それなりに知恵をつけた一匹の『兎うさぎ』として言わせてもらうとですね、コトナリっていう生き物は、ひどく不自然だなと思うわけです。文字通り腐るほどの寿命と、人にん間げん離ばなれした力を持っているくせに、自分たちではまともに産み増えることも出来ない。人間がいなけりゃコトナリ界の生活は千年前に逆戻りですよ。人間のことを貧弱だとか線せん香こう花はな火びだとか言って馬ば鹿かにしたり、コトナリの方が人間よりも上等な生き物だと言って憚はばからない連中がいますけど、早渡に言わせればちゃんちゃらおかしいわけっすよ。だってコトナリは人間におんぶにだっこの、いわば寄生生物なんですから」

　伊い佐さ美みは感心して呟つぶやいた。「おまえ、本当に学生やってるんだな」

　早はや渡とは「ふふん」と鼻を鳴らす。「これでも来年は四年生ですからね。コトナリがどこから来てどこへいくのか、というテーマで卒業論ろん文ぶんを書こうと思うんです」

「論文じゃなくて小説だと思われるんじゃないか。それは」

「あー、やっぱりそうですかねえ。まあ、無理に卒業する必要もないんでいいんすけど……あ、そうだ。今度、合コンするんですけど兄貴も参加しませんか？」

「しない」

「そう言わずに。女子大生ですよ。ぴちぴちですよ。可愛かわいい子揃そろえますから」

「だからしないって。ガキに興きよう味みねえの。俺おれは大人おとなの女が好きなの」

「またまた格好つけて。兄貴はただのおっぱい星人じゃないすか」

「乳だけじゃなく、尻しりも足も重要だ」

　そうやってあれこれ喋しやべっているうちに、良い頃ころ合あいになってきた。

　店番の老婆を呼んで、早渡の分も会計を済ませる。

「先に出る。じゃあな」

「あい。ごちそうさまでございます」

　縁えん側がわを巡って、出口へ向かって歩き出したところで、縁側の向こうから「兄貴」と早渡が声をかけてきた。彼は少し真ま面じ目めな顔になって言った。

「例の件、出来る限り調しらべてみますけど、妙にきな臭いのは本当ですからね。兄貴も無理は駄だ目めですよ。って、言っても無む駄だなんでしょうけど」

　きな臭い。たしか、尾お上がみも同じようなことを言っていたな、と思う。

　伊佐美は手を振って答えた。「くちなし亭てい」を出ると、陽ひは大きく傾き、空が赤く色づき始めていた。のんびりしていると日が暮れてしまう。凜りんが眉み間けんに皺しわを寄せて「遅いです。どこで油を売っていたのですか」と文句を言う姿が、ありありと想像出来た。

　伊佐美は人込みをかき分けて、家路を急ぐ。

　誰だれかが自分の帰りを待っている、というのはなんだか不ふ思し議ぎな感じがした。




　　　　　　　　　　○




「大掃除をします」

　翌日の朝のことである。伊佐美がもりもりと朝食を食べていると、凜はそのように宣言した。テーブルの上には、凜が用意したトーストやサラダ、コーンポタージュが並んでいる。伊佐美はポタージュを飲みながら、何を唐突な、と伊佐美は思ったが、今のところ犯人の手がかりが皆無であり、早渡からの情報もすぐには期待出来ない以上、長期戦を覚悟しなければならない。となれば、拠点となるこの事務所は心身ともに十分な休息を得られる空間にしなければならない、という理り論ろんであるらしい。この事務所へ住み始めてからこっち、まともな掃除などしたことがなく、それでも適当に暮らしていた伊い佐さ美みは「そんな必要はない」と言ったのだが、凜りんは淡々と掃除に必要な買い物リストを作成し、有う無むを言わさず伊佐美に押し付けるのだった。

　そうして始まった大掃除は、事務所の生活環かん境きようが凜の満足出来るレベルに達するまで、実に三日間を要した。三日である。大事業の結果、事務所内からゴミは一掃され、古びた家具も廃棄。御ご陵りよう院いんから貰もらった金で座り心地ごこちの良い二人ふたりがけのソファや四十インチの液晶テレビが新しん調ちようされ、観かん葉よう植物や銀ぎん色いろのモビールなどが住環境に潤うるおいを与えた。室内のすべての家財に定位置が設定され、使用後には必ず定位置へ戻すことが義務付けられた。もちろん、洗せん濯たく物ものや洗い物を放置することも禁止である。これらのルールを破る度たびに罰金百円という厳きびしい罰が科かせられる。こうでもしなければ、伊佐美がまたすぐに散らかしてしまうことは火を見るよりも明らかであったし、なるほど整せい理り整せい頓とんの行き届いた環境での暮らしは快適だった。夜中にネズミに耳をかじられるようなこともなくなった。しかし、なぜだろう。「これだけは後ご生しようだから」と頼んで捨てずに残してもらったガラクタの詰まった箱を眺め、一いち抹まつの寂しさを覚えずにはいられない伊佐美だった。

　掃除が一段落すると、凜は「いきたい所があります」と言い出した。

「伊佐美、近くにレンタルビデオ店はありますか？」

「たしか御み谷たに通どおりにＴＵＴＡＹＡがあったはずだけど」

「そこに連れていってください」

　伊佐美が顔をしかめて口を開こうとすると、凜りんは慌てて先回りして言った。

「お願ねがいします。ずっと部へ屋やの中にいたら息が詰まってしまう」

　伊佐美は舌打ちをして額ひたいを搔かき、「ちゃんと変装しろよ」と言った。凜はぴょんと飛び上がって、「すぐに準備します！」と子供っぽい笑え顔がおを見せた。

　十分後、伊佐美と、真っ白な帽子とロングニットを身につけた凜は、並んで青あお葉ば大おお橋はしを渡り、真ま船ふね川がわ沿いを歩いていた。風はまだ冷たいものの、やわらかな陽ひ射ざしはぽかぽかと温かく確かな春を感じることが出来る。御谷通沿いの堤はずっと桜並木になっている。まだ開花には早く、吹く風は冷たかったがすでに河か原わらで宴会をしている気の早い人々の姿も見えた。

　伊佐美はふと足を止める。

　堤から御谷通を挟んだ反対側に「しらゆり園えん」という保育園がある。小さな私立保育園だが、伊佐美がこの街に来た時から変わらずあった。小さな保育園の小さな園庭では、園児たちが遊び回っていた。まるで色とりどりのビー玉を弾はじいたようである。凜は伊佐美の視し線せんを辿って、

「あの保育園がどうかしたんですか？」

「……いや。ただ平和だな、と思っただけ」

　はあ、と凜は腑ふに落ちない様よう子すで首を傾かしげていた。

　ＴＵＴＡＹＡ御み谷たに通どおり店は、牛ぎゆう丼どん屋やと輸ゆ入にゆう雑貨店に挟まれて営業をしていた。自動ドアが開いて中へ入った二人ふたりは、ビデオソフトがぎっしり収まった棚が、整せい然ぜんと連なってずっと奥まで続いている光景にしばし圧倒された。

「初めて来ました。すごい数ですね……」

「俺おれも初めて来た。何を借りるんだ？　映画か？　アニメか？」

「特に決めていません。人が死ぬ内容でさえあれば」

　凜りんは平然として言った。なんだそれは、と思った。

　つまりこういうことらしい。『死しに神がみ』として覚かく醒せいするには死を記き憶おくする必要がある。しかし、どこぞの名探偵よろしく、いく先々で殺人事件に遭遇出来るわけもない。ならば、フィクションで代用してみようというのである。賢かしこいというか、小こ賢ざかしいというか。よくそういう発想が出来るものだと思う。

「そんなやり方でいいのかね」

「他ほかにいい方法があるなら教えてください」

　凜は入口の横からカゴを持ってきて、おもむろに「戦争映画」の棚の前に立ち、ろくに選びもせず手当たり次第カゴに入れ始めた。伊い佐さ美みは慌てて凜の手を摑つかんで止めた。

「待て待て、一体どんだけ借りるつもりだ」

「とりあえず、持って帰れるだけ」

「あのな、こういうのは貸出期間があるんだよ。ちゃんとその期間内に返さないと延滞料金を取られるの。他ほかの人にも迷惑がかかるだろ」

　凜はパッケージに貼はられた七泊八日のシールを見て、「なるほど」と頷うなずいた。

「そういう仕組ですね。理解しました」

　凜はとても子供とは思えないほど頭の回転が速く、伊佐美が知らないことをたくさん知っているのに、妙なところで世間知らずを発揮する。料理は人並み以上に出来るのに、洗せん濯たく機きや掃除機の扱いにずいぶん苦戦していた。身につけている知ち識しきや技術が妙に偏かたよっているのである。

　とりあえず、今回は七泊八日の映画を六本借りると決めた。

「伊佐美も半分選んでください」

「いいよ、俺は。お前が好きなのを借りればいい」

「小説は読みますけど、あまり映画は観みないんです。真ま面じ目めに選ぼうとしたら、六本なんてとても決め切れません。それに、ひとりで選ぶと好みが偏ってしまうかもしれない。なるべく、いろんな形の『死』を見れた方がいい」

「そういうもんなのか？」

「分かりません。分からないなら試してみるしかない」

　結局、小一時間かけて映画を選び、ついでに菓子や飲み物も買い込んで、また青あお葉ば大おお橋はしを渡った。あとひとつ、角を曲がったら事務所が見えるというところで、前方からガラスが割れる音が聞こえてきた。凜りんは伊い佐さ美みを一いち瞥べつして走り出し、伊佐美は特に急ぐこともなく後を追った。角を曲がると、いかにも不良っぽい服装の数人の男が走り去っていくのが見えた。

　ビルの一階の窓ガラスが割れて、路上に破片が散らばっている。いま逃げていった連中が石でも投げつけたのだろう。壁かべにはまだ乾き切っていない新しい落書きもあった。それなりに時間をかけて描かいたとみられる鬼のイラストと、「地じ獄ごくへ落ちろ」という主しゆ旨しの英えい語ごが書き連ねてある。

「なんなんですか、いまの」と凜は憤いきどおって言った。

「放ほうっとけ放っとけ。たまにあるんだ。肝試しでもやってるつもりなんじゃないか」

「駄だ目めですよ。そうやって伊い佐さ美みが面めん倒どう臭くさがるから、面おも白しろがって繰くり返すんじゃないですか。ああいう世の中舐なめてる子供は、痛い目見せてやらないと」

　おまえだって子供だろうに、とは言わず、伊佐美はただ「そうだな」と呟つぶやいては凜の頭をぽんと叩たたいた。

　路上に散乱したガラスだけ片付けて、事務所へ戻る。飲み物とお菓子をテーブルに並べ、準備万端整ととのえて、凜が暗い方が集中出来ると言うので電気を消してカーテンを引き、新しん調ちようしたソファに並んで座る。お互い、どんな映画を借りてきたかは秘密であり、再生するまでのお楽しみという趣しゆ向こうである。じゃんけんをして、最初は凜が選んだ映画を観ることになった。

　一本目の映画の内容は、不ふ思し議ぎな力を持った死刑囚の話であった。死刑囚が出てくる以上、当然人が死ぬ場面もあった。三時間後、スタッフロールを見ながら、凜はしみじみと言った。

「映画もなかなか良いものですね」

　その目は少し赤くなっていた。「伊佐美はどうでしたか？」

　伊佐美も目め尻じりを拭ぬぐって答えた。

「長かった。途中で四回くらい寝かけた」

「あなたが絶望的な感性の持ち主だということは理解しました」

　どうやら『死しに神がみ』として目覚める前に、映画の面おも白しろさに目覚めたらしい凜は、「もう一本観みましょう」と言い出した。仕方なく、伊佐美が適当に選んできた三本の中から、さらに適当に一本を選んで再生する。

　長々と他ほかの映画の宣伝があり、ようやく本ほん編ぺんが始まった。おどろおどろしい地じ獄ごく的てき音楽と共に、血ち塗まみれのタイトルバックが映し出されると、それまで行ぎよう儀ぎよく座っていた凜は、もぞもぞとソファの上で膝ひざを抱えるようにした。

　伊佐美が選んだ恐怖映画は、全体的に青あお褪ざめたような色しき調ちようで、淡々と進んでいく。そのうち、主人公たちの周りで不可解な現象が起こり始める。誰だれもいないのに閉じたり開いたりするドア、どこからともなく聞こえてくる唸うなり声ごえとも笑い声ともつかない異音、壁かべにくっきりと残った血ち色いろの手形──凜はもぞもぞソファの上でお尻しりを動かし、徐々に身を寄せるようにしてくる。前に背負った時と違って、凜の体温は少し熱あついと感じるくらいだった。

「なんでくっつくんだよ」

「べ、別に。ちょっと寒いんです。いけませんか」

「怖いなら観みるの止やめるか？」

「怖い？　僕が？　ありえない。おかしなことを言わないでください」

　あ、そう。

　映画は佳境へ差しかかる。怪奇現象はいよいよエスカレートし、登場人物は次々に見るも無残な死を遂げていく。それぞれ工く夫ふうを凝こらした独創的な死に様だった。ついに非ひ業ごうの死を遂げた少女の怨おん霊りようが姿を現し、主人公の目玉を抉えぐり出そうとするシーンに至っては、凜りんは伊い佐さ美みの背中に顔を押しつけ、まったく画面を見ていなかった。

「ほら、そろそろ死ぬぞ。ちゃんと見ないと意味ないだろ」

「こ、こんな映画は観るに値しません。こんな下らないものを作る人も、真剣に観る人も気がしれない。第一、幽ゆう霊れいなんてものは存在しないのです。これはもう科学的に証明されています」

「そうなのか」

「そうなのです」

　凜は少し震ふるえながら、聞いてもいないことをまくし立てるように喋しやべった。

「世界に数ある宗教は、必ずと言っていいほど神性と死後の世界を結びつけて言及しています。曰いわく、神様は日ひ頃ごろの行いを見ているから悪いことをすると死んでから地獄へ落ちるぞ、逆に良いことをすれば極ごく楽らくへいけるぞ、という具合です。誰だれでも死ぬのは怖いし、死んだらどうなるんだろうと不安に思う。宗教はそういう気持ちにはっきりとした答えを出してくれます。だからこそ、これだけ世界中に蔓延はびこった。けれど、死後の世界というものが、人々を都合の良いように操あやつるために考え出された作り話でしかないことは明白です。だって本当に神様がいるなら、苦しんで生きている人を放ほうっておかないし、生きている間に悪人に天罰を下すはずじゃありませんか。でもそうはならない。悪人はのうのうと贅ぜい沢たくをして暮らしている。どんなに誠実に生きても報われない人がいる。この世はとかく理不尽だ。死後の世界は、そういう世の中の理不尽を押し込めておくゴミ捨て場だ。昔の頭の良い人たちは知っていたんです。死んだ人間は絶対に帰って来ないし、人間は死んだらそこでオシマイだってことを」

[image: ]

　凜りんは喋しやべっている間にどんどん興こう奮ふんして歯止めが利かなくなっていく。本人は気付いていないだろうけれども、さっきから伊い佐さ美みの髪を思い切り引っ張っているし、腕には爪つめを立てている。

「そうだな。おまえの言うことは正しい」

　伊佐美は凜の肩を叩たたいて言った。「映画、とっくに終わってるぞ」

　凜はそっとテレビを盗み見るようにして、本当にエンドロールが流れていることを確かく認にんしてから、何度か大きく深呼吸して伊佐美から離はなれた。顔を見られたくなかったのか、ぱっと顔を背ける。

「まったく、下らない映画でしたね。気分転換に、もう一本観みましょう」

　伊佐美はうんざりして、

「まだ観るのか？」

「伊佐美は一本目、ほとんど寝てたじゃないですか」

「そりゃそうだけどさ……ところで、」

　ふと伊佐美は凜の耳元で囁ささやいた。

「さっきからベランダに立ってる女は誰だれ？」

　凜はぎゃっと悲鳴を上げて、ソファから転げ落ちた。すぐにしてやられたと気がついて顔を真まっ赤かにし「人を怖がらせて楽しいですか！」と伊佐美を激はげしく殴おう打だする。伊佐美は「やっぱり怖がってたんじゃないか」と笑って逃げ回る。

　凜との生活はそんな風にして過ぎていった。

　ひとり暮ぐらしが長かった伊佐美にとって、しばらくぶりの他人との共同生活は少し窮きゆう屈くつで、何かと面めん倒どうだった。加えて、凜は完かん璧ぺき主しゆ義ぎ者しやであり我わが儘ままであり頑固だったので、基本的に日和ひより見み主しゆ義ぎであり怠たい惰だでありコダワリというものがない伊佐美とは衝しよう突とつすることも多々あった。けれど、少なくとも今までのようにひとりでいたら、こんなふうに笑うことはなかっただろう。

　誰かと暮らすというのは存外悪くはないものだと、伊佐美は再確認する。

　同時に、この生活が長くは続かないだろうということも、十分に理解していた。










　　　　　　　　　　〈３〉







　凜りんとの共同生活が始まってから一週間後の夕刻。

　伊い佐さ美みは、さして広くもない事務所をぐるりと見回した。綺き麗れいなものである。ほんの一週間前の散らかりようが噓うそのように整せい理り整せい頓とんが行き届いており、テレビの横では良い匂においのする香が焚たかれている。もちろん食べ残しや洗せん濯たく物ものが放置されていたりもしない。部外者がこうして見回したとしても、ここにどんな人物が暮らしているか推測するのは極めて困こん難なんだろう。最後に、消臭スプレーを手当たり次第に噴ふん霧むする。

「よし。入れるぞ」

　自分以外に誰だれもいない事務所でそう呟つぶやいてから、伊佐美は出入口のドアへ向かった。ドアを開けると、すぐ外に尾お上がみ剣けん吾ごが立っていた。今日きようはオフなのか、スーツ姿ではなく、シンプルなジャケットに細身のスラックスという服装である。メタルフレームの眼鏡めがねだけが、いつもと変わらず冷たく光っていた。

「悪いな。待たせた」

　伊佐美がそう言うと、尾上は「いや」と首を振った。

「こっちこそ急に押しかけてすまんな。もう入っても？」

「ああ。もてなしは出来ないけどな」

「気にするな。初めから期待してない」

　皮肉っぽく言う尾お上がみを事務所の中へ通す。尾上は、ほんの少し前に伊い佐さ美みがそうしたように、室内をぐるりと見回して、「思ったより片付いているじゃないか」

「思ったよりは余計だ。これでも綺き麗れい好ずきなんだ」

「これは私の経けい験けん則そくだが、プロの犯罪者の住すみ処かというのは往々にして、無む駄だなものが少なく、片付いているものだ。有事の際、すぐに住処を捨てられるようにな」

「なんだよ。今日きようの目的はガサ入れか？」

「そう警けい戒かいするな。今日は休暇だ。仕事をするつもりはない」

　見れば分かるだろう、と尾上は両手を広げてみせた。伊佐美はため息を吐ついて、

「泣く子も黙だまらす特犯室の室長がいきなり訪ねてきたら、警戒するに決まってる」

　尾上に適当に座るように促してから、さて、と思う。この事務所に来客など滅めつ多たにないことだから考え込んでしまう。もてなし無用とはいっても、飲み物のひとつも出すのが常じよう識しきというものだろう。冷蔵庫を開けてみると凜りんが買った紅茶の茶葉があったけれども、わざわざ湯を沸かす気にはなれない。かといって水道水というのもいかがなものか。そうした煩はん悶もんの末、牛乳が並々と注つがれたグラスをテーブルに置いてみた。尾上は眉み間けんに皺しわを寄せ、遠い異国の古代芸術を見るような眼まな差ざしを牛乳に向ける。

　伊佐美は居いた堪たまれなくなって口を開いた。

「それで。仕事じゃないなら何の用だ？　あんたが直接来るなんて、よっぽどのことなんだろ」

「そう言われると、どうだろうな。必ずしも直接伝えなければいけないことではない。電話でも良かったのだが、生あい憎にくと君の連絡先を知らなかったし、人を送ろうにも皆忙しくしていて、暇をしている者が自分しかいなかった」

「御ご託たくはいいよ。さっさと話してくれ」

「そうだな。手短に話そう」

　尾上は頷うなずいて言った。「この間の桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件、解決したよ」

　内心の動揺は、どうにか抑え込めたはずだ。

「いくらなんでも手短過ぎる。もうちょっと分かるように話してくれ」

「犯人グループの潜せん伏ぷく先さきを突き止めて、昨晩のうちに確かく保ほに向かったが、銃じゆう撃げき戦せんになりやむなく全員射殺した。これでいいか？」

　尾上はどこまでも冷淡だった。伊佐美はソファに背中を預けて、額ひたいに手をやった。

「……結局、本当にただの物取りだったのか」

「そのようだな。桜条家から盗まれた金品の一部が潜伏先で見つかった。『戎じゆう器き』の入手経路などの背後関係は探らせているが、収しゆう穫かくは期待出来ないだろう」

「皆殺しにしちまうからだろうが」

　尾お上がみは肩をすくめて、「激はげしく抵抗されて仕方がなかった。無理に逮捕しようとすれば、こちらに損害が出ていた。部下を守るのも私の仕事のうちだ」

　伊い佐さ美みは「なるほど」と頷うなずいた。「よく分かった。けど、やっぱり分からないな。それが、あんたがわざわざ出向いてまで俺おれに伝えたかったことなのか？」

「以前会った時、気にしていたようだったからな」

　伊佐美はふんと鼻を鳴らした。「下へ手たなんだからやめとけよ、噓うそ吐つくの。あんたは俺が気にしてたら、どんな事件でも顚てん末まつを教えてくれるのかよ？」

「そうだな……いまさら建前もないか」

　尾上は眼鏡めがねを外した。そして挑むような目付きで見つめてくる。

「最近、人間の子供と暮らしているそうじゃないか」

　やっぱりガサ入れじゃねえか、と伊佐美は心の中で悪態を吐きながら、

「何のことか分からないな」

「君こそ、下手な噓はやめておけ」

「子供なんてどこにいる？　疑うなら好きに探せよ」

「今ここにはいない。だが君とは別の、人間の子供の臭においがする。それぐらい鼻で分かる」

　尾上はそう言って、空気の匂においを嗅かぐように鼻をくんくんさせた。

「香を焚たいたぐらいで『狗いぬ』の鼻を誤ご魔ま化かせるとは思わないことだな。君と生活している子供が、事件の唯一の生き残りである桜おう条じよう凜りんだということも、桜条凜が『死しに神がみ』の系けい譜ふに連なる者だということも、調しらべがついている」

「……そこまで知られてるなら、ジタバタしても仕方がないな」

　姿勢を変えないまま、しかしすぐにでも動き出せるよう四肢に力を込める。

「身構えるな」と尾上は言った。「今日きようは仕事をするつもりはない。そう言っただろう？」

「今日はそうでも、明日あしたは違うってことじゃないのか」

「それは君次第だな。桜条凜をどうするつもりだ？」

「どうもしない。ただ、あいつがここにいるのはあいつ自身の意志だし、あんたら警けい察さつの世話になりたくないとは言ってる。俺はそれを尊重する」

「ならそれでいい」

「いいのかよ」

　あまりにもあっさりと引き下がられて、拍子抜けする。尾上は「ただし」と言い加えた。

「桜条凜をこちら側に関かかわらせるな。それだけは約束しろ」

　こちら側というのは、コトナリが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする中なか原はらの裏側のことだろう。

「そりゃ無理な話だぜ。こっち側とあっち側、国境みたいにくっきり分かれているわけじゃないだろ。むしろ、ごちゃごちゃのモザイク模様だ」

　その通りだ、と尾お上がみは頷うなずいた。

「中なか原はらにいる限り、コトナリと関かかわらずにはいられない。だから、この街を出ろと言っている」

　伊い佐さ美みはがりがりと額ひたいを搔かいた。

「なあ、尾上さん。そういうのは簡かん単たんだけどな、あいつは家族も、帰る家も失なくしたんだぞ。一体誰だれを頼って、どこへいけっていうんだ。そりゃあんまりにも無責任じゃないか？」

「人とコトナリが交われば、必ず誰かが不幸になる」

　その尾上の言葉は、ずしりとのしかかってきてこちらの言葉を封じた。

　尾上もまた、人とコトナリの交わりの中で、大切なものを失っている。

　それを知っているからこそ、伊佐美は何も言い返せなかった。

　長く息を吐いて、尾上は言った。

「桜おう条じよう凜りんが『死しに神がみ』になれば、御ご陵りよう院いんはどんな手を使ってでも彼を手に入れようとするだろう。逆に『狗いぬ』が『死神』を確かく保ほすれば、御陵院は戦争をしてでもそれを奪い返そうとするだろう。どちらにしても血を見る結果になる」

「『狐きつね』とやり合うのは、『狗』の望むところじゃないのか？」

「老人どもはどうだか知らんが、私はその必要はないと考えている」

　尾上は顔を離はなして続けた。「特犯室の働きは、中原に住まうコトナリにとってなくてはならないものになりつつある。一方で、先代亡き後の『狐』に、もはや往時のような力はない。直接事を構えなくても、成し得る者がやるべきことをやり続けていれば結果は出る。その時、中原に選ばれるのは『狐』ではない」

「……それは、俺おれにも凜にも関係のない話だ」

「君たちにはなくても、こちらにはある。桜条凜の存在は危険な火種になり得る。桜条凜は『狗』でも『狐』でもなく、星ほし野の伊佐美という中立地帯にいる方が都合がいい。寄よる辺べがないというなら君がついていってやれ」

「俺は中原を離れるつもりはない」

「そんなにこの街が好きか？」

「好きとか嫌いとか、そういうことじゃない。あんたはどうなんだよ」

「嫌いだよ。嫌悪していると言ってもいい。当然だろう。無秩序、猥わい雑ざつ、暴ぼう力りよく、停滞、貪どん婪らん。この街を形作っているのは長年にわたって積つみ上げられた悪徳だ。誰かが変えなければいけない。なにも、絶対に中原に戻ってくるなというわけじゃない。もうすぐ、特犯室がこの街を変える。それまでの辛しん抱ぼうだ」

「……考えさせてくれ。俺だけじゃ決められない」

　尾上はしばらく言葉もなく伊佐美を見つめていたが、やがて「分かった」と頷いた。眼鏡めがねをかけ直して立ち上がる。「だが、悠長には構えているなよ。結果が出るのはそう先のことじゃない。それまでに身の振り方を決めておくんだな」

　尾お上がみは牛乳が入ったグラスを摑つかむと、ぐびぐびと喉のどを鳴らして一気に飲み干した。白い髭ひげを生はやした口元をぐいと拭ぬぐい、「邪じや魔まをしたな」と言い残して颯さつ爽そうと去っていった。

　その足音が階段を下って聞こえなくなってから、伊い佐さ美みは長い長いため息いきを吐ついた。

　どうにか切り抜けられた。突然に尾上が訪ねてきた時は、本当にどうしようかと思った。尾上には凜りんをどうこうしようというつもりはなかったようだが、それでも肝が冷えた。

「凜、もう出てきていいぞ」

　伊佐美は背後に向かって言った。尾上が突然訪たずねてきた時はさすがに慌てたが、凜は落ち着いて私物を片付け、自身はあの姿を消すことが出来る呪じゆ具ぐ──『立たち切きり』を使ってベランダに潜ひそんでいたのだった。しかし、返事がない。ふいに冷たい風を感じて振り向くと、ベランダの窓が開いていてカーテンが風に揺れていた。

「凜？」と、ベランダを覗のぞいてみるが、盆ぼん栽さいの緑が青々としているばかりである。改めて室内を見渡しても凜の姿はない。まだ、隠おん形ぎようを解いていないのだろうか。だとすれば、尾上の鼻さえ欺あざむいたそれを、自分が見破ることなど出来るはずもない。

　その時、寝室から大きな物音がした。

　すぐさま寝室のドアを開けると、正面の壁かべが何かを叩たたきつけたように大きく陥没しており、床には寝室に置いていた木製の丸まる椅い子すがバラバラに砕けて散らばっていた。ベッドの上では布団が子供ひとり分ぶんの膨ふくらみを作っている。

　布団越しにも、行き場を失ってぐるぐると激はげしく渦を巻く凜の感情が伝わってくる。無理もないと思う。たったひとつ、生きる寄よす処がにしていた家族を奪った犯人への復ふく讐しゆう。それが突然に叶かなわなくなってしまったのだから。

「凜。大丈夫か」

　言ってしまってから、間の抜けた言葉だと思ったが出したものは引っ込められない。凜は布団を被かぶったまま、貝のように押おし黙だまっている。

　ありきたりな慰なぐさめも、安っぽい説教も、口にする気にはなれなかった。

「話、聞いてたな。復讐ごっこはもう終わりだ」

　凜が息を吞のむ音が聞こえた。

　おまえがそれを言うのか、と伊佐美の心の中で、呆あきれ果てているもうひとりの自分がいた。復讐に協力してやる、と言ったおまえが、同じ口でそれを言うのか。凜が、その言葉にどれだけの期待を寄せていたのか知らないわけではあるまいに。

　布団の中で爆ばく発はつ寸前だった感情の渦が、急速にしぼんでいくのを感じた。

「おまえは利口だから、本当は分かってたんだろ？　復讐なんて出来っこないって」

　特犯室はフィクションに出てくる無能な警けい察さつとは違う。五ご枝し族ぞくの庇ひ護ごを得られない無法者が、彼らの牙きばから逃のがれるなど万にひとつもあり得ない。いつかこういう日が来ることは分かっていた。それでも凜が生きる気力をなくさないためには、復讐という当座の理由が必要だったのだ。

　凜りんは布団の中で黙だまっている。呼吸が止まってしまったみたいに身動きひとつしない。その背中のあたりめがけて、投げつけるように言った。

「尾お上がみが言った通り、中なか原はらを出てもいい。今ならまだ、人間の生活に戻ることも出来るかもしれない。おまえが決めろ。出来る限りのことはしてやるよ」

　やがて、凜の泣く声が聞こえてきた。

　大したもんだよ、と心の中の自分が拍手していた。さすが殺人鬼だよ。尾上なんて目じゃない冷血ぶりだ。おまえさ、人もコトナリもかぞえ切れないぐらい殺しまくって、何度も何度も死に損ねて、とっくに心が擦すり切れちまってんだよ。じゃなきゃ、こんなひどいこと言えるはずがない。本当に救いようがない。さっさと死ねばいいのに。

　──うるせえ。出来るもんならとっくにやってるよ。

　伊い佐さ美みは心の中で悪態を吐ついて、静かに寝室のドアを閉じた。
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　朦もう朧ろうとしていた意い識しきが、泥沼から浮かび上がってくる泡のように覚かく醒せいして、凜は布団の中で目を開ける。布団から顔を出すと、薄うすいカーテンを貫いて射さし込む西陽で部へ屋やが朱く染まっていた。この寝室に引きこもり、一切の飲食を拒否してから丸三日が経過したことになる。

　凜はベッドの上で身を起こした。視界がひどく霞かすんでいて、目をこすってもそれが晴れない。たちの悪い風か邪ぜをひいたように全身が怠だるくて、実際に熱ねつもあるように思われた。身体からだを起こしているのが辛つらくて、またこてんとベットに横たわる。

　初日は特に苦しいとは思わなかった。普ふ段だんから小説や模型作りに没頭すると寝食を忘れてしまって、母や坂ばん東どうに怒られることは珍しくなかったから。しかし、二日目はこれまで感じたことのないような空腹感と、それよりも耐えがたい喉のどの渇きに襲おそわれ、その苦しさから逃のがれるためにひたすら布団の中で丸くなって眠っていた。三日目ともなるといよいよ眠ることが出来なくなった。あまりの苦しさに焼き殺される蛇のようにのた打ち回り、やがて疲れ果てて気絶するように意識を失ったかと思うと、まもなく空腹と渇きに蹴けり起こされて身み悶もだえするということを何度も繰くり返した。いまは小康状態にあり、とにかく身体が怠くて仕方がない。全身の骨が鉛に変わってしまったような、身体の芯しんから来る逃れようのない怠さが、とにかく不愉快だった。

　そろそろ本当に命が危ないのかもしれない、と感じる。引き返せない死の淵ふちがあるとして、自分はその淵からどれくらいの距きよ離りにいるのだろう。以前読んだ海洋遭そう難なんのドキュメンタリー本を思い返そうとしたが、海鳥を生で食べるシーンばかりが脳裏を過よぎるのだった。脳細胞がみりみりと音を立てて死んでいくような気がした。

　ドアをノックする音がして、

「まだ生きてるか？」

　応こたえる気力もなく、ぼんやりと天てん井じようを見つめる。一日目の夜中、差し入れられたコンビニ弁当を突き返し、凜りんが「何も食べたくない」と言うと、伊い佐さ美みはそれ以降、食べ物を持ってこなくなった。腹が減ったらそのうち出てくると考えたのだろうが、それは大きな間違いだ。家族の仇かたきが討うてないのなら、もう生きていても仕方がない。最初から復ふく讐しゆうを遂げたら死ぬつもりだったのだ。母も妹も来くる栖すも坂ばん東どうも、誰だれもいなくなってしまった世界を、ひとりぼっちで生きていく勇気はない。

「大したもんだ。せいぜい二日で根を上げるだろうと思ってた」

　ドアの低い位置から伊佐美の声が聞こえる。床に座り込んでいるらしい。

「そろそろ、腹が減ったのも、喉のどが渇いたのも、落ち着いてきたんじゃないか？」

　まるで自分もこの苦しさを体たい験けんしたことがあるような物言いだな、と思った。

　そんな凜の思考を読んだように、伊佐美は言った。

「俺おれも昔、試してみたことがある。突いても刺してもすぐに治っちまうけど、餓が死しならどうだろうと思ってな。結局、半月かけても死ねなくて諦あきらめたんだが」

　半月、と聞いて気が遠くなりそうだった。どうして伊佐美が餓死を試すようなことをしたのか、ということには、この時は気が回らなかった。

「いまは落ち着いてるだろうけど、そのうち手足が痺しびれてくるはずだ。俺の時は、それからすぐに震ふるえが来て、ひどい動どう悸きがして心しん臓ぞうが止まるんじゃないかと思ったけど、今になって考えると、あれは脳のう味み噌そに栄養が回らなくなって、一時的にパニックになってただけなんだろうな。それを乗り越えても死ぬのはまだまだ先だ。その次は、いままでが天てん国ごくだったと思えるぐらい強烈な空腹がやってくる。ありゃ、生きてて辛つらかったことの五本指に入るな」

　実じつ体たい験けんに基づく伊佐美の言葉は、今自分が感じている苦痛以上に凜を怯おびえさせた。いよいよ現実味を帯びてきた死の恐怖を、凜は無む理り矢や理り怒りに転換した。そうしなければ、今にも発狂してしまいそうだった。

　水みず飴あめの中にいるような動作で身体からだを起こし、ドアに向かって口を開いた。

「──っ」

　舌がまるで乾いた綿のように腫はれ上がって声が出ない。苦労して舌を動かして、どうにか声を出す。「どうして、そんな回りくどい言い方をするんですか。絶食なんて馬ば鹿かなことはやめろって、そう言えばいいじゃないですか。そんな薄うすっぺらいドアなんて蹴け破やぶって、無理矢理食べ物を口に捩ねじ込めばいいじゃないですか」

「おまえが自分で考えて、もう生きていても仕方ないって決めたんだろ。なら、それでいいじゃねえか。俺に止める資格はない」

　凜は残った気力を振り絞って、事務所中に響ひびき渡るような大声で言った。

「だったら！　どうして僕を助けたりしたんですか！　伊佐美に助けられなかったら、僕は死んでいたはずなのに！　復ふく讐しゆうなんて考えることもなくて、こんなに苦しい気持ちになることもなかったはずなのに！」

　支し離り滅めつ裂れつなことを言っている、という自覚はあったが、一度喋しやべり出したらやめられなかった。伊い佐さ美みに命を助けられたことを感かん謝しやこそすれ、責めていい理屈などあるはずがない。逆さか恨うらみもいいところではないか。伊佐美は数秒の沈ちん黙もくの後、

「おまえの言う通りだな、資格はなくても責任はある。教えてやるよ。俺おれがどうしておまえを拾ったのか。だから、とりあえず餓が死しはやめとけ。死ぬならもっと楽で簡かん単たんなやり方がいくらでもある」

　凜りんはじっとドアを、ドアの向こうにいるはずの伊佐美を見つめる。

　伊佐美が自分を拾った理由。ただお人ひと好よしだから、という以外に、何か理由があるのだろうか。あるいは、自分を死なせないために、口からでまかせを言っているだけかもしれないが。

　心の中で百をかぞえた。立ち上がろうとすると強烈な倦けん怠たい感かんがのしかかってきて、ベッドに身体からだを縛しばり付けようとする。不快な冷や汗が背中を伝う。頭痛がする。膝ひざに力が入らない。

　一歩一歩、たしかめるように歩き、ドアノブに手をかけた。

　深呼吸した。鍵かぎを外し、ノブをそっと回す。力を入れていないのにドアが内側に開いて、大きな背中がごろんと倒れ込んできた。伊佐美は床に寝転がるようにして凜を見上げ、

「ひでえ顔だな」

「そっちだって、人のことは言えないじゃないですか」

　伊佐美の髪の毛はいつにも増してボサボサで、無ぶ精しよう髭ひげが生はえ、目の下には濃こい隈くまが浮いている。凜が部へ屋やに閉じこもってから、一睡もしていなかったのかもしれない。伊佐美は「どっこらしょ」と億おつ劫くうそうに起き上がり、キッチンの方へ歩いていって、すぐに戻ってきた。牛乳が注つがれたコップと一いつ緒しよに差し出された白い平皿の上には、黄き色いろと黒の入り混じった不定形生物のようなものがへばりついていた。なんだろうこれは、と思って見ていると、

「おまえが言ってた通り、丸一日漬つけ込んだ」と伊佐美。

　どうやら、この物体はフレンチトーストらしい。見れば、テーブルに置かれた皿に黒い物体が山になって積つみ重なっている。これでも一番上う手まく出来たものらしいが、それにしたって幼稚園児でももう少しまともに作れるだろうというような出来栄えである。

　伊佐美はがりがりと額ひたいを搔かいて、

「さっさと食え。先に牛乳飲めよ。食ったら寝ろ」

　そう言って凜に皿とコップを押しつけると、伊佐美はソファに座ってほとんど炭のようなフレンチトーストをむしゃむしゃと食べ始めた。

　凜も、ちびちびと牛乳を飲み、焦げたフレンチトーストを苦労して飲み込んだ。

　空っぽだった胃の腑ふが少しずつ満たされていく。乾き切った身体のどこに残っていたのだろうと思うような大粒の涙がぼろぼろと零こぼれて、視界が滲にじんだ。

　悔しいやら、悲しいやら、情けないやら、フレンチトーストがあまりに不ま味ずいやら、いろいろな感情がぐしゃぐしゃに入り混じり、涙になって溢あふれ出すのを止められなかった。
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　そんなことがあって、とりあえず絶食こそ中止した凜りんだったが、まるで魂をどこかへ置き忘れてしまったみたいに、ぼうっとしていることが多くなった。話しかければ反応するのだが、能動的に何かをするということがない。放ほうっておけば、一日中ソファに座ったままでいる。これでは、生きていても死んでいても大差ない。

　三日後の夕方。伊い佐さ美みは、凜の体たい調ちようがおおむね戻ったことを確かく認にんした上で、凜を連れて仕事に出かけることにした。シャワーを浴びて出てくると。水みず色いろのワンピースを着た凜が、背中に手を回して四苦八苦していた。首の後ろのホックがうまく留められないらしい。

「ほれ、見せてみろ」

　凜は言われるまま、のろのろとこちらに背中を向けた。ホックは米粒みたいに小さくて、なかなかうまくいかない。伊佐美は苛いら立だって、

「女の服ってのはどうしてこう面めん倒どうなんだろうな」

「さあ。僕に訊きかれても」

　凜はぼんやりした口調で言った。「考えてみたら、もう女装する必要はないですよね」

「他ほかに外へ着ていける服がないんだから我慢しろ。おまえこそ、口ではそんなこと言って、結構気に入ってるんじゃないのか」

　凜は少し怒ったように「そんなわけないでしょう」と言った。

　ようやくホックを留めてやって、凜の背中をばしっと叩たたいた。

「出来たぞ。準備終わったのか？」

「もう少しです」

　凜はワンピースの裾すそをめくり上げ、ソファに足を乗せる。露あらわになった白い腿ももに黒い合皮のナイフシースを巻き付け、そこへ『立たち切きり』を収める。

「出来ました。これでいいですか？」

　凜は気け怠だるそうに両手を広げてみせる。ピアノのレッスンに出かけるのが嫌いやで御ご機き嫌げん斜めのお嬢じよう様さま、という感じである。誰だれが見ても、これから血で血を洗うような仕事に赴おもむくのだとは思うまい。伊佐美は膝ひざをついて、やや斜め下から凜の目を覗のぞき込む。

　この期ごに及んで、四の五の言うつもりはなかった。

「いいか。これからおまえを、俺おれの仕事に連れていく。そこで、おまえを拾った理由を教えてやる。現場についたら俺の言うことには必ず従え。さもないと命の保証はしてやれない」

　凜は分かっているのかいないのか、こくんと頷うなずいた。

　事務所から出ると、空にはまだいくらか青あお色いろが残っていた。春が来て、確かく実じつに日が長くなっていた。伊い佐さ美みと凜りんはバスに乗り込んで、御み山やま通どおりを上っていく。その車中、伊佐美はポケットから折り畳んだ陰いん陽よう紙しを取り出して言った。

「俺おれの仕事は『掃除屋』だ」

　ぼんやり窓の外を見ていた凜は、少し首を動かして、「何を掃除するんですか？」と言った。

「それはここに書いてある」

　伊佐美は陰陽紙を破らないようにそっと広げた。御ご陵りよう院いんから受け取った時は白紙だったその紙には、今日きようの「標的」に関する情報がびっしりと浮かび上がっている。

　標的の名前は木きノの戸と玲れい治じ。五十八歳。『狐きつね』のコトナリで、かつては御陵院家配下のとある諜ちよう報ほう組そ織しきでそれなりの地位にあったが、業務上の過失が原因で失しつ職しよく。紆う余よ曲きよく折せつを経て中なか原はらにいくつか存在するコトナリのギャンググループのひとつ「グリーンガム」に落ち着いたのも束つかの間ま、数ヶ月前、別のギャンググループ「ストライダーズ」との抗争中に錯さく乱らん、敵味方の見境なく数名を殺害して逃亡した。特犯室がすぐに動き出したものの、木ノ戸が逃げ込んだ一帯が『狗いぬ』嫌いで有名な『猿さる』の一味「臥が煙えん衆しゆう」が幅を利かせる地域であったため、捜査は早い段階で打ち切られている。ギャングはギャングで、どちらが木ノ戸を始末するかという理由で「グリーンガム」と「ストライダーズ」の衝しよう突とつが激げき化か、二者の抗争は泥沼の様相を呈している。結果的に野放しにされることになった木ノ戸の周辺では、この数ヶ月で数名、人間の行方ゆくえ不ふ明めい者しやが出ている。おそらくは木ノ戸に「喰くわれた」のだろう。

　凜は眉まゆをひそめて、「コトナリが、人を食べるんですか」

「いや。コトナリは人間なんか食べない。コトナリでいるうちはな」

　伊佐美は少し考えて、「おまえは、死後の世界をゴミ捨て場だっていったよな？　それが正しいかどうかは別にして、死んでも黄よ泉み帰がえるコトナリは、生きたまま腐って悪臭を放つゴミと化す。それが《禍わざ異わい》だ。《禍わざ異わい》は人を喰う。それを始末するのが、掃除屋の仕事だ」

　凜はしぼんだ風船みたいになっていた身体からだを、むっくりと起こした。初めて知る事実に、多少興きよう味みが湧わいてきたのだろう。

「コトナリはみんな、その《禍わざ異わい》というモノになるんですか？　生きている限り、必ず？」

「りろんじょーは、そういうことになってる。早い遅いの違いと、多少の例外はあるけどな」

　一向に進展しない状況に、いよいよ痺しびれを切らした臥煙衆の頭領・泰たい円えんが、御陵院に依頼を持ち込み、それが伊佐美のところへ降ってきたという次第である。普通なら御陵院に頼み込んだりせず、お抱えの掃除屋を使うところだが何かしら事情があるのだろう。

　依頼内容を見る限り、随分前に木ノ戸の住すみ処かは割れており、臥煙衆によってその行動は常に監かん視しされている。準備万端整ととのって後は刈り取るだけ、という状況だ。ここまでお膳ぜん立だてが整っているというのに、下らない面子メンツや古臭い仕し来きたりが邪じや魔まをして、誰だれも手出し出来ないまま何ヶ月も放置されている。無数の勢力図が幾重にも重なり合うこの街では珍しくもないことだが、伊い佐さ美みにはそれがひどく馬ば鹿からしいことのように思える。

　とある停留所で途中下車する。そこは郊外の住宅地で、全体的に年老いた民家や集合住宅が雑然と並んでいる。同じ住宅地でも、凜りんが住んでいた上かみ山やま地区とはずいぶん趣おもむきが異なっている。

　バスを降りると、さすがにあたりは暗くなり始めていた。

　凜を連れ、昼と夜のあわいを歩いていく。

　すれ違う人はみな影かげ法ぼう師しのように見え、そこに人ならざる何者かが紛れていても、なんら不ふ思し議ぎはないように思われる。人と魔まがすれ違う逢おう魔まヶが時とき。そこを過ぎれば百ひやつ鬼き夜や行ぎようの時間が始まる。原始の昔から、夜は人の敵であり、コトナリは夜にこそ跳ちよう梁りようする。文明が隅々まで蔓延はびこり、ありとあらゆる不思議が解体されても、それは変わらないのだ。

　完全に日が沈む直前、目的の建物が見えてきた。それは二階建ての民家で、新芽が伸びて形の崩れた生け垣に囲まれている。道路に面しているどの窓にも明かりは灯ともっていない。民家へ近づいていくと、どこに潜ひそんでいたのか、ふいに数人の男が現われて行く手を遮さえぎった。ひとりの男が前に出て、有う無むを言わせぬ口く調ちようで威圧してくる。

「いま取り込み中だ。出直しな」

　その男を含め、全員が朱しゆ色いろの袖そでなしパーカーを着ているので、彼らが臥が煙えん衆しゆうであることはすぐに分かった。泰たい円えんの命令で、木きノの戸とが潜む民家に立ち入る者がいないよう見張っているのだろう。ご苦労なことである。

　伊佐美は『猿さる』が挨あい拶さつ代がわりに好んで使う印を結んで見せ、

「あんたら臥煙衆だな。泰円から話は通ってるはずだ。掃除に来てやったぞ」

　そう言うと、男はぎょっとして一歩後あと退ずさった。他ほかの男たちも明らかに動揺している。いつものことだから気にしないけれども、そんなに怖がることもなかろうにとは思う。

「あんたが星ほし野の伊佐美か」

　男は伊佐美と凜を交互に見て、「子連れとは聞いてないが……」

「社会見学だ。何か不都合でも？」

　男は「いや」と首を振り、仲間たちに目配せをして道を開けた。こちらを遠巻きにする臥煙衆の視し線せんを感じながら目的の民家へ向かう。凜はまだこちらを見ている臥煙衆を振り返って、

「あの人たち。ずいぶん伊佐美を怖がっているように見えましたけど」

「いいから黙だまってろ。入るぞ」

　門もん扉ぴを押し開け、鍵かぎのかかっていない玄関に踏み込む。靴が乱雑に散らばった土間から、土足のまま室内に上がる。後をついてきた凜が、そこで「うっ」と呻うめいて動きを止めた。

「なんなんですか、この家。すごく、嫌いやな空気が……」

　へえ、と伊佐美は感心する。凜は家の中に充満している穢けがれに気付いているらしい。普通、人間は穢れを感じ取れないものだが。まだ未満とはいえさすが『死しに神がみ』といったところだろう。

「どうする？　外で待ってるか？」

「いきます」と凜りんは即答した。

「なら、俺おれの後ろから離はなれるなよ。こっから先、何を見ても大きな声を出すな。何が起きても、勝手な行動をするな」

　凜は神妙に頷うなずいた。その頭をぽんと叩たたいて、奥へ進む。日々の生活で変色した壁かべ紙がみ、ところどころ床板が軋きしむ狭い廊下、壁にかけられた先月のままのカレンダー、それらに冴さえ冴ざえとした白い光を投げかける蛍光灯。だというのに、まるで年代物のスクリーンを通して見ているみたいに視界がざらざらと薄うす汚よごれている。穢けがれが視覚に影えい響きようするほどの濃のう度どに達しているのだ。あまり悠長にしていられる状況ではないようだ。

　廊下の先の居間を覗のぞく。点つきっぱなしのテレビはどのチャンネルにも合っておらず、砂すな嵐あらしと耳障りなノイズを発散している。そのテレビの前の床に、背広を着た中年の男が倒れていた。目立った外傷はなく、顔には血の気もある。一見しただけでは飲み過ぎてそのまま居間で眠り込んでしまったようにしか見えないだろう。しかし、伊い佐さ美みが首筋のあたりにほんの少し触れると、そこから全身に亀き裂れつが走り、男性の身体からだは石せつ膏こう人形みたいにばらばらに砕けてしまった。

　砕けた死体は、すぐにぶすぶすと煙を上げはじめ、後には身に着けていた衣服と白い灰のようなものが残る。その現象は、死んだコトナリが消滅する時とよく似ている。

「《禍わざ異わい》に喰くわれた人間はみんなこうなる」

　死体が残らないから被害が表おもて沙ざ汰たになることはなく、ただ行方ゆくえ不ふ明めいという結果だけが残る、というわけだ。凜は顔をしかめながら口元を手で覆おおって、

「どうしてそんな怪物を放ほうっておくんです。ここはさっきの男の人たちの縄なわ張ばりなんでしょ」

「《禍わざ異わい》は周囲に穢れを撒まき散らす。おまえがさっき、嫌いやな空気と感じたあれだ。穢れにあてられると正常なコトナリも《禍わざ異わい》になってしまうことがある。つまり、感う染つるんだよ。《禍わざ異わい》が襲おそうのは人間だけで、基本的にこっちから近付かない限り害はない。だから《禍わざ異わい》は、コトナリには放置され、人間には気付かれず、人を喰らい続けることになる」

「伊佐美は大丈夫なんですか？」

「俺は例外だ。『鬼おに』は穢れに冒されない」

　理由はよく分からない。御ご陵りよう院いんの話では、実のところ、『鬼』というのはコトナリではなく、《禍わざ異わい》の亜種みたいなものだとする説もあるそうだ。

「だから、あの男の人たちは伊佐美をあんな目で見ていたんですか」

「コトナリはとにかく穢れを嫌う。掃除屋は賤せん業ぎようなんだよ。掃除屋の『鬼』なんて、穢れの塊みたいなもんだ。石投げられないだけましだぜ」

「人もコトナリも変わらないんですね、そういうの」

　凜は吐き出すように言った。「嫌な仕事を他人に押し付けて差別して、見えないところへ押しやるんだ。誰だれもその仕事をしなくなったら、困るのは自分たちなのに」

　伊佐美は肩をすくめてみせた。依頼主である御ご陵りよう院いんは、中なか原はらのバランスを保つため、掃除屋の仕事は必要不可欠なものだという。だから胸を張っていいのだ、と。けれども実のところ、掃除屋はそれほど大した仕事ではないと伊い佐さ美みは思う。タンスの裏で死んでいるゴキブリや、車に轢ひかれた動物の死し骸がいの片付けとか、誰だれもやりたがらないことをやるから仕事になっているだけ。ただ、それしか能がないからやっているだけなのだ。

　もっとも、伊佐美が疎うとまれるのには、もっと別の理由もあるのだけれど。

　他ほかの部へ屋やにも木きノの戸との姿がないのを確かく認にんし、階段で二階へ。二階に上がると、穢けがれはさらにその濃のう度どを増す。目に映るありとあらゆるものが色彩を失う。腐った空気は、まるで泥の中で呼吸しているように喉のどに絡みつく。まっすぐ延びているはずの廊下が、ゆがんでいるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。凜りんは伊佐美の腰に捕まって、ついてくるのがやっとという状態だった。

　ひとつひとつ、部屋の中をたしかめていく。途中、この民家の住人と思われる女性と少年を見つけたけれども、一階の男性と同じようにすっかり食いつくされてしまっていた。残るは廊下の奥の一室だけ。伊佐美でもためらうほどの穢れが、半開きになったドアの隙すき間まから垂れ流しになっている。

「すぐに片付けてくる。いいと言うまで入ってくるなよ」

　今度ばかりは、凜も口答えをしなかった。その場にへにゃりと座り込んでしまう。今回の標的は、病み上がりというか、絶食上がりには少々ハード過ぎたかもしれない。

　凜を廊下に残して、その部屋に踏み込む。そこは八畳ぐらいの寝室で、シングルのベッドが二つ並んでいた。照明が点ついておらず、正面の窓もカーテンが引かれていて、室内は暗かった。なんだか妙に蒸し暑いのは気のせいだろうか。

　壁かべには意味不明な文字が書き殴られ、家具は横倒しになり、床には引き裂かれたクッションや本などが散乱している。そして奥のベッドにはこちらに背を向けて、瘦やせた男が座っていた。『狐きつね』の耳と尻尾しつぽが顕あらわになっている。こいつが木ノ戸と見て間違いなさそうだった。

　木ノ戸は伊佐美が入ってきたことに気付いていないのか、気分が悪いみたいに深くうなだれたまま、顔を上げようともしない。ぼそぼそと何かを呟つぶやいているようだったが、声が小さ過ぎて聞き取れなかった。

　後ろ手にドアに鍵かぎをかける。足音を立てないよう、慎重に近付いていく。シチュエーションからして正面からやり合うことは避けられないと覚悟していたが、もしかすると不意打ちが出来るかもしれない。《禍わざ異わい》化が進んだコトナリは、理性を損なって何をするかわからない上に、無制限に異能を使うようになるので、正面から相手をするのは骨が折れる。向こうが臨りん戦せん態勢を取る前に、一気に仕留めてしまえるならそれに越したことはない。

　先手必勝。不意打ち上等。

　企業秘密というにはお粗末だが、掃除屋のコツであることはたしかだった。

　しかし、そううまくはいかないもので。一足の間合いまで後少しというところで、何かを踏みつけてしまった。ばきっ、と枯れ木が砕けるような音が響ひびく。一体何だ、と思って視し線せんを下ろす。それは、四本足の獣けものの死し骸がいであった。真っ黒に焼け焦げて、炭で作った人形のようになっている。大きさからして、この家の飼い犬だろうか。《禍わざ異わい》は人間以外の魂を食べないから、消し炭にされてしまったのだろう。むごいことをするものだ、と思う。

「──掃除屋か」

　顔を上げる。木きノの戸とがベッドの上に立って、こちらを見下ろしていた。五十八歳とのことだが、二十代後半くらいに見える。

「やっと来てくれたンだな。待ちくたびれた」

「木ノ戸玲れい治じだな」

　木ノ戸は顔を上げないまま、「ああ」と短く頷うなずいて、そして喘あえぐように喋しやべった。

「早く来てくれないカラ、もう何人も殺してしまったよ」

「そりゃ悪かった。こっちも何かと忙しくてな」

「だろうさ。コノところ《禍わざ異わい》は増えるばかリだもんな。俺おれもマサカ自分が《そう》なるナンテ、思いもしていなかった。サイショは何かの間違いダト思って、家に閉じコモッていたんだけど、そのうち腹が減ってキてな。トニカク無性に腹が減って、いくら食べテも空腹が収まらナイ。そのうち家の中の食料を食べ尽くしてシマッテ、何か食ベニいこうと思って外へ出た。途中デ……そう、人間の若い女とすれ違ったンだ。そうシたら、とてもいい匂においガ……」

「だから、食った？」

　木ノ戸はベッドの上に膝ひざをついて、縋すがるような目でこちらを見た。

「仕方がナカッタ……本当に腹が減って、ハラガ減って、耐えラレナクテ……なあ……分カるダろう？　食べナカッタラ死んでシマウンダから……」

《禍わざ異わい》と化したコトナリは、強烈な飢き餓が感かんに襲おそわれるようになる。木ノ戸が告白したように、普通の食べ物では満足出来ず、その飢餓感は人間の魂を喰くらうことでのみ癒いやされる。しかし、それも一いつ時ときのことでしかなく、またすぐに人を喰いたくなる。人喰いを繰くり返すほどに、揺り返しの飢餓感は強くなり、捕食量も倍々に増えていく。

《禍わざ異わい》が人の魂を求めるのは、己おのれの劣化した魂を補うためだというが、人を喰えなかった《禍わざ異わい》が餓死したという話は聞かない。

「死ねばよかったのに」

　伊い佐さ美みは突き放すように言った。「他人に迷惑かけるぐらいなら、家から出てこなきゃいいだろ。人を殺すぐらいなら、自分が死ねばいいだろ。いつも思うんだが、《禍わざ異わい》になる連中ってのは、どうしてそういう当たり前の選択が出来ないんだろうな？　こちとら、死にたくても死ねないってのによ。頭に来るぜ、マジで」

　御ご陵りよう院いんのように気の遠くなるような年月を経ても《禍わざ異わい》にならない者もいれば、木ノ戸のようにたかだか数十年で《禍わざ異わい》と化す者もいる。何が両者を分けるのか、掃除屋を長らく続けてきた伊佐美には、それがなんとなく分かるような気がしている。

　この世に生きている限り、誰だれしも穢けがれと無む縁えんではいられない。だが、コトナリには穢れに対する抵抗力というか、自浄作用のようなものがある。ごく普通に暮らし、異能は節度を持って使っていれば、穢れは自然と浄化されていくし、歳としを重ねるほどにその作用は強くなるようだ。

　これまでかぞえ切れない《禍わざ異わい》を始末してきたが、彼らはみな心に問題を抱えていた。腐った環かん境きように身を委ゆだねて、自ら穢れに浸っているようなやつらばかりだった。《禍わざ異わい》になったから壊こわれてしまうのではなく、《禍わざ異わい》になる前から病んでいるのだ。エリートから転落し、十じつ把ぱ一ひと絡からげのギャングに身をやつしていた木きノの戸ともまた例外ではあるまい。

　もっとも、そんなありきたりな悲哀など、斟しん酌しやくしてやるつもりはないけれど。

　自浄作用を超えた穢れは、沈ちん積せきした澱おりのようにコトナリの魂に蓄ちく積せきされていく。そして、その蓄積がある閾いき値ちを超えてしまうと、自浄作用自体が破は壊かいされて、一気に《禍わざ異わい》化が進行することになる。身体からだが弱れば病気になる。そして、精神が弱れば《禍わざ異わい》になる。ただそれだけのことなのだ。穢れも、《禍わざ異わい》も、ことさら特別視して恐れるようなものではない。ただ《禍わざ異わい》という病気が厄やつ介かいなのは、絶対に治らないし、他人に伝う染つるという点だ。

　だから《禍わざ異わい》は駆除しなければならない。これもまた、例外はない。

「あ、ああああああアアアアアア……」

　呆ぼう然ぜんとしていた木ノ戸が突然頭を抱え、獣けもののように唸うなり始めた。今まさに身体を切り刻まれているかのようにのた打ち回り、ベッドから転がり落ちる。土下座みたいな格好になって、ごつん、ごつん、と床に頭を打ちつける。額ひたいが割れ、血が飛び散り、フローリングの床が砕ける。

「うるせえ、喚わめくな。とっとと選べよ。自分で始末をつけられないっていうなら、仕方ねえ。俺おれが引いん導どうを渡してやる。ただし、楽に死ねるとは思うなよ」

　伊い佐さ美みの言葉に反応したのかどうかわからないが、木ノ戸はふいに動きを止めて、バランスの悪いヤジロベエのような、危うい動作で立ち上がった。

　顔を上げた木ノ戸の身体から、ごおっと猛烈な熱ねつ気きが溢あふれ出した。瞬またたく間に空気から水分が失われて、目を開けているのも辛つらくなる。これほどの熱量なら、燃もえるものがいくらでもある寝室が火事になってもおかしくないのだが、木ノ戸の周囲には煙ひとつ立っていない。これは狐きつね火びだ。生きた肉だけを焼きつくす異能の炎だ。

　木ノ戸の身体のあちこちから青い炎が上がり、自らを燃ねん料りように燃え盛る。

　異能の暴ぼう走そう。何度となく見てきた。《禍わざ異わい》に至る過程の最終段階。

「……焼死はもう何度も試したよ」

　伊佐美はぼやきながら構える。全身を火に包まれ火ひ達磨だるまになった木ノ戸が、ゆらりと動き出す。伊佐美は先手必勝とばかりに、床を踏み抜くように蹴けって一散に突とつ撃げきする。

　木ノ戸が吼ほえる。

　青い炎が視界を埋め尽くした。




　　　　　　　　　　○




　誰だれかがドアを叩たたいている。

　床に座り込んで身体からだを休めていた伊い佐さ美みは、目を開けた。高こう熱ねつに炙あぶられて眼がん球きゆうが濁にごってしまっているのか、視界がひどくぼやけているし、鼓膜も破れていて耳がよく聞こえない。そんな状態でも、寝室のドアが激はげしく叩かれているのが分かった。ノックなどという生なま易やさしいものではなく、ドアそのものを破は壊かいせんとしているような打だ撃げきの連続である。

　伊佐美は立ち上がり、ドアの鍵かぎを開けた。途と端たん、ドアが弾はじかれるように開き、凜りんが飛び込んできた。そして幽ゆう霊れいでも目まの当あたりにしたみたいに動きを止めた。すぐに冷静さを取り戻して、

「病院にいきましょう。救急車を呼びます」

「大丈夫だ。放ほうっておけば治る」

「治るって……そんなわけないでしょう。放っておいたら死にますよ」

　自分はそんなにひどい姿をしているのだろうか、と思う。寝室の隅にあった姿見で、自分の状態を確かく認にんする。なるほど、これはひどい。火炎の直撃を食らった左半身は、皮ひ膚ふがごっそり熔け落ちてグロテスクなことになっているし、木きノの戸との首を絞しめ続けていた右手はすっかり炭化してしまっている。普通の人間なら確実に絶命している重傷だ。しかし──

「これぐらいで死ねれば苦労はないんだけどな」

　肘ひじから先の感覚がない右手を顔の高さに持ち上げた。顔を背けようとする凜に「ちゃんと見てろ」と言う。凜の目の前で、変化は劇げき的てきだった。炭化していた右手が、徐々に肌はだ色いろを取り戻し、ひび割れもじわじわと塞ふさがっていく。左半身も同様に、熔けた皮膚が、重力に逆らって伸び上がり、火傷やけどひとつない状態に戻っていく。

　凜は驚おどろいて目を瞠みはる。「再生してるんですか？　いや、治っているというよりは、まるで時間を巻き戻してるみたいだ」

　凜の見立ては正しい。コトナリの中には再生能力を持つ者がいるが、あくまで自然治ち癒ゆの延長であって、手足が千切れるような大おお怪け我がは再生に長い時間がかかるし、即死してしまえばそれまでだ。対して、『鬼おに』のそれは再生ではなく、復元というべきものだ。全身をミンチにされても、消し炭になるほどの高熱で焼き焦がされても、わずかな時間でまったく元通りになってしまう。『鬼』は死なないのではなく、死ねないコトナリなのだ。

「だから、大丈夫だって言っただろ。それよか、外にいた連中を呼んできてくれ。あれが消えてなくなる前に、ちゃんと始末したことを確認してもらわないといけない」

　あれ？　と凜が視し線せんを向けた先。

　ベッドの上には、焦げ跡ひとつないシーツが人間大のふくらみを作っていた。

「……伊佐美が、殺したんですね」と凜。

「ああ、俺おれが殺した」

「見てもいいですか」

　ここまで来て、それはやめておけ、とは言えなかった。

　伊い佐さ美みが無言でいると、凜りんはベッドに近付いていった。小さく頭を下げてからシーツをめくる。ひどく破は壊かいされた木きノの戸との亡なき骸がらが露あらわになる。木ノ戸は強敵だった。身体からだ中じゆうが燃もえているので容易に触れることが出来ず、相打ち覚悟で首の骨をへし折り、心しん臓ぞうを叩たたき潰つぶして、ようやく息の根を止めることが出来た。

　徐々に消滅しつつある木ノ戸の亡骸を、凜はものも言わず見つめている。その瞳ひとみが、暗がりの中で薄うっすらと青白い光を放っている。その燐りん光こうは、コトナリが異能を発揮する時に発せられる光とよく似ていた。

　──『死しに神がみ』は、死を記き憶おくする。

　御ご陵りよう院いんが言っていたのはこういうことか、と思う。そうしているうちに、呼びにいくまでもなく臥が煙えん衆しゆうが寝室に入ってきた。木ノ戸の発する穢けがれが消えたので、意を決して上がってきたのだろう。木ノ戸が死んでいることを確かく認にんした上で、ひとりが伊佐美に向かって言い放った。

「仕事が済んだら、さっさと出てってくれないか」

「ちょっと待ってください」

　凜が怒ったような声を出した。「助けてもらっておいて、そんな言い方は──」

　そのまま臥煙衆に詰め寄ろうとした凜を伊佐美は強引に抱きかかえ、

「分かってる。後始末は任せた」

「伊佐美！　何するんですか」

　凜を抱えたまま階段を下り、外に出た。まだバスが走っている時間のはずだが、さすがに火事場から逃げ出してきたような風ふう体ていでバスに乗り込むことは出来ない。一時間以上の道程にはなるが、歩いて帰ることにした。

　そのまましばらく歩いていくと「もういいでしょ。おろしてください」と凜が不ふ機き嫌げんそうな声で言った。路上におろすと、凜はグーパンチで伊佐美の二の腕のあたりを殴った。そして、ぷいっと踵きびすを返し、とてつもない早足で夜道を歩き出す。

　やがて見えてきた白しら瀬せ橋ばしを東へ渡り、御み山やま通どおりを下っていく。空は曇くもって月もなかったが、夜の街の明かりを巻き込んで、真ま船ふね川がわは黒い金属のように鈍にぶく光っている。ぼんやりと歩いていたら、凜との距きよ離りがずいぶん離はなれてしまっていた。

「もうちょっとゆっくり歩いてくれ。こっちは怪け我が人にんなんですけど？」

　凜は振り返りもせずに立ち止まり、伊佐美との距離が三メートルくらいになるとまた歩き出した。伊佐美はため息いきを吐ついて、

「なんで怒ってるんだよ」

「怒ってなんかいません」

「怒ってるだろ。臥が煙えん衆しゆうの言い草が気に食わなかったのか？」

　凜りんは無言で肯定した。

「おまえが悪く言われたわけじゃないだろ。第一、あれぐらいでいちいち腹立ててたら、掃除屋なんてやってられない」

「だったら、掃除屋なんてやめてしまえばいいじゃないですか」

　凜は立ち止まって振り向いた。ぼそぼそと、聞き取りづらい声で呟つぶやく。

「そんな大おお怪け我がまでして頑張っているのに。嫌われて怖がられて、誰だれからもありがとうも言われなくて。何にも良いことないじゃないですか。どんなに稼かせぎがいいのか知りませんけど、そんな仕事やめた方がいいです」

「別に、誰かに褒ほめてもらいたくてやってるわけじゃない。もし稼ぎがなくたって、俺おれは掃除屋をやめるつもりはない」

　凜は立ち止まったまま、歩き出そうとしない。伊い佐さ美みはがりがりと額ひたいを搔かいた。道路の反対側に、小さな公園が見えた。事務所に帰ってから話すつもりだったが、もはやそういうわけにもいかなそうだ。

「座って話すか」

　凜はむっつりと頷うなずいた。道路を渡って公園に入る。真ん中に外灯を兼ねた時と計けいがあり、その下に木製のベンチがあるだけの、本当に小さな公園だった。自じ販はん機きでカップ酒と温かい缶コーヒーを買ってベンチに座る。ワンカップを開けて一気に呷あおる。甘ったるい安酒が、仕事終わりの体に実に染みた。凜はちびちびと缶コーヒーに口をつけている。一いつ時ときの興こう奮ふんは落ち着いて、また感情が抜け落ちてしまったような状態に逆戻りしている。

「まだ、死にたい気分か？　生きてても仕方がないって」

　凜は俯うつむいたまま答えない。

「俺に家族はいない。おまえがどれだけ悲しいのかも、どれだけ犯人を憎んだのかも、復ふく讐しゆうが出来なくなってどれだけ悔しかったのかも、俺には分からない。でもな、その、死にたいって気持ちだけは分かるつもりだ。むしろ、そのことに関しちゃ、俺の方が大だい先せん輩ぱいだと言ってもいい。なにせ四十年、ずっと死ぬ方法を考えてるんだからな」

　凜がゆっくり顔を上げてこちらを見た。酒をひと口飲んで続ける。

「思いつく限りの方法を試した。飛び降り、飛び込み、首くび吊つりは当然。おまえみたいに餓が死しを試してみたり、バケツで農薬飲んでみたこともある。どれもこれも死ぬほど苦しかったけど、死ねなかった」

　黙だまって耳を傾けていた凜が口を開いた。

「どうしてなんですか。伊佐美は、どうしてそこまで死にたいと思うんですか」

「……ちょっと昔話になるし、愉快な話でもないぞ」

　凜は有う無むを言わせぬ口く調ちようで「いいから、話してください」と言った。

　伊い佐さ美みはがりがりと額ひたいを搔かいた。そうだよなあ、ここまで来て話さないわけにはいかないよなあ、と思う。もうひと口酒を飲む。どうせ話すなら、最初からだろうと決めた。

「今から大体七十年前だ。『鬼おに』としての俺おれの記き憶おくは、そこから始まる」

　目を閉じれば、あの頃ころの記憶がすぐに蘇よみがえってくる。




　　　　　　　　　　○




『鬼』は『死しに神がみ』と同様に、人間から生まれ出る特殊なコトナリである。

　ただし、『死神』のように血筋に拠よるものではない。この世に強い恨うらみを残して死んだ者、あるいは強く恨まれて殺された者が、死後『鬼』になるという。

　そういう出自だから、普通『鬼』は人間だった頃の記憶を鮮せん明めいに残しているものなのだが、伊佐美は「生前」のことを何も覚えていなかった。

　本当に何ひとつ、自分の名前さえ覚えていなかった。

　気がつくと、どことも知れない深い山の中をひとりでさまよい、動物や植物を食って生きていた。一度だけ、人里に下りてみたことがあって、民家の軒先に吊つるしてあった干し柿を食べているところを人間に見つかってしまい、それはもう大変な騒さわぎになった。何十人もの猟師に昼夜を問わず追い回され、最終的に住み慣なれた山を離はなれる羽は目めになった。この騒ぎの最中、自分が『鬼』と呼ばれる存在なのだということ、自分が人に忌いみ嫌われる醜みにくい姿をしているのだということ、人間が山に住むどんな生き物よりもずっと恐ろしいということを知った。

　それ以来、人里に近付くことは避け、ただ狩りをして、ただ食って、ただ眠る、獣けもの同然の生活が長く続いた。自分は何者で、何のために生きているのだろうということばかり考えていた。考えることをやめてしまったら、自分は本当に獣になってしまうのではないか、と思っていた。

　そうして季節が何度か巡った夏の日。とある山の奥深くで、不ふ思し議ぎなものを見つけた。それは、人間の男の死体だった。これまでにも何度か、行き倒れになった登山者や、熊くまにやられた猟師を見かけたことはあった。しかし、その死体は明らかに異常だった。

　まず、見たこともない上下揃そろいの服を着ていた。当時の伊佐美は知らなかったが、それはいわゆる三つ揃いの背広で、ろくに人も足を踏み入れない山中にはどう考えても似つかわしくない服装だった。それぐらいはまだ序の口で、死体の顔面の皮は綺き麗れいに剝はがされ、両の耳を貫通するように鉄の棒が突き刺さっていた。手足は無残に潰つぶされ、全身の骨がめちゃくちゃに砕かれていた。その上で、金属の鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにされ、壊こわれた操あやつり人形のような姿で、高さ二十メートルはあろうかという杉の木のてっぺんに逆さまに吊つるされていた。

　どんな悪人でもここまではされまいという、怨おん念ねんの籠こもった殺し方だった。

　そんな姿を不ふ憫びんに思って、木をよじ登り、死体を地上へおろしてやった。死体は野鳥に荒らされていくらか損傷していたが、まだ血が滴したたるほどに新しん鮮せんで、ごく最近、ともするとほんの数時間前に殺害されたものと思われた。それはつまり、死体に猟奇的な工作を施し、木に吊つるした何者かが、まだ近くにいるかもしれない、ということだった。

　そこまで考えたところで、木々の向こうから飛来した石いし礫つぶてに、右手の骨を打ち砕かれた。

　考えるよりも先に、一目散に逃げていた。なるべく木の多い場所に逃げ込み、大きな岩の陰に身を隠し、谷沢を転げ落ちるように下った。立ち向かおうとか、話し合いで解決しよう、などという気持ちは端はなから起こらなかった。人間をあんなふうに壊こわして飾り立てるような輩やからが、まともな神経を持ち合わせているとは思えなかった。そして、追跡してくる気け配はいはひとつではなかった。三つの異なる気配が、どんなに必死で逃げても影かげのように追いかけてくる。少しでも逃げ足を緩ゆるめようものなら石礫が飛んできた。

　遊ばれている、とすぐに直感した。向こうがその気になれば、こちらの息の根を止めることなど容易たやすいはずなのに、悪戯いたずらに追い立てるばかりで決定打を打とうとはしないのだ。なぜそんなことをするのか分からなかったが、相手がこの状況を面おも白しろがっているということだけはよく分かった。

　そして、相手がこの遊びに飽きた時が、自分の命の終わる時だ。

　覚悟を決めた。寝座ねぐらのひとつとして使っていた洞ほら穴あなに逃げ込み、一番奥の行き止まりに陣取る。相手が何者だろうと、徒党を組んでいようと、死ぬ気になればひとりぐらいは道連れにできるだろう。このまま大人おとなしく嬲なぶり殺ごろしにされてやるものか、と思った。

　壁かべに背をつけて、呼吸を整ととのえ、静かにその時を待った。

　遠くで地面を踏む音が反はん響きようして聞こえてくる。数はひとつ。足音は気が遠くなるほどの時間をかけて近付いてきた。やがて、洞穴の濃こい暗くら闇やみの中にぬっと大きな影が浮かび上がった。そいつは、自分と同じぐらいの背丈で、自分と同じぐらいの体格で、自分とはまるで違う姿をしていた。見た目は、少なくとも人間の男に見えた。

　しかし、すぐに理解した。こいつは自分と同類──『鬼おに』に違いない、と。

「動きも申し分なかった。何よりいい目をしてる。合格だ」

　そいつは出し抜けにそういった。「俺おれの仲間にならないか？　おまえが俺に尽くすなら、俺はおまえに、おまえの望む全部をくれてやるぞ」

　無数の刺青いれずみに彩られた腕を差し出して、

「さあ、一いつ緒しよにいこう」

　そいつは──砂すな守もり真ま虎こ斗とはそう言った。

　真虎斗はやはり『鬼』で、自分と同じような境遇にある『鬼』を探す旅をしており、自分が合流した時はすでに二人ふたりの仲間がいて、その後もうひとりを加えて五人になった。

　それから十年あまり、真虎斗に付き従い、『鬼』を探して東へ西へと渡り歩いた。星ほし野の伊い佐さ美みという名前も、本性を隠す方法も、コトナリ界の常じよう識しきも、人間界に紛れ込むための知識も、自分よりも強い敵との戦い方も、すべて真ま虎こ斗とから学んだ。

　行く先々では、獣けものを狩って食うこともあったし、銀行や商店を襲おそって手に入れた金で途方もない豪遊をすることもあった。どこぞのコトナリの縄なわ張ばりを踏み荒らしてしまって、血で血を洗う抗争に発展したこともある。人間同士が海を越えて戦争を始めた頃ころには、日に本ほん中じゆうのほとんど隅々を調しらべ尽くしてしまっていて、もうこれ以上仲間を見つけることは出来そうにない、という結けつ論ろんに達していた。

　真虎斗は仲間たちに、次の目的を提案した。

　──人間どもに復ふく讐しゆうしないか。

　いつもそうだった。真虎斗は、一行の中心ではあったが首しゆ魁かいではなかった。仲間に何か強制したこともなければ、何か禁止したりすることもなかったが、不ふ思し議ぎと結束は保たれていた。カリスマ、というのはああいうことをいうのだろう。

　仲間の『鬼おに』たちは、一も二もなく真虎斗の考えに賛さん同どうした。彼らは人間だった頃の記き憶おくを持っており、お互い、その記憶を語ることは決してなかったが、みなどうしようもなく人間を恨うらんでいることは共通していた。

　ただひとり、記憶のない伊佐美はずいぶん迷った。旅の途中、仲間が人間を殺す場面は何度もあったが、それに加担したことはなかった。食べるために獣を狩るのとは違う、うまく言葉に出来ない抵抗感があった。しかし結局、伊い佐さ美みも真虎斗に賛さん成せいした。誰だれかと一いつ緒しよにいることに慣なれてしまったら、あの孤独に戻ることは耐えられなかった。それは他ほかの仲間たちも同じことで、結局のところ、真虎斗は強制こそしなかったが、最初から選択肢などなかったのだ。

　仲間探しの旅は終わり、復讐の旅が始まった。

『鬼』が五人も揃そろえば未み曾ぞ有うの大量殺さつ戮りくを実行することも出来たが、そうはしなかった。真虎斗は言った。「人間は本当に腐るほどいる。俺おれたち五人がどんなに精を出しても、人間が増える方が速い。だったら、量より質にこだわろうじゃないか」と。この意見にも全員が賛同した。戦争の混乱に紛れて慎重に事を運び、これと決めた獲え物ものがいたら誰にも知られることなく誘ゆう拐かいし、その後は徹てつ底てい的てきに弄もてあそんだ末に殺した。

　伊佐美は何もせず、ただ見ていることしか出来なかった。

　当然、軋あつ轢れきが生まれた。仲間の中には、伊佐美を公然とこき下ろす者もいた。おまえは人間一匹殺せない臆おく病びよう者ものだ。自分の手を汚さず、高みの見物を決め込んでいる卑ひ怯きよう者ものだ。おまえは本当に『鬼』なのか。鬼の皮を被かぶった、何か別のものなのではないか。おまえは、俺たちの仲間だといえるのか。

　伊佐美は仲間の中で徐々に孤立していった。真虎斗は、そんな伊佐美を批判も擁よう護ごもせず、「おまえの望むようにすればいい」と言うだけだった。

　やがて、人間たちの戦争が終わって、戦後の復ふつ興こうとともにこの国は隅々まで開発され、コトナリの領域たる夜の闇やみも瞬またたく間に失われていった。当然、復ふく讐しゆうの旅もやりづらくなる。さらには、各地で重ねてきた悪行がコトナリ界に広く知られるようになり、縄なわ張ばりへの立ち入りを拒否されたり、あからさまに嫌いやがらせを受けたり、ついには刺し客かくを差し向けられるまでになった。自じ業ごう自じ得とくとしか言いようのない理由で、五人の『鬼おに』たちは、徐々に追い詰められていった。

　そして、やはり言い出したのは真ま虎こ斗とだった。

　──逃げ回るのはもうやめだ。俺おれたちから攻め込んでやろうじゃないか。

　攻め込むって、一体どこへ？

　真虎斗以外の全員がそう思った。

　──中なか原はらを落とす。俺たち五人で五ご枝し族ぞくと戦争をやるんだ。

　すべてのコトナリにとっての故郷にして聖地。五枝族がその覇はを争い、それぞれの最強戦力を駐ちゆう留りゆうさせる中原に、たった五人で攻め込む。それは面おも白しろい、といきり立つ者。無む謀ぼう過ぎるのでは、と不安がる者。賛さん成せいも反対もしない者。いろいろな意見が出たが、真虎斗が「俺はひとりでもやる」と言い出したことで趨すう勢せいは決まった。

　そして、今を遡さかのぼること四十年前。突如「五ご色しよく鬼灯ほおずき」を名乗る五人の『鬼』が中原に現れ、五枝族に宣戦を布告。人もコトナリも見境なく巻き込んで、戦争が始まった。

　この戦いの中で、伊い佐さ美みは初めて、人とコトナリを殺害した。

　仲間のうちの誰だれよりもたくさん殺した。




　　　　　　　　　　○




　伊佐美は取とり憑つかれたように喋しやべり続けていた自分に気付いて、ふと凜りんを見た。凜は凍りついたように動きを止めて、こちらを見つめていた。もうやめるべきだと思ったが、どうしてもやめられなかった。どこか自じ虐ぎやく的てきな快感すら覚えながら、伊佐美は喋り続けた。

「あの頃ころはまだ、コトナリ狩りを生なり業わいにしている人間がまだ少し残っていて、猟りよう異いとか呼ばれていた。最初のひとりは、そういう人間だった。仲間が不意を突かれて捕まりそうになって、とにかく俺は必死で抵抗して、気付いたら殺してしまっていた。ほんの少しの興こう奮ふんがあっただけで後悔はなかった。こんなもんか、と思ったよ。この程度のことを怖がっていた自分が急に馬ば鹿からしくなった。それからは、今までの分を取り戻すみたいに、自分から進んで戦って、手当たり次第に殺した。コトナリも人間も区別しなかった。ただ殺すだけじゃつまらない。獲え物ものを前にして、どの骨を砕いてやろうか、どこの皮を剝はいでやろうか、生きたまま手足を千切ってやったらどんな声で鳴くだろうか──そういうことを考えている自分がいた。あの頃は、五枝族にも強いやつがごろごろいて、俺はすぐに戦いそのものを楽しむようになった。嬉うれしかったよ。仲間と一いつ緒しよになれたんだと思った。もちろん勘違いだった。血の臭においに酔って、まともに頭が働いていないだけだった。実際のところ、俺は何も変わってなんていなかった。『鬼』にも人間にもなれない、中途半端のままで……」

「伊い佐さ美み」と凜りんが言った。「もういいです。もう分かりましたから」

　けれど、ここでやめるわけにはいかなかった。

　自分の犯した罪はこれだけではないからだ。

「映画を借りにいった時、小さな保育園があったのを覚えてるか？」

　凜は頷うなずいた。

「中なか原はらを好き放題に荒らし回っていた俺おれたちは、『狐きつね』の御ご霊りよう隊たいって精せい鋭えい部隊と戦って、初めて負けを経けい験けんした。散り散りになって逃げる羽は目めになった。俺は真ま虎こ斗とと二人ふたりで、たまたま目についたあの保育園に立たて籠こもった」

　その時、園には三十人ほどの園児と、三人の保育士がいた。真虎斗は、人間をひとつの部へ屋やに押し込めると、園児を人ひと質じちに取ってこの場を切り抜け、一度中原を出て態勢を立て直すべきだと主張し、伊佐美もそれに同意した。

　真虎斗は「決まりだな」と言った。それから「少し数が多過ぎる」と言って、人質の数を減らし始めた。子供を健すこやかに育はぐくむための場所が、一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごくに変わった。まず園児を庇かばおうとした保育士が殺され、泣なき喚わめいてやかましい園児から順番に殺された。真虎斗は普ふ段だんと同じように、何の気負いもなく、不出来な果実を間引くみたいに淡々と殺していった。「ああ、手て伝つだわなくちゃ」と思って、真虎斗に歩み寄ろうとした伊佐美の足元へ、小さな生首が転がってきた。生首にはとても悲しい表情が貼はりついていた。突然降りかかった理不尽に、憤いきどおる間もなくすべて奪い尽くされた、そういう泣き顔だ。

　その光を失った瞳ひとみと目が合った瞬間、ふいに悪い夢から醒さめたような心地ここちがした。

　自分が何者で、なぜここにいるのか、一瞬分からなくなった。

　そして、園児たちが自分に向ける視線に気がついて、すべてを理解した。

　初めて人里に下りた時、自分を見て転がるように逃げていった女。猟銃を持って自分を追いかけてきた男たち。どうしてそんなに自分を恐れるのか、どうしてそんなに自分は嫌われるのか。あの時は分からなくて、ひどく混乱したものだ。

　その時、ようやく理解出来た。

　彼らが恐れていた『鬼おに』そのものになった、その時に。

　途と端たん、腹の底がひっくり返るような感覚があって、胃の中身を全部吐き出していた。「大丈夫か？」と真虎斗が訊たずねてきた。まともに返事も出来なかった。「おまえは休んでろ」と真虎斗はそう言って、作業に戻ろうとした。

　真虎斗の後ろ姿を見つめて、悩んだ。頭を搔かきむしり、唇を嚙かみ締しめ、ひどく長い間、迷っていたように思うが、実際には真虎斗が作業を再開する前に決断していた。

　伊佐美は無防備な真虎斗に背後から襲おそいかかり、その首を叩たたき折った。

　そこから先はよく覚えていない。『狐』の御霊隊が壁かべをぶち破って突入してきた時、伊佐美は子供のように泣きながら、復元しようとする真ま虎こ斗との身体からだを踏ふみ潰つぶし続けていたという。御ご霊りよう隊たいに拘こう束そくされ、しばらくして正気を取り戻した伊い佐さ美みは、当時は御霊隊の隊長を務めていた御ご陵りよう院いん晴はる司つかさに出会った。御陵院は伊佐美を助命する代わりに、残り三人の『鬼おに』の捕ほ縛ばくに協力するという条件を提示し、伊佐美はこれを承しよう諾だくした。

　それから一週間のうちに、残る三人の鬼は捕らえられた。真虎斗を含む捕らえられた四人の『鬼』を生かしておこうなどという者は誰だれもいなかったが、どんな処刑法もってしても『鬼』を殺し切ることが出来ず、最終的には『狐きつね』と『狸たぬき』と『狗いぬ』と『鳥とり』がそれぞれ幽閉し、「永久に殺し続ける」という処置が取られ、伊佐美の身柄は『狐』が預かることになった。こうして中なか原はらを恐怖のどん底に叩たたき落とした五ご色しよく鬼灯ほおずきは壊かい滅めつ。現在の中原の硬直状態を作り出す遠因となった戦争は終結した。

「これが、この街で俺おれのやったことだ。仲間に散々言われてきた通りだった。俺は臆おく病びよう者もので卑ひ怯きよう者ものだ。仲間を失いたくなくて人を殺して、楽しむためにコトナリを殺して、挙句仲間を裏切った。純粋に『鬼』として生きていたあいつらの方が、よっぽどマシじゃないか」

　あの戦争が終わって四十年が過ぎた。人間もコトナリも、そんなことがあったことすら忘れつつある。若いコトナリには伊佐美の悪名だけは知っていても、実際に何をしたのか知らない者も増えた。尾お上がみのように、過去は水に流すべきだという者もいる。そういうコトナリに会う度たびに、死にたくて死にたくてしょうがない気分になるのだ。

「あいつらが死に続けることで罪を雪すすぐのなら、俺も当然そうするべきだ思った。でも、どんな方法を何度試しても死ねなかった。どうすればいいのか、いくら考えても分からなかった。分からないまま、ずっと今日きようまで生きてきた」

　ずっと胸の中に閉じ込めてきたものを吐き出し終わって、伊佐美は大きく息を吐いた。

　凜りんが静かに言った。

「……伊佐美は待っているんですね。誰だれかが自分を殺してくれるのを」

　伊佐美は頷うなずいた。

　掃除屋は《禍わざ異わい》を殺す。問答無用で駆除する。本人には何の落ち度もなく、穢けがれに当てられて《禍わざ異わい》と化してしまっただけの子供を殺したことだってある。標的にどんな事情があろうと関係ない。一切の例外なく《禍わざ異わい》を殺し続け、その何倍もの数の恨うらみを買ってきた。標的の家族や縁えん者じやから命を狙ねらわれたことも一度や二度ではない。しかし、自分を殺してくれる者はついぞ現れなかった。

　ようやく分かりました、と凜は頷いた。

「僕なら──『死しに神がみ』なら、伊佐美を殺せるかもしれない。そういうことですね」

「ああ、だからおまえを助けたし、復ふく讐しゆうに協力するとも言った。失望したか？」

「いいえ。むしろ、ようやく腑ふに落ちました。伊佐美が僕を助けてくれた時。僕の味方だと言ってくれて、本当に嬉うれしかった。けれど同時に不安だったんです。どうして、そんなに良くしてくれるんだろうって。僕はこの人に何を返せばいいんだろう。もしかしたら、僕の身体からだが目的なのかも、とか」

「アホか。御ご陵りよう院いんじゃあるまいし、そんな趣しゆ味みはない」

「分かってます。だから──いいですよ」と凜りんは言った。

「は？」伊い佐さ美みはぽかんとした。




　　　　　　　　　　○




　いいですよ、と言うと、伊佐美は鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をした。その顔が面おも白しろくて思わず笑ってしまったら、妙に頰ほおの筋肉がぎこちない感じがした。こんなふうに笑ったのは、ずいぶん久しぶりのことだ。

「伊佐美の願ねがいを叶かなえてあげます。『死しに神がみ』になって、あなたを殺せばいいんでしょう？」

　実際のところ、家族を失った悲しさを伊佐美が理解出来ないように、伊佐美が死を望む気持ちは自分には理解出来ない。理解する必要もないのだと凜は思う。だって、その人の痛みはその人だけのものだから。

「おまえ、本気で言ってるのか？」

　凜は頷うなずいた。「自分で決めろ、と言ったのは伊佐美です」

　しかし、伊佐美は笑い事ではないという様よう子すで、

「自や棄けになって言ってるなら考え直せ。『死神』になるってことは、人間をやめるってことだぞ。『狐きつね』も『狗いぬ』も絶対に放ほうっておかない。普通の暮らしは二度と出来なくなる」

「そんな先のこと、考えてるわけないじゃないですか」

　凜はきっぱりと言った。伊佐美は再び呆あつ気けにとられる。いつも不ふ機き嫌げんそうにしているけど、意外に表情に出やすいんだよな、この人、と思う。

「伊佐美は、そんな小こ難むずかしいことを考えて掃除屋をやってるんですか？　とてもそうは見えないな。いつ、どこで、どんなふうに野の垂たれ死じんでも構わないつもりでいるんでしょ？　僕も同じです。どのみち復ふく讐しゆうは叶わない。だったら伊佐美に拾われたこの命、せめて伊佐美のために使おうというのは、そんなにおかしなことですか？　その程度には、僕はあなたに恩を感じているんです」

　正しいことがしたいわけではない。

　間違いでもなんでもいいから、生きていく理由が必要だった。

　もう少し本音を言えば、伊佐美と別れて、中なか原はらを出ていくという気にはどうしてもなれなかったというのもある。誰だれも自分のことを知らない土地に移り住み、当たり前の子供のように振ふる舞まって、新しく健全な人間関係を築いて、ごく普通に暮らす。そんなことは、到底現実的ではないように思えた。『死神』になって、伊佐美の願ねがいを叶かなえたら、自分も後を追うのが良いかもしれない、と思ったが、そんなことを言うとまた伊い佐さ美みがうるさそうだったので口にはしなかった。

　それに、と凜りんはがらりと口く調ちようを変えて続ける。

「今日きようの仕事ぶり、あれはなんですか？　ただ正面から殴り込んだだけじゃないですか。仕事の度たびに、あんな大おお怪け我がをしてるんですか？　あなた馬ば鹿かなんじゃないですか？」

　いままで仕事のやり方にケチをつけられたことなどないであろう伊佐美は、予想外のことにおろおろして「え……あ、すいません」と謝あやまった。ここぞとばかりに凜が攻める。

「勤続四十年でしたっけ？　どれだけベテランか知りませんけど、僕に言わせればまったく、ぜんぜん合理的じゃない。怪我せずに済ませるやり方なんて、他ほかにいくらでもあるのに。ああ、もしかしてそういうことですか。わざと自分を痛めつけるような真ま似ねをして、それで罪を償つぐなっているつもりですか。ずいぶん安っぽい贖しよく罪ざいですね」

　多少図ず星ぼしの部分もあったのだろう。伊佐美は反はん論ろん出来ずに小さくなっていた。

「仕方ないですから、僕が伊佐美の助手になってあげます。『死しに神がみ』としての経けい験けんも積つめて一石二鳥でしょう。異論はありますか。ないですね。じゃあ決まりです」

　凜は一息に言い切って、ぐいっと目元を拭ぬぐった。伊佐美は恐る恐る顔を上げて、

「……泣いてんのか？」

「泣いていません」

「いや、泣いてるだろ」

「泣いていません。目から勝手に涙が出るだけです」

　伊佐美に背中を向けて、ごしごしと顔を拭う。涙は止まるどころか、後から後から止めどなく溢あふれてくる。以前の自分は、こんなふうに人前で泣いたりしなかった。ちゃんと感情をコントロール出来た。けれど、最近は全然駄だ目めだ。あの夜を境に、何もかもが変わってしまった。

「全部、伊佐美が悪いんですからね」

　伊佐美は「俺おれのせいかよ」と額ひたいを搔かく。

「分かったから。次からはもっとスマートにやる。だから泣くな、頼むから」

　凜が泣なき止やむまでにしばらくの時間を要した。

　伊佐美はその間、途方に暮れて立ち尽くしていた。




　　　　　　　　　　○




　こうして、ずっとひとりでやってきた掃除屋稼か業ぎように助手が出来た。

　そのことを御ご陵りよう院いんに伝えると、「私としては喜ぶべきことなんでしょうね」と彼女は複雑そうに言った。「あなたが凜の保ほ護ご者しやなんだから。責任を持ってあの子を守るのよ」

　勝手を言いやがる、と思った。

　御ご陵りよう院いんが「立て込んでいる」と言っていたように、陰いん陽よう紙しには次々と依頼が浮かび上がった。

　御陵院の依頼に、凜りんが作戦を立て、伊い佐さ美みがそれを実行した。

　たとえば、ビルの屋上を伝って侵入し不意をつく。伊佐美が突入するタイミングに合わせ、凛が配はい電でん盤ばんを破は壊かいして停電を起こす。炎を使うコトナリが相手ならスプリンクラーがある場所におびき出す。凛が立てる作戦はどれも適切で無む駄だがなく、伊佐美の怪け我がは少なくなり、これまでは半月に一件程度が精々だった依頼の消化ペースは劇げき的てきに速まった。

　あまりにも速く、効率的に狩り続けたので、一時的にではあるが《禍わざ異わい》が根絶されてしまったほどである。それゆえ、伊佐美と凛のコンビは『黒くろ鬼おに白しろ鬼おに』というありがたくもない綽あだ名なをコトナリ界に馳はせることになる。

　そうして、瞬またたく間に三ヶ月が過ぎていった。










　　　　　　　　　　〈４〉







　南の海で生まれて北上してきた梅ばい雨う前ぜん線せんが、日に本ほんの空へおもむろに居座り始めた六月。その日は朝から今にも降り出しそうな曇くもり空ぞらであった。仕事へ向かう道すがら、昼食を確かく保ほすべく御み山やま通どおり沿いの『喫きつ茶さ室しつマリア』に入る。照明は必要最低限で薄うす暗ぐらく、もうもうと立ち込める紫煙の向こうで、臙えん脂じ色いろのビロードの家具に身を委ゆだねた客が、思い思いに過ごしている。『喫茶室マリア』は建物自体が文化財に指定されているほど古い喫茶店で、伊佐美がお気に入りにしているサンドイッチの味も、空気そのものが飴あめ色に色づいているような雰囲気も、三十年ほど前に初めて訪れた時から何ひとつ変わっていない。

　煙草タバコの匂においを嫌う凜を外に残し、入口横のカウンターでサンドイッチを持ち帰りで注文して出来上がりを待っていると、目の前のトイレのドアが開いて小柄な男が出てきた。

　男は伊佐美の胸板にぶつかりそうになって「あ、すんません」と呟つぶやき、視し線せんを上げて伊佐美の顔を見た途と端たん、「星ほし野のじゃん！」と店中に響ひびく大声を出した。客たちの煩わずらわしげな視し線せんがこちらに集中する。伊佐美は声を低くして、

「でかい声出すなよ。迷惑だろ」

「わりいわりい。ついびっくりしてさ」

　男は安っぽいジャージ姿で、足元も安っぽいサンダル履ばき。短い髪はいかにも自分で脱色しましたというふうの金髪。高校生と言われれば、疑いもなく信じてしまいそうな格好をしているが、高校生でもなければ人間でもない。

「にしても、久しぶりだな。半年振りくらいか？」

　男は白いハンカチで手を拭ふきながら言った。ハンカチの隅に、矢の刺さった桃が可愛かわいらしく刺し繡しゆうしてあるのが見えた。

「それ、自分で刺繡したのか？」

「そうだよ。最近ハマってるんだ。よく出来てるだろ？」

　ジャージ男──宝たから田だ桃とう矢やは人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべて言った。

　桃矢は少し前に大陸から流れてきた『猿さる』のコトナリで、臥が煙えん衆しゆうという極ごく道どう一家に食しよつ客かくとして身を寄せる掃除屋である。掃除屋は普通、桃矢のようにどこかの組そ織しきに属し、後こう見けん人にんを得て仕事をする。そうでなくては、掟おきても仕し来きたりも踏み越えて、よそのシマへ殴り込み《禍わざ異わい》を殺すなどということは、とても危なくてやっていられない。御ご陵りよう院いんと関係が深いとはいえ、一いつ本ぽん独どつ鈷こで掃除屋をやっている伊い佐さ美みの方が少数派なのだ。

　臥煙衆の頭目である泰たい円えんは豪快豪傑の人で、その名を広く長く轟とどろかせたものだったが、とある抗争の折、生きるか死ぬかという大おお怪け我がを負ってからというもの、滅めつ多たに表に出てくることはなくなった。そんな臥煙衆が、いまも中なか原はらで一定の影えい響きよう力りよくを持ち続けているのは、桃矢の存在に拠よるところが大きい。彼がいる限り、臥煙衆は当分安あん泰たいだろう。

　五年ほど前、臥煙衆と敵対関係にあった複数の組織が、桃矢ひとりの手によって、たった一夜にして壊かい滅めつさせられるという出来事があった。その現場がまるで血の雨が降ったような惨状だったことから、中原界かい隈わいの筋すじ者ものには通称「紅こう雨う事じ件けん」と呼ばれ、五年が過ぎた今でも語り草になっている。そんな恐ろしげな伝説を持つ男が、普ふ段だんは虫も殺せないほど温厚で、喫茶店で珈琲コーヒーを飲む時間を何よりも大切にしていて、最近は刺繡を趣しゆ味みにしていると知っている者は、この中原に何人もいないだろう。

　桃矢はハンカチを丁てい寧ねいにたたんでポケットに仕し舞まい、

「木きノの戸との始末じゃ、世話になったみたいだな」

「俺おれはいつも通りに仕事をしただけだ。臥煙衆にはおまえがいるんだから、俺にお鉢が回ってくるのは変な話だと思ったけどな」

「いやあ、あの時ちょうど里帰りしててさ。もし俺がいない時になんかあったら、星ほし野のを頼れって泰たい兄にぃに言っておいたんだ。おかげで俺の面めん目ぼくも保てたし。ほんと助かったぜ。やっぱ持つべきものは友達だよなあ」

　伊佐美は眉み間けんに皺しわを寄せて、あたりを見回した。

「えっ!?　何その、友達って誰だれのこと言ってんだこいつ、みたいな反応！　友達だよな？　友達ですよね？　ねえってば！」

　しがみついてがくがくと揺さぶってくる。伊い佐さ美みは「あー、そうそう、そうだな、おれたちともだち。つか静かにしろって」と言って、桃とう矢やの顔をぐいぐい押おし退のけた。

　伊佐美は、基本的にどこへいっても疎うとまれ、誰だれからも恐れられる。穢けがれを厭いとわない同業者の掃除屋でさえ、なまじ実力を知っているために、積せつ極きよく的てきには伊佐美に関かかわろうとしないのが普通なのだが、桃矢は例外で、妙に懐なつかれてしまっている。

　実際、桃矢との関係は仕事を介して知り合ったわけでもなければ、何か因いん縁ねんめいたものがあるわけでもない。昼下がりの公園でひとりぽつんと座って寂しそうにしている桃矢に、伊佐美がなんとなく声をかけたことから、二人ふたりの関係は始まっている。それを何かと訊たずねたら、やはり友達とでも答えるしかないのだった。大変不本意ながら。

　落ち着いた桃矢は、伊佐美の横でカウンターによりかかって、

「最近、ずいぶん張り切ってるみたいじゃん。誰も手出し出来なかった《ウシロ》も、『蛇へび』が囲ってた《クラミツ》も狩ったんだろ？　他ほかの掃除屋連中は、おまえが中なか原はらじゅうの《禍わざ異わい》を狩り尽くすつもりだって噂うわさしている。おかげで、俺おれもここんとこ暇でしょうがない」

「何が言いたいんだよ。おまえにも仕事を回せってか？」

「違うって。俺は働かなくて済むならそんなにいいことないし。ただ、何事もやり過ぎには気をつけろって話。『狗いぬ』の締しめ付けはひどくなる一方だしさ。星ほし野のが《禍わざ異わい》をあらかた狩り尽くしちまったのを機き会かいに、掃除屋やめたやつも結構いるんだぜ？」

　五ご枝し族ぞくの中でも『猫』に次ぐ弱小勢力だった『狗』が『狐きつね』を超えるほど力を持つようになったのは、ここ十年あまり。尾お上がみが人間の警けい察さつと協力して特犯室を作ってからのことだ。『狗』はそれまで勢力図の隙すき間まに逃げ込んで野放しになっていたコトナリの犯罪者や《禍わざ異わい》を狩り出すことで、中原に住むコトナリたちから大きな支持を得ている。それは、これまで敵対勢力を排除することで中原を統すべようとしてきた五枝族と大きく異なる点だ。一方で、事件屋や掃除屋に対しては現行犯逮捕を基本とする、ひどく厳きびしい態度を取っている。万が一、掃除屋と特犯室が仕事現場で鉢合わせようものなら、互いに血を見ることにもなりかねない。

「別にいいんじゃないか。『狗』が代わりに《禍わざ異わい》狩りをやるなら、掃除屋がいなくなったところで誰も困らないだろ。大して誇るような仕事でもない」

「そりゃそうだけどよ。俺もそろそろ潮しお時どきかね」

　桃矢は肩をすくめるようにした。その拍子に、ジャージの襟えりから、白い包帯を巻いているのが見えた。「どうしたんだ、それ」と訊たずねると、桃矢は「ああ」と顔をしかめて、

「この間、ちょっとな」

「おまえが怪け我がするなんて、どんな化け物とやり合った」

「尾上だよ。尾上」

　その名を口にした途と端たん、周囲の気温が下がったような気がする。

　もちろん、気のせいだけれども。

「あいつ、マジやべーよ。全然勝てる気しないわ」

「だよなあ……やべえよなあ」

　二人ふたりは神妙な顔で黙だまり込んだ。尾お上がみとは、向こうから事務所に訪ねてきたあの日以来、会っていない。凜りんをコトナリ界に関かかわらせるな、中なか原はらから連れ出せ、という忠告を真っ向から無視してしまったし、凜を助手にしたことが尾上の耳に入っていないはずもない。非常に顔を合わせづらいし、顔を合わせたらその場で逮捕されかねない。

　桃とう矢やは冷たくなった空気を吹き飛ばすように、ことさら明るい声で言った。

「そういえば。もうひとつ、星ほし野のの噂うわさを聞いたんだけどさ」

「なんだよ」

「最近、人間の女の子を相棒にしてるってのはホントか？　しかも、その子供が実は女の子じゃなくて、女の子の格好をした男の子で、それがおまえの趣しゆ味みっていうのは？」

「女装はもうやめたよ。てか、その噂、誰だれから聞いたか言ってみろ。ぶっ殺してやる」

　桃矢はキキキと歯を見せて笑った。「けど、その子供に嫉しつ妬としちゃうなー。俺おれが前に誘った時は、相棒なんかいらないって断られたんですけど？」

「いろいろ事情があるんだよ」

　店員がサンドイッチとコーヒーの入った紙袋を持ってくる。代金を渡して袋を受け取る。

「もういくのかよ？　久しぶりなんだから、もうちょっと話そうぜ」

「これから仕事なんだよ。外で相棒を待たせてる。あんまり待たすと怒られる」

「仕事？　最近、《禍わざ異わい》は出てないだろ。おまえらが狩り尽くしちまったから」

「仕事は選ばない主義でやってる。それが繁はん盛じようの秘ひ訣けつだ」

　桃矢は手を振って笑った。「覚えとくよ」




　　　　　　　　　　○




　案の定「遅い」と怒られた。

　昼食の調ちよう達たつに時間がかかった理由について釈明すると、凜は桃矢ではなく、尾上のことが気になったようで、

「尾上剣けん吾ごさん、一度事務所に来た人ですよね」

「ああ。おまえにとっちゃ、仇かたきの仇ってことになるのかな」

「それは別にいいんです。尾上さんは、自分の職しよく務むを全まつとうしただけなんでしょうから。ただ、ひどく冷たくて、寂しい感じのする人だったので、気になっていたんです」

「昔はあんなじゃなかったんだけどな。ずいぶん変わっちまったな」

「何かあったんですか」

　伊い佐さ美みはサンドイッチを口に放ほうり込んで、コーヒーで流し込む。

「二十年くらい前。尾お上がみの息子むすこが殺された。ギャングの報復とか、昔挙げたホシの逆さか恨うらみとか、そういうんじゃない。犯人は、コトナリの存在も知らない人間の男で、救いようのない変態野郎だった。けれど、そいつが罪に問われることはなかった」

「……尾上さんの子供も、コトナリだったからですね」

　そういうことだった。コトナリが人を殺しても、人の法で裁かれることがないように、人間がコトナリを殺しても罪には問われない。コトナリは死ねば消えてなくなるし、もとより戸こ籍せきも住民票も持っていないような連中がほとんどだ。

「理屈は分かりますが、納得出来る話じゃありませんね」

「尾上も納得はしてなかった。どうにか犯人に罪を償つぐなわせる方法はないか必死だった。でも、どうにもならなかった。そうしているうちに、犯人は病気でコロッと逝いっちまった。十年ぐらいして尾上の息子は黄よ泉み帰がえってきたけど、父親の顔も、自分の名前も忘れちまってた」

　それからである。尾上は人が変わったように冷れい徹てつになり、勤めていた中なか原はら警けい察さつを内側から掌しよう握あくし、特犯室というかつてない組そ織しきを作り上げた。その特犯室は、ついには『狐きつね』すら脅かすまでに強力になりつつある。

「……人とコトナリが交われば、必ず誰だれかが不幸になる」

　凜りんはぽつりと呟つぶやいた。それは尾上の言葉だ。「その通りなのだと思います。けれど、複雑に絡まり合った二つの世界をいまさら切り分けようとしたら、やっぱり誰かが不幸になる」

「ああ、俺おれもそう思う」

「それに、人とコトナリの交わりが必ずしも不幸というわけではないですよね」

「ん……？　何のことだ？」

　凜は小さく笑って、「なんでもありません」と、首を振った。

　伊佐美は首を傾かしげた。

　バスに乗り込んで一番後ろの席で陰いん陽よう紙しを広げる。湿っぽい話は忘れて、今日きようの仕事内容を確かく認にんする。陰陽紙に目を通していた凜は「爆ばく薬やく、って書いてありますけど」と首を傾げた。

　御ご陵りよう院いんから「最さい優ゆう先せんで」と持ち込まれた依頼は、いつもの《禍わざ異わい》退治ではなかった。

「それも、ただの爆薬じゃない。『赤あか土つち』っていう一種の呪じゆ具ぐだ」

　それは名前の通り赤あか色いろの粘土のようにしか見えず、火を点つけたり、電気を流したり、そういうありきたりの方法には反応しない。この呪具は、コトナリが常つね日ひ頃ごろからわずかに発している異能の力にのみ反応して起爆する、という特殊な性質を持つ。直接触れて起爆させたのでは、仕掛けた本人が真っ先に吹っ飛んでしまうから、遅延剤や特殊な導どう線せんと併あわせて使われるのが普通である。

「威力はそこそこなんだが、起爆に特別な道具も面めん倒どうな手順もいらないのが『赤土』の特徴で、同時に厄やつ介かいなところでもある。中原で派は手でにドンパチやってた昔は、暗殺や自爆攻こう撃げきによく使われたもんだ。今じゃ五ご枝し族ぞくの取り決めで、中なか原はらへの持ち込みも製造も禁止されてる。それを知った上で、市外からバカみたいな量の『赤あか土つち』を仕入れてるアホがいる。今回の仕事は、そのアホをとっちめて、背後関係を吐かせることだ」

「それって警けい察さつの、それこそ特犯室の仕事じゃないんですか？」

「連中は事件が起きるまで動かないし、動けない。このままじゃ埒らちが明あかないってんで、古こ条じよう会かいからなんとかしろと御ご陵りよう院いんに命令が下って、それが俺おれのところへ落ちてきたってわけだ」

「伊い佐さ美みの仕事はいつもそんな感じですね……それで、殺すんですか？」

「依頼にはそこまで含まれてない。口割らなかったら、多少は傷めつけるかもな」

　ふうん、と凜りんはつまらなそうに呟つぶやいた。「それだと、『死しに神がみ』の経けい験けん値ちにはなりませんね」

「じゃあ、留守番してるか？」

　凜はじろりと伊佐美を睨にらんだ。

「いきますよ。この前みたいに、また大おお怪け我がして帰ってこられたら迷惑ですから」

　この前、というのは、三週間ほど前、凜が風か邪ぜを引いて仕事に出られなかった時のことを言っているのだろう。伊佐美はいつものように《禍わざ異わい》を始末して事務所に帰る道すがら、朱あか金がね官かん九く郎ろうとその取り巻き十数人に襲おそわれたのだ。無む論ろん、三月の『戎じゆう器き』取引の件のお礼参りが目的であった。「覚えてろよ」なんて今時珍しいぐらい月並みな台詞せりふを吐いたばかりか、本当にお礼参りに来るとは、なかなか見上げたやつである。その心意気に免じて、死なない程度に丁てい重ちようにぶちのめした上で簀す巻まきにして、黒くろ金がね組ぐみに送り届けようとしたのだが受取拒否されたので、仕方なく特犯室に引き渡してやった。その際に、多少血を流すような怪我をしたのだが、

「あれは仕事で怪我したわけじゃないだろ」

「以前の仕事の不始末が原因なんでしょう。だったら同じことじゃないですか」

「あー、へいへい……おまえの言う通りだよ」

　伊佐美はひらひらと手を振って降参を示した。口では絶対に凜には敵かなわない。勝ち目のない勝負は最初から挑まない。この三ヶ月で学んだことだ。

「昔のことより、目の前の仕事に目を向けようぜ。その方がごーり的だろ」

　アホの名前を葡ぶ萄どう原はら広ひろ光みつといった。葡萄原は自分がコトナリであることを隠して、人間を相手に詐さ欺ぎまがいの品を売りつけ、小銭を掠かすめ取る売人であった。『猫ねこ』のコトナリだが特定の組そ織しきに属していない。正せい確かくには、させてもらえないというべきだろう。コトナリの筋すじ者ものの間では、堅かた気ぎの人間相手に商売することは下げの下げのシノギであるとされ、掃除屋ほどでないにせよ、どこへ顔を出しても味み噌そっかす以下の扱いを受ける。

　葡萄原の潜せん伏ぷく先さきは、鹿かの水みず地区にあるという。そんなところまで朱金官九郎の時と一いつ緒しよでは、あまり良い予感もしない。バスと市鉄を乗り継いで鹿水駅で下車し、駅前から延びるアーケードを進む。アクリルの天てん蓋がいは薄うす汚よごれシャッターをおろした店てん舗ぽが目立つ。辛かろうじて営業している床屋や立たち吞のみ屋やも閑かん古こ鳥どりが鳴いている。かつては工場地帯の労働者を相手にそれなりに賑にぎわいを見せていたのだろうが、もはや見みる影かげもなく寂れ果てていた。

　掃除屋助手となったのを機きに女装をやめた凜りんは、今日きようは、シンプルな白シャツに膝ひざ丈たけのズボン、ダブルのコートという出いで立たちである。きょろきょろとあたりを見回して落ち着きがない。いままでこんなうらぶれた地域には近付いたこともなかったのだろう。よそ見をしているうちに伊い佐さ美みと距きよ離りが開いては、慌てて駆け寄るということを繰くり返した。たまに通行人とすれ違うが、挨あい拶さつどころか視し線せんを向けてもこない。どこかの商店が流している陽気なハワイアンが、余計に寂れた感を演出している。このアーケードをどこまでも歩いていったら、この世の果てにつながっているのではないかという気さえする。

　アーケードの終わりが見えてきた頃ころ、凜が前方右手の路地を指さす。

「あの路地の奥、突き当りを左に曲がったら、今は使われていない小さな倉庫があります。そこが葡ぶ萄どう原はらのアジトです。ハルさんの占いによれば、今日この時間は、アジトにいることになっていますね」

　陰いん陽よう紙しに送られてくる依頼内容は、御ご陵りよう院いんの配下や早はや渡とのような情報屋が地道に調しらべた情報と、御陵院自身が導みちびき出した占いの結果が半々で構成されている。伊い佐さ美みは自分の血液型も星座も知らないので占いなんぞにまったく興きよう味みはないが、御陵院のそれは占いというより千せん里り眼がんや予知に近いものがある。それでも、

「あくまで占いだからな。絶対じゃない」

「いなかったら中で待ち伏せすればいい」

「どうかな。入れば分かるだろ」

「だから、そういう行き当たりばったりはやめましょうって」

　言い合いをしながら路地を進んでいく。突き当たりの丁てい字じ路ろの角から、倉庫の様よう子すをうかがう。貨物用の錆さびついたシャッターが見える。シャッターの上には看板が掲げられており、「古こ塚づか工こう業ぎよう薬やく品ひん」という文字が辛かろうじて、消えずに残っていた。以前は薬品会社の倉庫だったらしいが、とても人の出入りがあるようには見えない。これが三ヶ月前であれば、考えなしにシャッターをぶち破って突入しているところだが、

「裏に回ってみましょう」

「……オーケイ」

　まだるっこしい、と思わなくもない。だが凜と一いつ緒しよではあまり無む茶ちやをするわけにもいかないし、凜の存在が良い意味で自分の重石おもしになっていることも分かっていた。

「俺おれが先にいく」と言って路地の角から飛び出し、倉庫の壁へき面めんに取り付く。人影や異常がないことを確かく認にんし、合図して凜を呼び寄せる。倉庫に隣りん接せつする建物との狭い隙すき間まを通って裏手に回ると、かつては従業員用に使われていたと思おぼしき小さな勝手口が見つかった。凜は勝手口の扉をひと目見て、「ここで間違いないみたいですね」と言った。

「どうしてそう言い切れる？」

「よく見てください。扉自体は雨や土つち埃ぼこりで汚れているのに、ドアノブだけが綺き麗れいでしょ。定期的に人の出入りがある可能性が高いと言えます」

「なるほどな……しかし、どこで覚えてくるんだ？　そういうの」

「単に観かん察さつ力りよくの問題です。伊い佐さ美みは雑なんですよ、いろいろ」

「俺おれのどこが雑だって言うんだよ」

「鼻をかんだ後のティッシュを捨てないところとか」

「あれはもう一回使えるから」

「食事の時、一枚の取り皿におかずを全部盛り付けるところとか」

「そのほうが洗い物が少なくて済むだろ」

「お風ふ呂ろの時、身体からだを洗った泡で顔も頭も洗うところとか」

「なんで知ってんだよ、おい」

　緊きん張ちよう感かんにかけた会話をしながら勝手口から中へ入る。鍵かぎはかかっていない。倉庫内は薄うす暗ぐらく、段ボールや木材、コンテナなどがうず高く積つみ上がって、迷路のようになっていた。床には半ば腐りかけたベニヤ板が敷しき詰められて、通路のようになっている。ぐるりと見回ってみたものの、葡ぶ萄どう原はらの姿はもちろん、『赤あか土つち』の痕こん跡せきすら見つからなかった。

「……ハズレみたいだな」

「ハルさんの情報が間違っていた、ということですか」

「葡萄原も見当たらないし、そういうことになるだろうな」

　御ご陵りよう院いんの占いの的中率はかなりのものだが、決して百パーセントということではない。以前には、ギャングのアジトと教えられて踏み込んだ先が、ただのＳＭクラブだったということもある。しかし凜りんはどうも腑ふに落ちないようで、顎あごに指を当てて倉庫の中を行ったり来たりする。

「けれど、ここに人の出入りがあることは間違いないんですよ？」

「じゃあ、嗅かぎつけられたのを察知して、ひと足違いで逃げ出したとか？」

「もし伊佐美の言う通りだとして。僕ならただでは逃げません。手元に大量の爆ばく薬やくがあるわけですからトラップを仕掛ける。柱を壊こわして建物ごと押おし潰つぶすとか、ガソリンも仕込んでおいて焼き殺すとか。追跡の手が少しでも緩ゆるむようにします」

「よくもまあ、そうエグいことを考えつくもんだ」

「例えばの話です」

「…………」

　伊佐美は考え込む凜の横顔を見つめた。掃除屋助手として働き始めて三ヶ月。凜の成長には目を瞠みはるものがある。家族を無残に殺されたとか、『死しに神がみ』の血族であるとか、そういうこととはまったく無関係に、この桜おう条じよう凜という少年は、そこらへんの普通の子供とは明らかに違う。あるいは、コトナリや《禍わざ異わい》よりも、よほど手に負えない存在なのではないかとさえ思う。そんな凜りんが完全に『死しに神がみ』として目覚めたらなら、一体どうなってしまうのか。期待と同じくらい、末恐ろしいとも思うのだ。

「伊い佐さ美みはどう思いますか？」

「ん？　ああ……」水を向けられて、ふと我に返る。

「ああ、じゃありません。聞いてましたか？」

「聞いてたとも。そうだな。おまえの言うことが正しいなら……」

　倉庫内に視し線せんを彷徨さまよわせる。やはり、どこにも身を隠すような場所は見当たらない。とすれば──伊佐美は、床に敷しき詰められていたベニヤ板をべりべりと剝はがし始めた。

「何をしてるんですか？」

「いいから見てろ」

　葡ぶ萄どう原はらに仲間はいない。だとすれば、あまり手の込んだ隠いん蔽ぺいは出来ないはずだ。果たして、それはすぐに見つかった。剝がしたベニヤ板の下。コンクリートの床に四角い穴が切られ、そこを頑丈そうな金属の蓋ふたが覆おおっていた。地下への入り口だ。

　どうだ？　と言うように、凜に視線を向ける。凜は頷うなずいて、「罠わなはないみたいですね」と言った。蓋の取っ手を摑つかんで引き上げてみると、地下へ続く梯はし子ごが延びていた。

「俺おれが先に入る」

「気をつけてください」

「誰だれに言ってんだ」

　凜の頭を小突いてから、梯子を伝って地下へと入っていった。地上から地下の床まで、四メートルくらいの深さがあった。振り仰いで合図を出すと、凜も下へ降りてくる。

「真っ暗ですね」

「地下だからだな」

「こんなこともあろうかと」

　凜はごそごそやって懐かい中ちゆう電灯を取り出した。点灯すると、一寸先も見えなかった地下の闇やみが追い払われて、上下左右をむき出しのコンクリートで囲まれた空間が明らかになる。

「ずいぶん明るいライトだな」

「軍用フラッシュライトですから。チタン合金製で完全防水。光量は五百ルーメンから千五百ルーメンの無段階調ちよう節せつ可能。いざという時は鈍どん器きにもなる優すぐれ物ものです」

「おまえ、またそんなもんを……」

　凜は掃除屋の仕事をするようになってから、この手のミリタリーグッズを集めるようになり、少しでも気になったものがあると金に糸目を付けずに買かい漁あさっている。これだから金銭感覚の乏とぼしいお坊ぼつちゃんは困ってしまう。

「だって、いまだけ一個買うともう一個付いてくるキャンペーンがですね」

「そんなもん、ふたつもいらんわ。あのな、道具はどこまでいっても道具なんだからな。どんなに強力でも、おまえの代わりに何かをしてくれるわけじゃないんだぞ」

「言われなくても分かってます。でも僕には伊い佐さ美みみたいな筋肉も再生能力もないんですから、それを装備で補う必要があるんです」

　これまでも何度か注意しているのだが、いつもこの調ちよう子しである。凜りんが考えて策を立て、自分が前に立ってそれを実行する。そういう役割分担がシンプルで理に適かなっていると思うのだが。

　凜はライトを左右に振って周囲をたしかめる。地下空間は細長く奥へと続き、床にはドラム缶や割れたガラス瓶などが散乱している。ここが薬品倉庫だった頃ころは、特に温度変化や日光に弱い薬品が保管されていたのかもしれない。かすかに下水の臭においがした。

　慎重に奥へと進んでいく。通路は十メートルほど先で、壁かべに行き当たった。電灯の光の中に、錆さびついたドアが浮かび上がる。凜と無言で視し線せんを交わした。どうするんだ、と伊佐美が顎あごをしゃくるようにすると、凜は仕方ないというように首を縦に振った。

　お許しが出た。

　伊佐美は短く助走をつけて、ドアを蹴けり破る。ドアが内側に吹き飛び、蛍光灯の光がどっと溢あふれてくる。その先には小さな地下室があった。ビニール梱こん包ぽうされた『赤あか土つち』が、部へ屋やの隅に山のように積つんである。ざっと見積もっても百キロはあるだろう。その横に、縮ちぢこまるようにして薄うす汚ぎたないコートを着た男が座り込んでいた。瘦やせ気ぎ味みで、気の弱そうな男だった。

「葡ぶ萄どう原はらだな」

　伊佐美が問うと、葡萄原は怯おびえた表情をさらに歪ゆがめて、「ち、近付くな！」と叫んだ。こちらに突き出すようにした右手には、回転式拳けん銃じゆう型がたの『戎じゆう器き』を握っている。伊佐美はひと足で距きよ離りを詰め、葡萄原の右手めがけて手しゆ刀とうを振り下ろす。「ばきん」と骨の折れる音がして、「ぎゃっ」と悲鳴が上がり、『戎器』は床に転がった。そのまま腕を捻ひねり上げ、捩ねじ伏せる。

「大人おとなしくしろ。骨折が増えるのは嫌いやだろ」

　葡萄原は苦しげにひとつ呻うめいて、力を抜いた。ポケットからプラスチック製の結束バンドを取り出し、両手足を縛しばり上げる。あんまりにもあっけない。《禍わざ異わい》を相手にするのと比べれば、まさしく赤あか子ごの手をひねるようなものだった。

　転がっていた拳銃を拾い上げる。手に取ってみると、それは『戎器』ではなく、ごくありきたりの──という言い方が正しいかどうか知らない──火薬の爆ばく発はつで鉛球を発射する拳銃だった。普通のコトナリは、こんなものを持ち歩いたりしない。

「おまえ、白はく斑ふか」

　葡萄原は弱々しく伊佐美を見上げて、すぐに視線を逸そらした。

　コトナリの中には、ごく稀まれにだが異能の力を持たずに生まれてくる者がいる。無能力者、能なし、あるいは白斑などと呼ばれて蔑さげすまれる存在である。正せい確かくにはまったく持っていないわけでなく、限りなく弱いだけだというが、そんな些さ細さいなことは誰だれも気に留めない。異能を使えない彼らは当然『戎じゆう器き』を使うことは出来ず、『赤あか土つち』が反応することもない。そう考えると、危険極まりない『赤土』を扱わせるのに、これ以上の適任はいない。尻しりを蹴け飛とばして、葡ぶ萄どう原はらを部へ屋やの隅へ転がす。

「はい、終了と」

「まだ終わりじゃありませんよ。ハルさんの依頼を忘れたんですか」

「分かってる。あんまり得意じゃないんだけどな」

　伊い佐さ美みが歩み寄ると、葡萄原はか細い悲鳴を上げて、直射日光を浴びせられたもぐらのように部屋の隅で小さくなる。

「おい、葡萄原。俺おれが誰だれか分かるか？」

「し、知ってる。『黒くろ鬼おにの伊佐美』だろ。掃除屋がなんでここに……」

「仕事を選ばないのが信条でな」

　それにしても、変な綽あだ名なが定着してしまったものだ、と思う。三十年掃除屋をやってきて、こんなことは初めてだ。凜りんが白しろ鬼おにというのはなんとなく分かる気がする。色白だし。しかし、どうして自分が黒鬼なのか。凜が白だから、その相方は黒だよね、という極めて安あん直ちよくな理由しか考えられない。後ろから凜が「どうしました？」と言ってくる。「なんでもない」と答え、伊佐美は気を取り直して言った。

「おまえみたいなケチな売人が、なんで『赤土』なんかに手を出した？」

　葡萄原は答えない。腹痛を我慢しているような表情をしている。

「ああ、悪かった。使い走りのおまえが『ブツ』の使い道なんて知ってるわけないか。だったら、訊きき方を変えてやる。俺たちが知りたいのは、おまえが『赤土』を買い集めるのに使った金は、どこの誰の財布から出てきた金か、ってことだ。まさか、子供の頃ころからコツコツためたお年玉ってことはないだろ？」

　葡萄原はだんまりを決め込む。伊佐美はごりごりと額ひたいを搔かいて、

「なあ、頼むぜ。手間かけさせんなよ。おまえが素直に喋しやべるなら、俺は振るいたくもない暴ぼう力りよくを振るう必要がなくなるし、おまえもこれ以上痛い目に遭わなくて済むんだぞ」

「ほ、保障は」

　葡萄原が蚊かの鳴くような声で言った。「喋らせるだけ喋らせて、用済みになったら始末するつもりじゃないのか？　そうじゃなくたって、喋ったことがバレたら依頼人に殺される。俺の身の安全を保障してくれ」

「てめえ、何か要求出来る立場だと思ってんのか」

　凄すごんでみせると、葡萄原は乾いた笑えみを浮かべて、

「あんた、死んだことないだろ？」

「あ？」

「俺は、少なくとも四回は死んでる」

「だからなんだ。死ぬのは怖くないってのか？」

　黄よ泉み帰がえってきたコトナリは記き憶おくをなくしている。とはいっても、まるっきりすべてを忘れて赤ん坊に戻ってしまうわけではなく、失われるのは自分に関する記憶だけだという。自分がコトナリであることや黄泉帰りの知ち識しきは残っているから、漠然と自分が死んで黄泉帰ったことは理解出来るのだという。

「死ぬのは怖いさ。あの空っぽな感じは、何度経けい験けんしても慣なれない。けどな、世の中には死ぬより恐ろしいことなんていくらでもある。俺おれはあんたに殺されるより、いらないことを喋しやべって、生きたままあの人に会うことの方が怖い」

「ごちゃごちゃうるせえな。訊きかれたことだけさっさと答えろ」

　首を絞しめ上げると、葡ぶ萄どう原はらは「ぎゃあ」と悲鳴を上げて暴あばれた。とりあえず、指の骨の二、三本も折ってやろうかと思う。

「そんなふうに怯おびえさせたら、話すものも話せませんよ。僕にやらせてください」

　凜りんは伊い佐さ美みの横をすり抜けて前に出た。

「おい。あんまり近付くなよ」

「分かっています」

　凜は葡萄原の前に跪ひざまずいて言った。

「葡萄原さん。まずは謝あやまります。突然踏み込んできて手荒な真ま似ねをして、あなたが身の危険を感じるのは当然です。何の保障もなしに、命に関かかわるかもしれないことを教えろというのも、あまりに一方的だ。フェアじゃない」

　葡萄原は話がどこへ転がっていくのか分からず、ぽかんとしている。

　凜は天使のような笑えみを見せて「だから、ゲームをしませんか」と言った。「げ、ゲーム？」と葡萄原は目をきょろきょろさせる。凜は畳みかけるように言った。

「ええ、ゲームです。あなたが勝ったら、僕たちはこの場を立ち去ります。僕が勝ったら、あなたの依頼主について包み隠さす喋しやべってもらいます。その上で、僕たちの依頼主である御ご陵りよう院いん晴はる司つかさに頼んで、あなたの身を安全を保障してもらいます。どうですか？　どっちに転んでも、あなたに不利益はないと思いますが」

「ゲームなんて言ったって、どうせあんたに有利な内容なんだろ」

「それは、ルールを聞いて判断してください」

　そう言って、凜は床に落ちていた拳けん銃じゆうに手を伸ばす。伊佐美はその腕をむんずと摑つかんだ。

「伊佐美、何するんですか。痛いです」

「おまえこそ何するつもりだ。子供が触るもんじゃない」

「素人しろうと扱いは構いませんけど、子供扱いはやめてください」

「そういうことを言うから子供なんだよ」

「大丈夫です。誰だれも傷ついたりしませんから。僕を信じてください」

　凜りんの手を摑つかんだまましばらく悩んだが、結局その手を放はなしてしまった。凜は「ありがとうございます」と頷うなずく。あの目で見つめられると駄だ目めなのだ。凜の言うことに逆らえない。これは、いつか致命傷になるような気がする。

　凜は改めて拳けん銃じゆうを手に取り、シリンダーを振り出した。レンコンのような六つの穴には鈍にぶく光る実弾が収まっている。取り出した実弾を、『立たち切きり』で器用に分解し、火薬を抜いて元通りにした上で、またシリンダーに装そう塡てんする、という作業を手際よく五回繰くり返す。数分で作業が終わり、一発の実弾と五発のダミーがシリンダーに収められた。

　凜はシリンダーをでたらめに回してから戻した。

「これで、どの位置に実弾が入っているか僕にも分からなくなりました」

　葡ぶ萄どう原はらは多少落ち着きを取り戻して、

「それで？　ロシアンルーレットでもやるのか？」

「はい。ただし、引き金を引くのは僕だけです」

　凜は撃げき鉄てつを起こし、銃口を自分のこめかみに当てた。

「これから僕は、銃弾が発射されると予想した直前まで引き金を引きます。予想が当たっていたら、その度たびにひとつ、質問に答えてもらいます。予測が外れるか、途中で僕の頭が吹き飛んだら、あなたの勝ちということになります。どうです？　乗りますか？」

　果たして、葡萄原は引きつった笑みを浮かべて頷いた。おそらく、凜が本気だとは思っていなかったのだろう。しかし当の凜は「それでは始めます」と言って、なんの躊躇ためらいも見せずに引き金を引いた。

　がちん、と撃鉄がダミーの薬やつ莢きようを叩たたく音がした。

　葡萄原の表情が驚おどろきに凍り、次の瞬しゆん間かんには色いろ濃こい恐怖が浮かぶ。

　がちん、がちん、と凜がさらに二回、立て続けに引き金を引いた。

　凜はシリンダーを開いて葡萄原に見せる。実弾は発射位置にあった。あと一回余計に引き金を引いていれば、いまごろ凜の頭の中身が床に飛び散っていたところだ。

「僕の勝ちですね。質問に答えてもらいます、あなたが仕入れた爆ばく薬やくは、そこに積つまれている量の何倍もあるはずです。残りは、今どこにありますか？」

　葡萄原は動揺しながらも答えた。

「別の場所に隠してある。西にし深ふか田だの倉庫街、十六番倉庫の地下」

「ありがとうございます」

　凜は伊い佐さ美みを振り返って、「伊佐美、いまの説明で分かりましたか？」

「ああ。ここからそう遠くない場所だ」

「じゃあ、第二ゲームといきましょう」

　凜はシリンダーを回転させ、再びこめかみに銃口を押しつける。そしてまた、なんの気負いもなく、引き金を引いた。

　がちん。

　命いのち懸がけのゲームに挑んているとは到底思えないほど落ち着き払った凜りんとは対照的に、葡ぶ萄どう原はらの血の気が失われた顔面には、恐怖よりもっと原始的な感情が張りついている。

　がちん。

　それは自分の理解が及ばないものに対する畏い怖ふ、あるいは理解したくもない悍おぞましいものに対する嫌悪感だったに違いない。

　がちん。

　葡萄原はたまらず伊い佐さ美みに訴えてきた。

「あんた、ぼんやり見てないで止めろよ」

「どうして？」

「どうしてって……あんな幸運、続くわけないだろ。本当に死んじまうぞ」

「それは困るな。死ぬ前に、俺おれを殺してもらう約束だ」

「はあ？　あんた、何言ってんだ。意味分かんねえ」

「分かんなくていいんだよ。こいつを止めたいなら、あんたが素直に喋しやべってくれればいい」

　そんなやりとりをしている間にも、凜りんは淡々と引き金を引く。がちん、と四回目で、銃を下ろしてシリンダーを開く。やはり銃弾は発射位置にあった。

「また、僕の勝ちですね。『赤あか土つち』の仕入先はどこですか？」
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　葡ぶ萄どう原はらは顔面にびっしりと脂あぶら汗あせを浮かべて、唸うなるように言った。

「……三み門かどの雨あめ屋やって商人だ。人間だが手広く商売をやっていて、呪じゆ具ぐも扱ってる」

「雨屋、初耳ですね。ハルさんに調しらべてもらいましょう。それじゃあ、もう一度」

「も……もうやめてくれ！」

　何の気負いも見せずゲームを続行しようとする凜りんに、葡萄原はたまらず悲鳴を上げた。自由にならない両手を伸ばして拳けん銃じゆうを奪い取ろうとしたが、凜は軽く身をかわし、よろめいたところを伊い佐さ美みが襟えり首くびを摑つかんで引き倒し、力任せに地面にねじ伏せた。

「おまえ、どうかしてる！」

　葡萄原は伊佐美に押さえつけられながら喚わめいた。「頭おかしいんじゃないか？　俺おれに喋らせたいなら、拷ごう問もんでも何でもやればいい。おまえ人間なんだろ。俺と違って、死んだらそれまでなんだぞ」

「だからこそです。あなたはこれまで、たくさん傷つけられて、何度も殺されてきたんでしょう。その度たびに黄よ泉み帰がえって、自分さえ忘れてしまって、いまさら失うものなんて何もないと思っている。そういう人を暴ぼう力りよくで追い詰めても仕方がない」

　けれど、と凜りんは言った。

「傷つけられることに慣なれている人が、その逆にも慣れているとは限りませんから」

　葡萄原はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて蹲うずくまり、さめざめと泣き始めた。とっくに乾き切った心から、無む理り矢や理りに涙を絞り出すような、ひどく苦しそうな泣き方だった。
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　伊佐美に頼んで、葡萄原を拘こう束そくしていたバンドを外してもらう。

「僕たちは上にいます。落ち着いたら上がって来てください」

　葡萄原は顔も上げないまま、何度も頷うなずいた。地下室を出て、梯はし子ごを上る。地上の倉庫へ戻ると、ざあざあという音が四方八方から聞こえていた。

「雨が降ってますね」

　と言った矢先、脳天に重たい拳こぶしが降ってきた。十分手加減されていたが、それでも目の前に星が散った。怒られるとは思っていたが、いきなり拳げん骨こつはひどい。

「……暴ぼう力りよく反対です」と凜りんは呻うめいた。

「暴力じゃなくて体罰だ。ったく、無む駄だにひやひやさせやがって」

「何も心配することなんてないでしょ。僕には『眼め』があるんですから」

　凜はそう言って、こっそり持ち出してきた葡萄原の拳銃を伊佐美に向けた。

　そして『眼』を開く。すると、サングラスを通して見ているように世界が薄うす暗ぐらくなり、拳銃で狙ねらった箇所──伊佐美の右胸のあたりに、赤黒い血の染みのような「点」が浮かび上がる。

　最初に異変に気付いたのは一ヶ月ほど前、掃除屋の仕事をしている真っ最中のことだった。互いに一いち撃げき必ひつ殺さつを狙ねらって立ち回る伊い佐さ美みと《禍わざ異わい》の間に、この赤黒い点がいくつも浮かんで見えた。最初は目の病気かと思った。しかしすぐに、その点が、伊佐美や《禍わざ異わい》が攻撃を繰くり出す位置に先んじて現れていることに気がついた。

　それからいろいろと試し行こう錯さく誤ごし、この『死しに神がみ』の眼めの仕組みと使い方を理解していった。

　自分にだけ視みえる赤黒い点は、これから起こり得る死の危険に反応して浮かび上がる、いわば死の影かげともいうべきもので、影に重なっているとまもなく死んでしまうし、影を避けるようにすれば結果的に死から逃のがれることが出来る。葡ぶ萄どう原はらの前でやってみせた一方的なロシアンルーレットも、落ち着いて引き金を引いていって、死の影が視えたらやめればいいだけのこと。万にひとつも、自分の頭を撃うち抜いてしまうようなことにはならない。

　本当に何も心配するようなことはないのである。

「あのな、ちょっと『死神』の異能が使えるようになったからって、いい気になるなよ」

　言うが早いか、伊佐美が視界から消えた。手から拳銃の感触が消えて、天地がひっくり返った。まったく、反応出来なかった。気がつけば、伊佐美に右の足首を摑つかまれて、宙吊り状態になっていた。拳銃は伊佐美の手の中にあって、自分の眉み間けんのあたりに死の影が浮かんでいた。「異能も、おまえが買かい漁あさってる道具と一いつ緒しよだ。どんなに高性能だって使うやつがポンコツなら、役に立たないどころか邪じや魔まになる」

「…………」

「返事は？」

「分かりました」

「分かればよろしい。それと……まあ、なんだ、やり方はともかく、葡萄原を説き伏せたのは事実だからな。たぶん、俺おれひとりならああはいかなかった」

「それは、僕の働きを認めるということですか？　ね？　そういうことですよね？」

「違う。うるさい。調ちよう子しのんな」

　伊佐美が目を逸そらして誤ご魔ま化かそうとするので、凜りんは宙吊りのままじたばたした。

　その時である。伊佐美の携帯が、素っ気ない電子音を奏かなでた。

　伊佐美が突然手を放はなしたので、受け身を取るまもなく地面に口づけをする羽は目めになった。凜は飛び起きて「ひどいじゃないですか」と抗こう議ぎをしかけたが、伊佐美の険しい表情を見て咄とつ嗟さに口をつぐんだ。伊佐美は凜の視し線せんに気付いて携帯を閉じ、

「メール。早はや渡とからだ」

「何かあったんですか？」

「いや。暇で仕方ないから飯に付き合えとさ」

「いくんですか？」

「そうだな。ここんとこ仕事ばっかりで、会ってなかったからな。葡萄原を御ご陵りよう院いんに届けて、そのままいってくる。おまえは先に帰ってろ」

「僕も連れていってくださいよ。早はや渡とさんにも会ってみたいですし」

　早渡が『兎うさぎ』のコトナリで、情報屋だということは聞いていたが、まだ実際に顔を合わせたことはない。伊い佐さ美みは口でこそ素気なく言うものの、早渡のことを贔ひい屓きにしているのは明らかだった。他人に頼ることを良しとしない伊佐美にとって、数少ない例外がどんな人物なのか、興きよう味みがあった。しかし、

「駄だ目めだ。おとなしく帰って今日きようの無む茶ちやを反省しろ。それに、おまえと早渡を会わせると面めん倒どうそうだしな」

　どうも後の方の理由が本命らしかったが、伊佐美が怒っているのは本当のようだし、ここは素直に従っていた方が良かろうと思う。凜りんは「仕方ないですね」と頷うなずいた。

「夕方には戻る。それと、誰だれか訪ねてきても──」

「中にはいれません。言われなくても分かっています。それより、葡萄原さんのこと、頼みましたからね。絶対に手荒なことはせずに、ちゃんと御陵院さんに身柄を預けてください。僕はあの人と約束したんですから。あと『赤あか土つち』の回収も忘れないように」

「言われなくても分かってる」

　伊佐美はうるさそうに手を振って、凜を倉庫から押し出すようにした。

　すぐさま雨が降り注いで髪や肌を濡ぬらす。こんなこともあろうかと持ってきていたハンカチ大に畳める携帯用レインコートを身に着けて、来た道をとぼとぼと戻った。

　事務所へ帰り着く頃ころには、雨脚は強まってすっかり本降りになっていた。

　伊佐美から貰もらった合あい鍵かぎを使って中へ入る。

　レインコートを脱ぎ捨てソファに腰を下ろし、電気も点つけずにしばらくぼんやりしていた。雨の音だけが聞こえている薄うす暗ぐらい事務所は、やけにがらんとして感じる。このところずっと伊佐美と駆けずり回っていて、ひとりで事務所にいることなどほとんどなかったからだろう。

　ぽっかりと生まれてしまった時間の処置に困る。

　冷蔵庫には昨日きのうの残りがある。伊佐美が夕食を食べてくるなら、あえて作る必要もないだろう。あれこれと考えた末、結局は掃除をすることにした。

　この三ヶ月で事務所の衛えい生せい環かん境きようは劇げき的てきに改善されたが、凜に言わせればまだいくらでも無む駄だがあるし、長年の無ぶ精しようでこびりついた汚れはそうやすやすと取り除けるものではない。雨で換気が出来ないので、キッチンやシャワールームなどの水回り、床の雑ぞう巾きんがけなど埃ほこりが立たない掃除をする。ひと通り掃除を終えると汗をかいたのでシャワーを浴びた。ずっと寝ね間ま着きにしている伊佐美のお下がりのＴシャツに着替え、先日ようやく買ったばかりのドライヤーで髪を乾かしている間に、昨日の残りのトマトと豆のスープを温め直す。お気に入りのソファに座ってスープを飲む。美お味いしい。坂ばん東どうが教えてくれた料理のレシピは、ひとつたりとも忘れないようノートに残しておこうと思う。

　食器を片付けてから、日につ課かになっている映画鑑かん賞しようを始める。とはいえ、借りてきたビデオはほとんど観み終わってしまっていて、残っているのは伊い佐さ美みが借りてきたホラー映画だけである。気は乗らなかったがこれも『死しに神がみ』として目覚めるために必要なことと自分に言い聞かせて再生した。ものの十分ぐらいでまともに画面を観ていられなくなる。

「下らない。非常に下らない」と怒ったように呟つぶやいて、凜りんはテレビを消した。

　室内がまた静かになって、雨の音がやけに大きく聞こえてくるようだった。さらに暗くなってきた部へ屋やで、腕組みをして「ふむ」と頷うなずく。いままで敢あえて考えないようにしていたが、今日きようの自分の行動について、やはり虚きよ心しん坦たん懐かいに省みるべきだろう。

　伊佐美に散々言われたように『死神』の眼めを得てからというもの、少し慎重さを失っていたように思う。葡ぶ萄どう原はらを懐柔するにしても、情報を引き出すにしても、他ほかにいくらでも方法があったはずだ。自ら進んで危険を冒すようなやり方は、伊佐美の悪あく癖へきであって、自分はこれまで何度となくそれを諫いさめてきたではないか。

　今日の自分は、まったくもって自分らしくなかった。どうしてあんな真ま似ねをしたか。

　小こ難むずかしい自問自答をするまでもない。

　──僕は、伊佐美の力になりたい。

　安全なところからもっともらしく指示を出すだけではなく、彼の隣となりで、対等な立場で、同じ危険に挑みたい。伊佐美にもっと必要とされたい。

　これは驚おどろくべきことだと思う。

　他人に対して、そんな気持ちを抱くのは生まれて初めてのことだ。

　自己分析の次には、問題の原因を分析しなければならない。

　星ほし野の伊佐美。

　男性。不死身のコトナリの中でも特別な、決して死ぬことのない『鬼おに』のコトナリ。身長は百九十センチ以上、全身隈くまなく無む駄だなく鍛きたえられた肉にく食しよく獣じゆうのような身体からだをしている。見た目は二十代後半くらいだが、少なくとも七十年は生きている。職しよく業ぎようは、中なか原はらのコトナリの間では賤せん業ぎようとされる掃除屋である。基本的に無愛想で、まるで来くる栖すみたいに老成しているかと思えば、まるで妹みたいに子供っぽいところもある。食べ物にも着るものにも頓とん着ちやくしない。けれど、美お味いしいものを食べると嬉うれしそうに笑う。困ったことがあると、額ひたいをがりがりとやる癖くせがある。

　なぜ、自分は彼の助けになりたいと思うのか。それは伊佐美に命を救われたから。伊佐美が何もかも失った自分に、生きる理由をくれたからだ。

　自分がまだ、生きている理由。

　何の得にもならないのに、伊佐美が自分を拾ってくれた理由。

　それは、自分が『死しに神がみ』だから。

　決して死ぬことがない『鬼』を唯一殺せるかもしれない可能性だから。

　掃除屋の助手という立場も、それが『死神』へ至る近道だからであって、伊佐美に手て伝つだって欲しいと頼まれたわけではない。むしろ、今日きようのような無む茶ちやをして、万が一にも命を落としてしまったりしては意味がない。

　一日も早く『死しに神がみ』になって、伊い佐さ美みを殺す。

　伊佐美が自分に望んでいるのは、ただその一点だけだ。

　それを忘れてはいけない。

　凜りんは「よし」と呟つぶやいて思考を終了した。

　じっくり考えて、自分のやるべきことを整せい理りしたら、いくぶん頭がすっきりしたような気がする。頭がすっきりしたら眠くなってきた。矛む盾じゆんするようだが眠いものは仕方がない。寝室から毛布を持ってきて、ソファの上で丸くなる。風が強くなってきたらしい。窓がガタガタと音を立てて揺れる音。一層日光が陰って、部へ屋やの中は急に暗くなっていく。
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　やや強引に凜を事務所に帰した後、伊佐美は地下室から出て来た葡ぶ萄どう原はらを伴って倉庫を出た。雨に濡ぬれながら、無言のまま寂れた街並みを抜けていく。葡萄原は不安げにちらちらとこちらに視し線せんを向けてきていたが、行く手の路上に見るからに怪しげなフルスモークのハイエースが停車していることに気付いて足を止める。後部ドアが開いて中から出て来た男たちを見るや、葡萄原がさっと顔色を変えた。伊佐美にしがみつくようにして言う。

「話が違う。身の安全は保障するって、」

「それはおまえと凜の約束だ。俺おれの知ったことじゃない」

　伊佐美は乱らん暴ぼうに葡萄原を振り払った。水みず溜たまりの中に尻しり餅もちをつく格好になった葡萄原は、愕がく然ぜんとして伊佐美を見上げた。男たちに引き起こされて、車に押し込められる。ドアが閉じるその瞬しゆん間かんまで、葡萄原はずっとこちらを見つめていた。《禍わざ異わい》を殺す度たびに、その家族や仲間から向けられてきたのと同じ、絶望と恨うらみが綯ない交まぜになったあの目だ。

　葡萄原を飲み込んだ自動車が白く煙けむる雨の中へ消えていく。

　額ひたいを搔かき毟むしって、どうにか飲み込めないものを飲み込む努力をしてみたが駄だ目めだった。発作的に、目の前にあったガードレールを手加減なしに殴りつける。ガードレールは根こそぎになって吹っ飛んでいった。こんなに頭に来たのはいつぶりだろう。ややあって、再び携帯に早はや渡との番号から着信があった。早渡では有り得ない。何があっても自分から依頼人に連絡を取らない。それが情報屋の絶対のルールだからだ。

　通話ボタンを押す。すぐに弾むような声が聞こえた。

「葡萄原はたしかに預かったよ。ありがと」

「今度はそっちの番だ」

「分かってるさ。待っているから早く来たまえ」

　電話を切って鹿かの水みず駅えきに向かう。そこから私鉄と地下鉄を乗り継いで新しん中なか原はら駅えきで下車。新しん幹かん線せんも停車する比較的新しい駅で、周囲は背の高いビルが立ち並ぶビジネス街として発展している。

　目的地もそれらのビルのうちのひとつだった。正面入口の横には鏡かがみのように磨き上げられた大きな石が置かれ「タチバナ第だい二にビル」と彫ってある。ガラス張りのエントランスへ入ると正面に受付があり、右手に入にゆう館かんゲート、その奥にエレベーターホールが見えた。ごく当たり前のように受付を素通りして、ゲートを飛び越える。慌てた警けい備び員いんが追い付いてくる前にエレベーターに滑り込み、扉を閉じた。このビルは四十階まであるはずだが、行き先を指定するボタンは三十五階までしかない。

　よく見れば、ずらりと並んだボタンの下には金属製のカバーがある。鍵かぎがかかっていて開かなかったので力任せにカバーを毟むしり取り、その下から現れた最上階行きのボタンを押す。

　このビルの主あるじの性格からして、間違いなくそこにいるはずだった。あいつが、他人の足の下にいることを良しとするはずがない。階数を示す表示が吹っ飛ぶように上がっていく。エレベーターはものの数十秒で最上階へ到達し、ベルの音と共に扉が開いた。絨じゆう毯たんが敷しかれたホールが目の前に広がる。天てん井じようには豪ごう奢しやなシャンデリア、色とりどりの花が詰め込まれた花瓶や、何やら謂いわれのありそうな古い仏像、使い道があるのかどうかもよく分からないオブジェなどが無秩序に並ぶ。その向こうには大きな曇くもりガラスの自動ドアがあった。

　エレベーターの外へ一歩出ようとしたところへ、強烈な殺気が叩たたきつけられる。

　右から水平に、首筋を貫く軌道。

　身体からだが勝手に反応して、上体を大きく反らす。

　右から左へ、首の皮一枚を削りながら日に本ほん刀とうが滑り抜けていく。時間が水みず飴あめのように粘性を増す。わずかに乱れた刃は紋もんも、刀身に映り込んだ自分の顔も、はっきりと見て取れた。そのまま後ろに倒れ込みながら、刀をつま先で蹴けり上げる。跳ね上がった日本刀が、エレベーターの扉にぶつかって硬い音を立てた。

　その一いつ瞬しゆんで前方へ転がり出た。捻ねん転てんして、低い姿勢のまま身構える。

　エレベーターの横に、刀を手にした男が立っていた。長く伸ばした後ろ髪をひとつに束たばねている。伊い佐さ美みと同じくらいの長身だが、手足はすらりとして、これ以上は細く出来ないというぐらい細身のスーツで身を固め、ネクタイまできっちりと締しめている。

「ずいぶんな出迎えだな、萬ばん理り」

「気安く私の名前を口にするな」

　日本刀の男──橘たちばな萬理は吐き捨てるように言い放った。整ととのった面おも立だちに涼しげな表情を浮かべている。たったいま人の首に刀を突き立てようとしたようにはとても思えない。

「ずいぶん物ぶつ騒そうな出迎え方だな」

「貴様にはちょうどいい挨あい拶さつ代がわりだろう」

「命取りに来る挨拶があるかよ。てめえは兄貴からどういう教育受けてんだ」

「──兄上を侮辱するか」

　思わず口が滑った。やばい、と思ったが手遅れだった。

　萬ばん理りの能面のようだった顔に、瞬しゆん間かん的てきに憤ふん怒ぬの表情が浮かんだかと思うと、萬理は刀を振りかざして正面から突っ込んできた。後ろに飛んで距きよ離りを取っても、即座に詰め寄ってくる。刀は一本なのに、その斬ざん撃げきは四方八方からほとんど同時に思えるような速さで繰くり出される。「閃せん刃じんの萬理」とはよく言ったものだ。伊い佐さ美みは手も足も出ず、ただひたすら逃げの一手しかない。花瓶が砕け、花が散り、仏像の首が飛ぶ。

「貴様！　兄上のものを壊こわすな！」

「無む茶ちや言うな！」

　こうなってしまうと萬理は止まらないし、かといって逃げてばかりでは埒らちが明あかない。出血覚悟でなければ止められないか、と腹を括くくった。その時、

「萬理、もうそれくらいにしろ」

　天てん井じように仕込まれているスピーカーからふいに声がした。萬理の動きが一時停止をかけたようにピタリと止まり、怒りに塗りつぶされていた顔から洗い流すように表情が消える。スピーカーの声が続けて言った。

「彼は俺おれ様さまの客人だ。丁てい重ちように御案内してくれたまえ」

「承知しました」

　萬理はあっさりと刀を鞘さやに収める。伊佐美を一いち瞥べつし、抑えた声で呟つぶやく。

「なぜ貴様のような男に兄上が目をかけるのか。理解に苦しむ」

「俺おれだっていい迷惑だ」

　萬理はぎろりと伊佐美を睨にらみつけたが、怒りを押し殺して視し線せんを切り、「失礼します」と言ってカードキーを使って自動ドアを開ける。その先は無む闇やみに広い一室になっていた。おそらくは古い木材のものだろう、良い匂においがする。絨じゆう毯たんの海の遥はるか彼方かなたに、巨大なソファが置かれているのが見えた。左右の壁かべには別の部へ屋やへ続くドアがいくつか並んでいる。どうやら、この部屋は応接のためだけに用意されたものらしい。阿あ呆ほらしいにも程がある。

　萬理に先せん導どうされ、ふわふわする絨毯を踏みながら進んでいく。伊佐美が見てもひと目で高価だと分かる家具や調ちよう度ど品ひんが、特にこだわりもなさそうに乱雑に並んでいる。近くで見るとより巨大な革張りのソファには、三メートルはあろうかという虎とら皮がわが敷しかれ、その上に若い男が、ひとり立たて膝ひざで座って伊佐美を待ち構えていた。

　オレンジ色の髪はボサボサで、安っぽい白のＴシャツに、だぶだぶのスウェットを穿はいて、足先は裸足はだしという極めてラフな格好をしている。テーブルの上には、これもまた高級そうな赤ワインのボトルと、飲みかけのグラスが置いてある。だらしのない格好で、贅ぜいの極みを尽くした品々に囲まれている姿は、ひどく趣しゆ味みの悪い冗じよう談だんのように思えた。

「久しぶりだね。伊佐美。こうして顔を合わせるのは三百四十六日と八時間十五分四十四秒ぶりだ。大変喜ばしい。俺おれ様さまはこの日この時間を死んでも忘れないだろう」

　そう言って泉せん理りは、異様に大きな目をぎらぎらさせて、薄うすら笑いを浮かべた。口を開こうとした伊い佐さ美みに掌てのひらを向け、「萬ばん理り、耳を貸せ」と弟を呼びつける。

　その言葉に素直に従って、萬理はソファの横に跪ひざまずく。

　泉理は手にしたワインボトルで、弟の頭を殴りつけた。

　派は手でな音がしてボトルは砕け散る。ワインが大量に飛び散り、萬理の白いシャツや絨毯を汚した。しかし萬理は膝ひざをついたまま、ワインではない赤い液体が頰ほおを伝っても平然としている。

「なぜ殴ったか分かるかい？」

「……私がエレベーターホールを破は壊かいしたからでしょうか」

「違う。このワインがまずくてさ。腹が立ったから殴ったんだ」

「左さ様ようですか。気分は晴れましたか」

「ぜんぜん」

「すぐに別のものを用意致します」

「いらない。目障りだから俺様の視界に入らないところにいろ」

「はい」

　萬理は拳こぶし一個分退しりぞいてから立ち上がり、泉理が座るソファの後ろに回った。

　橘たちばな泉理と橘萬理。彼らは『猫ねこ』のコトナリで、コトナリには珍しい血のつながった兄弟である。傍はたから見る限り、二人ふたりの関係は兄弟というよりも主人と執事、いや飼い主と奴ど隷れいのようだが。彼ら兄弟は二十年ぐらい前にふらりと中なか原はらに現われて、当時『猫』の宗主であった橘家に仕えるようになった。泉理はすぐに「ジーニアス」と渾あだ名なされるほどの鬼才ぶりを発揮した。それまで下げ賤せんの行いとして忌き避ひされていた人間相手のビジネスを成功させ多大な富をもたらしたり、一族の秘ひ儀ぎとして口く伝でん的てきに受け継がれるものだった異能を誰だれでも習得出来る「魔ま術じゆつ」として体系化したりと、これまでの中原の長い歴史にも類を見ない功こう績せきを上げる兄を、弟の萬ばん理りは千年に一度と言われる剣の腕で支えた。

　兄弟の働きによって、五ご枝し族ぞくの中で最弱と言われていた『猫』は、『狐きつね』と並ぶまでに急成長を遂げた。橘家は五枝族きっての穏おん健けん派はで、人間と積せつ極きよく的てきに関かかわりを持ち、いずれは人間とコトナリが互いを認め合い共存出来る世界を作ろうという考えを持つ人知派の筆頭でもあった。橘家が発言力を持ったことにより、中原の斯し界かいはより安定し、さらには人間との調ちよう和わへと向かうかに思われた。

　しかし、その予想は裏切られた。

　年に一度。決まって師走しわすに催される五枝族の大納会に、兄弟が率いる賊ぞくが乱入、大立ち回りを演じた末に橘家宗主を拉ら致ち、その場で「橘」の名を簒さん奪だつすることを堂々公言したのである。コトナリ界はざわめき立った。また戦争が始まるのだと、誰だれもが覚悟した。

　しかし、その予想も外れた。

　兄弟は橘たちばな家け郎党をことごとく粛しゆく清せいあるいは幽閉したが、ただそれだけだった。他ほかの五枝族と事を構えるどころか、『猫ねこ』を糾きゆう合ごうすることさえしなかった。この頃ころ、人間たちが築き始めていたビジネス街の一等地に、天を衝つくようなビルを打ち建て、静せい観かんを決め込んだのだ。唐突に主あるじを失う形になった『猫』は大いに混乱をきたし、身内同士で殺し合うような事態が多発した。それまで『猫』の縄なわ張ばりだった地域における秩序らしい秩序は崩ほう壊かいし、有う象ぞう無む象ぞうのギャング集団を生み出す温おん床しようとなって、今こん日にちに至るも五枝族の頭を悩ませている。

　何がしたかったのか分からない。

　ただ徒いたずらに中原を混乱させたかったとしか思えない。

　そういう次第であるから、橘兄弟は中原じゅうのコトナリから忌いみ嫌われ、その悪名は、掃除屋・星ほし野の伊い佐さ美みに勝るとも劣らない。大きく違うのは、橘兄弟には腐るほどの金があるという点だ。故に取り巻きが絶えることはなく、人間社会とのつながりも深いため、五枝族もうかつには手を出せずにいる。

　泉せん里りは「さて」とソファに座り直して、

「そのうち邪じや魔まが入るだろうとは想定していたが、よもや、星野が出てくるとはね。今回は扱っているブツがブツだ。いつぞやのように大事になったら、どれだけ被害がでていたか分からない。無事に収まって良かったよ」

　葡ぶ萄どう原はらに『赤あか土つち』を集めさせていた張本人は、橘泉里であった。あれだけ大量の『赤土』を何に使うつもりなのか。さらに転売して利り鞘ざやを稼かせぐつもりか、あるいはもっと良からぬ企たくらみがあるのか。なんにせよ、今は気にしている場合ではない。

　泉理が言う「いつぞやの」というのは、伊佐美が御ご陵りよう院いんからの依頼で、橘家宗主の救出および橘兄弟の殺害を試みた時のことだろう。結果は敢あえなく失敗。伊佐美の動きは泉理に漏れており、萬ばん理りを筆頭にした数百人の手て練だれに囲まれてしまったのだ。禁じ手を使ってなんとか窮きゆう地ちは脱したのだが、その際、橘兄弟が根城にしていたビルは一夜にして崩ほう壊かいした。このビルはその後、再建されたものである。

「無事に収まるかどうかはてめえ次第だ」

　伊佐美はそう言って、携帯の画面を泉里に見せつけた。

　画面には、拘こう束そくされて椅い子すに座らされた早はや渡との写真が映し出されている。身体からだのあちこちには拷ごう問もんの痕あとも見て取れ、頭の上にはタチバナの果実がちょこんと乗せてあった。それは早渡自身のメールアドレスから送られてきたもので、「葡ぶ萄どうと交換しよ☆」という短いメッセージが添えられていた。

「そう怖い顔をするものじゃないよ。もちろん殺しちゃいないし、五体満足でいるさ」

　泉理は楽しそうに言った。「三日くらい前だったかな。俺おれ様さまの周りを嗅かぎ回られて目障りだったんでとっ捕まえたんだけど、こんなふうに使えるとはねえ。殺さなくてよかったよ」

「……早渡は、どこだ」

　伊い佐さ美みは今すぐ跳びかかって泉せん理りの首を捻ねじ切りたい衝しよう動どうを堪こらえながら言った。

「ふうん、早はや渡とっていうのか、あの『兎うさぎ』。おとなしくさせるついでに、ちょっと話を聞いたんだけど、足の爪つめを半分剝はがされるまで口を割らなかったんだ。まだ若いのに大したものだ」

「もう一度だけ言うぞ。早渡はどこだ」

「安心しなよ。星ほし野のがここへ来た時点で解放してる。いまごろ、うちが経営する病院で治ち療りようを受けてるはずさ。疑うなら電話してみるといい」

　伊佐美は携帯を操そう作さして早渡へ電話をかけた。すぐにつながった。「早渡か？」と声をかけても応答がない。耳を澄すますと、電話口の向こうからぐずぐずと鼻をすする音がする。やがて、『あにき、すいません』と涙で濡ぬれた早渡の声が聞こえてきて、ようやく生きた心地ここちがした。

『またドジ踏んじゃって……我慢したんすけど、駄だ目めで……それで……』

「もういい。悪かったな、俺おれの頼みを聞いてくれたばっかりに」

『あにきぃ……』

「情けない声出すな。後は俺に任せろ」

『ちょ、ちょっと待ってください、兄貴』

「おまえはもう関かかわるな。いいな」

　伊佐美は一方的に言って、電話を切った。

「気は済んだかな？　じゃあそろそろ本題に入ろう」

　泉理は言った。「ほら、突っ立ってないで。座りたまえ。遠えん慮りよするな」

　伊佐美は泉理を睨にらみながら、ソファに腰を下ろした。事務所のソファとは比べ物にならない柔らかさで、身体からだがこのまま沈み込んでいきそうな不安感があった。

「萬ばん理り、お客様に飲み物が出てない。ワインを持ってくるんだ。一番高いやつだぞ」

「はい。ただいま」頭を下げ、部へ屋やを出ていく萬理。

　泉理は伊佐美にウインクをして見せて、

「まったく。出来の悪い弟を持つと苦労する」

　さっきはいらないと言ったくせに、舌の根も乾かぬうちに前言を翻ひるがえす。まったく神をも恐れぬ横おう暴ぼう三ざん昧まいである。それに不満ひとつ言わない萬理も、やはりどうかしている。

　またしても高級そうなワインの封が切られ、二つのグラスに濃こい葡ぶ萄どう色いろの液体が注つがれる。ご丁てい寧ねいに、美う味まそうな生ハムやチーズまでが並べられた。泉理はグラスを掲げ持ち「再会に」と呟つぶやく。伊佐美は無言でグラスを傾け、ろくに味わいもせずに飲み込んだ。その飲みっぷりに気を良くしたらしい泉里が「もっと飲め」と片手で乱暴に注ぐものだから、ばしゃばしゃとワインがこぼれて、またテーブルや絨じゆう毯たんを汚した。

　泉理は生ハムを手て摑づかみでむしゃむしゃと食べながら、

「俺おれ様さまに訊ききたいことがあるんじゃないのか」

「早渡は俺の頼みである事件を探っていた。あいつがおまえの周りを探ってたってことは──」

「奥歯に物が挟まったみたいな物言いはやめたまえ。時間の無む駄だだ。知りたいのは桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件のことだろ？　証拠は徹てつ底てい的てきに消したつもりなのに俺おれ様さままで辿たどり着いたのだから、本当にあの『兎うさぎ』くんは優ゆう秀しゆうだな。もっと大切にしてやれ。なんなら俺様が雇ってやってもいい」

　生なま爪つめ剝はがしておいてよくも言えたものだ。しかし、今はそれよりも、

「認めるんだな。おまえがあの事件に関かかわったこと」

「関わったも何も！」泉せん理りは大きく手を広げ、嘲あざけるように言った。「桜条家襲撃事件の犯人として、特犯室に皆殺しにされた連中。あれは俺様が揃そろえた兵隊だよ」

「何のために桜条家を襲おそった」

「さあ、知らないね」

　伊佐美は立ち上がった。我慢にも限界というものがあった。これ以上、泉理の戯たわむれに付き合っていられない。テーブルを踏み越えて、泉理に詰め寄る。控えていた萬ばん理りが電光石火の速度で刀を抜き放ち、眼がん前ぜんに切っ先を突きつけてくる。

「兄上から離はなれろ。殺すぞ」

「うるせえな」と、伊い佐さ美みは刀を右手で摑つかむ。掌てのひらが裂けて血が流れるのも構わず、渾こん身しんの力で握にぎり締しめると、刀がぐにゃりとひしゃげた。萬理は驚おどろいて動きを止める。

「兄弟まとめてぶっ殺されたくなかったら引っ込んでろ」

　刀を離し、泉理に向き直って言った。「答えろ。なんで凜りんの家族を殺した」

「俺様が如い何かな天才とはいえ、知らないことは答えられない」

　泉理は笑いながら言った。「俺様は、金を積つまれて兵隊を用意してやっただけだ。くれてやったものがどう使われようと、俺様になんの関かかわりがある？」

「兵隊を、貸しただと？　だから、自分は悪くないって言いたいのか？」

「馬ば鹿かを言え。奪って殺す以外、兵隊にどんな使い道がある？　兵隊を貸すってことは、その片棒を担ぐってことに他ほかならない。そんなことは分かっている」

「誰だれに兵隊を貸した。誰が事件の犯人だ」

「それを訊きいてどうする？」

「それこそ、おまえに関わり合いのないことだろ。答えろ。犯人は誰だ」

　伊佐美が血ち塗まみれの右手をごきりと鳴らした。その気になれば、萬理がこちらの首を跳ねるより早く、泉理の首を握にぎり潰つぶせる。そのことは、泉理も分かっているはずだった。

「仕方ないな。俺様もまだ死ぬ訳にはいかないし。いいよ、教えてやる」

　泉理は伊佐美の耳元に口を寄せた。

　まるで恋人に睦むつ言ごとを囁ささやくように、

　──その名前を口にした。

「は……？」

　聞き間違えかと思った。驚おどろきのあまり、よろめいてテーブルに座り込む。

　泉せん理りは伊い佐さ美みを見下ろして「いい顔だな」と邪悪に笑う。

「どうしてあいつが……」

「決まっている。『死しに神がみ』を自分のものにしたかったんだろ」

　泉理の硝子ガラス玉だまのような瞳ひとみが、歓喜の金きん色いろに輝かがやいていた。




　　　　　　　　　　○




　タチバナビルの外に出ると雨はすでにやんでいた。散々雨を降らせて軽くなった雲の間から、朱色っぽい太陽も顔をのぞかせていた。

　電車とバスを乗り継いで帰ってきたはずだが、道中の記き憶おくがすっぽり抜け落ちている。気がつけば、ごみごみとした住宅街の向こうに事務所の入っているビルが見える所まで来ていた。事務所の窓には明かりが点ついていて、その明かりがぼんやりと照らす路上に、凜りんがぽつねんと立ち尽くしていた。その姿が長く伸びたビルの影かげに溶け込むようで、あまりにも儚はかなく見えて、伊佐美は咄とつ嗟さに「凜」と呼びかけた。凜は飛び上がるように反応した。

「ただいま」と伊佐美は言った。

「おかえりなさい」と凜が答えた。

「何してんだ。こんなとこで」

「別に。ただ、雨が上がったから外の空気を吸おうと思って」

「なんだ。俺おれが帰ってくるの待ってたんじゃないのか」

「そんなわけないでしょう。変なこと言わないでください」

　凜は怒った顔をぷいとそむけて、事務所へ戻ろうとした。

「もう飯食ったのか？」

「まだですけど」

「んじゃ、なんか食いにいくか」

「早はや渡とさんと食べてきたんじゃないんですか？」

「ん？　ああ……それはその、まだ食べ足りないっつーか、食べてないっつーか……なんでもいいだろ。とにかく腹が減ったの、俺は。さっさと準備してこい」

　凜は釈然としない様よう子すだったが、「嫌いやなら置いてくぞ」と急せかすと、「分かりましたよ」と頷うなずいて一度事務所に戻り、上着を取ってきた。伊佐美が歩き出すと、凜はちょこまかとついてきて隣となりに並んだ。「どこへいくんですか？」と訊きいてくる。

「そうだな……今日きよう何なん曜よう日びだっけ？」

「水曜日です」

「なら、蛙かえるおでんにするか」

「かえる？　ゲテモノは嫌ですよ」

「心配すんなって」

　言いながら、暮れていく街を歩いた。御み山やま通どおりを下り、黄こ金がね大おお橋はしが見えてきたところで対岸へ目を向けると、ごちゃごちゃとした建物が長く連なっており、電燈や提灯ちようちんの明かりが川かわ面もを照らしている。そこは通称「縄なわ手て町まち」と呼ばれる飲み屋街である。バー『２９』がある馬ま込ごめ通にも飲食店が密集しているけれども、縄手町は昭しよう和わの気け配はいを色いろ濃こく残しており、伊い佐さ美みがこの街に来た頃ころからちっとも変わっていない。

　黄金大橋を渡り、薄うす汚よごれたアーチをくぐって縄手町へ入る。こぢんまりとした飲食店や風俗店、屋台などが肩をぶつけ合うようにして軒を連ねており、人がようやくすれ違えるほどしかない通路を、まだ日もくれないうちから赤ら顔をした老若男女が往来している。焼き鳥、おでん、粉物、ラーメン、炉ろ端ばた焼やき、ホルモン焼き──夜を渡る風は、ありとあらゆる美う味まいものの匂においを運んでくる。それらの誘惑に惑わされることなく、酔客をかき分けて進む。

　やがて行く手に、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした屋台が現れてくる。それは「青あお田た」というおでんの屋台である。「青田」という屋号は、そのまま店主である『蛙かえる』のコトナリの名でもあった。縄手町界かい隈わいには、こうしたコトナリが営む屋台がいくつもあるけれども、伊佐美はどこへいっても良い顔をされない。場合によっては露ろ骨こつに追い返されることもある。無理もないと思う。伊佐美が入ってくるなり、コトナリの客は潮しおが引くようにいなくなるのが常だからだ。だから、伊佐美は滅めつ多たに外食をしないし、するとしてもコトナリの寄りつかない店を選ぶ。その点「青田」の親おや父じが客を選ぶことはない。本当は迷惑しているのかもしれないが、迷惑だと言われたことはないので気にせず贔ひい屓きにしている。

　店主は極めて無口で無愛想この上ないのだが、六つしかない客席は常連客で埋まってしまっていることも多い。今日きようは幸いにも、まだ時間が早いこともあって他ほかに客はいなかった。

　屋台などもちろん初めての凜りんは、黙もく々もくと作業する店主の手元を、物珍しそうに覗のぞき込んでいる。カウンターの前に設置された八つの正方形からなる銀ぎん色いろのおでん鍋なべは、ダシ汁で満たされ、チクワやガンモ、厚揚げといった種がぷかぷかと浮かんでいる。

　その味は天下一品である、と伊い佐さ美みは思う。種の質もさることながら、特筆すべきはダシ汁だ。その琥こ珀はく色いろの透き通った液体には、豚とん骨こつや鶏とりガラ、魚介などありきたりな材料とは明らかに違った、得も言われぬ旨うま味みが凝ぎよう縮しゆくされている。噂うわさでは蛙からダシを取っているというが、あくまで噂の域を出ないし、蛙だろうとなんだろうと美う味まいものは美味い。「青田」は、客が自分で鍋から種を掬すくうセルフサービス方式を採用している。伊佐美は定番の種を適当に見み繕つくろって皿に盛る。凜は悩んだ末に大根を掬い、箸はしで二つに割り、息を吹きかけて冷却を図る。

　一いつ緒しよに暮らして分かったことだが、凜は筋金入りの猫ねこ舌じたであった。

「熱あついものは熱いんだから仕方ないじゃないですか」

「熱いのを火傷やけどしそうになりながら食べるのが美味いんだ」

「伊佐美は火傷してもすぐ治るし、マゾだから。僕にそういう趣しゆ味みはありません」

「誰だれがマゾだ、誰が」

　凜りんは大根をさらに四分割して、そのうちひとつを慎重に口へ運んだ。途と端たん、目を瞠みはって「おいしい」と驚おどろいたように呟つぶやく。「青あお田た」の店主が、ちらりと凜を見た。

「あの後、葡ぶ萄どう原はらはちゃんと約束を守りましたか？」

　伊佐美は餅もち巾きん着ちやくをもぐもぐやりながら、凜を見つめた。

　守っていない。正せい確かくには守れなかった、と言うべきか。その前に、早はや渡とと引き換えで橘たちばな泉せん理りに売り渡してしまったから。自分のやったことを隠すつもりはなかったが、それを話してしまったら、泉理から聞き出した真犯人の名も隠しておくのは難しくなるだろう。現状では、泉理が口からでまかせを言ったという可能性も残ってる。本当のところをたしかめなくてはならない。少なくともそれまでは、隠しておこうと決めた。

　伊佐美はごくんと餅巾着を飲み込んで、

「──ああ。何から何まで全部喋しやべった。誰の指図だったか、聞きたいか？」

「興きよう味みありません。伊佐美も、ちゃんと約束を守ってくれたんですよね？」

　そう言って凜が箸を伸ばそうとした大根を、伊佐美は横から攫さらって、素す早ばやく口へ運んだ。謎なぞの旨味が口いっぱいに溢あふれ出して思わず「おいしい」と呟いていた。

「当たり前だろ。ちゃんと御ご陵りよう院いんに預けた」

「そうですか。安心しました」

　凜は小さく頷うなずいた。それで仕事の話は終わった。気の向くままに種を選び、たらふく食べて「青田」のおでんを満喫した。そのうちあたりも暗くなってきて、屋台の外を行き交う客足が増えてきた。縄なわ手て町まち全体がこれから始まる長い夜に向けて、むくむくと膨ふくらんでいくようだ。

　縄手町にはコトナリも多く訪れる。どこで誰だれに出くわしてトラブルになるともしれないし、凜も騒さわがしいのは好まないので、会計を済ますと早々に縄手町を抜けだした。

「美う味まかっただろ」

「美お味いしかったです。不ふ思し議ぎな味がしましたけど、あれはなんのダシなんでしょうか」

「俺おれも知らない。世の中、知らない方がいいこともある」

　ふと思いついて言った。「せっかくここまできたし、風ふ呂ろ屋やに寄ってくか？」

「お風呂屋さん、ですか」

　凜はあまり乗り気ではないようだったが、伊い佐さ美みは有う無むを言わさず歩き出した。

　その昔、大きな通り沿いには必ず銭湯があったものだが、十年ぐらい前から急にその数を減らし始め、事務所から徒歩三十分もかかる銭湯が最も寄よりになってしまった。嘆かわしいことである。その銭湯が、縄手町からは近い。

　暮れなずむ空は一面薄うすい紫むらさき色いろに染まって、筆で擦こすりつけたような筋雲が浮かんでいる。縄手町を北へ抜け、鍛か冶じ屋や通どおりにぶつかったところで西へ折れると、すぐに銭湯の煙突が見えてくる。コンクリート製の煙突は、いままさに沈みゆく西陽を跳ね返して燃もえるような赤あか色いろに輝かがやいていた。銭湯が間近に迫ると、凜りんはぶつぶつ言った。

「どうしてわざわざ銭湯なんか……」

「なんだよ、いまさら」

「知らない人と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るなんて嫌いやじゃないですか」

「なんだよ。銭湯も初めてか？」

「それは、そうです。自分の家にお風呂があるのにいく必要はないでしょう」

「たまには大きい風呂もいいもんだぞ」

　まだぶつぶつ言う凜の背中を押して、暖簾のれんをくぐる。番台に二人ふたり分ぶんの入浴料を積つんで、さっさと服を脱ぎ、ロッカーの鍵かぎとタオルだけを持って浴場へ入ると、正面の壁かべに描かれた豪ごう奢しやな七しち福ふく神じんのタイル絵が出迎え、湯気と一緒に、がやがやとした喧けん騒そうが伊い佐さ美みを包んだ。凜が追いついてきて、「結構混んでますね」と言った。

「だな、これならしばらく潰つぶれる心配はなさそうだ」

　カランの前に並んで座って、一日の垢あかを落とす。まずは頭から。シャンプーを入念に泡立てて洗う。次は身体からだと思って、石せつ鹼けんとタオルを手に取ると、凜がじっとこちらを見ていた。

「なに？」

「伊佐美の筋肉を観かん察さつしていました」

「えっち」

「えっちじゃないです。どうすれば伊佐美のような肉体を手に入れられるかと考えていたんです。何か秘ひ訣けつがあるのですか？」

「秘訣と言われてもなあ」

「なにか特別なトレーニングとか、食生活で気をつけていることとか」

「トレーニングなんてしたことないな。食べ物も食べたいものを好きなだけだし」

　凜はむう、と唸うなった。「きっと、太った野生動物がいないのと同じ理屈でしょうね」

「それは褒ほめてるの？」

「事実を述べているまでです」

「さよけ」

「不公平ですよ。僕はいくら鍛きたえても太くならないのに」

　凜は自分の薄うすい胸板をぺたぺたと叩たたいた。「坂ばん東どうにもつねづね言われていましたし、伊佐美の助手をやっていて一層痛感しました。やっぱり僕には筋肉が足りない。僕も伊佐美のような肉体が欲しいです」

　自分の身体に、凜の顔が乗っかっている生物を想像してみる。ジョークを通り越して、ちょっとしたホラーだったので、「筋肉は俺おれが担当するから、おまえは頭を使った方がいい。適材適所」ともっともらしいことを言って誤ご魔ま化かした。

　身体を洗い終えて湯船に浸つかる。最初はぴりぴりと刺し激げきがあって、それに慣なれるとじんわり身体からだが温まって、自然と緩ゆるんだ声が出た。噓うそか真まことか、広い世界には一生に一度たりとも風ふ呂ろに入らない人々もいるというが、そんな話を聞くと、つくづくこの国に生まれてよかったと思えてくる。凜りんは熱あつめのお湯に苦戦しながら、じわじわと身体を湯船に沈めている。

「タオルは入れるなよ」

「分かってます」

　凜から目を離はなし、湯船の縁へりに背中を預けて目を閉じた。

　伊い佐さ美みは風呂をこよなく愛する。愛するがゆえに、事務所のせせこましいバスタブには滅めつ多たに入らない。風呂は大きくなければいけない。こうして大きな湯船で、温かい湯に全身を委ゆだねていると、垢あかや疲労だけではなく、身体にこびりついていた目に見えない穢けがれまでがお湯に溶けて流れ落ちていくような気がする。日々命を奪い合うような仕事を生なり業わいとしていることが噓のように思え、自分が人間とは異なる生き物であることも、悪い夢ではないかとさえ思える。現実逃とう避ひといえばそれまでだが、風呂の中でくらいは自分を忘れてもよかろうと思う。どうせ、いつまでも風呂に入っているわけにはいかないのだから。

「伊佐美のそんなに緩んだ顔、初めて見ました」

　ようやく肩までお湯に浸かった凜が、すいっと流れてきた。伊佐美は自分の顔を揉もんで、

「自分じゃよく分からんが」

「いつも不ふ機き嫌げんそうだし、誰だれ彼かれかわまず睨にらみつけるじゃないですか。ヘラヘラしているよりはマシですけど、もう少し愛想を良くしても損はないと思いますよ」

「おまえだってそんなに愛想よくないだろうに」

「僕は相手を選んでいるだけです。伊佐美に媚こびを売っても仕方がない」

「可愛かわいくないガキだな、ホント」

　伊佐美は身体からだを起こして、天てん井じよう近くで湯気がもうもうと渦を巻き、照明の明かりをも巻き込んでぼんやりと光るのを眺めた。凜は転がっていた石せつ鹼けんを洗面器の中でぶくぶく泡立て、掌てのひらからふうっと泡を吹き飛ばしたりしている。何か言いたそうな雰囲気だったけれども、なかなか口を開こうとしない。いい加減のぼせそうだったので、「ひとつ、訊きいてもいいか」と声をかけた。凜は「なんですか」と警けい戒かいしたふうに上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

　少し言葉に詰まった。

「おまえ、全部終わったらどうする？」

「全部って、どういう意味ですか」

「全部は全部だ。『死しに神がみ』になって、やることやって、それからだよ」

　凜はふと冷めた表情になって、「……ああ、そういうことですか」と言った。

「どうしましょうね」

「ちゃんと考えとけよ。じゃないと、御ご陵りよう院いんにいいように使われるぞ？」

「そう言われても、いまさら普通の生活には戻れないですし、そもそも戻る場所もないし。ハルさんには悪いけど、僕ひとりで掃除屋をするっていうのも無理があるし」

　凜りんはいいことを思いついた、というように頷うなずいて、

「いっそ、伊い佐さ美みの後を追うっていうのはどうですか？」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえよ。真ま面じ目めに考えろ」

「そんなにおかしいですか？　伊佐美に拾われた命なんだから、最後まで伊佐美に付き合うというのは、それなりに筋の通った話だと思いますけど」

「そこまで付き合われちゃ迷惑だ。あの世ぐらい、ひとりでのんびりさせろよ」

「だから、あの世なんてありません。死んだらそれで終わりです」

　凜はむっとふくれた。伊佐美は構わず言った。

「『死しに神がみ』になったからって、頭から角つのが生はえるわけじゃないんだ。その気になれば人間に紛れて暮らすのは難むずかしくない。歳とし相そう応おうに学校に通えとは言わないけど、なんかないのかよ。やりたいこととか？　将来の夢とか？」

　凜はずぶずぶと鼻下までお湯に沈んでしばらく黙だまり込んでいたが、にゅっと浮上し、

「……絶対に笑いませんか？」

「聞いてみなきゃ分からん」

　凜は再び沈降し、やがて浮上して、「僕は探偵になりたい」と言った。

　伊佐美は「ふうん」と頷いてタオルをぎゅうと絞って頭に乗せた。
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「浮うわ気き調ちよう査さがやりたいってわけじゃ、ないんだよな」

「伊い佐さ美みが言いたいことは分かります」

　凜りんも真ま似ねをしてタオルを頭に乗せる。「僕は物心ついた頃ころから本を読むのが好きで、父が遺のこした本を読み尽くしてしまった僕に、母が最初に買い与えてくれた本が、なぜか探偵小説だったんです。現実の探偵がどういう職しよく業ぎようかぐらい分かってますし、小説に出てくるような探偵が現実にはありえないことも、もちろん分かっています。でも、なりたいものは何かと訊きかれたら、僕は小説に出てくるような探偵を一番にあげます。ほら、どうです、子供っぽいでしょう。笑ってもいいんですよ」

「笑えと言ったり、笑うなと言ったり、どっちなんだよ」

　百年に一度の『死しに神がみ』も、小説に出てくるような探偵も、現実では、まずお目にかかれないという点は同じである。いずれにしても難なん儀ぎな道だな、と思った。しかし、凜には将来があって、それだけの可能性もある。己おのれが何者かもわからないまま、とっくに行き詰まってしまった自分とは全然違う。

「伊佐美はどうなんですか？　本当に出来るかどうかは別にして、掃除屋以外に何かやりたいことはないんですか」

「そうだなあ……」としばらく考えて言った。「旅をしてみたいかな。中なか原はらに来る前はいろいろな所を点々としてたけど、たいがい人里離はなれた山の中だったし。中原に来てからは、一度も街を出てないから」

「いいですね。僕はイギリスにいってみたいです。大だい英えい博はく物ぶつ館かんが見たい」

「外国かあ……それは御ご陵りよう院いんにパスポート用意してもらわないといけないな」

「飛ひ行こう機きではなくて船旅でいくべきである」とか「ウナギのゼリーを食べるべきか否か」とか「ハイゲイト墓ぼ地ちは絶対外せない。このあいだ急きゆう逝せいしたダクラス・アダムズの墓参りをするのだ」とか、無意味に仔し細さいな部分について議ぎ論ろんを交わした。お互いにそれが絶対にやってこない将来だと分かっていたけれども、そうやってあれこれと話しているうちに、二人ふたりともすっかりのぼせてしまって、頭がクラクラしてきた。

「そろそろ上がるか」

「はい。そうしましょう」

　風ふ呂ろ上あがり。パンツ一枚で首にタオルをかけ、扇せん風ぷう機きの前に並び、腰に手を当ててフルーツ牛乳を飲んだ。これは銭湯における作法だから覚えておくように、と凜に噓うそを教えた。外へ出るとすっかり空は暗くなっていた。銭湯の前の通りには提灯ちようちんがいくつも吊つるされて、ぼんやりとした明かりが灯ともっていた。

「そっか。もう祭りの時期か」

「何のお祭りですか？」

　凜が首を傾かしげる。濡ぬれた髪から石せつ鹼けんの匂においがした。

「祭りって言ったら祭りだろうよ」

「だから、何のお祭りですか？」

　伊い佐さ美みは「マジかよ」と呟つぶやいて閉口した。

　毎年旧盆前後、中なか原はらでは街を上げて大きな祭りが催される。たくさんの出店が出て、全国から観かん光こう客きやくが押し寄せ、一年を通して中原が最も賑にぎわう時期だ。連日の人ひと込ごみにはうんざりさせられるが、事務所の屋上から眺める船ふな渡と御ぎよの灯あかりは、例えようもなく幻想的で、それだけであの廃はい墟きよじみたビルに住んでいる価値があるというものだ。中原市民にとって、正月よりも重要かつ盛大な行事を知らないとは。

「中原に住んで長いんだろ。いったことないのか？」

「はい」

「一度も？」

「はい」

「本当に？」

「しつこいなあ。そこまで言うなら、今こ年としは伊佐美が案内してください」

「そうだな。考えとく」

　凜りんの濡ぬれ髪がみをぽんと叩たたいて、伊佐美は歩き出した。凜も早足でついてくる。

「明日あしたは御ご陵りよう院いんのところへいってくる。報酬の受け取りが溜たまってるし、陰いん陽よう紙しもそろそろなくなりそうだしな。おまえもいくか？」

　凜は唇を尖とがらせて、「そうですね……」と少し考えるようにした。

「……いえ、やっぱり留守番しています。ハルさんにはよろしく伝えておいてください」

「さよけ」と伊佐美は頷うなずいた。

　そんな、何気ない会話で決心がついてしまった。真実がどうであろうと、誰だれを殺すことになろうと。一切を凜に知られないうちに終わらせよう。伊佐美はそう決めた。

　提灯ちようちんの明かりを眺めながら、二人ふたりはぶらぶらと家路につく。

　どこか遠くから、豆腐屋のラッパが聞こえてくる。

　夏がすぐそこに近づいてきていた。




　　　　　　　　　　○




　翌日、伊佐美は朝食を済ますと、早々に出かけていった。戻りは遅くなるだろうと言っていたから、うまくすれば伊佐美より先に戻って来られるかもしれない。

　凜は、なるべく動きやすそうなフード付きのパーカーとジーンズを選んで身に着ける。ナイフシースは腰の後ろに留めて『立たち切きり』を収める。リュックサックに持っていくものを詰め込む。財布、ペンライト、ライター、包帯と消毒液、チョコレート、ミネラルウォーターのペットボトル、『立たち切きり』よりずっと実用的な両もろ刃はナイフ。

　リュックを背負い、すべての準備を終えて、事務所を見渡す。

　伊い佐さ美みに連れてきてもらったこの場所に、自分の意志で帰ってこようと思う。それでようやく、この場所が自分がいるべき場所なのだと胸を張って言えるようになるのだ。

　細くて急な階段を下り、ビルの外へ出ると強い陽ひ射ざしが照りつけた。凜りんは手をかざして、太陽を見上げた。いよいよ夏の訪れを感じさせる陽気が、どこか他ひ人と事ごとのように感じられる。路地を抜けて御み山やま通どおりからバスに乗る。白しら木き通で下車し、別のバスに乗り換える。街を抜け、いくつも橋を渡り、バスは北東へと進んでいく。やがて行く手に濃こい緑に覆おおわれた山の連なりと、その裾すそ野のに広がる住宅地が見えてくる。

　上かみ山やま地区。

　足を踏み入れるのは、あの夜以来のことだった。

　バスは「上山車庫」という停留所で終点になる。ここから先は歩いていくしかない。ゆるやかな坂道を登っていく。昼間の住宅街はひっそりと静まり返っていて、すれ違う人もない。道の両側にならぶ住宅は、上へ登るにつれて数を減らし、その分だけ豪ごう奢しやになっていく。道路は徐々に細くなり、アスファルトの舗ほ装そうさえなくなって、やがて曲がりくねった山道に変わる。そこまで来ると、道の両側には鬱うつ蒼そうとした木こ立だちと藪やぶが広がばかりだ。

　あの夜、茫ぼう然ぜん自じ失しつとして彷徨さまよっていた自分は、この森でひとりの鬼と出会った。

　最初は自分を殺しに来たのとだと思った。こんなやつに殺されるのか思うと、目がくらむほどの怒りが湧わいてきて、気力も体力も尽き果てていたはずなのに、気がつけば立ち上がって『立切』を握にぎり締しめていた。それが勘違いであれ、もう一度立ち上がるための原動力になったのはたしかだった。もし伊佐美に会わなかったら、自分はそのまま野垂れ死んでいただろう。伊佐美には心から感かん謝しやしている。面と向かっては、うまく伝えられないけれども。

　だから、伊佐美が自分を拾ってくれた理由を知った時、力になりたいと思った。自分が『死しに神がみ』になることで、この世から消えてしまいたいという彼の願ねがいが叶かなうなら、当然そうすべきだと思った。けれど──

「暑いな……」

　ぽつりと呟つぶやいて、時刻を確かく認にんする。伊佐美が先に帰ってきて、自分が黙だまって上山に向かったと知ればきっと怒るだろう。けれど、そんなことが些さ細さいに思えてしまうほど、大きな決断を自分はしようとしている。

　──僕は伊佐美を殺したくない。

　──一いつ緒しよに、掃除屋を続けたい。

　それが、現時点での、桜おう条じよう凜の偽らざる本心だった。

　その気持ちは、いつからか凜の中に芽め生ばえていて、けれどずっと気がつかないふりをしていた。しかし、昨日きのう伊佐美とおでんを食べて、銭湯にいって、すべてが終わった後の話をした時、とうとう気がついてしまった。一度気付いてしまったら無視し続けることは出来なかった。

　伊い佐さ美みはどんな反応をするだろう。怒るだろうか。呆あきれるだろうか。受け入れてくれるだろうか。あるいは、自分はまたひとりぼっちになってしまうかもしれない。それ以上先のことを考えるのは恐ろしかった。

　そしてこの願ねがいは、伊佐美を失望させると同時に、家族を裏切ることでもある。

　復ふく讐しゆうを忘れて、これまでの自分を捨てて、伊佐美と新しい人生を生きる。そんな身勝手を、家族は許してくれるだろうか。いや、死んだ人間に許しを請こうなど馬ば鹿かげている。死んだ人間は、怒ることも、悲しむこともない。

　これは、自分ひとりの問題だ。

　だから、ひとりでここへ来た。

　復讐の手立てを失って、なし崩しに終わるのでは駄だ目めなのだ。

　自分の意志で、あの夜を終わりにしなければならない。

　凜りんは地面を踏む足に力を込める。まとわりついてくる羽虫を追い払い、通る者が絶えて急速に自然に帰りつつある山道に苦戦しながら歩くこと三十分あまり。より一層深くなるばかりかと思われた緑が唐突に開けて、塀に囲まれた大きな建物の影かげが立ち上がってくる。正面の門もん扉ぴに下げられた「立入禁止」の札を見て、その建物がもはや我が家ではなく、旧きゆう桜おう条じよう邸ていとでも呼ぶべきなのだろうと実感する。遠目から見る限り、人ひと気けはまったくない。それでも用心しつつ門扉の隙すき間まから中へ入った。和わ洋よう折せつ衷ちゆうの不ふ思し議ぎな外がい観かんは何ひとつ変わっていないが、庭園の花か壇だんは枯れ果て、雑草も伸び放題で、見る影もないほど荒れ果てている。このままだと、庭園全部が山の緑に飲まれて消えるのもそう遠くないだろう。

　玄関は施せ錠じようされていたけれども、玄関横の窓ガラスが破れたままになっていたので、そこからエントランスへ入ることが出来た。正面に大きな階段があり、高い天てん井じようはドーム型になっている。カーテン越しのぼんやりとした陽ひ射ざしの中で、細かい埃ほこりが秒速十センチぐらいで渦を巻いているのが見えた。

「こんなに広かったかな……」

　大きく変わったところは見当たらないのに、屋や敷しきが内包している埃っぽい空気は、なんだかひどくよそよそしいものに感じられた。旧桜条邸は、ほとんど同じ造りをした東ひがし館かんと西にし館かんが、中央のエントランスで接続された造りになっている。家族五人で使うにはあまりに広過ぎるので、ほとんど東館しか使っていなかった。

　とりあえずその東館へ向かって歩き出そうとすると、足元の絨じゆう毯たんに大きな黒い染みがあることに気がついた。雨漏り、ではない。この三ヶ月、伊佐美と一いつ緒しよに幾多の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた凜には、それが大量の血液によるものだとすぐに分かった。

　しゃがみ込んで指先で触れてみる。血を吸った毛足の長い絨毯は、まるで焼け焦げたように固まってしまっていた。ふいに、目の奥にずきりという痛みを感じる。それは、『死しに神がみ』の眼めを開く時に必ず伴う痛みだった。勝手に眼めが開いてしまっている。閉じようとしてもうまくいかない。これまでなかった事態に戸惑っていると、

「おかえりなさいませ。凜りん様」

　ひどく懐なつかしい声が背中にかけられた。凜は立ち上がり、ゆっくりと振り返る。

　そこには執事服を着た老ろう齢れいの男性が立っていた。

「来くる栖す……」

　ひどいめまいを感じたような気がした。

「麓ふもとからここまで歩いて来られたのですか？」

「そうだよ。いつも車だったから気付かなかったけど結構な山道だね」

「少々お疲れのようです。こちらへ。コーヒーでも淹いれましょう」

　来栖はそう言って先に立って歩き出した。背筋を伸ばし、両手を後ろに組んで歩く姿は在りし日と何ら変わらないように見えた。来栖の後ろについて廊下を進み、階段を上がっていくと、両開きの大きな扉がある。いつも家族が集まっていた居間の扉だった。あの夜も、ここで夕食後の時間を過ごしている時、襲しゆう撃げきを受けたのだ。

　来栖は開け放たれたままの扉から居間へと入っていく。凜も後に続く。二人ふたり掛がけの古いソファも、サイドテーブルに置かれた母のコーヒーカップも、自分が読んでいた本や坂ばん東どうが妹に用意していたジュースのグラスも、絨じゆう毯たんの血けつ痕こんも、すべてがあの夜のままだった。ショックを受けて気分が悪くなるとか、あるいは怒りに震ふるえるとか、そういうこともあるだろうと心していたのだが、特にそういうことはなかった。

　ソファに座って待っていると、来栖がコーヒーが注つがれたカップをトレイに載せて運んできた。「ミルクとお砂さ糖とうは？」と訊かれたので、「どっちもいらない」と答えた。来栖は頷うなずいて「大人おとなになられましたな」と言った。

　凜は入念に冷却してから、来栖が淹れてくれたコーヒーに口をつけた。桜おう条じよう家けの食卓は坂東が一手に取り仕切っていたけれども、食後のコーヒーだけは来栖の仕事と決まっていた。久しぶりに飲む来栖のコーヒーは、温度も香りも味も、何ひとつ変わっていない。

「来栖は飲まないのか？」

「もはや飲み食いが出来る身の上ではございませんので」

「……やっぱりおまえもあの夜、死んだのだね」

「玄関の戸と締じまりをしていたところ、突然後ろから」

「……だとすると、いま、こうして僕と話しているおまえは、一体何なんだろう」

「さて。凜様に分からないことが、私に分かりましょうか」

「幽ゆう霊れい、というわけじゃないね」

「そのような非科学的なものは存在しませんよ。分析してご覧らんなさい」

　そうだね、と凜は考える。さっきから『死しに神がみ』の眼が開いたままで閉じられない。

「たぶん、これはサイコメトリーみたいなものなんじゃないかな。来くる栖すの残留思念と僕の記き憶おくの中の来栖とが混ざり合って生まれた、意い識しきを持った幻だ」

「ふむ。いずれにせよ非科学的ですが、幽ゆう霊れいよりは多少マシですな」

　来栖は愉快そうに笑った。

　それからコーヒーを飲みながら色々なことを話した。

　中なか原はらへ越してくる以前、来栖と初めて出会った時のこと。それから少し遅れて雇われた坂ばん東どうが、来栖としばらく犬猿の仲であったこと。妹が大変な熱ねつを出して寝込んだ夜のこと。精魂込めて世話をしていた庭園が、荒れ果てるままになるのが忍びないということ。凜りんにはまだまだ教えたいことがあり、それが心残りであるということ。

「しかし、締しめくくりこそいささか唐突でしたが、おおむね良い人生でありました。私は親として子供を育て上げ、教師として多くの教え子を世に送り出してまいりました。ひとりの人間として十分なことを成し遂げたと自負しております。引退して間もなく妻に先立たれ、後はただ思い出に埋もれて死んでいくばかりだと考えていたところ、桜おう条じよう家けに召し抱えられて、凜様の教育係に任ぜられた」

「僕はきっと、優ゆう等とう生せいではなかったね」

「そうですな。凜様は、私の長い教師人生の中でも一番の問題児でした。同時に、一番優秀な教え子でもありましたが」

　来栖は自分のつま先に目を落として、「可哀かわい想そうなのは凪なぎ様です。きっと御自身に何が起きたのかも分からなかったでしょう。本当に酷ひどいことです」

　凜は空になったコーヒーカップをソファ横のサイドテーブルに置いた。

　たしかに凪は──妹は可哀想だ。けれど『死しに神がみ』の血を継いだのが、妹ではなく自分であってよかったと思う。生き延びてしまって、こんな思いをするのが妹でなくてよかった。

「ここに来たのは、みんなに謝あやまるためなんだ」

「謝る？　凜様が我々に何を謝るというのですか？」

「僕はみんなの仇かたきを討うとうとした」

「それは剣けん吞のんですなあ」と来栖は暢のん気きそうに言った。

「おまえがもし僕の立場だったら、そうはしないと？」

「さて、どうでしょう。今いま際わの際きわに、そのようなことを考える余裕はありませんでしたから。ただ、皆様が無事であればと。死にゆく私が考えたのは、ただそれだけです」

「そうだね……でも、僕には復ふく讐しゆうのための力があったんだよ。けれど駄だ目めだった。警けい察さつに先を越されてしまって、犯人にはもう手が出せない。僕は復讐に失敗した」

「やはり、凜様が謝るようなことではないと思いますが」

　違うんだ、と凜は首を振った。そして、それ以上言葉が出てこなかった。駄目だ駄目だと思っても、涙が溢あふれるのを止められなかった。来栖がやわらかな声で言った。

「私は安心しました。いまの凜りん様には、そうして涙を見せられる人がいるのですね」

　顔を上げると、来くる栖すは朗ほがらかに笑っていた。

「凜様には困ったことがあっても自分だけで解決しようとして、抱え込むところがある。私はそのことがずっと気にかかっておりました。しかし、もう心配はありませんな。どこのどなたか知りませんが、賢かしこいあなたが選んだのだから、きっと信頼に足る人物でありましょう」

「僕を許してくれるか、来栖」

　来栖は苦笑して、

「私は音源を失った残ざん響きようのようなものです。いずれ消え去る運命にある。そんなものに許しを請こうて何になりましょうか。本来、こんなところへ戻ってくるべきではないのです。前を向いて進みなさい──奥様なら、きっとそうおっしゃるでしょう」

　来栖は手袋を外して凜に手を差し伸べた。凜は立ち上がり、深い皺しわが刻まれた来栖の手を握った。来栖は満足気に頷うなずいて、それから深々と頭を下げた。

「これにて暇いとまを申し上げます。凜様にお仕え出来たことは、私にとって大変な僥ぎよう倖こうでした。誠にありがとうございます」

「今日きようまで御苦労様。ゆっくり休んでくれ」

　もう一度頭を下げて、居間を出ていく来栖を見送った。その背中が徐々に薄うすくなって、向こう側が透けて見えていた。ふと消えかけた来栖が立ち止まって、

「私としたことが、失念しておりました」

「なんだい？」

「凜様。十二歳の誕たん生じよう日び、おめでとうございます」

　来栖はそう言い残して、ふっと煙が風に散らされるように姿を消した。

　凜はぽかんとした。

　すっかり忘れていた。死人に誕生日を教えられるなんて、なんだか変な感じがした。

　無む意い識しきのうちに開いていた『死しに神がみ』の眼めを閉じる。夢から醒さめたような心地ここちで、あたりを見回した。サイドテーブルには、母のコーヒーカップともうひとつ、たしかにカップが残されていた。ソファに深々と背中を預ける。

　奇妙な体たい験けんだった。『死神』の眼にこんな作用があるとは知らなかった。

　じっとコーヒーカップを見つめて考える。旧きゆう桜おう条じよう邸ていに来たのは、言ってしまえば墓参りのようなものであり、自分自身へのけじめであり、他人にとっては何の意味もない儀ぎ式しきのようなもの。それだけのはずだった。しかし、こうなると旧桜条邸へ来た意味が少し変わってくる。

『死神』の眼を使えば、あの夜のことが何か分かるかもしれない。

　考えてみれば、自分はまだ犯人の顔すら知らないのだ。いまさらそれを知ったところで、復ふく讐しゆうすべき相手はすでに裁かれている。ただ不愉快で、憤いきどおろしい思いをするだけ。まだ塞ふさがっていない傷口を、自分で抉えぐるような行為だ。

　それでも、と思う。あの夜、何があったのか。自分の大切なものが、どんな畜ちく生しよう共どもに、どんなふうに奪われたのか。知りたいと思うのは、おかしなことだろうか。

　凜りんは身体からだを起こして考えを巡らす。

　来くる栖すは襲しゆう撃げき犯はんを見ていなかった。妹と坂ばん東どうは、自分が見ている前で、ほとんど状況も分からないまま殺された。可能性があるとすれば母の記き憶おくである。しかし、自分と別れた後、母がどこで殺されたのか判然としない。まずは母と最後に別れた部へ屋やを探すことにした。

　とはいえ、それも混乱の最中のことだったので、一階のどこかの空き部屋だったということしか分からない。入ってきたのとは別の扉から居間を出て一階へ戻り、母に手を引かれて走った道順を思い返しながら、手当たり次第にドアを開けていった。

　予備の椅い子すや机などが詰め込まれている部屋、来栖が庭仕事に使っていた道具が整せい然ぜんと並ぶ部屋、細長いテーブルだけがぽつんと置かれた部屋、坂東が有事のために備蓄していたらしい保存食が山のように積つまれた部屋などが、次々に現れる。何年もこの屋や敷しきに住んでいて、覗のぞいたことさえなかった部屋が多いことに気付かされる。

　八つ目のドアの先は、何も家具のないがらんとした部屋だった。窓から見た外の景色けしきには、おぼろげながら覚えがある。間違いなく母と別れた部屋だった。

　部屋を出て、廊下を見回す。

「あの時は、たぶんこっちから来たから……」

　あの夜の記き憶おくを呼び起こしながら、母が最後に通った廊下を歩いていく。母が部屋を出ていって悲鳴が聞こえるまで、それほど時間は経たっていなかったはずである。母が撃うたれたのだとすれば、その痕こん跡せきが近くに残っているかもしれない。

　思った通り、廊下の角を二つ折れたところで血の痕あとを見つけた。血痕はそこから壁かべと床に線せんを引いたように続いている。母はここで撃たれ、壁に身体をもたれるようにして逃げたのだろう。犯人はすぐには母を殺さず、手負いの獲え物ものを弄もてあそぶように、その後を追っていった。

　心の奥底で消えかけていた熾おき火びがばちりと爆はぜる。

　不ふ穏おんで後ろ向きな期待に心しん臓ぞうが高鳴る。

　壁に触れながら先へ進む。血痕はところどころ途と切ぎれながら続き、再び階段を上がって二階へ。いくつかのドアの前を通り過ぎ、廊下を進んでいくうち、最後に母がどこへ向かっていたのか予想がついてしまった。

　この廊下がどこまでも続いていればいいのにと思った。何度も何度もこの廊下を歩いた。時に母と、時には妹と、時には坂ばん東どうや来栖と。いろんなことを話したはずなのに、その会話がぼんやりとしか思い出せないことが悲しかった。

　今日きよう、ここへ来たことが、ひどく取り返しのつかないことであるように思われた。この屋敷はその存在を誰だれからも忘れ去られ、朽くち果てて野に帰るその日まで、そっとしておくべきだったのだ。自分はあまりにも軽率なことをしている、という自覚があった。何度も立ち止まりそうになりながら、しかし足を止めることが出来ない。

　そんな後悔と葛かつ藤とうとは無関係に、とうとう血痕の途切れるところまで来てしまった。

　東ひがし館かん二階、奥から二番目のドア。間違えようもない。

　そこは凜りんの自室だった。

　血のこびりついたドアノブを捻ひねる。六畳ほどの狭い部へ屋やだ。最初はこの三倍はありそうな部屋を使っていたが、あまりにも落ち着かないので、自分から母に頼んでここに移ったのだった。古い電でん燈とうが置かれた読書机、お気に入りの小説や自作の模型を並べた背の高い本棚、それら使い慣なれた家具には薄うっすらと埃ほこりが積つもっていた。

　そしてシーツが敷しかれたベッドには、大きな血ち溜だまりの痕あとがあった。

　凜はため息いきを吐ついて、ベッドの前に跪ひざまずいた。手を伸ばして、血に汚れたシーツに触れてみる。血けつ痕こんは完全に乾いていて、がさがさした触感が伝わってくるばかりだった。凜はうなだれて、シーツを強く握にぎり締しめる。ずいぶん長い時間、そうしていた。

　ずっと思い出さないようにしていた、母のことを思い出す。

　母は痛いのが嫌いな人だった。凜の誕たん生じよう日びに突然手料理を作ると言ってキッチンに立ち、指を切って子供のように泣いた。母は悲しいことが嫌いな人だった。凜が人がばりばり死ぬ推理小説を読んでいると、しきりに昨日きのう録ろく画がした日に本ほん昔むかしばなしを見ようと言った。

　母は決して怒ることがない人だった。自分がたびたび学校を抜け出していたことが発覚した時も、妹が母の大切にしていたドレスを汚してしまった時も、母は「仕方ないわね」と笑うだけだった。

　母はきっと苦しんだだろう。悲しくて泣いただろう。

　けれど、母が怒っていたかどうかが分からない。突然現われて、何もかもを奪っていった犯人のことを、母は恨うらんだろうか。殺したいほど憎んだだろうか。

　それを知りたい。

　まぶたを閉じたまま、『死しに神がみ』の眼めを開く。




　凜、と泣き出したいほど懐なつかしい声がする。

　顔を上げる。最初に眼に映ったのは、白。

　あの夜、最後に見たのと同じ、白いワンピースだった。

　──そうして凜は、すべてを知った。










　　　　　　　　　　○




　バスや電車など公共交通機き関かんだけで白しろ前さき神じん社じやへいこうと思うと、かなりの時間がかかる。最も寄よりのバス停からでも、徒歩三十分はある。しかし、今日きようばかりはその長い道のりがありがたかった。いつもの窓のない建物を訪ねていく頃ころには、すっかり腹が決まっていた。乱らん暴ぼうに戸を開けて中へ入ると、御ご陵りよう院いんは肘ひじ掛かけに身を預け、子飼いの少年を膝ひざに乗せていた。御陵院は伊い佐さ美みの顔を見ると「あら」と呟つぶやいて、少年のスカートの中をまさぐっていた手を止め、

「ごめんね、ちょっと外して頂ちよう戴だい。後で続きをしてあげるから」

　少年はぱたぱたと身なりを整ととのえ、上じよう気きした顔を隠しながら、伊佐美の横を通り抜けていった。御陵院はそばに置いた肘掛けに気け怠だるそうにもたれかかり、

「凜りんは？　今日きようは一いつ緒しよじゃないの？」

　伊佐美は首を振って言った。

「……おまえに訊ききたいことがある」

　御陵院は、呆あきれたというようにため息いきを吐ついて、「昨日きのうから何度電話したと思ってるの？　こっちの連絡をずっと無視しておいて、急に顔を見せたと思ったら、開口一番がそれ？　葡ぶ萄どう原はらの件はどうしたの」

「あいつに会いたいなら、あと十年待つんだな」

　御陵院は眉まゆ根ねを寄せて、「……殺したの？」

「葡萄原は、あいつの雇い主に引き渡した。たぶん、もうこの世にはいないだろ。売人なんていくらでも替えが利くし、下へ手たを踏んだやつを生かしておく理由はないからな」

「あなた、ふざけてるの？　らしくもないわね」

　伊佐美は土足のまま板の間に上がった。御陵院が「ちょっと」と言うのを無視して、

「葡萄原の雇い主は、橘たちばな泉せん理りだった」

　御陵院の顔から一切の表情が消えた。そのひと言で、すべてを悟ったようだった。

　一気に御陵院へ詰め寄り、細い首を摑つかんで押し倒した。御陵院が悲鳴を上げ、蹴け飛とばされた肘掛けが燭しよく台だいを倒す。室内が真っ暗になる。暗くら闇やみの中で御陵院が苦しそうに喘あえいだ。

「伊佐美。落ち着いて」

「黙だまれ。訊かれたことにだけ答えろ」

　御陵院が頷うなずく感触が伝わってくる。伊佐美は言った。

「おまえは、橘泉理から兵隊を買った。そうだな？」

「……ええ、間違いないわ」

「あの夜、おまえは兵隊を凜の家に差し向けた」

「ええ」

「そして、凜の家族を殺させた。『死しに神がみ』を自分のものにするために」

「それは違うわ」

「何が違う」

　御陵院の首を摑んでいた手に、何か熱あついものが伝うのを感じた。

　御陵院は声もなく泣いていた。

　──何かおかしい。

　自分は何か大きな勘違いをしているのではないか。

　伊い佐さ美みが手を放はなすと、御ご陵りよう院いんは苦しそうに咳せき込んだ。

「おまえ、何を隠してる。それは俺おれや凜りんに言えないようなことか」

「……出来れば隠し通したかったわ」御陵院は「でも、もう無理ね」と観かん念ねんしたように呟つぶやいた。

　ようやく眼めが慣なれてくる。

　御陵院は転がっていた肘ひじ掛かけをおこして、気け怠だるげにもたれかかった。

「桜おう条じよう家けを中なか原はらに招いたのは私だということは前にも話したわね。それは、『死しに神がみ』を戦争の道具としか考えない連中から凜を守るため。そういう連中に、桜条家に手を出せば『狐きつね』と戦争になる、という脅しをかけるためよ。それはしばらくはうまくいっていたわ。けれど母があんなことになって『狐』の力が衰えると、徐々にたがが緩ゆるみ始めた」

　御陵院は唇を嚙かみ締しめる。「私がもっと早く決断していれば……」

「何があった」

「占いに凶兆が出たの。本当に突然だった。古こ条じよう会かいの許可を得ている猶ゆう予よなんて当然なくて、仕方なく橘たちばな泉せん理りから兵隊を買って桜条家へ向かわせた。けれど、手遅れだった。兵隊が桜条邸に到着した時にはもう、すべてが終わっていたわ」

　思わず、実のしぼむようなため息いきが出た。御陵院が犯人ではなかったのだ。

　しかし、安あん堵ど出来たのも一いつ瞬しゆんのことだった。

「ちょっと待て……」

　橘泉理が御陵院に貸し与えた兵隊は、すでに全滅している。

　桜条家襲しゆう撃げき事件の犯人として処分された。

　そして、それをやったのは──

　伊佐美の思考より早く、御陵院が言った。

「私は嵌はめられたのよ。特犯室──いえ、尾お上がみ剣けん吾ごに」

　にわかには信じがたかった。御陵院は懺ざん悔げするように言う。

「あなたが初めて凜をここに連れてくる直前、尾上から接触があった。私は、彼と取引をしたの。『狐』も『狗いぬ』も、凜にはこれ以上一切干渉しない。桜条家襲撃事件は、橘泉理の兵隊に濡ぬれ衣ぎぬを着せて闇やみに葬る──そういう、内容のね」

　まだ信じられない。

「どうして尾上が……何のために。あいつは、警けい察さつだろ」

　御陵院は「だからこそ、でしょ」と忌いま々いましげに言った。

「尾上はね、コトナリだけの国を創つくろうとしているのよ」

「く、国？」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、頭がついていかない。凜を殺そうとすることが、どうしてコトナリの国を創つくることにつながるのか。そもそも、国を創るとはどういう意味なのか。

「ねえ伊い佐さ美み。国家にとって、一番大切なものって何だと思う？」

「知らん」

　御ご陵りよう院いんはがっくりと肩を落として、

「まあ、あなたがウェーバーに造ぞう詣けいがあるとは思わないけど。私が思うに、中なか原はらに打ち立てる国にまず第一に必要なもの、それは人でもなければ土地でもなく絶対的な公権力よ」

　まだ分からない。

「つまるところ公権力というのは、警けい察さつや軍隊のこと。国民を強制的に従わせるための、合法化された暴ぼう力りよくのことよ。国が国であるためには、個人や民間組そ織しきから暴力を取り上げて、独占しなければならない。尾お上がみがやろうとしていることはそれよ」

　ようやく、分かってきた。

　長大な寿命を持ち、死んでも黄よ泉み帰がえるコトナリにとって、《禍わざ異わい》はほとんど唯一残された脅威だ。その《禍わざ異わい》を何の見返りも求めず、自ら進んで排除するからこそ、特犯室は多くの支持を集めている。裏を返せば、特犯室以外に《禍わざ異わい》に対抗する者がいてはならないのだ。だから尾上は掃除屋を目めの敵かたきにしているし、自分を特犯室へ勧誘しようとした。ましてや《禍わざ異わい》を完全に殺してしまう『死しに神がみ』は、特犯室の存在を根本から揺るがしかねない存在だ。

　しかし、思い当たる。

「《禍わざ異わい》は殺してもいつか《禍わざ異わい》として黄泉帰る。『死神』がいなけりゃ《禍わざ異わい》は増え続ける一方なんだろ。いつか追いつかなくなるのは目に見えてるじゃないか」

「それさえも、尾上の狙ねらいだとしたら？」

「……そういうことか」

　──人とコトナリが隣となり合って暮らす限り、こういう悲ひ劇げきは決してなくならない。

　ようやく合が点てんがいった。

　コトナリにとって、《禍わざ異わい》は穢けがれを撒まき散らす厄やつ介かいな存在だ。しかしこちらから手を出さない限り、突発的な事故でもない限り、積せつ極きよく的てきな実害はなく、《禍わざ異わい》は人間だけを襲おそう。《禍わざ異わい》が蔓延はびこるようになれば、いずれ人間は中原に住めなくなる。

　尾上は、《禍わざ異わい》を飽和させることで、中原にコトナリだけの国を創るつもりなのだ。

　正しよう気きの沙さ汰たとは思えない。

「その国とやらが出来上がるまでに、どれだけの人が死ぬ。どれだけのコトナリが《禍わざ異わい》になる。俺おれに分かることが、おまえに分からないわけないだろ。それでいいと思ってんのか？　だから尾上と取引したのか」

「そんなはずないでしょう！」

　御陵院は暗くら闇やみの中で悲鳴のように叫んだ。「けれど、いま『狐きつね』と『狗いぬ』がぶつかれば、それは中原を二つに割ることになる。あなたはもう一度あの戦争を繰くり返せる？　私には無理だわ」

　何も言い返せなかった。無言のまま、立ち上がる。

「どうするつもり？」と御ご陵りよう院いんがこちらを見上げて言った。

「凜りんはな、俺おれなんかとは比べものにならないぐらい頭がいいんだよ。ここで聞いたことを俺が黙だまっていたところで、あいつはいつか必ず尾お上がみに辿たどり着く。その前に片を付ける」

「私も手を貸すわ……それで、許してもらえるとは思わないけど」

「許すも許さないもあるか。おまえはおまえのやるべきことをやっただけだろ。だったら、最後までやり通せ。それに、おまえの助けなんか端はなから当てにしてない」

「特犯室と尾上を相手に、あなたひとりで勝てると思っているの？」

「さすがに無理だろうな、俺もそこまで化け物じゃない。けど、考えがないわけでもない」

「よしんば尾上を殺せたとしても、凜に恨うらまれるかもしれない。どちらにしても、あなたは報われないわ」

「報われたいわけじゃない。死ぬのも恨まれるのも慣なれてる。俺は鬼だからな」

　御陵院はため息いきを吐ついて目を伏せた。

「真実を知れば、あなたがそういう行動に出ることは分かっていたわ」

　だから、秘密にしておきたかった、と。

　伊い佐さ美みは笑った。

「それも占いかよ」

「馬ば鹿かね。何年あなたと付き合ってると思っているの」

　御陵院は言った。「伊佐美、あなたは優やさしいのよ。自分で思っているよりずっと」




　　　　　　　　　　○




　桜おう条じよう都と貴き子こは、どうにか凜の部へ屋やまで逃げ込んだ後、倒れ込むようにベッドへ身を横たえた。撃うたれた右みぎ脇わき腹ばらから止めどなく血が流れ出している。苦しそうに息をしながら部屋のあちこちへ目をやる。何かを探しているというより、目に映るものすべてを、心に刻みつけようとしているように見えた。

　廊下を歩く足音が聞こえてくる。足音はまっすぐに凜の部屋へ向かってくる。都貴子は辛つらそうにしながら身体からだを起こして背を伸ばす。桜条家の当主として相応ふさわしい、毅き然ぜんとした姿だった。まもなくドアが音もなく開いて、ひとりの男が入ってくる。全身が黒くろ尽ずくめの中で、牙きばを剝むいた獣けもののようなマスクだけが純白だった。だらりと下げた右手には『戎じゆう器き』を携えている。

　男は都貴子の姿を見て言った。

「桜条凜はどこだ」

「もうあなたたちの手の届かないところです」

　男は黙だまり込み、母の息いき遣づかいだけが聞こえる時間があった。

　そのうち、窓にぽつぽつと雨が当たり始める。都と貴き子こは男に訊たずねた。

「私たちを──凜りんを殺そうとするのはなぜ？」

「邪じや魔まだからだ」

「そう。それは、とても分かりやすい理由ね。分かりやすいからといって、納得出来るわけではないけれど」

　男はまたしばらく黙だまっていたが、『戎じゆう器き』を下ろし覆ふく面めんを脱ぎ捨てた。

　露あらわになった顔には凍りついたように表情がなく、都貴子を見下ろす瞳ひとみにはどんな種類の感情も宿ってはいなかった。都貴子は目を細めて、

「私はあなたを知っているわ。あなたのお仕事も」

「それは重ちよう畳じようだ。ならば、よく覚えておくといい。私があなたの家族を殺した。桜おう条じよう凜りんも私が捜し出して始末する。必ずだ」

「どうしてこれから殺す相手に顔を見せて、そんなことを言うのかしら。私がコトナリで、死んでもあなたのことを覚えていれば、黄よ泉み帰がえって復ふく讐しゆうすることも出来るかもしれないけど。生あい憎にく、人間は死んだらそれまでだわ」

「自分が誰だれに殺されるか、誰を恨うらめばいいか。それぐらいは知っておきたいだろう」

「要いらない気き遣づかいです」

　都貴子は言った。「最期の時に、そんな嫌いやな気持ちでいたくありません」

　男は──尾お上がみ剣けん吾ごは、落胆したようにため息いきを吐ついて、都貴子に銃を突きつける。

　そして、立て続けに三度引き金を引いた。




　　　　　　　　　　○




　午後になって、上かみ山やま連れん山ざんの向こうから流れ込んできた灰はい色いろの雲が、すっかり空を覆おおい尽くしてしまった。下界は昼間だというのに日が暮れたように暗くなって、早々と灯ともった街の明かりが雲の底を白く照らしている。

　旧桜条邸を後にした凜は、山道を下り、再びバスに乗って一度事務所へ戻った。伊い佐さ美みはまだ帰ってきていなかった。手早く準備をして、少し迷った末に書き置きをして、またバスを乗り継いで、青あお葉ば通どおりと七なな手て通が交差するあたり、市役所や裁判所などが建ち並ぶ地区へ向かう。

　コトナリにまつわる犯罪を専門とする警けい察さつ組そ織しき「特異犯罪対策室」──通称、特犯室は、何の変哲もないオフィスビルを本部としていた。非公式だから当然電話帳には載っていないし、普通の警察署で訊たずねて教えてもらえる場所でもない。伊佐美からその所在を聞いていたのは運が良かった。そう、運がいいのだ。伊佐美に助けられたこと、自分の出自が『死しに神がみ』であったこと、伊佐美の仕事が効率よく死を経けい験けん出来る掃除屋であったこと、『死神』の眼めが犯人を導みちびき出したこと。

　偶然という偶然、必然という必然が、自分に復ふく讐しゆうを促しているようだった。

　凜りんは自分がひどく高揚していることに気付き、狭い路地に入り込んだ。冷たいコンクリートの壁かべに背を預け、目を閉じる。自分の呼吸に耳を澄すましていると、すぐに母の死の記き憶おくが蘇よみがえってくる。自分の呼吸音に重なって、母の苦しそうな息いき遣づかいが耳元で聞こえるような気がする。

　冷静になる必要がある。いまだけは怒りも憎しみも忘れて、どうすれば確かく実じつに尾お上がみを殺せるか、ただそれだけを考える機き械かいにならなければいけない。

　凜はフードを被かぶって路地から顔を出した。特犯室のビルには、絶え間なく人が出入りしている。入口には警けい備びの警官も立っていて忍び込むのは不可能だった。出来れば、ぎりぎりまで温存しておきたかったが、『立たち切きり』を使うしかない。

　どんどん雲の高さが低くなっているように見える。そのうち雨が降り始めるだろうと思われた。『立切』の隠おん形ぎようはかなり高度なものだが、何事も完かん璧ぺきということはない。加えて、相手は五感に優すぐれた『狗いぬ』のコトナリである。以前、事務所を尾上が訪ねてきた時にはうまくやり過ごせたが、今回も同じようにうまくいくとは限らない。その点、音と臭においを消してくれる雨はこちらの有利に働くはずだった。

　雨が降るまで待つべきだろうか、と考えていると、ビルの前に一台の車が停とまった。後部座席のドアを開けて降りてきた男の顔を見た途と端たん、そんな考えは一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまった。反射的に顔を引っ込めて、両手をきつく握りしめる。

「尾上、剣けん吾ご……」

　自分のものとは思えないような汚らしい声が出た。大きく深呼吸をして、もう一度顔を出す。ビルへ入っていく尾上の後ろ姿が見えた。もう迷わなかった。腰に巻いたシースに収めた『立切』に触れて、その機能を起動させる。頭の片隅で数をかぞえながら路地から滑り出る。

　隠形していられる時間は六百秒。

　今すぐにでも走り出したい気持ちを抑えて、慎重に進む。

　姿が見えないというのは、便利なようで実はかなり危うい。横断歩道を渡っていても、車はお構いなしに突っ込んでくるし、すれ違う通行人もまったく道を譲ゆずってはくれないから、普ふ段だんよりずっと気を遣って動かなければいけない。隠形したまま人混みに飲まれてしまったら、突き倒され踏みつけられて命を落としかねないだろう。

　注意して道路を渡り、出入りする職しよく員いんに紛れてオートロックをやり過ごし、ビルの中へ入った。ロビーは清せい潔けつで光に溢あふれていて、コトナリ専門の秘密警察の本部という感じはしなかった。ロビーの奥でエレベーターに乗り込む尾上を見つけた。

　尾上が乗り込んだエレベーターに駆け寄って電光表示を見上げる。エレベーターは二階と三階を素通りし四階で停止して、下へ戻ってくるようだった。戻ってきたエレベーターに乗り込もうとしたところ、特犯室の捜査員らしい一団がどっとロビーへ入ってきた。エレベーターが混こみ合いそうだったので、階段で四階へ向かう。

　四階は普通の会社のオフィスのような部へ屋やがいくつも並んでいた。おかげで尾お上がみの居所を探すのは簡かん単たんだった。室長というからには特犯室の中で一番偉いのだろうし、一番偉いからには一番奥の部屋にいるものだと相場が決まっている。案の定、廊下の突き当たりのオフィスの奥に、ガラスで区切られたスペースがあり、ドアには室長室というプレートが下げられていた。オフィスの中では数人が働いており、全員体格の良い男性で、おそらくは『狗いぬ』のコトナリだと思われた。身を潜ひそめて室長室の様よう子すをうかがう。

　ブラインドが下ろされているので室内に尾上がいるのか、いたとしてもひとりでいるのかどうかも分からない。誰だれか室長室のドアを開けてくれれば、中の様子を覗のぞき見ることも出来るのだが。隠おん形ぎようを始めてから三百秒、残り時間は半分を切っている。意を決して踏み込むか、ぎりぎりまでチャンスをうかがうべきか。背中にじっとりと汗をかいて、それが珠たまになって肌を滑り落ちていく感覚が不愉快だった。

　果たして、チャンスが訪れた。

　室長室のドアが開いて尾上が出てきたのだ。コピー機きから取り出した書類を手にして、部下と何事かを話している。凜りんはその隙すきに室長室へ潜もぐり込む。

　整せい頓とんの行き届いたデスクと革張りの椅い子す。他ほかには書類棚とスチール製のコートハンガーがあるだけの無む味み乾かん燥そうな部屋だった。デスクの隅に、小さな写真立てが見えた。

　部屋の隅に身を潜める。ここならデスクに戻った尾上の背後を取ることが出来る。リュックサックを下ろして床に置く。必要はないと分かっていても、息を潜めずにはいられなかった。

　やがて、尾上が戻ってくる。こうなると、ブラインドが下ろされていることは逆に都合が良かった。デスクについた尾上は、分厚い書類を黙もく々もくと読み始める。自分では冷静でいるつもりでも、やはり緊きん張ちようしてしまっているのだろう。尾上が戻ってきてからというもの、身体からだの震ふるえが止まらず、顎あごまで震えて歯が音を立てそうになる。まだ時間はある。壁かべの時と計けいが時を刻む音と尾上が書類をめくる音を聞きながら、じっと身動きせずに数をかぞえていた。

　残り六十秒を切ったところで、ようやく震えが収まってきた。

　凜はゆっくりと立ち上がった。デスクチェアに座った尾上の後頭部が目の前にある。『死しに神がみ』の眼めを開く。腰から『立たち切きり』を引き抜き、その首筋に狙ねらいを定めると、死の影かげがじわりと浮かび上がった。本当なら、思いつく限りの方法で散々傷めつけた上で、惨みじめに命いのち乞ごいをさせている途中で、縊くびり殺してやりたかったが、それをやるには自分の実力が足りない。

　口の端に笑えみが浮かんでしまうのを抑えようとするのだが、筋肉が痺しびれたようになってうまくいかない。誰にも見られていないのだから構うものかと思う。

　あと三十秒。彼ひ我がの距きよ離りは腕を伸ばせば届くほどに近い。

　息を止めて『立切』を振り上げ、

　──あれ？

　腕が上がらなかった。

　自分の身に何が起きたのか、飲み込めない。どうして、と思う間もなく、膝ひざから力が抜けて、受け身も取れずに床へ倒れ込んでいた。脳のう味み噌そが鉛になってしまったようだった。うまく呼吸が出来ず息が苦しいはずなのに、その苦しささえも塗ぬり潰つぶしてしまうような眠気が襲おそってきた。

　凜りんの手から『立たち切きり』が転げ落ちる。間もなく時間が来て隠おん形ぎようが解かれる。やけに暗い視界の中、慌てた様よう子すもなく立ち上がった尾お上がみが、遥はるかな高みからこちらを見下ろしてくる。母を殺した時と同じ、何も感じていない冷たい瞳ひとみ。

「桜おう条じよう凜。まさか、君の方から来るとは思わなかったな」

　その声は、わんわんと反はん響きようしているように聞こえた。尾上は淡々と慣なれた手つきで、凜をうつ伏せにし、伊い佐さ美みが使っていたのと同じような結束バンドで手を拘こう束そくする。抵抗しようとしたがまるで力が入らない。

「しばらくはまともに喋しやべれないだろう。その間に、なぜ君が失敗したのか教えてあげようか。第一に。あんなふうに殺気を撒まき散らしては、隠形を施していても無意味だ。正せい確かくな居場所は分からなくとも、下で車を降りた瞬しゆん間かんから誰だれかに狙ねらわれていることには気付いていた」

　尾上は喋りながら凜のリュックサックを手に取り、中身をひとつひとつ床に並べていく。ペンライト、財布、ライター、ナイフ、包帯と消毒液、チョコレート、ペットボトル。

「第二に。密室に標的と二人ふたりきりという、これ以上ない好こう機きを得たのに、君はすぐに行動を起こさなかった。緊きん張ちようしていたのか、舌なめずりをしていたのか知らないが、結果、私に時間を与えることになってしまった」

　尾上はペットボトルを軽く揺するようにした。すると、ペットボトルの表面が一瞬で霜しもに覆おおわれ、中身もびしりと音を立てて凍りつく。

「そして第三に。標的の能力を事前に把握していなかったこと。私の異能が冷気だと知っていれば、自分が低体温症に陥っていることに気がつかないということはなかったはずだ」

　尾上はペットボトルを投げ出し、這はいつくばった凜の正面に膝ひざをついて言った。

「残念だったな。家族の仇かたきを討うつ、最初で最後の機会だったのに」

　凜は尾上を睨にらむ。もっと早く気付くべきだった。あの夜、襲しゆう撃げき犯はんたちは『戎じゆう器き』を使っていた。『戎器』の流通は『狗いぬ』の専売特許だ。そこから一足飛びに結けつ論ろん付づけることは出来なくても、『狗』の関与を疑うことは出来たはずだ。警けい察さつがそんなことをするはずがないという先せん入にゆう観かんが、それを邪じや魔ましていた。尾上は眼鏡めがねに触れて続ける。

「その点、私は君のことをよく知っている。あの夜、我々の網あみをくぐり抜けて逃げ出し、星ほし野の伊い佐さ美みに助けられた君は、今は『死しに神がみ』になるべく星野の助手として調ちよう練れんに励んでいる」

「……そこまで分かっていて、なぜ僕を殺しに来なかった」

「大人おとなにはいろいろと事情がある。君がそのまま身を隠して、静かに暮らしてくれていれば、見み逃のがしてやってもよかったのだが。まったく早まったことをしてくれたものだ」

「あり得ない。僕が生きている限り、おまえを生かしておかない」

「その執念は評価に値する。実際、君はどうやってか私まで辿たどり着き、こうして私を殺しに来たわけだから。だが、そこまでの覚悟があるなら、こんなふうにひとりで乗り込んでくるべきではなかったな。どうして星ほし野のを連れて来なかった？」

「伊い佐さ美みは関係ない。これは僕の問題だ」

「だが、星野はそうは思わないだろう。私が犯人だと知り、君が捕らわれたと知れば、危険を顧かえりみず助けにやってくる。そうなる前に厄やつ介かいの芽は摘つんでしまわねばならない」

　尾お上がみはデスクの引き出しから『戎じゆう器き』を取り出し、凜りんの眉み間けんに突きつけた。じわりと浮かび上がった死の影かげが、尾上の行動が脅しの類たぐいではないことを証明していた。かちゃりと撃げき鉄てつが引き起こされる。尾上が『戎器』をふらふらと彷徨さまよわせるのに合わせて、死の影が揺れ動く。眉間から首、首から胸、下腹部、膝ひざ、つま先。そこから上に戻ってくる。

「これは君に限った話ではないのだが」

　尾上はそう前置きをして言った。「誰だれでも、心の底から死を恐れた時にこそ、命の尊さを知り、死にたくない、と切実に願ねがうものだ。その点、君の母親は失格だったな。彼女はすっかり覚悟してしまっていた。君を逃がすことさえ出来れば、自分の命はどうなってもいい、とね。そして君も、私と刺し違える覚悟でここへ来た。やはり、親子といったところだな」

「……何が言いたい」
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「分からないか」

　ふっと死の影が消える。尾お上がみは眼鏡めがねを外し、にっこりと微笑ほほえんだ。

「死にたがりを殺しても、何ひとつ面おも白しろくないんだよ」

　絶句する凜りんに、尾上はがらりと口く調ちようを変えて言った。「『死しに神がみ』としての君は、特犯室にとって障害でしかないが、星野に対するカードとしてはまだいくらか使い道がある。『鬼おに』を狩るのは私も初めてだ。手札は多いに越したことはない」

　凜は「ふざけるな」と唸うなった。目も眩くらむほどの怒りで、頭がどうにかなりそうだった。この男は家族を殺し、母を侮辱した上に、自分を人ひと質じちにして伊佐美まで始末しようとしているのだ。

「俺おれも残念だよ。星野はいずれ良い手て駒ごまになるはずだった。本当に残念だ」

「……殺してやる……絶対に殺してやる」

　凜は床に嚙かみつくようにして唸った。

　尾上は眼鏡をかけ直し、跪ひざまずいて凜に手を伸ばしてくる。抵抗する間もなく、後頭部に氷柱つららを刺し込まれたような冷たさを感じて、凜は瞬しゆん時じに意い識しきを失った。




　　　　　　　　　　○




　いよいよ厚く垂れ込め、今にも崩れ落ちてきそうな雲の下、御み山やま通どおりと新しん町まち通の間にぎゅっと押し込められたような住宅街で、多数の警けい察さつ官かんが慌ただしく動いていた。

　その警官たちはみな特異犯罪対策室所属のコトナリである。道路は軒並み封ふう鎖さされ、あたりは騒そう然ぜんとした雰囲気になっている。騒さわぎの中心は五階建ての古い雑居ビルである。周辺の住人は強制的に退たい避ひさせられ、周囲五十メートルあまりは無人の状態になっていた。

　尾上が自分で車を運転し現場に到着すると、そこには、すでに完全武装した制圧班第四班が集結していた。

　特犯室には制圧班──実効的な戦せん闘とう力りよくを持つ特殊部隊──が、全部で四つ存在する。特異犯罪者を担当する第一班。《禍わざ異わい》処理を担当する第二班。『狐きつね』など他ほかの五ご枝し族ぞくへの捜査・牽けん制せいを主任務とする第三班。そして、遊ゆう撃げき部隊である第四班である。

　尾上は招集した第四班を前にして言った。

「さきほど、桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件について新事実が判明した。君たちの働きによって排除された実行犯とは別に、事件の首しゆ謀ぼう者しやが存在していた可能性がある。容疑者は星ほし野の伊い佐さ美み。御ご陵りよう院いんと関係の深い掃除屋だ。第四班には、これより容疑者の逮捕に出動してもらう」

　第四班総勢十二名は、尾上の言葉に一切応答せず、にやにやと笑えみを浮かべている者さえいる。上官を前にしてあるまじき態度だが、声を上げて笑い出さなかっただけでも上出来というべきだろうと尾上は思う。なにせ、尾上とともに桜条家を襲撃し、桜条凜の家族を殺害したのは第四班なのだ。尾上の振ふる舞まいがすべて茶番であり、伊佐美が首謀者ではないことも承しよう知ちしている。

　そして、彼ら以外にその事実を知っている者は、特犯室の中にはいない。第四班のメンバーは、元犯罪者や掃除屋や情報屋からの転向者で構成され、実力こそ折り紙つきだが、その素行の悪さと担当事件の死者数の多さから、特犯室の中では孤立しているためだ。

　もちろん、尾お上がみは意図して第四班を孤立させ、他ほかの室員と混じり合わないようにしている。いずれ、中なか原はらに敷しかれる法の番人となる特犯室に一点の曇くもりもあってはならないからだ。

「三十分前、容疑者が帰宅したことを確かく認にんしています」と班員の中でも、特に大柄な男が手を上げて発言した。「直後から監かん視しさせていますが、ビルに出入りした者はいません」

　葛かつら城ぎ玄げん太た郎ろう。元掃除屋の『熊くま』のコトナリ。掃除屋時代は百を超える《禍わざ異わい》を殴おう殺さつしてきた圧倒的な膂りよ力りよくの持ち主だが、その性格は極めて慎重で、万事に抜かりがない。

「相手はひとりなんでしょう？　俺おれたち全員がかりってのは大おお袈げ裟さじゃないですか？」

　病的に細い男が、どこか小こ馬ば鹿かにするような口く調ちようで言った。高たか部べキリヤ。隠おん形ぎようの術を得意とする『鳥とり』で、かつてはいくつものギャングに雇われる腕利きの殺し屋だった。

「……怖いんなら、引っ込んでればいいじゃん」

　まだ十代に見える眼鏡めがねをかけた少女が、ぼそりと呟つぶやいた。古こ道どう丸まる奈な月つき。こちらも元殺し屋だが、彼女が武器とするのは『蛇へび』特有の猛毒だ。

「何だとこのアマ」と高部が小道丸に食ってかかり、小道丸は無言で毒液の滴したたるナイフを抜く。

　そこに「まあまあ」と割って入った青年は陸くが井い長なが道みちという。柔にゆう和わな物腰をしているが、人間に紛れて暮らし、これと見定めた悪人を私的に処刑するのを趣しゆ味みとしていた。尾上がその能力を見み初そめて登用し、いまでは実質的な第四班のリーダーだった。

「尾上室長。命令をお願ねがいします」と陸井は言った。

　尾上はあくまで、特犯室室長としての仮面を崩さずに言った。

「知っている者も多いだろうが、容疑者はあの悪名高き五ご色しよく鬼灯ほおずきの生き残りだ。激はげしい抵抗が予想される。現場では、安全確かく保ほを第一に各自の判断で動いてもらいたい」

　尾上は三ヶ月前、これとまったく同じ内容の指示を第四班に出している。その時の容疑者は、桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件の実行犯とされた橘たちばな泉せん理りの兵隊たちだった。

「班をふたつに分けて行動開始。葛城は正面から突入、陸井は裏口をカバーしろ。この場にバックアップをひとり残せ。人選は任せる」

　第四班は「了解」のひと言もなく、行動を開始する。班員の身体からだに、爪つめや牙きばや尻尾しつぽが生はえ出す。葛城を先頭に正面から突入する部隊と、陸井が率いて裏口をカバーする部隊に分かれ、速やかに雑居ビルへと突入していく。ビルの前には、尾上とバックアップの班員、二人ふたりだけが残る。

「あの、俺おれは何をすれば……？」

　班員が少し落ち着かない様よう子すで言った。そういえば、つい先日第四班に入ったばかりの新人がいたことを思い出す。

「現場に近づく者がいないように見張れ。証人の護ご衛えいも任せる」

　尾お上がみはそう言って、ここまで乗ってきた自動車のトランク指さした。




　　　　　　　　　　○




　突入してきた部隊は、恐ろしいほどの手て練だれだった。

　伊い佐さ美みは一階に潜ひそんでいて、突入部隊に奇き襲しゆうをかけた。うまくすれば三人ぐらいは倒せるだろうと思っていたが、倒すどころか手痛い反はん撃げきを受けて、二階に逃げることしか出来なかった。読みが甘かったと言わざるをえない。

　特犯室の中に、札付きの悪党ばかりを集めた部隊が存在するという噂うわさを聞いたことはあったが、いままさに戦っている連中がそれだろう。自分も尾上の勧誘に乗っていれば、この部隊に配属されていた可能性は高い。

　どいつもこいつも掃除屋として十分やっていける腕を持っている上に、さらには『狗いぬ』仕込みの隙すきのない連携で攻めてくる。なるほどこれでは、異能に頼り切りの《禍わざ異わい》や、『戎じゆう器き』を振り回すしか能のない他ほかの五ご氏し族ぞくでは、まったく歯が立たないだろう。

　二階の空あき部べ屋やに転がり込んで身を隠し、自分の状態を確かく認にんする。

「ちくしょう。痛いてえな」

『戎器』で撃うたれた傷はすでに治りつつあったが、陰気な蛇へび女おんなに切りつけられた右腕が思うように動かない。ナイフに毒が塗られていたのか、傷口が土つち気け色いろに変色して変な液体まで滲にじみ出てくる。

　狙そ撃げきに注意して、窓から外の様よう子すをうかがう。ビル前の路上に尾上の姿がある。さらに、尾上から少し離はなれた所に一台の車が停車しており、トランクに凜りんが押し込められているのが見える。あんな姿の凜をこれみよがしに満天下にさらしているのは、「逃げれば凜りんを殺す」という自分に対する脅しだろう。そして、その横で見張りをしている朱あけ髪がみには見覚えがあった。

「朱あか金がね……だよな、あれ。何やってんだ」

　お礼参りに来たのを返かえり討うちにしてやって、その後音おと沙さ汰たがないと思っていたが、まさか尾上の配下になっていようとは。こうなると、朱金がやろうとしていた『戎器』売買の背景も見え透いてくるというものだ。

　伊佐美は壁かべに背を預けてを呼吸を整ととのえた。

　事態が予想以上に速く動いている。

　御ご陵りよう院いんのところから戻ってきたのが、ほんの三十分ほど前のことだ。

　伊佐美は、凜が残していった書き置きを見つけた。そこには、家族の仇かたきの名前と、ひとりでその犯人を殺しにいくということ。無事に復ふく讐しゆうを成し遂げたらちゃんと戻ってくるから、説教はその時に聞くつもりであるということ。もし自分が失敗すればそれまでであり、万が一にも自分の代わりに復ふく讐しゆうをしたりする必要はないこと。自分がいなくても、毎朝ちゃんとご飯を食べ、お酒を飲み過ぎず、週に一回は掃除すること。

　そういったことが、箇条書きで書き連ねてあった。

　すべて読み終えた後、湧わき起こった衝しよう動どうに任せて目についたテレビを殴なぐり壊こわし、テーブルを蹴けり割った。尾お上がみが犯人だということを、いまだ完全には受け入れ切れていないのに、そこへ来てこれだ。今までにないぐらい腹が立っていた。尾上の裏切りが、凜りんの身勝手さが、何より自分の間抜けぶりが我慢ならなかった。

　しばらくして我に返り、とにかく凜を助けなければいけないと思った。こういう場合、最悪を想定して動いた方がいい。凜はひとりで特犯室本部へ向かった。どう転んでも尾上を殺せるとは思えないから、すでに捕らわれていると考えるべきだろう。下へ手たに動けば、凜の命が危ないかもしれない。そうこうしているうちに事務所の周辺から人ひと気けが失うせ、見るからに剣けん吞のんな武装警けい察さつに、ビルを包囲されてしまったのだ。

　そのままなし崩しに戦せん闘とうに突入してしまったが、こちらの目的は尾上の首ひとつである。なるべく無む駄だな戦闘を避けて、この場を切り抜けるにはどうするべきか。

　──と、そんな考えを巡らせていると。

　背中にしていた壁をぶち破って『熊くま』が突っ込んできた。

　頭を摑つかまれ、反対側の壁に叩たたきつけられ、その壁もぶち破って隣となりの部へ屋やに転がり込む。一いつ瞬しゆん意い識しきが飛びかける。強引に身体からだを捩よじり、折りたたんだ膝ひざをねじ込んで蹴けりのける。床に転がった『熊』は、その巨体からは想像も出来ない俊敏な動きで跳ね起き、伊い佐さ美みと距きよ離りを取った。

　その顔にも見覚えがある。数年前まで、中なか原はら一いちの掃除屋として名を馳はせていた葛かつら城ぎ玄げん太た郎ろうだ。

「あんたまで尾上の尻しりに敷かれてんのか」

　七割がた獣けものの姿になった葛城は、牙きばを見せて凶きよう暴ぼうに笑った。

「そう言うな、これも渡と世せいだ。それに、こんな形ではあるが、おまえとやり合えて嬉うれしいぞ、星ほし野の。俺おれとおまえ、どちらが強いかずっと試してみたかった」

「どこの戦闘民族だよ、おまえは。そんなに俺と勝負したいなら、また今度付き合ってやるからさ。ここはひとつ見逃してくれないかな」

　葛城は笑ったまま首を振った。その視し線せんが、ちらりと右に泳いだのを見み逃のがさなかった。

　咄とつ嗟さに左に飛ぶ。一瞬遅れて、何かが空を切る音。それから、チッと舌打ちのような音がして、何もない空間から案か山か子しのように細い男が姿を現す。

「葛城のおっさん、ちゃんと気ぃ引いといてよ。外れちゃったじゃん」

「下がってろ、高たか部べ。踏ふみ潰つぶすぞ」

　葛かつら城ぎと高たか部べと呼ばれた案か山か子し男の他ほかにも、数人のコトナリが集まってくる。

　伊い佐さ美みは深く息を吐いた。生あい憎にくと、この命は売約済みである。葛城にも尾お上がみにも、むざむざくれてやるわけにはいかないのだ。左手で顔を覆おおい隠すようにする。禁じ手を使うのは、橘たちばな泉せん理りとやり合った時以来である。

　ここに凜りんがいなくて本当に良かったと思う。

　──伊佐美は、それを最後に理性を捨てた。

　変化は劇げき的てきだった。

　四肢の筋肉が膨ふくれ上がり、その圧力に負けて骨が砕け、瞬またたく間に再生する。何度も骨折と再生を繰くり返し、身体からだが一回りも二回りも大きくなっていく。肥大した筋肉で、衣服が内側から張り裂ける。硬化して血を通さなくなった皮ひ膚ふがまるで死人のような青あお色いろに変わる。

　そして、顔を覆った手指の隙すき間まから、額ひたいを割って、ぞろりと大きな角つのが生はえる。

　血に濡ぬれて光る、抜身の刃やいばのような角だった。

　変化が終わった後、そこにいたのは一匹の『鬼おに』だった。全身から瘴しよう気きを撒まき散らし、乱らん杭くい歯ばが剝むき出だしになった口からぼたぼたと涎よだれを落とす。その凶相は、どんな《禍わざ異わい》よりも、ずっと醜しゆう悪あくで、生物としての本能が、今すぐに逃げ出したくなるほどの嫌悪感を訴えてくる。

　ぎざぎざに歪ゆがんだ声で『鬼』が言った。

「さあ、誰だれから喰くって欲しい？」

　恐怖に負けた第四班の数人が、でたらめに『戎じゆう器き』を発砲した。弾丸のほとんどは見当違いの方向へ飛び去り、一部が『鬼』の皮ひ膚ふに弾はじき返され、ダメージを与えたものは皆無だった。

『鬼』が顔を覆おおっていた手を下ろす。

　その時の衝しよう撃げきを、表現し得る言葉はない。

　その顔に刻まれていた感情を、表現し得る言葉はない。それは、怒り、絶望、恨うらみ、嫉しつ妬と、悲しみ、憎悪──それのどれでもない。それらすべてを含んだ、真っ黒に濁にごった何かだった。

　──があああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

『鬼』が身の毛もよだつような絶叫を上げた。




　　　　　　　　　　○




　気がつくと、凜は真っ暗で狭苦しい場所に押し込められていた。猛烈な騒そう音おんが絶え間なく響ひびいている。どうやら、車のトランクの中らしい。両手は拘こう束そくされたままでろくに身動きがとれない。車が停車したり発進したりする度たび、右へ左へ転がって何度も頭をぶつけた。

　そうやって二十分ほども揺られていただろうか。いよいよ気分が悪くなって来たところで、車が停車し、エンジンが切られた。車外に大勢の人の気け配はいを感じたが、会話までは聞き取れない。さらにしばらくすると外からトランクが開いた。

　雪な崩だれ込んできた光で目が眩くらむ。ヘルメットと目出し帽を被かぶった男がこちらを覗のぞき込んでいた。自由にならない身体からだを起こして外の様よう子すを確かく認にんする。そこは、見み慣なれた事務所件自宅ビルの前であり、十メートルほど離はなれた路上に腕を組んで立つ尾お上がみの姿もあった。そして、ビルの中からは、断続的な銃声や物が壊こわれるような音が聞こえてくる。

「何を、しているんですか」

　目出し帽の男はどこかつまらなそうな口く調ちようで「鬼退治だよ」と言った。

「おまえは万が一のための保険だ。俺おれと一いつ緒しよで、出番はねえだろうけどな」

　そして、「おとなしくしてろ。騒さわいだら殺す」と、取ってつけたような脅しの言葉を口にした。しかし、そんなふうに脅されなくても抵抗するつもりはなかったし、手て枷かせをかけられなくても逃げるつもりがなかった。

　凜はトランクの中で膝ひざを抱えた。

　情けなくて、悔しくて、涙がこぼれた。『死しに神がみ』の眼めを得て、新しい自分に生まれ変わったような気がしていた。伊い佐さ美みの助手としていくつもの仕事をこなし、掃除屋としてそれなりの経けい験けんを積つんだように思っていた。全部勘違いだった。すべてを失ったあの夜から、自分は何一つ変わっていない。どうしようもなく無力で、理不尽に対して泣くことしか出来ない子供のままだ。──いや、違う。被害者面づらをするのはもうやめよう。

　母も、妹も、坂ばん東どうも、来くる栖すも、自分の巻き添えになって殺されたのだ。

　その上、伊佐美まで巻き込んでしまった。

　最初から分かっていたことだ。分かっていて、考えないようにしていた。

　ただ無力なだけならまだしも、自分は生きているだけで周りに害を及ぼしてしまう。つまるところ《禍わざ異わい》と一緒だ。駆除されて然しかるべき害悪なのだ。そう考えると、自分を殺そうとした尾上は、実は正しいことをしたのかもしれない。

　見張りの男が「おい」と声をかけてきた。ヘルメットと目出し帽を煩わずらわしそうに脱ぎ去り、

「おまえ、男だろ。クソ女みたいにメソメソ泣くんじゃねえよ」

　凜は涙を拭ぬぐって男を見た。くすんだ朱しゆ色いろの髪。顔面は大きな刺青いれずみと銀のアクセサリーで過剰に装飾されている。いかにも凶きよう暴ぼうそうな見てくれをしているが、よく見ると垂れ目だった。

　朱あか髪がみは凜の足元に手を伸ばしてきた。それまで気付かなかったが、尾上に奪われていたリュックサックもトランクの中に押し込まれていた。朱髪は勝手にリュックサックを漁あさって、勝手にチョコレートを食べ、チョコレートを食べ尽くしてしまうと、勝手にミネラルウォーターを飲みながら、

「死ぬのは初めてかよ？　そりゃ事が済んだら、おまえはバラされる。これは確かく実じつだ。けど、そこでオシマイってわけじゃねえ。次はもうちっとマシな人生かもしれねえし、少なくともこのクソみてえな人生とはオサラバ出来る。結構なことじゃねえか」

　朱髪は、自分のことをコトナリだと勘違いしているらしい。

「あなたは、これまでに死んだことがあるんですか」

「まだない。けど、いつ死んだって構わねえと思ってるよ」

「死んで黄よ泉み帰がえったら、それまでのことを忘れてしまうんでしょう」

「それがなんだ？　死んでも昔のことを忘れられなかったら、生いき地じ獄ごくってもんだろ」

　そう言いながら、朱あか髪がみはリュックサックを漁って『立たち切きり』を取り出した。

「汚い手でそれに触るな」

　凜りんが反射的に言うと、朱髪は少し驚おどろいたような顔をしたが、すぐに下げ卑びた笑えみを浮かべ、『立切』を凜の鼻先に突きつける。

「心配すんな。おまえが死んだら、俺おれがもらってやるからよ」

　と、朱髪が言い切るか言い切らないか、という時だった。

　それまで銃声や破は壊かい音おんが聞こえていたビルの中から、今まで聞いたことのないような凄すさまじい音が聞こえてきた。それは何千人分もの悲鳴がひと塊になったような、空気を震ふるわせ、地面を揺らし、どこまでも届くような大だい音おん声じようだった。朱髪は何が起きているのか分からず戸惑っているようだったが、凜はそれが伊い佐さ美みの声だと確かく信しんしていた。

　そして、その声の残ざん響きようが消え切らないうちに、二階の窓を突き破って何か大きなものが落ちてきた。地面に激げき突とつして大量の血を撒まき散らしたそれは、熊くまのような生き物の死体だった。頭部を失っていなければ、身みの丈たけ三メートルを超えていただろう。

　それを見た朱髪の動揺といったらなかった。「クソ！　どうなってんだ！」と喚わめいて、持っていた『立切』を投げ捨て、『戎じゆう器き』を抜く。後ろを振り返り、そこにいる尾お上がみに向かって、

「おい！　葛かつら城ぎがやられちまったぞ。ど──」

　どうするんだ、と言おうとした彼の脳天を一発の銃弾が撃うち貫いた。

　突然のことに、飛び散った脳のう漿しようが顔に降りかかっても、凜りんは反応らしい反応が出来なかった。

　朱あか髪がみが電源を失ったロボットのように崩れ落ちる。

　尾上が『戎器』を下げながら近づいてきて、虫の息の朱髪を見下ろして言った。

「見れば分かるとも。葛城だけではない、第四班は全滅だよ。君たちが束になったところで、本性を現した星ほし野のには敵かなわない」

　朱髪がことばにならない声で呻うめく。尾上は首を傾かしげるようにして、

「分かっていて、なぜ星野と戦わせたのか、かな？　もとより、第四班は処分するつもりだった。それを星野にやってもらっただけのことだ。真実を知る者はなるべく少ない方がいい。第四班に入ったばかりの君は、多少気の毒ではあるが」

　尾上はそう言って、ひどく無造作に数発の銃弾を放って、朱髪に止とどめを刺した。

　そして、凜に向かって言った。

「さあ、行こうか。星野が待っている」

　遠くでごろごろと雷の鳴る音がした。間もなく、雨が降るだろうと思われた。




　　　　　　　　　　○




　尾お上がみは弱々しく抵抗する凜りんを引きずるようにしてビルへと足を踏み入れた。

　以前訪れた際に、内部構造は把握している。階段を上がって二階へ。そこは第四班の死体がいたる所に散らばっていた。どの死体も無残に破は壊かいされて、まともな人ひと型がたをとどめているものはなく、すでに消滅が始まっていた。

「ひどいものだな、子供の見るものじゃない。目を閉じていなさい」

「あなたがそれを言うのか」

　凜が憎しみの籠こもった目で睨にらんでくるのを無視して先へ進む。二階に星ほし野のの気け配はいはなかったが、念のためすべての部へ屋やを回って、まだ息がある班員にはとどめを刺しておいた。

　さらに階段を上がり、三階を素通りして、四階の様よう子すを確かく認にんすると、死体も争った形跡も見当たらなかった。このまま階段を上っていけば屋上へ出られるはずだが、伊い佐さ美みの臭においはしなかった。やはり、三階の事務所に陣取っているようだ。

　凜を連れて三階に戻ると、事務所の安っぽいアルミ製のドアは開きっぱなしになっており、室内へ続く廊下にはほとんど原形を留とどめていない死体があった。その死体を踏み越えて廊下を抜けると、戦せん闘とうの激はげしさを物語るように事務所の中はズタズタに荒れ果て、無傷の家具はひとつとしてなく、正面の大きな窓もガラスが割れていた。

　そんな部へ屋やの真ん中に伊佐美がいた。すでに人に戻って、横倒しになったテレビに腰を下ろしている。伊佐美は凜の姿を認めて、「よう」と手を上げた。「怪け我がしてないか」

「何、言ってるんですか。伊佐美こそ、そんな、ボロボロで」

　凜は今にも泣き出しそうな声を出した。凜の言う通り、伊佐美の衣服は破れて辛かろうじて身体からだに引っかかっているような有あり様さまであり、その身体には大小無数の傷があった。特に右腕の状態はひどく、肩口までどす黒く変色して、縦たてに裂けた傷口から大量の血が滴したたって、カーペットを汚していた。復元能力がうまく働いていないように見える。事前に調しらべておいた通り、『鬼おに』は本性を現すと、身体能力が爆ばく発はつ的てきに高まる分、復元能力が低下するというのは事実のようだ。

「どうして逃げなかったんですか」

　凜が責めるような口く調ちようで言った。

「逃げる暇がなかったんだよ」

「噓うそを吐つかないでください。あなたひとりなら、どうとでも逃げられたはずだ」

「そんな口が叩たたけるんなら平気だな」

　伊佐美はごりごりと額ひたいを搔かいて、こちらを睨にらむようにした。

「尾上さん。ほんと、あんたにはしてやられたぜ」

「それはこちらの台詞せりふだ。十年かけて揃そろえた精せい鋭えいが全滅だ」

　伊い佐さ美みは鼻で笑って、

「これくらい派は手でに悪さをしてやらないと、あんたも困るだろ？　特犯室っていう正義の味方を立てるためには、悪役が必要だもんな」

「物分かりが良くて助かる。優ゆう秀しゆうな人材は、味方にしても敵にしても役に立つものだ」

「そりゃどうも」と伊佐美は肩をすくめる。

　その時、ずっと無抵抗でおとなしくしていた凜りんが、突然暴あばれ出した。押さえつけようと伸ばした手に鋭するどい痛みが走り、尾上は凜を突き飛ばした。よろめいて転びそうになった凜を、立ち上がった伊佐美が抱き留める。

　痛みを感じた掌てのひらは、浅く真一文字に切り裂かれていた。凜の両手を縛しばっていたバンドは切断され、自由になったその手には、取り上げたはずの刀とう子すのようなナイフを握にぎり締しめている。

「いつの間に。まったく油断も隙すきもあったものではないな」

　ネクタイを外して、包帯代わりに巻きつける。

「まあ、君たちには強い信頼関係があるようだから。最後は一いつ緒しよが良いだろう」

　スーツの内側から『戎じゆう器き』を抜いて、身を寄せ合うようにする二人ふたりに銃口を向けた。

「そんな豆鉄砲で、俺おれを殺せると思ってるのか」と伊佐美。

「まさか。どんな重火器を持ってきても、どんなに大げさな術を用いても、『鬼おに』を殺すことは出来ない。だが、君の仲間が今どうしているか、知らないわけではあるまい？」

　中なか原はらに戦争を仕掛け、敗れ、捕らえられた四人の『鬼』。考え得るあらゆる手段をもってしても彼らを殺すことが出来ず、考えあぐねた五ご枝し族ぞく古こ条じよう会かいはひとつの評定を下した。それは、捕らえた『鬼』の身柄を、『猫ねこ』を除く五枝族がそれぞれ預かり、責任をもって封印するというものだった。封印というのは、つまるところ復元する間を与えず殺し続け、実質的に無力化するということだ。

『狸たぬき』は『鬼』を無数に分割し金属に閉じ込めた。

『鳥とり』は『鬼』の重さを奪い虚こ空くうに宙ちゆう吊づりにした。

『狐きつね』は『鬼』を絶えることのない業ごう火かにくべた。

　そして『狗いぬ』は──

　尾お上がみは『戎器』の引き金を引いた。

　青い燐りん光こうと共に撃ち出された弾丸は、凜をかばうようにした伊佐美の右腕に命中し、その瞬しゆん間かん、強烈な冷気を放つ。肉が凍って砕け、噴ふき出した血液さえも瞬時に凍りつき、紅あかい氷の花が咲いたようになって伊佐美の身体からだを切り裂いた。

　伊佐美が苦痛に呻うめき、凜が悲鳴じみた声を上げる。

「──氷ひよう牢ろう華かという。なかなか綺き麗れいなものだろう」

『狗』が『鬼』を封印するために編あみ出した術式。これを施した弾丸は、撃うち込んだ対象が生きている限り、その異能を奪い、冷気に変換し続ける。決して死ぬことがない『鬼』は、その特質ゆえに、己おのれの異能によって永久に溶けない氷に閉じ込められることになる。

　さらに二発、三発と弾丸を撃うち込むと、その度たびに紅い氷の花が咲き、伊い佐さ美みはまともに動くことも出来なくなっていく。

「こういう時は、何か言い残すことは、とでも訊きくべきかな」

「焦るなよ。せっかく室長様直じき々じきに来てくれたんだ。おもてなしをしなくちゃだろ」

　伊佐美がそう言って身じろぎすると、耳障りな音を立てて、凍りついた腕に亀き裂れつが走る。伊佐美は構わず動いて、さっきまで座っていたテレビを蹴け飛とばした。そして、その陰に隠されていたものが尾お上がみの目にも飛び込んでくる。透明のビニールでシュリンクされた、赤黒い粘土のようなものが、まるで金塊のように積つまれていた。

　──『赤あか土つち』

　その正体を理解して、尾上は思わず後あと退ずさる。見たところ十キロはあるだろうか。伊佐美がなぜそんなものを持っているのか。御ご陵りよう院いんが与えたものか。いや、今はそんなことよりも──

　耳の痛くなるような沈ちん黙もくの後、尾上は言った。

「脅しのつもりか？　そんなものを使えば貴様はともかく、桜おう条じよう凜りんは確かく実じつに絶命するぞ」

　伊佐美は首を傾かしげて、

「だそうだ。どうする、凜」

　凜は伊佐美の腕の中から尾上を睨にらんで、

「あなたが言った通りですよ。僕には、あなたと刺し違える覚悟がある」

　伊佐美も尾上に向き直って、凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべた。

「だそうだ」

　やめろ、と叫ぶ間もあらばこそ。

　伊佐美は凍った右腕を振り上げ、躊躇ためらいもなく『赤土』を握にぎり潰つぶした。




　　　　　　　　　　○




　伊佐美の事務所が入ったビルから遠く離はなれた真ま船ふね川がわの対岸。より背の高いビルの屋上で、橘たちばな泉せん理りは双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んで、一部始終を見物していた。背後には、萬ばん理りも控えている。

　突入した特犯室の制圧班が返かえり討うちに遭い、尾上が桜条凜を連れてビルに入って行って間もなくのことだった。三階事務所の窓から稲いな妻ずまのような閃せん光こうが溢あふれ出した。

　一いつ瞬しゆん遅れて、耳を劈つんざくような轟ごう音おんとともに爆ばく発はつが巻き起こった。窓や壁かべを突き破って炎の舌が吹き上がる。衝しよう撃げき波はが対岸まで届いて上空にも届いて、泉理の髪をわずかに揺らした。炎とガラスと無数の破片が雨のように降り注ぐのが見えた。

　爆発の程度としては決して大きくなかったはずだが、たまたま重要な鉄筋が切断されてしまったのか、ビル自体の老ろう朽きゆう化かが進んでいたのか──爆発が起きた三階が、まるで紙細工のようにぐしゃりと潰つぶれた。そして、ビルの崩ほう壊かいが始まった。斜めに傾いたビルが周囲の建物も巻き込んで、連れん鎖さ的てきに崩壊していく。

　道路を封ふう鎖さしていた警けい察さつや、遠巻きに見物していた野や次じ馬うまたちが、悲鳴を上げて逃げ惑う。突然巻き起こったパニックが、枯野に火を放ったが如ごとく伝染していくのが、手に取るように分かった。その中心からぬうっと立ち上った爆煙は、血を流したような赤あか色いろをしていた。

　あの爆薬が『赤あか土つち』と呼ばれるもうひとつの所以ゆえんだった。

　泉せん理りは双眼鏡を投げ捨て、手を叩たたいて「絶景絶景」と笑った。葡ぶ萄どう原はらに渡した金と、回収した『赤土』の量がどうしても合わないと思っていたら、やはり伊い佐さ美みがくすねていたらしい。

「なかなか面おも白しろかった。けれどこれで終わりかな？　ちょっと物足りない気がしなくもないな」

　そう呟つぶやいた鼻先に、ぽつりと冷たいものが当たって、泉理は「おや」と曇どん天てんを見上げる。天高く昇った血ち色いろの爆煙が引き金となったように、雨が降り出していた。




　　　　　　　　　　○




　破は壊かいしつくされた現場に、警官と救急隊が踏み込んできたのは、爆発から三十分も過ぎてからのことだった。想像を絶する惨状に、彼らはしばし立ち尽くすことしか出来なかった。後に、特犯室がコトナリ界に公表したところによれば、桜おう条じよう家け襲しゆう撃げき事件の容疑者・星ほし野の伊佐美の自爆によって、老ろう朽きゆう化かしていたビルが倒壊。懸けん命めいの救助活動が行われたが、生存者はひとりとして発見することが出来なかった。




　　　　　　　　　　○




　──本性はなるべく隠しておいた方がいい。

　真ま虎こ斗との言葉を思い出す。

　──傷の治りが遅くなるし、その本性が二目と見られないほど醜みにくいということもあるが、

　口くち癖ぐせのように、真虎斗は言っていた。

　──本性を現せば、必ず何かを失うことになる。これは俺おれの経けい験けん則そくだ。




　自分を呼ぶ声を遠くに聞いたような気がして、伊佐美は意い識しきを取り戻した。全身を包む生ぬるい闇やみから抜け出して目を開ける。自分は仰あお向むけに倒れていて、コンクリート製の大きな柱と、ずいぶん高いところで複雑に組み合わさった鉄骨が見えた。川と雨と自動車の音が聞こえている。どうやら真ま船ふね川がわにかかる青あお葉ば大おお橋はしの下、橋脚の根本に自分はいるらしい。

　どうして自分がここにいるのか、思い出すまでに少し時間がかかった。

　爆ばく発はつの瞬しゆん間かん、あらかじめガラスを割っていた窓から外へ飛び出した。予想外に早くビルの崩落が始まって焦ったが、濛もう々もうたる土つち埃ぼこりにまぎれて、警けい察さつの包囲を抜け出すことが出来た。そして、青葉大橋まで逃げてきて、そこで気を失ったのだ。

　──そうだ。凜りんは？

　捜すまでもなかった。凜は伊い佐さ美みに抱きついて泣いていた。ぼろぼろと大粒の涙を落としながら「ごめんなさい。ごめんなさい」と繰くり返している。あちこち擦すり傷を作ってはいるものの、大きな怪け我がはしていないようだった。

　とにかく運がよかった。凜が最後まで人ひと質じちに取られていたら、本当に捨て身で尾お上がみと心中するしかなかったかもしれない。伊佐美は身体からだを起こそうとして、肘ひじから先を失った右腕がまったく復元されていないことに気付く。骨まで完全に凍結してしまっていて、これはしばらくどうにもなりそうになかった。久しぶりに『鬼おに』の本性を現した反動で、すでに体力も限界にきている。出血がひどい。もういくらも意識を保っていられそうにない。

　それでも、動かない身体を強引に動かして起き上がる。壊え死しした筋肉がぶちぶちと不愉快な音を立てて千切れる。全身の傷口から再び出血が始まった。

「伊佐美！　動かないでください！　お願ねがいですから、じっとしていてください」

　凜は伊佐美にしがみつき、押おし留とどめようとする。伊佐美の身体から流れ出す血で、その両手も、パーカーも、ジーンズも、赤く黒く染まっていく。

「……凜、落ち着け。俺おれの話を聞け」

　凜は動きを止めて、血と涙でべとべとになった顔を上げて、こちらを見つめた。

「いいか。あんなちゃちな爆ばく発はつで、尾上が死んだとは思えない。やつは鼻が利く。必ずおまえを追ってくる。でも、俺がまともに動けるようになるまで、どれだけかかるか分からない。たぶん間に合わないだろう。あいつは、おまえを殺すまで、どこまでも必ず追いかけてくるはずだ。だから逃げずに、ここでケリをつけろ」

　凜は強く頭を振った。

「僕には無理です。僕に復ふく讐しゆうなんて出来るはずがなかったんだ」

「これはもう復讐じゃない。おまえが殺されないためには、尾上を殺すしかない。生き延びるために戦うんだ」

「……でも、やっぱり無理です。あの人に、僕が勝てるわけがない」

「やれるさ。『死しに神がみ』になったおまえなら」

　伊佐美はそばに落ちていた『立たち切きり』を拾って、凜の手に握らせる。

「俺を殺せ。そうすればおまえは本当の『死神』になれる」

　凜は驚おどろいて、目を瞬しばたたかせた。

「本当は、『死神』の眼めが発現した時点で、もう準備は出来てたんだ。俺は御ご陵りよう院いんからそのことを聞いてたんだけどな。おまえにはずっと黙だまってた。悪かった」

「どうして……だって、伊佐美はずっと死にたくて、だから僕を拾ったんじゃ、」

　伊い佐さ美みは片方だけになった手で、凜りんの頰ほおを包むようにした。

　あの夜のように、冷たくなった頰が血で汚れる。

「おまえと掃除屋やってるのが、案外楽しくてな」

　だから今日きようまで、ずるずると先延ばしにしてしまった。

　あの日から、ずっと死ぬことだけを考えて、他人を殺しながら生きていた。それがいつの間にか、このまま凜と生きていけたらどんなものだろう、と考えるようになっていた。

　もしかすると、凜がいてくれれば、自分は変わることが出来るのではないか。誰だれに恨うらまれようと、後ろ指をさされようと、悪夢に叩たたき起こされる夜があろうと、それでも前を向いて生きていけるのではないか。

　正しいことがしたいわけではない。誰かに許されたいわけでもない。

　凜がそばにいてくれるなら、自分はそれで、いいのではないか。

　涙でくしゃくしゃになった顔を、凜は伊佐美の胸に押しつけた。

「それは僕も同じです。僕は伊佐美と一いつ緒しよにいたい。僕は伊佐美を殺したくない」

　なあんだ、と伊佐美は思った。自分も凜も、同じことを考えていたのだ。どちらか一方が、ほんの少し早く、ほんの少しだけ素直になれていれば、こんなことにはならなかったかもしれないのに。しかし、今更そんな後悔をしても仕方がない。

「このままじゃ、俺もおまえも尾上にやられる。ひとりだけでも助かる道があるなら、そうすべきだ。おまえがいつも言ってる合理的ってやつだ」

「嫌いやだ。出来ません」

　凜は胸に顔を押しつけたまま、駄だ々だをこねるように言った。

「出来なくても、やるんだよ。家族の仇かたきを取るんじゃないのか？」

　凜は答えない。視界が霞かすむ。身体からだの芯しんからすっと血が抜けて、神経が冷たくなっていくような感覚がする。意い識しきを保っていられる時間はもう幾いく許ばくもない。

「どうしても出来ないか」

　凜は答えない。本当にもう、時間がなかった。

「そうか。なら、勝手にしろ」

　凜の肩がびくりと震ふるえる。伊佐美は追い打ちのように言った。

「そこで、いつまでもめそめそ泣いてろ。そのまま、尾お上がみに殺されればいい。家族と同じところに逝いけたらちゃんと報告しろよ。みんなの仇を取れませんでしたってな」

　凜が顔を上げた。真まっ赤かになった目で、伊佐美を睨にらむ。

　伊佐美は笑った。それでいい、そういう顔の方がおまえには似合っている。

　とうに限界が来ていた。全身から力が抜けて、上体を起こしていることさえ出来なくなる。身体が地面に沈み込んでいくようだった。

「伊佐美！」

　凜りんがすがりついてくる。強く身体からだを揺さぶられても、何も感じない。最後にもう一度凜に触れたいと思ったけれど、指一本さえ動かすことが出来ない。

　視界が急速に暗くなっていく。

　ただ一いつ緒しよにいるのが楽しかったから。

　ただ笑った顔や怒った顔や泣いた顔を見ていたかったから。

　こんなことになってしまうまで、別れることが出来なかった。家族を失った凜に、また辛つらい思いをさせてしまうことになった。そんな身勝手をどうか許して欲しい。

　──けれど、それでも、

　消えゆく意識で、伊い佐さ美みは思った。

　──俺おれは、おまえに会えてよかったよ。




　伊佐美の呼吸が弱くなっていく。出血が止まって、体温がみるみるうちに下がっていく。生命を維持するのをやめて仮死状態になり、『鬼おに』の異能が物体としての肉体を修復することに専念しているのだ。しかし、その速度はあまりにも遅い。

　顔を上げた凜は、もう泣いていない。震えも止まっている。

　伊佐美の身体に跨またがり、『立たち切きり』を握り直す。

　凜は大きく息を吸って、吼ほえた。
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　腹の底から、あらん限りの力を込めて、鬼のように吼ほえる。




　　　　　　　　　　○




　ざあざあと、雨が強く降っていた。

　橋の下にぺたんと座り込んで、心が空っぽになってしまったような表情で、何もない中空を呆ぼう然ぜんと見つめていた。傍かたわらには、伊い佐さ美みが横たわっている。

　ふいに土を踏む足音が聞こえてくる。そちらを向くと、誰だれかが橋の下に入ってくるところだった。それが尾お上がみだと、すぐには気付かなかった。それぐらい変わり果てていた。一いち分ぶの隙すきもなく身に着けていたスーツは、いたるところが破れ、焼け焦げている。白いシャツには血が滲にじみ、そのシャツを裂いて作った眼帯で右目を覆おおっていた。

　尾上が呼びかけるようにして言った。

「星ほし野のを起こせ。続きをやろうじゃないか」

　凜りんは震ふるえる息を吐き、フードを被かぶって表情を隠すようにした。それから、のろのろとした動きで立ち上がり、尾上を正面に見た。右目を覆う眼帯が赤黒く染まっている。右手には拳けん銃じゆう型がたの『戎じゆう器き』を握にぎり締しめていた。目の傷が痛むのか、ときおり小刻みに顔面が痙けい攣れんするのが不気味だった。

「星野を起こせ、と言ったんだが？」と尾上が苛いら立だったように言う。

　凜が何も答えずにいると、尾上は怪け訝げんそうになり、空気の臭においをかぐような仕し草ぐさをした。何かに気付いたように目を細め、鼻の頭に皺しわを寄せる。

「……死んだのか？　いや、君が殺したのか」

　尾上は急ぐこともなく近づいてくる。「星野に頼まれたのか？　私の手にかかるぐらいなら、君の手で殺して欲しいと？　泣かせる話だ。私としても余計な手間を省いてくれて助かるよ」

　凜は思う。

　──こいつは殺さなければいけない。

　家族の仇かたきであるとか、たくさんの人を騙だまして殺してきたとか、伊佐美を侮辱したとか、そんな理由は必要ない。ただ、自分が殺したいから殺すのだ。どうしても理由が必要だというなら、見た目が目障りだからとか、声が耳障りだからとか、その程度のもので構わない。

　──こいつを、二度と戻れない地じ獄ごくの底に落とさなければならない。

　尾上は『戎器』を凜に向けて言った。

「しかし、まさか本当に『鬼おに』まで殺してのけるとは。大したものだ、『死しに神がみ』というのは。御ご陵りよう院いんが欲しがるのも無理はない。それで、どうだ。『死神』になった気分は？」

　凜は尾上の言葉を聞き流しながら、『死神』の眼めを開いた。自分の胸の真ん中のあたりに、死の影かげが浮かんでいるのが見えた。凜はその影に手を伸ばしてみた。影はまるで重みのない綿のような感触で、手で押しやると宙を滑るように動いた。

　尾お上がみが前触れもなしに『戎じゆう器き』を発砲する。

　弾丸は死の影かげが示した位置を正せい確かくに通過し、コンクリートの橋脚に命中した。その周囲が、まるで霜しもが降りたように音を立てて凍りついた。

　尾上が怪け訝げんそうな顔をして『戎器』を構え直す。死の影が幽ゆう霊れいのように近付いてくる。しかし、同じように払はらい除のけてしまえば、尾上が何度引き金を引こうと弾丸が当たることは決してなかった。

「どういう手品だ？」

　尾上は苛いら立だたしそうに言った。凜りんは言い返す。

「教えない。標的の能力は、事前に把握しておくべきだろ」

　改めて尾上に向き直る。まずはあの『戎器』を潰つぶそう、と思う。

　尾上が『戎器』を持っている右手のあたりに、じわりと死の影が浮かぶ。そこから線せんが延びている。青白く輝かがやいているように視みえるその線は、蜘く蛛もの巣のように分ぶん岐きを繰くり返しながら広がり、地面や橋脚を伝い、凜の足元まで延びていた。

「……そういうことか」

「何を言ってる？」

　凜は足元の床をつま先でトンと突いた。

　たったそれだけのことで、青白い線に沿って地面に亀き裂れつが走った。亀裂は橋脚に達しても止まらず、まるで逆さまになった稲いな妻ずまのように、橋脚を駆け登っていく。そして、遥はるか頭上で何かが決定的に破は壊かいされる音がした。見上げれば、橋を形作るコンクリートや鉄骨の一部が、まるで焼き菓子のようにへし折れ、その破片が真っ逆さまに崩れ落ちてくるところだった。

　破片はまったくの不意打ちで尾上を直ちよく撃げきした。

　耳を劈つんざくような轟ごう音おんが響ひびく。尾上は、悲鳴も上げられずに倒れ伏して、すぐには立ち上がることさえ出来ないようだった。ほんのわずかなきっかけを作るだけで、直接的には手を下していないのに望んだ結果に帰結する。まるでドミノ倒しのようだった。

　ふと生なま温ぬるいものを感じて鼻を拭ぬぐうと、べっとりと鼻血がこびりついた。眼めの奥には鈍にぶく重い痛みがある。この状態を保つのはひどく負担が大きいようだった。

　尾上がようやく破片を払い除けて立ち上がる。右腕は骨が砕けてしまっているらしく、スーツの上からでも分かるほど歪いびつな形をしていた。

「これが『死しに神がみ』か。なるほど、手も足も出ない」

　尾上は忌いま々いましげに言った。「コトナリはいずれ《禍わざ異わい》となり、《禍わざ異わい》は人を喰くらう。それが摂理。かつて、人とコトナリの世界はその摂理によって劃わかたれていたのだ。『死神』は摂理を覆くつがえし、人とコトナリの境界を乱す。ゆえに、私はおまえの存在を許容しない」

「ごちゃごちゃうるさいな」

　凜りんは首を振った。「偉そうな理想を並べ立てても、あなたは結局のところ、人間が許せないだけだ。あなたの子供の命を奪ったこの街に復ふく讐しゆうをしたいだけだ」

　尾お上がみは「黙だまれ！」と叫んだ。「私はそんなつまらない私し怨えんで動いてはいない！」

「そのつまらないもののために、僕はここまできた。いまの僕は、その気になれば傷ひとつつけることなく、あなたの命を奪うことができる。あるいは、命を奪うことなくあなたを傷つけ続けることも簡かん単たんだ。徹てつ底てい的てきに切り刻んで、これ以上どうにも刻めないというぐらい刻んで、それからやっと首を落とすことも出来る。でも、そうはしない。したくない。あなたが自身の罪を認め、それに相応ふさわしい罰を受けるというなら、この場は見み逃のがしてあげてもいい」

　尾上は顔を上げる。その顔には疲れ切ったような笑えみが浮かんでいた。

「なんだそれは。情けのつもりか？」

「有り得ない。あなたにかける情けなんて微み塵じんもない。あなたこそ、どうなんだ」

「……何の話だ」

「あなたが、僕の家に押し入ったあの夜。あなたは、僕を撃うつのを躊躇ためらったように見えた。その後だって、あたなはいつだって僕を殺すことが出来たのに、そうはしなかった。それは、自分の子供と僕とを重ねたからですか」

　尾上は答えなかった。

　凜もまた、長くは待たなかった。

「あなたがどういうつもりだったにせよ、それは情けをかける理由にはならない。僕はあなたを殺したいほど憎んでいる。なのに、想像していた通りというか。想像していた以上にというか──あなたを痛めつけても、ちっとも気が晴れない。ぜんぜんスカッとしない。僕にとって、誰だれかを殺すというのは、誰かに殺されるのと同じくらい、不愉快で気分が悪いことのようです。心底吐き気がする。あなたはどうだ。僕の家族を殺した時、何を感じた」

　尾上は眼鏡めがねの位置を直すような仕し草ぐさをして、口元だけで笑った。

「何も。あまりにも脆ぜい弱じやくで、あまりにも容易たやすくて、何かを感じる間もなかった。おまえの母親を散々追い回した末に撃ち殺した時は、多少興こう奮ふんしたかもしれないな」

「そうですか……ありがとうございます。もう少しだけ、あなたを殺したくなりました」

「やってみろ、『死しに神がみ』」

　そう言って、尾上は自分の胸板をひっかくようにして、血で汚れたワイシャツを引き千切った。変化が始まる。耳と尾が生はえる。口が耳まで裂け、長く突き出した顎あごに鋭するどい牙きばがのぞく。四肢は変形し、強きよう靭じんな筋肉を備える。全身を覆おおった白銀の毛皮から、肌を切りつけるような冷気が発せられる。

　凜は『立たち切きり』を抜き放った。『立切』は青白く発光し、その輝かがやきが凝ぎよう縮しゆくされて新たな形を得る。

　長く伸びた柄に、奇妙に捻ひねくれて湾わん曲きよくした刃やいば。それは紛れもなく魂を狩る大おお鎌がま。

　──伊い佐さ美み。

　人じん狼ろうと化した尾お上がみが牙きばを剝むいて唸うなりを上げる。後ろ脚に莫ばく大だいな力が込められ、冷気がその圧力を増す。視界が死の影かげで埋め尽くされる。到底、避け切れない。この先はやるか、やられるかしかない。眼球が破裂するように痛い。頭が割れるように熱あつい。鼻血が止まらない。どう転んでも、これが決着になる。

　──伊佐美、僕に力を貸してください。

　尾上が跳ね、凜りんは半歩だけ前に踏み出す。

　一いつ瞬しゆん、二人ふたりは交差した。

　凜は膝ひざをついて大おお鎌がまを取り落とした。右腕から首筋にかけて大きな裂傷が走り、流れた血が地面に落ちる前に凍りついて紅あかい氷柱つららを作った。

　その背後、空中で独こ楽まのように回転し、地面に落ちてごろんと転がったものがある。

　それは、斜めに切断された尾上の頭部だ。

　首を失った尾上の身体からだが、糸で吊つられた人形のように、ふらふらと見当違いの方向に歩いて、ばたりと倒れた。それきり、ぴくりとも動かなくなる。

　凜はそのまま倒れ込みそうになるのを、ぐっと手をついて堪こらえる。頭と目の痛みで、しばらくの間、身動き出来なかった。どのくらいの時間が過ぎただろう。凜は後ろを振り返った。

　伊佐美と尾上の死体が、消えずに残っている。どちらも自分が殺した。『死しに神がみ』に殺されたコトナリは、決して黄よ泉み帰がえらない。

　元の刀とう子すに戻った『立たち切きり』を拾い、震ふるえる足で立ち上がって歩き出した。

　暗い橋の下を出ると、雨はだいぶ小振りになっていた。西の空を覆おおう雲はかすかに夕ゆう焼やけ色いろづいて、その雲間から幾筋かの光が射さしているのが見えた。顔を上げて目を閉じ、撫なでるような雨の感触を味わうようにした。身体が雨に濡ぬれていくのと同時に、空っぽになっていた心に、色々なものが戻ってくる。それは到底、凜の心の中に収まる物量ではなかった。瞬またたく間に感情の圧力が上昇する。抑えきれなかったものが涙となって溢あふれ出し、雨と一いつ緒しよに頰ほおを伝った。

　雨は間もなく上がるだろう。

　涙もいずれ止まるだろう。

　そしてこれを最後にしよう。

　決して涙を見せなかったあの人のように。

　僕は泣くことをやめよう、と凜は思った。




　　　　　　　　　　○




　尾上剣けん吾ごの失しつ踪そう。

　その報しらせが、中なか原はらのコトナリたちに与えた衝しよう撃げきは計り知れないものだった。その上、失踪に至った経けい緯いが不ふ明めい確かくだったことが、混乱に拍車をかけた。ある者は敵対関係にあった『狐きつね』の仕し業わざであると主張し、またある者は尾お上がみ剣けん吾ごと同時に姿を消した掃除屋・星ほし野の伊い佐さ美みを疑った。別の者は、事件の最中に中なか原はらでは御ご法はつ度とになっている『赤あか土つち』が使用されたことから、外部の第三勢力の関与を示し唆さした。

　その混乱にどのような決着がついたのか。見届ける前に、凜りんは中原を離はなれなければならなかった。無責任に流る布ふされる噂うわさの中に、ほとんど正せい鵠こくを射ているものが混じっていたからだ。

　即すなわち、星野伊佐美と尾上剣吾の両名は、すでにこの世にない。彼らを殺害したのは百年振りに現れた『死しに神がみ』である──と。

　万が一にも、その噂を信じる者が現れた時のことを、御ご陵りよう院いんは恐れた。

　梅つ雨ゆ明あけが目前に迫った夏の日、凜は御陵院が手配してくれたリムジンに乗って新しん中なか原はら駅えきへ向かった。そこから新しん幹かん線せんに乗って中原を離れ、御陵院の個人的な知り合いを頼って、国外へ脱出する手はずになっていた。新幹線の時間まで少し余裕があったので、御陵院は「少し話しましょうか」と言って、備え付けの冷蔵庫から、小ぶりな瓶とガラスの猪口ちよこを二つ取り出した。

「お酒ですか？」と凜は言った。

「ええ。少しくらい良いでしょ？　あなたはもう人ではないのだから」

　酒瓶にはラベルがなく、無色透明な液体が充じゆう塡てんされている。その液体がなみなみと注つがれた猪口を手に取って、ちびりと口をつけた。苦味もなければアルコールの棘とげもなく、ふんわりと甘いような薫かおりだけを残して、するりと胃の腑ふに落ちていく。本当にこれはお酒なのだろうか、と凜は思った。

「気に入ったみたいね。隣となり町まちの小さな酒蔵で作られているお酒なの。一般には出回らない上に、こんなにちょっとで目が飛び出るほど高いんだから」

　御陵院はそう言って、自分の猪口にも酒を注いだ。話しましょう、と言った割に御陵院は、しばらく黙だまって酒を飲んでいた。やがて猪口を空にしてしまってから、ようやく口を開く。

「これは、形かた見みということになるのかしら。あまり情じよう緒ちよはないけれど」

　御陵院は懐ふところから一枚の黒いカードを取り出して凜に渡した。「伊佐美は、仕事の報酬のほとんど全部を私に預けていたわ。どうせ使い道なんてないからって。伊佐美と最後に会った時、もしものことがあったらあなたに渡すように頼まれていたの」

　あの日以来、御陵院が伊佐美のことを口にするのはこれが初めてだった。

「……伊佐美は、覚悟していたんですね」

「そうね。彼はずっと死ぬ方法を探していたわ」

「どうして、僕を助けてくれたのが伊佐美だったんでしょうか。あるいは、伊佐美が助けたのが僕でなければ、こういうことにはならなかったのに」

「起こらなかったことを考えても仕方がないわ。それが巡り合わせというものよ」

「ハルさんは、最初からこうなることが分かっていたんじゃないんですか。僕が伊佐美と一いつ緒しよにいれば『死しに神がみ』になるだろうことも、その結果、伊い佐さ美みと尾お上がみ剣けん吾ごが命を落とすことも、全部予知出来ていたんじゃないですか？」

　御ご陵りよう院いんは凜りんを見つめた。「もし、あなたの考えた通りだったら、私は相当な悪人ね。あなたに殺されても文句は言えないわ」

「僕はもう二度と、自分のために誰だれかを殺したりはしません」

　そう、と御陵院は頷うなずいた。「あなたは、あなたの思う通りにすればいいわ」

「……僕は自分が何をすべきか、何がしたいのか、まだ分かりません」

「考えなさい。納得がいくまでいくらでも。それぐらいの時間は稼かせいであげるわ」

　凜は無言になって酒を飲んだ。伊佐美はどんな気持ちで酒を飲んでいたのだろう、と考えた。酒はきんと冷えているのに、ひと口飲む度たびに腹の底が温かくなるのが不ふ思し議ぎだった。

　猪口ちよこに注つがれた酒を飲み干して、凜は言った。

「ごちそうさまでした。もういきます」

「ええ、いってらっしゃい」

　御陵院は願ねがうような響ひびきを込めて言った。

「また会える日を待っているわ」










　　　　　　　　　　〈５〉







　──早はや渡とさん。桜おう条じよう家け襲しゆう撃げきに始まった一連の事件は、これで終わりです。

　ただし一連のと言っても、すべてを俯ふ瞰かんして理解している人は、僕とハルさん以外には、あなたしかいないかもしれません。

　後はもう、いくらも話すべきことはありません。

　この一件で、室長を含む主力を失った特犯室は、その活動を大きく縮しゆく小しようせざるをえなくなって、それが翌年の人狩り事件の遠因になっていくわけですが、その後に起きた中なか原はらでの出来事は、きっとあなたの方が詳しいでしょうね。

　中原を離はなれてからは、ずっと旅をしていました。西回りに世界を一周です。長く一箇所にとどまることはほとんどありませんでしたけど、イギリスとハワイは、しばらく滞在していました。どちらもとても良いところでしたよ。機き会かいがあったら、ぜひいってみてください。

　いい加減にほとぼりも冷めただろうっていうことで、中原に戻ってきたのが一ヶ月前です。この街は何も変わっていなくて、あれからもう十年だなんて信じられませんでした。

　──そんな歳としには見えないですか？　まあ、僕もコトナリには違いないですからね。それでも、なりたての数年は多少成長していたんですけど、もう身長も止まってしまいました。それは少し残念ですね。

　この街が変わっていない、と言いましたけど、それは表面だけのことです。あの頃ころとは比べ物にならない数の《禍わざ異わい》が野放しになっているし、『狸たぬき』と『猿さる』が衝しよう突とつするのも時間の問題だと聞きます。まだ目には見えていないだけで、きっといろんなことが変わっている。変わり始めている。たぶん、良くない方向に。

　本当なら、すぐにでも『死しに神がみ』としての務めを果たさなければいけなかった僕に、十年という猶ゆう予よをくれたハルさんには感かん謝しやしています。その思いに応こたえたい。

　十年前のようなことが、起こらないようにしたい。

　だから僕は、探偵社を始めることにしたんです。

《禍わざ異わい》を殺す掃除屋ではなく、人もコトナリも助ける探偵を。

　これから忙しくなりますよ。

　いろいろと頼らせてもらうことも出てくると思います。その時はよろしくお願ねがいしますね。

　──え？　食事ですか？　すいません。折せつ角かくのお誘いですけど、また今度にさせてください。今日きようはお祭りでしょう。街もきっとひどい混雑だ。騒さわがしいのは苦手なので、事務所の屋上からのんびり見物するつもりです。




　　　　　　　　　　○




　──そのつもりだったんだけどなあ。

　人ひと込ごみを搔かき分けるようにして進みながら、僕はそう思った。早はや渡とさんが帰ってから、買ったばかりのデッキチェアとテーブルを、事務所の屋上まで苦労して運び、昨日きのうから仕込んでいたチーズの味み噌そ漬づけを切り分け、ハルさんから開業祝いに貰もらったワインの栓を抜いたところで、依頼専用に引いた固定電話が鳴った。

　何もこんなタイミングじゃなくてもと思ったし、依頼内容も実に低俗なもので気が乗らなかったのだが、記念すべき最初の依頼を断るのも幸さい先さきが良くないだろうと考えて、請うけ負おうことにしたのだった。

　手早く支し度たくをして事務所を出る。すでに夕方に近い時間帯だったが、底抜けの青空に巨人のような積せき乱らん雲うんが立ち上がり、陽ひ射ざしはジリジリと肌を焼くように熱あつく、空気はじっとりと粘ねばりつくように暑かった。そこかしこで蟬せみが鳴いている。

　路地を抜けて、御み山やま通どおりに出ると、そこは歩ほ行こう者しや天てん国ごくになっており、大変な数の人でごった返していた。その光景にはうんざりしたが、気を取り直して依頼内容を思い出す。

　真ま船ふね川がわの河か原わらを全裸で徘はい徊かいしている男がいるので何とかして欲しい。

　それが、我が探偵社の記念すべき依頼第一号であった。

　まったくもって探偵向きの仕事ではない。そういうことは警けい察さつに通報して欲しい。だが、全国から詰めかけた観かん光こう客きやくで普ふ段だんの何倍にもなった人口密度、さらに祭りのクライマックスである船ふな渡と御ぎよが数時間後に迫り、人々のボルテージも最さい高こう潮ちように達しつつある。必然的に、あちこちでトラブルが頻ひん発ぱつする。酔っぱらい同士の喧けん嘩か沙ざ汰たや交通事故、許可を得ずに路上で商売を始める馬ば鹿か、スリ、ひったくり、痴漢その他不ふ逞ていの輩やから、かぞえるのも馬鹿らしいほどの軽犯罪の山。警察はそれらに対処するのに手一杯で、裸でうろつくだけの変態は、どんどん後回しにされてしまっているらしい。とりあえず、手当たり次第に聴きき込みをしてみるが、有力な目もく撃げき情報はなかなか得られない。これだけの人ひと込ごみの中に全裸の変態がいたらさすがに騒さわぎになっているだろうから、このあたりにはいないのだろう。

　僕は溜ため息いきを吐ついた。もう少し頑張ろう、と思った。




　道行く観光客に聴き込みをしながら、御み山やま通どおりを北へと上っていく。

　浴衣ゆかたを着た女性や手をつないで歩く男女、賑にぎやかしい家族連れなどの見物客が左側通行でぞろぞろと流れている。左右の路肩には無数の露ろ店てんが軒を連ねている。アメリカンドッグ、キャラクターのお面、かき氷、射的、金魚すくい、クレープ、焼き鳥に牛ぎゆう串くし、じゃがバター、型抜き、くじ引き、そしてたこ焼きとお好み焼き──特に夕風に乗って漂ってくるソースの焼ける匂においは猛烈に食欲を刺し激げきしたが、いまは立ち食いをしている場合ではない。

　そんな混雑も中心街から離はなれるにつれて収まっていき、露店も観光客も減って、聞き込みも難むずかしくなる。このままでは手詰まりになると思って、探偵社の開業と同時に新しん調ちようしたスマートフォンで、中なか原はらのネットコミュニティに接続した。大小無数に乱立するコミュの中には、コトナリ専用のコミュも少なくなく、さらにその中には、掃除屋や情報屋が集まっているものも存在する。完全会員制のコミュなので、アクセスするには会員からの招待が必要になり、スレッドを立てたり、クエストを投とう稿こうするためには、さらにコミュ内でのランクを上げる必要があるらしい。僕はついさっき、早はや渡とさんに招待してもらったばかりなので、閲えつ覧らんすることしか出来ないが、いまはそれだけで十分だった。

　十年前に、こんなものはなかった。便利な世の中になったものだと思う。

　コミュで得られた情報によれば、最後に全裸男が目撃されたのは真ま船ふね川がわ上流、御山通と白しら瀬せ通が交差する河か川せん敷しきだ。とにかくそこまでいってみよう。そこまでいって何も見つからなかったら切り上げて、事務所に戻って船渡御を見物しようと決める。




　空は青から赤に、赤から濃のう紺こんへと移り変わりつつある。

　目撃情報があった河川敷に、それらしい全裸男の姿は見当たらなかった。諦あきらめて引き返そうとした時、白瀬橋の下に築かれたダンボール製の巨大な構造物と、その構造物の住人らしいホームレスの男性が、河か原わらで煮に炊たきをしているのを見つけた。

　駄だ目めでもともと、と思って話を聞いてみると、これが当たりだった。全裸で歩いている若い男に、衣服を分け与えたというのだ。泥でい酔すいしているらしく、なかなか要領を得ないホームレス男性から、辛しん抱ぼう強づよく全裸男の容姿や特徴を聞き出していく。

　身長は百九十センチぐらい。全身隈くまなく無む駄だなく鍛きたえられた肉にく食しよく獣じゆうのような身体からだをしていた。見た目は二十代後半くらいだが、少しくたびれたような雰囲気があった。仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたが、服を分けてやると、子供のように嬉うれしそうに笑っていた。服の礼をしたいが何も渡せるものがないと困っていたので、礼などいらないと言ってやると、困ったように笑って額ひたいをがりがりとやっていた。

　男性にいくらかの礼金を渡して別れた後、僕はしばらくぼうっとしていた。

　傍かたわらを流れる真ま船ふね川がわの水面は、きらきらと輝かがやいて宝石を撒まいたようである。

　全裸男がすでに全裸男でなくなっているのなら依頼は失効している。ならば、さっさと帰って、シャワーを浴びて汗を流し、ワインを飲みながら祭りを見物するのが正解だ。

　けれど、僕はその場から動けずにいた。

　──ありえない。だってあの人は、僕がこの手で、

　ふいに携帯が鳴った。ハルさんからの電話だった。

　電話に出るなり、ハルさんの切せつ羽ぱ詰つまったような声が聞こえてきた。

「もしもし、あなた今どこにいるの？」

「どこって。いまちょっと仕事中で……」

　僕は、記念すべき依頼第一号について説明した。ハルさんは何度か相あい槌づちを打って、

「私のところにも、いくつも報しらせが来ているわ。彼が裸で歩いているのを見た、って」

　彼、とは誰だれのことか。

「……十年前のことで、ひとつだけあなたに話していないことがあるの。確かく証しようがなかったし、なにより変に期待を持たせても、酷だと思ったから」

　僕は固かた唾ずを吞のんだ。どうしてそんな持って回った言い方をするのだろう。らしくもない。

　ハルさんはしばらくの間、無言だった。

「……十年前。尾お上がみ剣けん吾ごと彼の遺い体たいは、私が預かったのを覚えているわね」

「はい。ハルさんが責任をもって葬ほうむる、そう言って」

「ええ。あなたが中なか原はらを離はなれた後、事態が落ち着くのを待ってから、保管していた二人ふたりの遺体を荼だ毘びに付す。そのつもりだったわ。けれど、それは出来なかった」

　ハルさんは、最後まで言うべきか言わざるべきか迷っていたようだった。

　果たして、ハルさんは言った。

「彼の遺い体たいが、消えてしまっていたのよ」

　僕は最後まで聞くことなく、身を翻ひるがえして走り出していた。




　　　　　　　　　　○




　青あお葉ば大おお橋はしの東詰は、御み山やま通どおりと青あお葉ば通が交わる交差点でもある。中なか原はら最大の交通量を誇る交差点が、いまや見物客でみっしりと埋め尽くされ大変な混みようだった。しかし、ほんの一本横道へそれると、表通りの喧けん騒そうが噓うそのように遠ざかる。そこは御山通と、御山通に平行して走る新しん町まち通の間に慎つつましく存在する住宅街で、その一角に五階建ての真新しいビルがある。白くて汚れのない外がい壁へきが築年数の浅さを物語り、その壁面には、まるで異国のアパートのような外階段が巡らせてある。

　そのビルの屋上からは周囲の建物が民家ばかりということもあって、真ま船ふね川がわとその両岸を輝かがやかせる祭りの賑にぎわいがよく見えた。周囲が暗くなると、祭りの輝きはまるで現実の光景とは思えず、この屋上だけがぽつんと切きり離はなされて夕ゆう闇やみの中に浮かんでいるように見える。

　屋上の片隅には座すわり心地ごこちの良さそうなデッキチェアが置いてあり、青年がひとり寝転がって祭りを見物していた。ぼさぼさの髪に焼けた肌、分厚い胸板と丸太の如ごとき両の腕、ぼろぼろでつんつるてんの服を着ている。野生的な顔立ちをしているけれども、その表情はどこか不安げであった。

　やがて、市内の巡行を終えた神輿みこしが、真船川の河か原わらに集まってくる。賑やかな祭まつり囃子ばやしと、それに負けない担ぎ手たちの威勢のよい掛け声、それらを包み込むような歓声が屋上にまで届いてくる。すべての神輿が河原に揃そろうと、いよいよ祭りはクライマックスを迎える。神輿を載せた船を中心に、およそ千艘そうもの船が一斉に真船川へ漕こぎ出して船ふな渡と御ぎよが始まるのだ。

　その時、大きな音がした。

　誰だれかが階段を駆け上がってくる。青年は慌てた様よう子すで立ち上がり、うろうろして隠れる場所を探したが、そんな場所などあるはずもなく。

　外階段を駆け上がってきたのは、ひとりの少年だった。

　どこから走ってきたのだろう。両手に膝ひざをついて、ひどく息を切らしている。歳としは、十代半ばくらい。全体的に線せんが細くて儚はかない印象がある。大きな目に、長い睫まつ毛げ、すっと通った鼻筋。女性と見み紛まがうような端正な顔立ちをしている。

　息を整ととのえた少年は、短く息を吐いて背筋を伸ばした。

　青年を見据える表情は、ひどく怒っているようだった。

　青年はもごもごと言い訳をした。

「あー……俺おれは怪しいもんじゃない。泥どろ棒ぼうとかでもないから、誤解しないでくれると嬉うれしい。全然説得力ないだろうけど……」

「ここで、何をしているんですか」

　少年は透き通った声で詰きつ問もんした。

「何って……その、祭りを見物しようかと思って」

「そうですか。僕も同じです」

「そりゃよかった。船ふな渡と御ぎよには間に合った」

　青年は誤ご魔ま化かすように笑った。少年はにこりともしなかった。

　少年は青年の横を通りすぎて、屋上の縁へりから祭りを見物し始めた。

　青年はしばらく迷った末に、少年の横に立って視し線せんを真ま船ふね川がわの方へ向けた。神輿みこし船ぶねとそれを取り巻く供ぐ奉ぶ船せんが真船川へ漕こぎ出すところだった。さらに神楽かぐらや囃はや子しを奉納する舞ぶ台たい船ぶね、見物客を満載した奉ほう拝はい船せんなどがその後を追う。提灯ちようちんや篝かがり火び、豪ごう奢しやな金飾り、船上を彩る輝かがやきが増えるほど、夜の川かわ面もに映る輝きもその数を増して、真船川は無数の灯りで埋め尽くされていく。思わず見み惚とれてしまうような光景だったが、屋上の空気はかちんと張り詰めている。

　青年は躊躇ためらいがちに少年に訊たずねた。

「君、ここのビルの人？」

「ええ。三階で探偵事務所をやっています」

　探偵と言われても青年はピンと来ない様よう子すで、「へえ……」と、気の抜けた相あい槌づちを打つだけだった。青年は空を見上げたり、自分の爪つま先さきを見つめたりした末に、遠えん慮りよがちに言った。

「あの……違ってたら申し訳ないんだけど。俺おれ、君とどっかで会ったことあるかな？」

　少年がキッと素す早ばやく首を動かして青年を睨にらんだ。明らかに怒っている。青年は狼ろう狽ばいした。

「違うんだ。忘れたわけじゃなくて。俺、記き憶おく喪失ってやつみたいでさ。もし、俺のことを知ってるなら、どんなことでもいいから教えてくれると嬉うれしいんだけど……」

　少年はじっくりと言葉を選ぶようにして、

「……僕は、あなたを」

　その時、真船川の船上から打ち上げられた花火が、夏の夜空に大たい輪りんを咲かせた。一拍遅れて叩たたきつけられた轟ごう音おんが、少年の声を押おし潰つぶした。花火は立て続けに打ち上げられて、屋上に張り詰めていた緊きん張ちよう感かんを、粉々に吹き飛ばしてしまった。

　青年は花火の音に負けないように大声で言った。

「悪い！　聞こえなかった。もう一回言ってくれるか！」

　少年は、ぐっと眉み間けんに皺しわを寄せ。負けじと大きな声で言った。

「僕は、あなたのことなんて知りません！」

「そ、そうか。俺の勘違いだな。すまん」

「あなたは黄よ泉み帰がえってきたばかりなんでしょう。お腹なかも空すいているはずだ」

「はい。腹ペコです……って、黄泉帰りを知ってるってことは、君も？」

「ええ、僕もコトナリです」と少年は頷うなずいた。「ここで会ったのも何かの縁えんですから、そのへんの屋台でご飯をおごってあげてもいい。それに探偵を始めたばかりで、ちょうど助手も探していたところです。あなたが、どうしても頼むなら住み込みで雇ってあげてもいい」

「助手って、探偵の？」

「そうです。何か不満でも？」

「いや、不満はないけどさ。ちょっと出来過ぎてるなあ、と思って。黄よ泉み帰がえってきたその日に、偶然出会った男の子が、超がつくほどのお人ひと好よしか、困ったやつを放ほうっておけない正義の味方で、自分にはこれっぽちも得がないのに、俺おれを助けてくれようとしてるってことだろ。そんな都合のいい話ってあるか？」

「図ずう体たいは大きいくせに、ごちゃごちゃと細かい人ですね」

「図体は関係ないだろ」

「嫌いやなら無む理り強じいはしません。今すぐにここから出ていってください」

「嫌とは言ってない、嫌とは」

　そうして少年と話しているうちに、青年の表情を曇くもらせていた不安が、少しずつ消えていくようだった。少年が床をばんと踏みつけて、焦じれたように言った。

「どうするんですか？　もう祭りも終わってしまいますけど」

「それは困る。お好み焼きが食べたい」

　少年は「では、決まりですね」と言って青年の正面に立つ。

　花火と祭りの灯あかりが逆光になって、少年の顔がよく見えなくなる。

「僕は桜おう条じよう凜りんといいます」

「女みたいな名前だな」

「放っておいてください」

「俺は……思い出せない」

「では、イサミと呼ぶことにします」

「別にいいけど。どういう意味？」

「昔飼っていた犬の名前です。大きくて怠なまけ者で、優やさしくて強かった」

「ふうん……まあ、それでいいか」




　　　　　　　　　　○




　凜は右手を差し出す。

　イサミはがりがりと額ひたいを搔かいて、やや緊きん張ちようした面おも持もちで手を伸ばした。

　その手を強く握り返して、凜は言った。

「イサミ、僕はあなたの味方です」










　　　あとがき




　仕事上がり、初めて入る喫茶店の隅っこで、こそこそノートパソコンを開いて、あとがきを書いています。実は、このあとがきは第三稿です。だいたい一発目は堅苦しい日記みたいになってしまい、二発目は意味不明な論文みたいなことになります。まあ、いっつもそんな感じなのでもう慣れちゃいましたけどね！




　僕の持つ数少ない人に自慢できるポイントとして、「虫歯をしたことがない」というものがあります。歯医者が嫌いな人は少なくないと思いますが、僕は歯医者に行くと「歯並びが良いですね」「歯がきれいですね」と褒ほめられるので、子供の頃ころから歯医者が好きでした。

　しかしつい先日、親知らずを抜かねばならん、という事態になりまして。

　しかも、問題の親知らずは半分歯は茎ぐきに埋まってしまっている、いわゆる埋まい伏ふく歯しというやつでした。こういう頑固者は、「手術」をしなければ抜けません。手術であるからにはドリルだけではなく、メスが登場します。麻酔注射もバリバリです。恐ろしい！

　僕の持つ数多い男らしくないポイントのひとつとして「痛いのが嫌い」というものがあります。抜歯はおろか、端を削ったこともない僕は、恐れ慄おののきました。とにかく痛くないようにしてくださいとお願いしたので、歯医者さんはとにかく痛くないように抜いてくれたのですが、それは手術中だけの話で、帰宅後、麻酔が切れてからは四六時中痛いし、ろくにご飯も食べれないしと、もう思い出したくもない一週間でした。抜歯した時はちょうど本作の執筆も佳境に入っており、でっかい方の主人公がやたらと怪け我がをするのですが、「親知らず一本で泣くほど痛いのに、こんな大怪我したらたいへん！」と思って心が痛み、筆が鈍り、そのせいで締しめ切きりが守れなかった、ということではありません。




　さてさて、あとがきを書き終えるまで晩御飯を食べないという制約を自らに課していましたが、そろそろ限界です。さっきから隣となりの席の人が食べているミートスパゲティ（大盛り）を注文し、好きなものを好きように食べられるという幸せを嚙かみしめようと思います。満腹になったら眠くなるでしょうが、今日は喫茶店の閉店まで粘るつもりです。

　なぜなら、すぐに次回作の原稿に取かからなければいけないのです。

　次回作は本作の続編を予定。なるべくお待たせせずにお届けしたいなー。出来るかなー。

　天下無敵のヒロインが、縦横無尽に七転八倒、屍し山ざん血けつ河がの大だい活かつ躍やく、の予定です。たぶん。

　復ふく讐しゆうは続きます。




二〇一五年四月


優ゆう木きカズヒロ
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優ゆう木きカズヒロ

１９８６年、山形県に現界。２０１０年『ハロー、ジーニアス』（イラスト／ナイロン）で電撃文庫からデビュー。老け顔に実年齢が追いついてきたアラサー兼業作家。ガラクタ蒐集の腕前には定評がある。写真はガラクタコレクションから、姫路城の置物と謎の熊。
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イラスト／南みな方かた 純すなお

京都在住。月刊ニュータイプにて『悪魔のリドル』連載中。

愛猫が早いものでもう今年で11歳。

長生きしますように……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「優木カズヒロ先生」係

「南方 純先生」係
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